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管理モジュールの対象ユーザ
管理モジュールは、Assetbenterを使用するすべてのユーザ企業を対象として
います。

対象ユーザは以下のとおりです。
• ネットワーク管理者
• データベース管理者
• Assetbenter管理者

管理モジュールの使用目的
管理モジュールを使うと、以下の操作を実行できます。
• Assetbenterデータベースの管理
• ncabデータベースへの接続の管理
• Assetbenterの管理
• Assetbenter?rerverの管理
• ユーザプロファイルの管理

上記の操作を実行することにより、以下の内容が可能になります。

 はじめに （管理）
序文
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• データベースを作成、更新、メンテナンス、カスタマイズする。
• データをインポートする。
• ncabデータベースへの接続を作成、更新、削除する。
• ネットワーク上でAssetbenterを最適化する。
• 自動モニタリングプロセスを設置する。
• ユーザプロファイルを作成、更新、削除する。
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はじめに
Assetbenter?c\t\b\se?Administr\torは、Assetbenterデータベースの管理用ツー
ルです。このツールを使用すると、以下の多様な操作を実行できます。
• データベースの作成
• データベースに格納されたオブジェクトのカスタマイズ（テーブル、
フィールド、リンク、インデックス、画面など）

• 破損したデータベースの修復
• データベース構造の更新
• データベースからのデータの抽出

このツールはデータベース管理者が使うことを想定しており、使用する前に
次の点を考慮する必要があります。
• このツールを使ってAssetbenterデータベースの構造を変更するには、専
門の経験と知識が必要です。

• Assetbenterに「Admin」でログインすると、データベースを変更できます
（オブジェクトの設定、リンクの設定、など）。しかし、Assetbenterと
Assetbenter?c\t\b\se?Administr\torを使用して、同一のデータベースを同時
に変更してはなりません。

• Assetbenter?c\t\b\se?Administr\torでデータベースに接続するには、
「Admin」（管理者）または同等の権限でログインする必要があります。

 Assetbenter catabase
Administrator L インタフェースP
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「Admin」ログインを複数のユーザに割り当てないでください。データ
ベースの更新時に競合が発生したり、データベースの整合性を調整する
ためにデータベースが使えなくなったりする場合があります。

概要
Assetbenter?c\t\b\se?Administr\torは、Assetbenterと同じプログラムグループ
から実行できます。プログラムのアイコンをクリックして起動します。

注意:

Assetbenter?c\t\b\se?Administr\torを起動しても、ファイルを読み込まない限
りメイン画面は灰色で表示されます。最後に使用した文書を自動的に読み込
むように設定するには、［編集／オプション］メニューの［文書］項目で
［起動時に前回最後に使用した文書を自動的に読み込む］オプションを［は
い］にします。

インタフェースの概要
Assetbenter?c\t\b\se?Administr\torのユーザインタフェースは、Rつの枠から構
成されています。
• ツールバーが付属したメニューバー
• Assetbenterデータベースのテーブルリストを含む枠
• メイン枠、またはカスタマイズ枠。テーブルのオブジェクトに関する情
報をまとめています。

注意:

現在存在する言語の重要性はすべて同じです。作成言語が特別なステータス
を持つわけではありません。

Assetbenter?c\t\b\se?Administr\torのグラフィカルインタフェースは、特にデー
タの参照と作成に関してはAssetbenterと同様のインタフェースになっていま
す。基本的な画面上での操作については、Assetbenterのマニュアル『はじめ
に』を参照してください。

言語の選択
ツールバーの右側には、マルチリンガルデータベースオブジェクトの表示言
語（フィールド、画面、ページラベル、システムリストデータ値など）を選
択するためのフィールドがあります。
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オブジェクトの属性に基づく表示言語 z偧献?UW|

このフィールドは、データベースに接続したとき（データベース記述ファイ
ルを開いたときではなく）に使用可能になります。

このフィールドでは以下の言語が選択可能です。
• データベースの作成に用いられたAssetbenter?c\t\b\se?Administr\torの言
語、

• データベースの作成後に挿入された言語（［アクション／データベース
に言語を挿入］）。

Assetbenterクライアント言語 z偧献?UV|

テーブルを選択する
テーブルを選択するには、ユーザインタフェースの左側枠内でテーブル名を
クリックします。

表示するオブジェクトのタイプを選択する
［表示］メニューでは、メイン枠内に表示されるオブジェクトのタイプを選
択できます。使用可能なオブジェクトの種類は以下のとおりです。
• フィールド
• リンク
• インデックス
• 詳細
• ページ

カスタマイズ枠を使用する
カスタマイズ枠はRつの部分から構成されています。
• P番目の枠には、選択したテーブルの一般情報が表示されます。
• Q番目の枠には、テーブル内のPタイプの全オブジェクトが表示されます。
オブジェクトのタイプを選択するには［表示］メニューを使用します。

• R番目の枠には、選択したオブジェクトの情報が表示されます。

注意:

カスタマイズできるのは一部の情報のみです。編集不可能な値は灰色のフィー
ルド内に表示されます。
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ファイルの操作
［ファイル］メニューには、ファイルの読み込みと保存に関する機能がまと
められています。

ファイルを開く
［ファイル／開く］メニューを選択します。

［ファイル／開く］メニューを選択すると、次の画面が表示されます

図 PMPM データベースを開く画面

この画面では、Assetbenter?c\t\b\se?Administr\torの以下の機能からPつを選択
します。
• ［データベース記述ファイルを開くG新規データベースの作成H］オプショ
ンを選択すると、新規のデータベースを作成するか、またはデータベー
ス記述ファイルを変更することができます。

• ［既存のデータベースを開く］オプションを選択すると、既存のデータ
ベースをカスタマイズできます。

上記のいずれかのオプションを選択すると、Assetbenter?c\t\b\se?Administr\tor
セッションが開始します。

注意:

［ファイル］メニューの一番下には、一番最後に開いたSつの文書がデフォ
ルトで表示されます。ここから直接選択するとファイルをすばやく開くこと
ができます。メモリに保存される文書の数を指定するには、［編集／オプ
ション］メニューの［表示／タブ］項目の［メモリに格納する文書の最大
数］オプションを使用します。
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［データベース記述ファイルを開く（新規データベース
の作成）］

Assetbenter?c\t\b\se?Administr\torで新規のデータベースを作成するには、デー
タベースの記述データが必要です。この記述データはAssetbenterデータベー
スの構造情報を含むファイルです。このファイルは、データベースの作成時
にデータのテンプレートの役割を果たします。

この選択を承認することにより、Assetbenterのインストール先フォルダの
「bonfig」サブフォルダに格納されている「gbb\seMxml」記述ファイルを、
Assetbenter?c\t\b\se?Administr\torに提供しなければなりません。

ヒント:

標準の記述ファイルのコピーを常に手元に残しておくため、bonfigフォルダ
のバックアップコピーを作成することをお勧めします。

注意:

または、［ファイル／データベース構造の出力］メニューを使って、自動的
に記述ファイルを生成することをお勧めします。記述ファイルは、データ
ベースを修復するときにも必要です。

［既存のデータベースを開く］
既存のAssetbenterデータベースをカスタマイズするには、データベースに接
続する必要があります。このオプションを選択すると、Assetbenterと同じ接
続ウィンドウが表示されます。

本マニュアルでは、 ボタンを使った接続設定の編集についての説明は省略
します。この機能については、マニュアル『はじめに』を参照してくださ
い。

ファイルを閉じる
［ファイル／閉じる］メニューを選択すると、１つのAssetbenter?c\t\b\se
Administr\torセッションが終了します。変更した場合は、セッションを終了
する前に保存を確認するメッセージが表示されます。

データベースに変更が加えられると、Assetbenter?c\t\b\se?Administr\torのタ
イトルバーに表示されるファイル名にアスタリスク（I）が付くため、保存
時に参考にできます。

ファイルを保存する
Qつの保存方法があります。
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• zファイル／データベース構造の保存|?メニューでデータベース記述ファ
イルまたはデータベースに対して行った変更を保存できます。

• zファイル／データベース構造の出力|?メニューでは以下のQつのタスクを
実行できます。
P データベース記述ファイルを開いている場合は、データベースの構造
を新しいデータベース記述ファイルに保存できます。

2 データベースを開いている場合は、データベースの構造をデータベー
ス記述ファイルに保存できます。

［アプリケーションの終了］
このメニューを選択すると、Assetbenter?c\t\b\se?Administr\torが終了します。
セッション実行中に変更があった場合は、保存を確認するメッセージが表示
されます。

編集機能
Assetbenter?c\t\b\se?Administr\torには標準の編集機能があります。

コピー、切り取り、貼り付け
［編集］メニューでは次の編集機能を選択できます。
• ［切り取り］（ショートカットキー［btrl+w］）：選択部分を切り取りま
す。

• ［コピー］（ショートカットキー［btrl+b］）：選択部分をコピーしま
す。

• ［貼り付け］（ショートカットキー［btrl+u］）：切り取ったまたはコ
ピーした情報を貼り付けます。

注意:

これらの機能は、フィールド編集領域以外では使えません。

検索を実行する
Assetbenter?c\t\b\se?Administr\torの［編集／検索］メニューでは高度なテキ
スト検索を実行できます。

データベースの構造はオブジェクト（テーブル、フィールド、リンクなど）
から構成されています。オブジェクトは、オプジェクトのプロパティに関す
る情報で特徴付けられています。例えばテーブルのrpk名はテーブルのプロ
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パティのPつであり、フィールドのタイプはこのフィールドのプロパティのP
つに当たります。

データベースの全体的な構造は階層オブジェクトから成り立っており、各オ
ブジェクトはPつまたは複数のプロパティを有しています。

Assetbenter?c\t\b\se?Administr\torはデータベース構造の全体を検索します。
検索を実行すると、データベースの全オブジェクトとプロパティが検索され
ます。結果リストはメモリに作成され、［編集／次を検索］と［編集／前の
レコード］メニュー（または［eR］キーと［rhift+eR］キー）を使うと、こ
のリスト内を参照できます。

注意:

ダイアログボックスの［上へ］と［下へ］オプションで、検索方向を指定で
きます。

アプリケーションオプション
［編集／オプション］メニューではAssetbenter?c\t\b\se?Administr\tor使用時
のオプションを指定できます。各オプションの内容は、ダイアログボックス
下の説明枠内に説明されています。
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本章では、データベースの構造について説明します。

注意:

固有のインデックスを削除または変更したり、外部ツール（hmrdqs、
cdkdsd、tocAsdステートメントまたはトリガ）を使ってデータベースに
直接書き込んだりしないでください。データベースに書き込む場合は、
Assetbenter?Aohをお使いください。

はじめに
データベースへのデータのインポート、外部ツールによるデータベースへの
アクセス、クエリの記述などの作業を行うには、データベースの構造を理解
する必要があります。フィールドの名前、最大長、データ型、さらに固有の
値にするかどうかなどの情報が必要になります。

Assetbenterデータベースの構造の記述を理解するには、次のファイルまたは
プログラムを参照します。
• 「d\t\b\seMtxt」および「t\blesMtxt」ファイル：データベースの完全な構造
が記述されています。このQつのファイルは、Assetbenterのインストール
先フォルダの「doc\infos」サブフォルダに格納されています。

 データベースの標準記述ファ
イルQ
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注意:

上記のファイルでは、デフォルトのデータベース構造が記述されていま
す。ユーザによるカスタマイズ情報は記述されていません。

これらの記述ファイルに、お使いのデータベースのカスタマイズ情報を
反映させるには、使用中のデータベースにAssetbenter?c\t\b\se?Administr\tor
ソフトウェアを接続して使います。

• Assetbenter?c\t\b\se?Administr\torプログラム：Assetbenterデータベース
（テーブル、フィールド、リンク、インデックス）の記述ファイルを次
のようにして作成できます。

以下を利用します。
• Assetbenterのデータベース記述ファイル（「gbb\seIMI」ファイル）を
開くか、またはAssetbenterデータベースへ接続します。

• 作成する情報を記述するテンプレート（拡張子が「Mtpl」のファイル）
を使います。Assetbenterプログラムに付属している標準テンプレート
を基に、独自のテンプレートを作成することができます。また、qse
またはgslk形式の記述ファイルを作成することもできます。

注意:

Assetbenterの標準バージョンに付属している「dbdictMtpl」テンプレー
トを使うと、カスタマイズデータ（任意管理項目、特殊フィールド、
設定スクリプトなどに関する情報）を使用中のデータベースから標準
のテキストファイルにエクスポートできます。ソース管理ツールでこ
の記述ファイルを使うと、データベースで行ったカスタマイズ情報を
トラッキングする際に便利です。

• Assetbenterプログラム

データベースの定義
Assetbenterデータベースは、管理資産に関するあらゆる情報を記録したファ
イルの集まりです。インストールを簡単にするためには、これらのファイル
をすべてローカルディスクドライブ上またはネットワークファイルサーバ上
のPつのフォルダに配置します。

Assetbenterには、デモ用データベース（サンプルデータベース）が付属して
います。

Assetbenterでは複数のデータベースを作成でき、P回のユーザセッションで
はPつのデータベースを開くことができます。また、複数のコンピュータか
ら、同時に同じデータベースに接続できます。Assetbenterプログラムは、ト
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ランザクション処理を使ってデータベース内のデータを更新します。この処
理方法により、データベースのデータを確実に更新および最適化することが
できます。

catabaseMtxtとsablesMtxtの構造
データベースの構造は、Assetbenterのインストール先フォルダの「doc\infos」
サブフォルダに格納されている「d\t\b\seMtxt」ファイルと「t\blesMtxt」ファ
イルに記述されています。

注意:

上記のファイルは、Assetbenter?c\t\b\se?Administr\torソフトウェア、および
「db\seMtpl」と「t\blesMtpl」のテンプレートを使って作成されています。これ
らのテンプレートは、Assetbenterのインストール先フォルダの「doc\infos」
サブフォルダに格納されています。

上記のファイルのフォーマットは以下のとおりです。
• データ：テキスト
• 区切り文字：タブ
• 文字セット：Amrh

これらのファイルを表示する最も簡単な方法は、スプレッドシートでファイ
ルを開く方法です。

ファイルには一般的に使う可能性のある情報が多く入力されていますが、必
要に応じて不要な情報を非表示にしたり削除したりすることができます。

「d\t\b\seMtxt」ファイルの構造は次のとおりです。
• P行につきPつのフィールド、リンク、またはインデックスの情報が記述
されています。

• テーブルはrpk名順に並んでいます。
• 各テーブルの情報は、次の順に並んでいます。
P フィールド
2 リンク
R インデックス

• フィールド、リンク、インデックスはrpk名順に並んでいます
• P列にPつのデータ項目が入っています。ファイルのP行目は、情報の生成
に使ったテンプレートパラメータを示します。Q行目は各情報のタイプを
示します。

「t\blesMtxt」ファイルの構造は、次のように非常にシンプルです。
• P行にPつのテーブルの情報が入っています。
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• テーブルは、rpkテーブル名順に並んでいます
• P列にPつのデータ項目が入っています。ファイルのP行目は、情報の生成
に使ったテンプレートパラメータ、Q行目は各情報のタイプを示します。

注意:

rpk名は、テーブル、フィールド、リンク、およびインデックスの固有の名
前です。rpk名は、Assetbenterの全言語のバージョンに共通です。

テーブルについて
ここでは、Assetbenterデータベースのテーブルについて説明します。内容は
次のとおりです。
• テーブルの表記名
• テーブルのレコード名の表記文字列

テーブルの表記名
Assetbenterデータベースの各テーブルには、次の種類の表記名が付きます。
• rpk名：Assetbenterテーブルのrpk名は英語で表記され、先頭に「\m」
が付きます。Assetbenterのすべての言語バージョンで同じrpk名を使って
います。

• ラベル：Assetbenterで表示されるテーブル名です。

Assetbenterでテーブル名を表示するスぺースが小さい場合（フィルタと
クエリで使うツリービュー、エラーメッセージ、メニュー名など）にこ
の表記が使われます。

• 説明：Assetbenterで説明全体を表示できる十分なスぺースがある場合（ス
テータスバーなど）にこの表記が使われます。

テーブルのレコード名の表記文字列
Assetbenterの各テーブルに含まれるレコード名の表記方法（特殊文字列）を
定義するには、Assetbenter?c\t\b\se?Administr\torを使います。

Assetbenterの各テーブルの特殊文字列を定義すると、レコード選択用のド
ロップダウンリストに表示されるレコード名の表記方法を指定できます。

また特殊文字列により、ウィンドウのタイトルバーに表示されるレコード名
の表記方法も指定できます。

テーブルの特殊文字列には、次の要素を使うことができます。
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• フィールドのrpk名（括弧または大括弧内）
• テキスト文字列（区切り文字なし）
• 複数の階層のリンク

例

このテーブルの例では、メーカが「Asus」、モデルが「AsuskwTPQ」、資産
タグが「P」です。この場合、詳細ウインドウのタイトルには、次のように
表示されます。

資産?FAsus?AsuskwTPQGPHF?の詳細

ドロップダウンリストをリスト形式で表示する場合は、リストにフィルタが
適用されている場合を除き、昇順でレコード名が表示されます。

ツリー構造のドロップダウンリストの場合は、レコードは完全名に基づいて
昇順で表示されます。［完全名］は、階層構造のテーブルで使うフィールド
です。rpk名は「eullm\me」です。

フィールドについて
ここでは、Assetbenterデータベースのフィールドについて説明します。内容
は次のとおりです。
• フィールドの表記名
• フィールドのデータ型と入力フォーマット
• dtk\stlodifフィールド
• eullm\meフィールド

フィールドの表記名
Assetbenterテーブル内の各フィールドには、次の表記名が使われます。
• rpk名：rpk名は英語です。Assetbenterのすべての言語のバージョンで同
じrpk名を使っています。rpk名には、フィールドのデータ型によって次
の接頭コードが付きます。

フィールドのデータ型接頭コード
aoole\n?GxesNmoHAbA
日付AdA
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フィールドのデータ型接頭コード
c\te?\nd?timeAdtA
hnteger?GRQ?bitHAlA
lonet\ryAmA
oercent\geApA
rystem?itemized?listAseA
cur\tionAtsA
kong?text?fieldAmemA
sextなし

• ラベル：Assetbenterでフィールド名を表示するスぺースが小さい場合（詳
細画面、クエリ作成時のツリー表示用など）に使います。

• 説明：Assetbenterのステータスバーに表示される長いフィールド名です。

フィールドのデータ型と入力フォーマット
ここでは、次に内容について説明します。
• Assetbenterのフィールドのデータ型
• Assetbenterのフィールドのデータ入力時のフォーマットとデータ

フィールドのデータ型、データ入力時のフォーマットおよびデータ型を表示
するには、次の方法があります。
• Assetbenter?c\t\b\se?Administr\torで、［全般］タブページの［データ型］
フィールドを使います。

• 「d\t\b\seMtxt」ファイルを読み込みます。このファイルは、Assetbenterの
インストール先フォルダの「doc{infos」サブフォルダ内に格納されていま
す。［eield?sype］列が、フィールドのデータ型を一覧表示します。

• 各フィールドのへルプを表示します。

テーブル内のフィールドのデータ型（タイプ）
フィールドの保存データ型は次のとおりです。

表 QMPM フィールド L タイプ

説明Assetbenter
catabase
Administratorの
［データ型］
フィールドの値

「databaseMtxt」
ファイルの［eield
sype］列の値

LPQWからJPQVの整数整数（Wビット）hnteger?GW?bitH
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説明Assetbenter
catabase
Administratorの
［データ型］
フィールドの値

「databaseMtxt」
ファイルの［eield
sype］列の値

LRQ?VUWからJRQ?VUVの整数整数（PUビット）hnteger?GPU?bitH
LQKPSVKSWRKUSVからJQKPSVKSWRKUSUの整数整数（RQビット）hnteger?GRQ?bitH
Sバイト浮動小数点数浮動小数点elo\ting?point?number
Wバイト浮動小数点数倍精度coubleLprecision

number
固定長のテキストフィールド。あらゆる
文字を入力できます

テキストsext

可変長のバイナリフィールド（akna?=
ain\ry?l\rge?object）には、画像や書式な
どを、サイズに関係なく保存できます。

可変長バイナリ
フィールド。

ain\ry?field

可変長のテキストフィールド。コメン
ト、問題のタイプの解決策や質問の説明
などを入力します。

一部のcalrではこのフィールドの使用
方法に制限があります。例えば、nr\cle
for?vorkfroupsでは、この型のフィール
ドを並べ替えできません。

メモフィールドkong?text?field

日付と時刻型のフィールド日付?J?時刻c\te?\nd?time
日付型のみのフィールド（時刻なし）日付日付
時刻型のみのフィールドのみ（日付な
し）

時刻sime

データ入力フォーマットとデータ型
データ入力フォーマットとデータ型は、次のように示されます。
• Assetbenter?c\t\b\se?Administr\torの［全般］タブページの［入力タイプ］
フィールドの値：デフォルトでは、［データ型］フィールドの値になり
ます。

• 「d\t\b\seMtxt」ファイルの［eield?d\t\?displ\y?\nd?entry?type］列のフィール
ドの値が表示されます。

検証時にデータの入力タイプを指定することができます。
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表 QMQM データの入力形式とタイプ

説明Assetbenter catabase
Administratorの［入力タイ
プ］フィールドの値

「catabaseMtxt」ファイル
の［eield data display and
entry type］列の値

情報は、データベースに保
存されているとおり、つま
りフィールドの「データ
型」に従って表示または入
力されます。

デフォルトcef\ult

数値数値mumber
ブール値ブール（はい／いいえ）aoole\n?GxesNmoH
金額金額lonet\ry
日付型の値のみが入りま
す。

c\tec\te

日付J時刻型の値が入りま
す。

日付J時刻c\te?\nd?time

時刻型の値のみが入りま
す。

時刻sime

時間型の値が入ります。

使用可能なデフォルトの単
位は、［フォーマット］
（tsersypeeorm\t）プロパ
ティで定義します。

期間cur\tion

このタイプのフィールドで
は、システムのリストデー
タから値を選択する必要が
あります。システムリスト
データとは、リストデータ
がソフトウェア自体で定義
されており、ユーザがカス
タマイズできないデータの
ことを指します。

システムリストデータrystem?itemized?list

このタイプのフィールドで
は、ユーザがカスタマイズ
できるリストデータから
（ドロップダウンリストを
使って）選択します。

カスタムリストデータbustom?itemized?list

パーセントが入ります。
oourcent\ge形式では、常に
PO進法Q桁の形式で表示し
ます。

パーセントoercent\ge
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2W Assetbenter SMR L 管理



説明Assetbenter catabase
Administratorの［入力タイ
プ］フィールドの値

「catabaseMtxt」ファイル
の［eield data display and
entry type］列の値

これはプログラム用です。
使用できません。

任意管理項目の値ee\ture?v\lue

これはプログラム用です。
使用できません。

a\sicスクリプトa\sic?script

テーブルまたはフィールド
のrpk名

テーブルまたはフィールド
名

s\ble?or?field?rpk?n\me

その他のタイプ不特定mNA

Assetbenter?c\t\b\se?Administr\torの［入力タイプ］フィールドが次の値に設
定されている場合は、フィールドのフォーマット情報を定義できます。
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表 QMRM ［入力タイプ］のフィールド値

フォーマットAssetbenter catabase
Administratorの［入力タイ
プ］フィールドの値

表示フォーマット

DtPzl|zd|zDtQzl|zd||MMMzDtnzl|zd||
シンタックス：

tx
tx?は次のいずれかの単位です。
• x：年
• l：月
• c：日
• g：時間
• m：分
• r：秒

必要に応じて「d」パラメータに、単位を指定しない場
合に適用するデフォルトの単位を指定します。単位は
Pつだけ割り当てます。

また、「l」パラメータには、必要に応じて期間をkong
型で表示することを指定します（例えばXWのkong型は
PXXWになります）。

例
• JglKMMMg：時間の次に分が表示されます。デフォル
トでは時間を入力します。

• DxhDlhdDch：年、月、日の順に表示されます。

期間

リストデータ（ドロップダウンリスト）に表示される
値

システムリストデータ

リストデータの名前カスタムリストデータ
Assetbenterプログラムの内部処理用に使います。オブジェクト

dtkastlodifフィールド
rpk名が「dtk\stlodif」のフィールドは、Assetbenterデータベースのすべて
のテーブルに存在します。
• rpk名：dtk\stlodif
• ラベル（フィールド名）：変更日
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• 説明：変更日

このフィールドは、Assetbenter上で直接データを変更した場合や、データを
インポートした時などに、Assetbenterデータベースのレコードが変更された
時刻に更新されます。つまり、レコードの変更日または作成日を表します。
このフィールドに値をインポートすると、実際にインポートした日でなくイ
ンポートしたデータの日付値になります。

eullmameフィールド
［完全名］は、階層構造のテーブルに含まれているフィールドです。rpk名
はeullm\meです。

eullmameフィールドの構造
階層テーブル内の各レコードのeullm\meフィールドでは、そのレコードの値
の前に、親レコードからルートまでのフィールド値で構成される階層が付き
ます。

各フィールドの値はスラッシュ（N）で区切られます（スぺースは入りませ
ん）。

階層の先頭と末尾にもスラッシュが付きます。

例は以下のとおりです。
• 場所のテーブル：場所の完全名は、所在地名の前に親所在地（複数可）
の名前が付いた階層になります。

例Y?AN日本N東京N府中支社NA

• 部署と従業員のテーブル：従業員の完全名は、従業員の姓、名、hcの前
に親レコード（複数可）の名前が付いた階層になります。

例Y?AN営業NテレマーケティングN田中K俊彦KoQQRNA

• 資産のテーブル：資産のフルネームは、その資産タグの前に親資産（複
数可）の資産タグが付いた階層になります。

例Y?ANoPQRNccSTUNblOPQTNA

注意:

eullm\meフィールドに直接入力することはできません。eullm\meフィールド
は、Assetbenterによって自動的に管理されます。
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特殊なケース
eullm\meフィールドの値に既にスラッシュ（N）記号が使われている場合、
Assetbenterはこの記号をハイフン（L）に置き換えます。

例：部署と従業員のレコードで、部署名が「営業Nマーケティング」の場合
は、eullm\meフィールドの値は次のようになります。NAMMMN営業Lマーケティン
グNaMMMN

リンクについて
ここでは、Assetbenterデータベース内のリンクについて説明します。内容は
次のとおりです。
• リンクの表記名
• リンクのタイプ
• リンク数
• 中間テーブル
• 状況依存リンク

リンクの表記名
Assetbenterテーブル内の各リンクには、次の表記名が使われます。
• rpk名：rpk名は英語です。Assetbenterのすべての言語バージョンで同じ
rpk名を使っています。

• ラベル
• 説明

［ポートフォリオ品目］テーブルから［設置場所］（rpk名：koc\tion）へ
のリンクの例は次のとおりです。
• ソーステーブル（［ポートフォリオ品目］テーブル）のソースフィール
ドのrpk名は「lkoc\hd」です。

• ターゲットテーブル（［場所］テーブル）のrpk名は「\mkoc\tion」で
す。

• ターゲットテーブル（［場所］テーブル）のターゲットフィールドのrpk
名は「lkoc\hd」です。

• 「d\t\b\seMtxt」ファイルでリンク数はPに指定されています。これは、P件
のポートフォリオ品目につきPつの設置場所のみが対応することを示して
います。

このリンクの場合は、「ソースフィールド?=?ターゲットフィールド」と解釈
することができます。
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警告:

リンクのラベルおよび説明は、ターゲットテーブルのラベルおよび説明とは
異なります。Assetbenterのテーブル間には複数のリンクが存在する場合があ
ります。例えば、［資産］テーブルと、［部署と従業員］テーブル間には、
資産のユーザを定義する［ユーザ］（rpk名：tser）というリンクと、資産
の責任者を定義する［責任者］（rpk名：rupervisor）というラベルのリンク
が存在します。

リンクのタイプ
Assetbenterの既存のリンクのタイプは、次の表のとおりです。

表 QMSM 既存のリンクのタイプ

説明タイプ
ソースレコードを削除すると、リンクも削除され、ターゲッ
トレコードがソースレコードを参照しなくなります。

morm\l

ソースレコードを削除すると、リンク先のターゲットレコー
ドも削除されます。

n•n

ソースレコードとターゲットレコードがリンクしている限り、
ソースレコードを削除できません。

cefine

ソースレコードを削除すると、リンクも削除されます。ター
ゲットレコードの情報は更新されません。

meutr\l

ソースレコードを複製すると、このタイプのリンクも複製さ
れます。

bopy

「n•n」と「bopy」の両方のリンク属性が適用されます。n•ncopy
ソーステーブルまたはターゲットテーブルのレコードが破棄
された場合、ソーステーブルまたはターゲットテーブルの対
応するレコードも破棄されます。

ソーステーブルまたはターゲットテーブルのレコードが複製
された場合、ソーステーブルまたはターゲットテーブルの対
応するレコードも複製されます。

nverflo•

リンクによって保存される情報の属性は、次の表のとおりです。
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表 QMTM リンクにより保存される情報の属性

説明情報の属性
他の「tsersype」のリンクが保存する情報以外のデータを保
存します。

morm\l

コメントフィールドを保存します。コメント
画像を保存します。画像
コンテキストリンクの一部を表します。gistory
任意管理項目の値を保存します。任意管理項目値

リンク数
Assetbenterでは、PつのテーブルAに対して次のQつのタイプのリンクを定義
できます。
• 「PLL]P」リンク：テーブルAのPつのレコードを、テーブルaのPつのレ
コードにリンクできます。例えば、［部署と従業員］テーブルを［場所］
テーブルに「PLL]P」リンクでリンクすると、P人の従業員がPヶ所の所在
地に関連付けられます。

• 「PLL]m」リンク：テーブルAのPつのレコードを、テーブルaの複数のレ
コードにリンクできます。例えば、［契約］テーブルを［資産］テーブ
ルに「PLL]m」リンクでリンクすると、P件の契約が複数の資産に関連付
けられます。

注意：理論的には、データベース内のテーブル間には次のR種類のリンクが
存在します。
• Pリンク：テーブルAのPつのレコードとテーブルaのPつのレコードを双
方向にリンクできます。この場合は、Qつの「PLL]P」リンクが存在するこ
とになります。

• nリンク：テーブルAのPつのレコードをテーブルaの複数のレコードにリ
ンクできますが、テーブルaの各レコードはテーブルAの単一のレコード
にしかリンクできません。この場合は、Pつの「PLL]P」リンクとPつの
［PLL]m」リンクが存在することになります。

• nLnリンク：テーブルAのPつのレコードをテーブルaの複数のレコードと
リンク、または逆にテーブルaのPつのレコードをテーブルAの複数のレ
コードにリンクできます。この場合は、Qつの「PLL]m」リンクが存在す
ることになります。

中間テーブル
中間テーブルは、「nLn」タイプの論理リンクの場合にのみ使われます。
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このテーブルは、Assetbenterのインタフェースには表示されず、テーブル間
を論理的に関連付けるテーブルとして存在します。

通常のテーブルとは異なり、中間テーブル（リレーショナルテーブルとも呼
ばれます）には主キーがありません。

次に、中間テーブルとQつのテーブルの関係図を示します。

図 QMPM 中間テーブルの役割

例えば、［資産］テーブルと［固定資産］テーブルとのリンクは次のように
なります。

図 QMQM ［資産］テーブルと［固定資産］テーブルとのリンク

この場合は次のようになります。
• P件の資産に、次のように複数の固定資産をリンクできます（「関連固定
資産」論理リンク（オブジェクトのrpk名 Y?eixedAssets））。
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［資産］テーブルの各レコードは、中間テーブル内の複数のレコード
にリンクできます。

•

• 中間テーブルの各レコードは、それぞれ［固定資産］テーブルのPつ
のレコードにリンクします。

• P件の固定資産は、次のように複数の資産に関連付けることができます
（「固定資産」論理リンク（オブジェクトのrpk名 Y?Assets））。
• ［固定資産］テーブルの各レコードは、中間テーブル内の複数のレ
コードにリンクできます。

• 中間テーブルの各レコードは、それぞれ［資産］テーブルのPつのレ
コードにリンクします。

注意:

中間テーブルは、Assetbenterのユーザインタフェースには表示されません
が、複雑なクエリを作成する場合に時々必要になります。

オーバーフローテーブル
これらのテーブルは以下のものを格納します。
• 元のテーブルに含まれない追加情報
• オーバーフローリンク（オーバーフロータイプのリンク）の外部キー

オーバーフローテーブルの概要
テーブルがオーバーフローテーブルとなるのは、オーバーフローリンクを参
照している場合です。

データベース構造にはSつのオーバーフローテーブルがあります。
P ソフトウェアインストールテーブル（\mrofthnst\ll）
2 電話テーブル（\mohone）
R コンピュータテーブル（\mbomputer）

これらのテーブルはポートフォリオ品目テーブル（\moortfolio）の拡張で
あり、その外部キーを持ちます。

S 資産テーブル（\mAsset）

このテーブルはポートフォリオ品目テーブル（\moortfolio）の拡張です。
外部キーは\moortfolioテーブルにあり、ポートフォリオ品目リンクは外部
キーを共有しています。

オーバーフローテーブルのリンクは、参照テーブルを指すかどうかによって
動作が異なります。

参照テーブルは以下の通りです。
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• ポートフォリオ品目テーブル（\moortfolio）
• 契約テーブル（\mbontr\ct）
• 作業指示テーブル（\mvorknrder）
• ケーブルテーブル（\mb\ble）
• 研修テーブル（\msr\ining）

オーバーフローテーブルの詳細については、マニュアル『ポートフォリオ』
を参照してください。

参照テーブルを指しているオーバーフローリンクの動
作

参照テーブルを指しているオーバーフローテーブルのそれぞれに対してY
• オーバーフローリンクが無関連の場合を除いて、オーバーフローテーブ
ルでレコードを作成すると、参照テーブルでレコードが作成されます。

例えば、コンピュータ（\mbomputer）オーバーフローテーブルでは、オー
バーフローリンクはコンピュータグループに無関連です。したがって、
ポートフォリオ品目テーブルにレコードは作成されません。

以下の場合に、参照テーブルでレコードを作成したときにオーバーフロー
テーブルでレコードが作成されます。
• このレコードのモデルの属性のオーバーフローテーブルフィールドは、
オーバーフローテーブルを参照します。

他のテーブルを指しているオーバーフローリンクの動
作

参照テーブルを指しているオーバーフローテーブルのそれぞれに対してY
• オーバーフローテーブルでレコードを作成しても、参照テーブルでレコー
ドが作成されることはありません。

• 参照テーブルでレコードを作成しても、オーバーフローテーブルでレコー
ドが作成されることはありません。

オーバーフローテーブルの外部キー
参照テーブルを指しているオーバーフローテーブルのそれぞれに対してY
• 外部キーはオーバーフローテーブルにあります

オーバーフローテーブルに対するクエリを実行するスクリプトを参照テーブ
ルに作成する場合、対応するオーバーフローリンクをチェックするテスト用
クエリを必ず最初に実行してください。
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実装に関するアドバイス
オーバーフローテーブルを作成する際には、以下のことを守ってください。
• オーバーフローリンクに対応する属性とモデルを作成します。
• デフォルトで入力されない必須フィールドが、オーバーフローリンクに
依存するページに表示されていることを確認します。

オーバーフローテーブル作成の例
自動車テーブル（\mb\r）をポートフォリオ品目（\moortfolio）テーブルの
オーバーフローテーブルとして作成します。

手順は以下の通りです。
• 新しいテーブルとオーバーフローリンクをAssetbenter?c\t\b\se?Administr\tor
で作成します。

• その動作をAssetbenterで確認します。
P 自動車テーブルを作成するにはY
P データベースにテーブルを追加します（［データベース／テーブルを
追加］）。

2 以下のようにフィールドに入力します。
• rpk名Y?\m b\r
• ラベルY?自動車

R 必要なフィールドを追加します

2 オーバーフローリンクを作成するにはY
• ［\mb\r］テーブルで、リンク［ポートフォリオ］を作成します
（［データベース／リンクを追加］）。

• 以下のようにフィールドに入力します。
• リンクタイプY?オーバーフロー
• ソースフレーム、rpk名Y?ポートフォリオ
• ターゲットフレーム、テーブルY?ポートフォリオ品目
（\moortfolio）、mom?rpkY?b\r

• ［このリンクのインデックスを作成］を選択します。

R オーバーフローテーブルのページを作成します。

以下のようにフィールドに入力します。
• ［全般］タブY
P rpk名Y?scrfenb\r
2 ラベルY?全般

• ［内容］タブY
P ［フィールドのリスト］フレームに、リンク「oortfolioMlodel」
と、必要なフィールドを追加します。
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S オーバーフローリンクの画面を作成するにはY

以下のようにフィールドに入力します。
• ［全般］タブY
P rpk名Y?scrb\r
2 ラベルY?b\rs
R 説明Y?b\rs

• ［ページ］タブY
P ［詳細ページ］フレームに、scrfen?c\rとogfencocのページを追加
します。

T データベースを保存します。
U Assetbenterを開き、［属性］画面を表示します。
V ［オーバーフローテーブル］フィールドに新しいリストデータ値「b\r」
が入っていることを確認します。

W 自動車テーブル（\mb\r）に作成された項目のそれぞれに対して、対応す
る項目がポートフォリオ品目テーブル（\moortfolio）に作成されているこ
とを確認します。

9 作成されたポートフォリオ品目のそれぞれに対して、対応する項目が自
動車テーブル（\mb\r）に作成されていることを確認します。

状況依存リンク
ターゲットテーブルが事前に定義されていないのに、ソーステーブル内で指
定されることがあります。これは状況依存リンクと呼ばれます。このリンク
のリンク数はPで、逆方向のリンクはありません。

例：［履歴］テーブルとターゲットテーブル間のリンク

図 QMRM ［履歴］テーブルとターゲットテーブルとのリンク
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インデックスについて
ここでは、Assetbenterデータベースのインデックスについて説明します。内
容は次のとおりです。
• インデックスの表記名
• インデックス付きフィールドの値の属性

インデックスの表記名
インデックスは、次の情報で表記されます。
• rpk名（末尾に「hd」が付きます）：rpk名は英語です。Assetbenterのす
べての言語バージョンで同じrpk名を使っています。

• ラベル
• 説明

インデックス付きフィールドの値の属性
インデックス付きフィールドの値は、インデックスの属性によって複製が可
能な場合と不可能な場合があります。

Assetbenter?c\t\b\se?Administr\torでは、インデックスの左側にあるアイコン
からインデックスの属性が分かります。
• アイコンなし：制限はありません。
• ：同じインデックスが付いたフィールド一式と同じフィールドが、テー
ブル内に作成されることはありません。

• ：mtkk値が繰り返される場合を除き、同じインデックスが付いたフィー
ルド一式と同じフィールドがテーブル内に作成されることはありません。

例

［フィールドのヘルプ］（rpk名：\mgelp）テーブルでは、次のフィールド
に「gelp_s\blem\meeiel」インデックスが付きます。
• ［テーブル］（rpk名：s\blem\me）
• ［フィールド］（rpk名：eieldm\me）

インデックスは固有の値かまたはmtkk値です。このため、同じテーブル内
のあるフィールド用にヘルプがQつ検出されることはあり得ません。

一方、これらのフィールドがすべてmtkk値の場合は、そのレコードを複製
することができます。

Assetbenter
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データベースのカスタマイズ
Assetbenterのデータベースは、社内の業務形態に合わせてカスタマイズする
ことができます。

この場合のカスタマイズは、データベースの管理者が行います。

変更した結果は、Assetbenterのユーザの画面でも確認できます。管理者が定
義した設定は、すべてのユーザのデータベース画面に同じように表示されま
す。管理者がフィールドまたはリンクの名前を変更すると、Assetbenterの各
ユーザの画面上（特にリスト画面、詳細画面、クエリの作成画面など）にも
その名前で表示されます。

ここでは、Assetbenterデータベース内の様々なオブジェクトをカスタマイズ
する手順について詳しく説明します。

テーブルをカスタマイズする
テーブルの「説明」、「ラベル」、「特殊文字列」は、Assetbenter?c\t\b\se
Administr\torを使ってカスタマイズできます。

フィールドとリンクをカスタマイズする
データベースのフィールドおよびリンクをカスタマイズするには、次の方法
があります。
• ［オブジェクトの設定］ポップアップメニューを使う。

［オブジェクトの設定］ポップアップメニューを表示するには、設定す
るフィールドに移動し、マウスの右ボタンをクリックします。

注意:

ショートカットメニューを使った場合、変更が記録されるのは、データ
ベースを閉じて承認メッセージを確認するか、［管理／データベース設
定の保存］メニューを選択した場合です。

• Assetbenter?c\t\b\se?Administr\torを使う。

Assetbenter?c\t\b\se?Administr\torの［全般］および［スクリプト］タブ
ページを使います。これらのタブページでは、次の内容を定義できます。
• フィールドとリンクのラベル
• フィールドとリンクの説明
• フィールドとリンクのデフォルト値
• 必須のフィールドとリンク
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• ログ変更履歴を記録するフィールドとリンク
• 読み出し専用のフィールドとリンク

注意:

データベースの作成時に、Assetbenter?c\t\b\se?Administr\torでテキスト型
のフィールドの最大長を設定することもできます。

• Assetbenter?c\t\b\se?Administr\torの［へルプ］タブページで、フィールド
またはリンクのヘルプの内容を次の構成に従って変更することもできま
す。
• 説明：フィールドまたはリンクの内容を説明します。
• 例：フィールドまたはリンクの入力例を示します。
• 注：データ入力に関する注意事項、関連の自動処理機能などを示しま
す。

フィールドのへルプシステムは、gslk言語のサブセットです。

インデックスをカスタマイズする
データベース内のインデックスをカスタマイズするには、Assetbenter?c\t\b\se
Administr\torを使います。

インデックスごとに、次の定義が可能です。
• ラベル
• 説明

フィールドとリンクのデフォルト値
フィールドとリンクのデフォルト値は、次の値で構成されます。
• 引用符（A?A）で囲まれた定数値
• スクリプト関数が返す値
• データベース内で参照する他のフィールドの値

Assetbenter
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注意:

Assetbenterで作成した新しいレコードには、自動的にデフォルト値が適用さ
れます。そのレコードを作成または変更したユーザは、デフォルト値を変更
できます。

デフォルト値は、レコード作成時にのみ適用されます。

例えば、レコードAを作成したときにフィールドxのデフォルト値がレコード
aのフィールドyを参照している場合は、レコードAを作成した後にフィール
ドyまたはレコードaを変更しても、フィールドxの値は変わりません。

例
qetu\l=AcrAJAmbounterGA納入AK?QHJAmc\teGH?
• Amc\teGHは、レコードの作成日を表します。
• AmbounterGA納入AK?QHは、Pずつ増減する「納入」カウンタの現在の値をQ
桁で表示することを表しています。

特殊フィールドの場合
［特殊文字列］および［aArhbスクリプト］タイプの特殊フィールドのみ
が、標準フィールドのデフォルト値の計算に使用されます。

［コメント］テーブル（rpk名：ambomment）への
リンクの場合

このテーブルへのリンクに、デフォルト値を割り当てることはできません。

例

［コメント］（rpk名：bomment）

フィールドとリンクのデフォルト値を定義する場合の
注意

フィールドのデフォルト値は、アクセス制限に関係なく計算されます。その
ため、デフォルト値を定義する場合は、すべてのユーザが参照できるフィー
ルドとリンクを参照するように設定してください。
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フィールドのデフォルト値のカウンタ
フィールドのデフォルト値がカウンタを参照するように定義することができ
ます。

カウンタを定義すると、そのフィールドを含んでいるレコードを新しく作成
するたびに、Assetbenterが前のレコードの数値にPを足した数値を新しいレ
コードに挿入します。

カウンタは、管理者が［管理／カウンタ］メニューを使って管理します。

フィールドのデフォルト値の式にカウンタを挿入するには、このメニューを
使って事前にカウンタを作成しておく必要があります。カウンタ名にスペー
ス、「C」、「G」、または「H」の記号を使うことはできません。

必要な数だけカウンタを作成できます。

Assetbenterユーザのインタフェースには、カウンタ名は表示されません。

［新規作成］ボタンをクリックすると、直ちにカウンタが増加します。［作
成］ボタンをクリックしないでレコードの作成をキャンセルしても、カウン
タの数値は減少しません。

カウンタの値は再調整できます。

カウンタの詳細画面に表示される値は、最後にカウンタを実行したときの結
果です。

注意:

AmbounterG[カウンタ名]Hの代わりにAmbounterG[カウンタ名]K?zn|Hなどの式
をフィールドのデフォルト値に入力すると、カウンタの値はn桁で表示され
ます。

デフォルト値の記述エラー
デフォルト値を記述するときに犯しやすい間違いは、以下のとおりです。

実行エラー L タイプエラー
変数がフィールドのデータ型と互換性がない場合があります。例えば、日付
型のフィールドにAmkoginm\meGHを定義する場合がこれに該当します。

フィールド「www」が「www」に存在しない
リンクを参照することを定義する場合は、名前でリンクを参照するように
「kinkMkinkMeield」フォーマットを使う必要があります。このフォーマットに
よって、Assetbenterは直接リンクをたどることがきます。
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例えば、資産のデフォルトの責任者を設定する場合は、
「bostbenterMrupervisor」と指定するとコストセンタの責任者をデフォルト値
として適用することができます。

Assetbenterのユーザが資産のコストセンタのフィールドに入力すると、その
値が直ちに資産の責任者フィールドにデフォルト値として入力され、データ
ベースに保存されます。

フィールドとリンクのへルプが認識するgslkタグ
Assetbenterフィールドの状況依存へルプシステムでは、gslk言語のサブセッ
トを使用しています。主にツール名の書式設定などに使われている数種類の
タグを採用しています。ここでは、gslk言語の詳しい説明は省略し、
Assetbenterで管理するgslkタグについてのみ簡単に説明します。

注意:

ユーザが入力しなければならないgslkタグの一覧は、次の表のとおりです。
これらのタグは、その他のオンラインへルプに使用されている表記規則とは
異なります。

表 QMUM フィールドとリンクのへルプが認識するgslkタグ

説明gslkタグ
このタグに続くテキストを表示するフォ
ントを定義します。このタグの後に別の
フォントタグの指定がない限り、この
フォントが適用されます。

[enms?eAbd=Afont?n\meA]

このタグに続くテキストを表示するフォ
ントの色を定義します。このタグの後に
別の色タグの指定がない限り、この色が
適用されます。

[enms?bnknq=Bqqffaa]

フォントサイズをAnAレベル大きくしま
す。このタグの後に別のサイズタグの指
定がない限り、このサイズが適用されま
す。

[enms?rhyd=Jn]

フォントサイズをAnAレベル小さくしま
す。このタグの後に別のサイズタグの指
定がない限り、このサイズが適用されま
す。

[enms?rhyd=Ln]
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説明gslkタグ
このQつのタグで囲んだテキストが太字
で表示されます。

[a]?[Na]

このQつのタグで囲んだテキストが斜体
で表示されます。

[h]?[Nh]

このタグは、箇条書きの開始を表しま
す。テキストを改行し、テキストの先頭
に行頭記号を挿入します。

[kh]

セクションの区切りを示す水平線を引き
ます。

[gq]

gslk言語の詳細については、gslkに関する書籍を参照してください。

文字参照
gslk言語の文字参照は次の表のとおりです。これらの文字を入力しても、
画面にはそのとおりには表示されません。希望の文字を表示するには、対応
するタグを代わりに入力する必要があります。

表 QMVM 文字参照

文字を表示するためのタグ（文字参照）表示する文字
AEltZAA[A
AE\mpZAAEA
AEnbspZA連続するスペース（空白文字）
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データベースを作成するには、以下の手順に従います。
P calrを使って空のデータベースを作成します。
2 空のシェルへの接続を指定します。

注意:

データベースを作成するには、空のシェルを作成する必要があります。
作成方法は使用しているcalrによって異なり、通常はデータベース管理
者が作成します。詳しくは、お使いのcalrの説明書を参照してくださ
い。

R Assetbenter?c\t\b\se?Administr\torを使ってデータベースを作成します。
S データベースのライセンスファイルを選択します。ライセンスファイル
によって、Assetbenterのライセンス契約で既定されているアクセス権限
が決まります。

T 管理者のパスワードを入力または変更します。管理者のログインおよび
そのパスワードは、calrで空のシェルを作成した時に定義したものを使
います。

U Assetbenterデータベースの構成要素（テーブル、フィールド、リンクな
ど）をすべて空のシェル内に作成します。

 Assetbenterデータベースの
作成R
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V Assetbenter?rerverを起動してから、作成したデータベースに接続します。
この操作によりライセンスファイルが有効になり、他の一般ユーザがデー
タベースにアクセスできるようになります。

calrを使って空のAssetbenterデータベースを作成
する

警告および注意事項
• データベースの作成とは、高度なデータベースの管理能力を要する複雑
な作業です。

本マニュアルは、データベース作成に関するすべての情報を記載してい
る訳ではありません。詳細はcalrのマニュアルを参照してください。た
だし、データベース管理者が必要とする最低限の情報は以下で説明され
ています。

警告:

calrの使用を完全に習得していない場合は、専門のコンサルタントの
サービスを使用する必要があります。データベースの作成、設定方法に
よって、データのセキュリティ、Assetbenterソフトウェアの性能、およ
びアーキテクチャのスケーラビリティが左右します。

データベースの作成方法は多数ありますが、以下の条件に応じて適切な
ものを選択します。
• calrがインストールされているプラットフォームの種類（例：
vindo•s?ms）

• 企業内の規則
• 通常使用している管理ツール

• 多数のユーザがデータベースを同時に使用する場合は、calrの性能を最
適化するよう努めてください。データベース管理者がこの作業を行いま
す。データベース管理者は、ペレグリンシステムの技術サポート部に連
絡を取り、指示を得る必要があります。

• 多数のサービス（例：ドメインコントローラ、cgboコントローラ、cmr、
メッセージサービス）をホストするサーバにcalrをインストールしない
ようお勧めします。
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注意:

後述の例および予測は、calrと共に提供される管理ツールを使った上で記
述されています（サードパーティ社製のツールも存在します）。

データベースサーバの設定
デフォルトで「qAhc?PO」設定を選択します。これが不可能な場合、または
サーバが複数のqAhcディスククラスタで構成されている場合は、データベー
スを複数のディスクまたはディスククラスタに分散します。

複数の論理ボリュームにデータを作成し、ファイルグループを作成すること
により、これを実行できます。

calrを正しく使用するには、書込みロードと読取りロードをすべてのハー
ドディスクに均一に分配する必要があります。

ハードディスクの速度が異なる場合、最も高速のハードディスクにインデッ
クスを格納します。

qAhc?Oは、複数のハードディスクにアウトプット／インプットを分配するた
めに最も容易な手段です。

参考情報：lr?rpk?rerverのパフォーマンスの比較結果は、数個のqAhcr?PO
クラスタを持つ数faのコンピュータを基にしています。

ログファイル（Mlog）を含むディスク用には、一貫してqAhc?PおよびqAhc
POを使用します。

U個以上のハードディスクにデータが格納されている場合は、qAhc?Tを使用
します。ただし、qAhc?POを使用する場合よりも性能は低下します。

calrレベルでデータベースを作成する

注意:

licrosoft?rpk?rerver、ryb\se?Ad\ptive?rerverおよびtca?caQでは「データベー
ス」という用語が用いられていますが、nr\cleでは「スキーマ」という用語
が使われています。

calrを使ったデータベース作成の手順
データベースの作成手順は以下のとおりです。
P データベース用のスペースを作成、確保する。
2 calrレベルでログインを作成する。
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R ユーザに権限を割り当てる。calrレベルでは、ログインPつで十分です。
ただし、他のcalrログインを指定し、Assetbenterの接続で使用すること
も可能です。この場合、Assetbenterデータベースの各テーブルで変更権
限を割り当てる必要があります。

サポートされる各calrのデータベースの作成方法は、下記を参照してくだ
さい。

注意事項
Assetbenterデータベースの構成要素は、おおよそ以下のとおりです。
• テーブルRTO個
• インデックスPSOO個

ヒント:

Assetbenter?c\t\b\se?Administr\torを使って作成するデータベースを管理する
ためには、同時にオープン可能なオブジェクト数を指定するためのパラメー
タを、適切な値に設定しなければなりません。

ryb\se?Ad\ptive?rerverの例：同時にオープン可能なオブジェクトの数は、
「sp_configure」のパラメータ「number?of?open?objects」により指定されます。

nracle

表 RMPM nracleインスタンスを作成するために重要なサーバパラメータ

推奨値パラメータ
半角英数字を使う言語（英語、フランス語、ドイツ語、イタ
リア語、スペイン語など）用には、「vdWhrnWWTXoPT」文字
セットをお勧めします。

nr\cleの特定のバージョンでは、データベースの作成後にこの
パラメータを変更することは不可能です。

文字セット

このパラメータの単位はバイトです。

「WPXQ」をお勧めします。

nr\cleの特定のバージョンでは、データベースの作成後にこの
パラメータを変更することは不可能です。

db_block_size
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推奨値パラメータ
データベースのメモリキャッシュのサイズ

このサイズは、db_block_sizeの単位で表記されています。

QOO?laのキャッシュの例：
• db_block_buffers?=?QTOOO?if?db_block_size?=?WPXQ
• db_block_buffers?=?POOOOO?if?db_block_size?=?QOSW

中サイズのサーバの場合、メモリ全体のQOからQT％をデータ
ベースのキャッシュ用のメモリに割り当てるようお勧めしま
す。

複数のユーザが同時にシステムにアクセスする場合は、上記
の割合を調整してください。（サーバのメモリがスワップし
ないよう、データベースのキャッシュを多少縮小できます。）

db_block_buffers

nr\cle?WMOMxの場合：ユーザ数（POからTO）に応じて、
X OOO OOOから?P TOOO OOO

クライアントがマルチスレッドサーバにインストールされて
いる場合、このパラメータの値を増加する必要があります
（nr\cle?Wiのl\rge_pool_sizeと同様）。

sh\red_pool_size

このパラメータの単位はバイトです。

「PURWSO」をお勧めします。

log_buffer

[同時ユーザ数]?J?[nr\cleシステムプロセス数]M

POユーザまでは、「TO」が許容されます。

nr\cleのライセンスで許可されている権限に応じて指定しま
す。

processes

TOOdml_locks
[同時ユーザ数]?I?l\x?zROZ?[複数選択で更新するレコードの最
大数]|

open_cursors

最初のインポート時にはqtkdモードを使用します。インポー
トが完了し、テーブル／インデックスの統計が計算された
（Assetbenter?rerverの機能）時点で、ehqrs_qnvrモードまた
はAkk_qnvrモードを使用します。

optimizer_mode

lsr以外のサーバの場合、「sort_\re\_size」はメモリのソート
用のメモリのバイト数に当ります。

「sort_\re\_ret\ined_size」は、メモリのソートの終わりに保存
されるメモリに相当します。

「UTQTU」とまず指定し、必要に応じてこの値を増加します。

lsrサーバの場合、ソート用メモリ領域はすべての多重ユー
ザ接続を包括し、ソートが同じエリアで?行われます。UTQTU?I
[同時ユーザ数]とまず指定し、必要に応じてこの値を大きく
します。

sort_\re\_size

sort_\re\_ret\ined_size
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Assetbenterを使ってデータベースを作成する前の確認
事項

P nr\cleサーバを使用します。
2 nr\cleのユーティリティを使って（例：c\t\b\se?dxp\nder、rtor\ge?l\n\ger
またはcaA?rtudio）、Assetbenterデータベースの作成に必要な空き容量を
テーブルスペースに確保します。例えば、Assetbenterをテーブルスペー
スPつ（rtor\geの値：hmhshAk?POj、mdws?POj）のみにインストールする
場合、小さいデータベース用にはPTOlaを確保し、資産TOOO件程度のデー
タベース用にはSTOlaを確保します。

R ロールバックセグメントは大幅に拡張できるものでなければなりません。
同時ユーザS人に対してロールバックセグメントを割り当てます。各ロー
ルバックセグメントは、およそQTlaまで拡張可能である必要がありま
す。hmhshAk値（noshlAk：Tla）とmdws値（noshlAk：POla）に
は、QTUjaからPOlaまでの差があります。これらの情報を、ユーザ企業
の方針とAssetbenterデータベースのサイズに応じて調整しても構いませ
ん。

S データベース用にROlaのメモリキャッシュを使用するようにnr\cleイン
スタンスを設定します。

licrosoft rpk rerver

licrosoft rpk rerver VMOまたはQOOOを準備する
licrosoft?rpk?dnterprise?l\n\gerユーティリティを使用します。

表 RMQM サーバとデータベースの重要なパラメータ

推奨値デフォルト値パラメータ
nrカーネルとプロセス用にnrメ
モリを確保します（vindo•s
msSで最低でもUSla、同時ユー
ザQTO人用にPQWla）。?vindo•s
QOOOの場合は、PQWからQTUlaを
確保します。システムがスワッ
プしてはなりません。

nr?memorym\x?server
memory

すべてのAssetbenterデータベー
スで有効にする必要があるデー
タベース設定

データベースの作成時にデモ用
データベースで指定されている
値

\uto?cre\te
st\tistics
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推奨値デフォルト値パラメータ
すべてのAssetbenterデータベー
スで有効にする必要があるデー
タベース設定

データベースの作成時にデモ用
データベースで指定されている
値

\uto?upd\te
st\tistics

licrosoft rpk rerver VMOデータベースを作成する
P Assetbenterデータベースを作成するのに十分なサイズのデータファイル
を使って、データベース（データベース名は任意）を作成します（サイ
ズの小さいデータベース用には最低PTOlaのcAsA、QOlaのknf）。

2 ログインの詳細で、データベースへの接続権限を割り当てます。

ヒント:

どの接続権限を使用するべきか分からない場合は、ユーザログインに
「c\t\b\se?nwner」を割り当てるようお勧めします。

R データベースのプロパティを表示し、次の操作を行います。
• ［oermissions］タブで、ログインに権限を割り当てます（少なくとも
「bre\te?s\ble」と「bre\te?rtored?orocedures」）。

• ログファイルを保存しない場合は、［nptions］タブの［srunc\te?kog
on?bheckpoint］チェックボックスをオンにします。保存する場合は、
ディスクスペースの飽和状態を防止するプロセスを設置する必要があ
ります。

S sempdbデータベースの領域が少なくともQOlaであることを確認します。

データベースオプションを設定する
ログファイル（truncM?log?on?chkpt）に負荷がかからないようにする場合や、
rpk?puery?An\lyzer（Amrh?null?def\ult）を使ってテーブルの作成スクリプト
を作成するためには、以下のデータベースオプションが推奨されています。
• rp_dboption?[dbn\me]KFtruncM?log?on?chkptFK?true
• rp_dboption?[dbn\me]KFAmrh?null?def\ultFK?true
• rp_dboption?[dbn\me]KF\uto?cre\te?st\tisticsFK?true
• rp_dboption?[dbn\me]KF\uto?upd\te?st\titicsFK?true

サーバの標準設定を回復する
以下のrpkクエリを使って、サーバの標準設定を回復します（例えば、rpk
puery?An\lyzerで実行）。
• rp_configure

標準設定を回復します（割り当てられたメモリなど）。
• relect?__version
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サーバのバーションを回復します。
• rp_helpsort

インデックスが物理的に使用するソート順を回復します。

クライアントコンピュータを準備する
rpk?rerverのクライアント層（ncab?rpk?rerverドライバ）を各クライアン
トコンピュータにインストールします。

rybase Adaptive rerver

表 RMRM サーバの重要なパラメータ

推奨値デフォルト
値

パラメータ

このパラメータはメモリキャッシュ（特
にデータとプロシージャを保存する
キャッシュ）の合計サイズを指定しま
す。

この値は、Qjaのブロック単位で表記さ
れています。

サーバにTPQlaのqAlがある場合、
RWSlaのキャッシュが適当です（パラ
メータは、PXQOOOとなります）。

V?TOOmemory

解析とrpkクエリを保存するために割り
当てられたメモリキャッシュです。

この設定はDMで表示されます。

メモリキャッシュの拡張に反比例して少
なくする必要があります。

RWSjaのメモリキャッシュの場合、約Rか
らPODに指定します。

ROprocedure?c\che

W?PXQTPQm\ximum?network?p\cket?size
TPQTPQdef\ult?network?p\cket?size
[ユーザの接続数]?I?R?I?G[ネットワーク
パケットの最大サイズ]?L?[ネットワーク
パケットのデフォルトサイズ]H

O\ddition\l?netmem

G[メモリ]?N?W?la?JPH?I?POOextent?iNo?buffers
少なくともQOla。必要に応じて増やし
ます。

Qlatempdb
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データベースの作成手順
P ryb\se?Ad\ptive?rerverを使用します。
2 例えばryb\se?bentr\lを起動します。
R データベースを作成するのに十分なディスク領域（d\t\b\se?device）を確
保します（サイズの小さいAssetbenterデータベースの場合、少なくとも
PTOla）。

S 少なくともPTO?laのcAsAセグメントを使ってryb\seデータベースを作
成します（サイズの小さいデータベースの場合）。作成後にデータベー
スオプションで、［srunc\te?kog?on?bheckpoint］チェックボックスをオン
にします。knfを使用する場合は、cAsAセグメントの分離セグメント上
または追加セグメント上のいずれの場合も、約QOlaを確保します。

T sempdbデータベースの領域が少なくともQOlaであることを確認します。
U 少なくともROlaのメモリキャッシュを使用するようryb\seを設定しま
す。サーバで使用可能なメモリに応じて、この値を最大化するようお勧
めします。サーバがスワップしない限り、パフォーマンスが大きく向上
します。

Assetbenterでデータベースを作成した後のロッキング
モード

バージョンPPMXを使用する場合は、c\t\?nnly?kocking（特に、競合を減らす
qowLkevel?kocking）を利用するよう強くお勧めします。これには、データ
ベース管理者がAssetbenterのすべてのテーブルを作成後に設定しなおす必要
があります（各テーブル：\lter?t\ble?[t\ble]?lock?d\t\ro•s）。

サイズの大きいテーブル（［履歴］テーブル、［コメント］テーブル）で実
行するクエリのパフォーマンスが低下すると判断される場合は、これらの
テーブル用のキャッシュを設置します。この結果、これらのテーブルでクエ
リを実行すると、大きいテーブルのデータが他のテーブルのデータをキャッ
シュで上書きすることを避けられます。

クエリのデータアクセスプランの能率を向上させるためには、Assetbenter
rerverまたはrpkスクリプトを使ってテーブルの統計を実行する必要があり
ます。

caQ tca
ここで説明する情報は、calrの設定後、そしてcalrでAssetbenterデータ
ベースを作成する前に使用します。

以下で説明する操作は、caQ?tcaを使ってAssetbenterを正しく機能させるた
めに必要な操作です。

以下のコマンドは、caQ?tcaのbomm\nd?benterのシンタックスに対応しま
す。次のソリューションを使用する場合は、コマンドを調整してください。
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• cnrセッション
• caQ?tcaのbomm\nd?benter

サーバでデータベースを作成する
データベース管理者がデータベースエンジンを設定するようお勧めします。
以下のrpkステートメントを使って、データベースのAookgdAoryおよび
Aoo_bsk_gdAo_ryバラメータを増加することが望ましいです。
• bqdAsd?cAsAaArd?[データベース名]

• tpd\te?d\t\b\se?configur\tion?for?[データベース名]?using?AookgdAory?QO
SW

• tpd\te?d\t\b\se?configur\tion?for?[データベース名]?using?Aoo_bsk_gdAo
_ry?QOSW

• tpd\te?d\t\b\se?configur\tion?for?[データベース名]Z?using?cagdAo?SOXU

• tpd\te?d\t\b\se?configur\tion?for?[データベース名]Z?using?knfehkrhy?TOO

• tpd\te?d\t\b\se?configur\tion?for?[データベース名]Z?using?ces_ptdqxno
s?Q

• bAsAknf?sboho?mncd?[caQ_ms|rtm_mncd|Ahw_mncd|dtcM]?qdlns
d?[サーバ名]?rdqudq?TOOOO?qdlnsd_hmrsAmbd?caQ?rxrsdl?[サー
バ名]?nrsxod?[ms|rtm|Aw|dtcM]

• bAsAknf?cAsAaArd?[データベース名]Z?As?mncd?[caQ_ms|rtm_mn
cd|Ahw_mncd|dtcM]

• Assetbenterデータベースでアーカイブ機能を使用する場合、caQはWjペー
ジを処理できる必要があります。

デフォルトでは、caQはSjページしかサポートしません。

アーカイブ機能をサポートするには、「rxrsdl」タイプのテーブルス
ペースと、Wjの「qdftkAq」タイプのテーブルスペースを作成する必
要があります。

例

bqdAsd?aufferpool?Abao?cdedqqdc? rhyd?QTO?oAfdrhyd?W?j Z

bqdAsd?qdftkAq?sAakdroAbd?Absr?oAfdrhyd?W?j? lAmAfdc?ax
rxrsdl? trhmf?GFeY{caQ{AbsrF?H?dwsdmsrhyd?PU?nudqgdAc?POMT?oqd
edsbgrhyd?PU?sqAmredqqAsd?OMRR?ateedqonnk?AbaoZ

bqdAsd?rxrsdl?sdlonqAqx? sAakdroAbd?Abslosr?oAfdrhyd?W?
j? lAmAfdc?ax?rxrsdl? trhmf?GFeY{caQ{AbslosrF?H?dwsdmsrhyd?P
U?nudqgdAc?POMT?oqdedsbgrhyd?PU?sqAmredqqAsd?OMRR?ateedqon
nk?AbaoZ
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カウンタのアプリケーションサーバを準備する
例えば、nqAbkdでは使用できてもcaQ?tcaでは使用できないrdptdmbd
サービスを置換えるために、カウンタのアプリケーションサーバをcaQ?tca
サーバにインストールすることができます。

これは、データベースに多数のクライアントが接続する場合に推奨されま
す。

注意:

このサービスのインストールは、任意です。i\v\の知識を持つデータベース
管理者がインストールを行います。インストールしない場合は、各論理接続
に対して、Assetbenterクライアントの物理接続がQつ必要になります。

クライアントを準備する
まず、caQのクライアント層をインストールします（caQ?bli）。

caQ接続用にncabソースを作成する必要はありません。ただし、他のアプ
リケーション用にncabソースを宣言する必要がある場合は、user?d\t\?source
ではなくsystem?d\t\?sourceを使用するように注意してください。system?d\t\
sourceを使用すると、重要な最適化がキャンセルされてしまいます。

ncabソースを使用せずに接続を作成するためには、以下のコマンドを検討
します。
• bAsAknf?sboho?mncd
• bAsAknf?cAsAaArd
• dbQicrt

例
データベースエンジンがvindo•s?ms?サーバ「bAkhenqmhtl」にインストー
ルされています。データベース自体は「hmrs_P」インスタンスにあり（caQ
は同時に複数のインスタンスを処理します）、名前は「rAlokd」です。こ
のデータベースにアクセスする前に実行するコマンドは、以下のとおりです
（caQ?bomm\nd?kine?orocessorで実行）

bAsAknf?sboho?mncd?lymode?qdlnsd?bAkhenqmhtl?rdqudq?TOOOO?q
dlnsd_hmrsAmbd?hmrs_P?rxrsdl?bAkhenqmhtl?nrsxod?ms

次に実行するコマンド：

bAsAknf?cAsAaArd?rAlokd?Ar?rAlokd?As?mncd?lymode

次に実行する標準コマンドライン：

dbQicrt?lymode
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ヒント:

サーバがvindo•s?ms?Sで設定されていない場合は、データベース管理者に問
い合わせてください。

quntime rybase rpk Anywhere
Assetbenterと共に提供されるryb\se?rpk?Any•hereのquntimeバージョンは、
Assetbenterのインストール時に自動的に提案されます。ryb\seのクライアン
トLサーババージョンを使用する場合、ryb\se?rpk?Any•here?quntimeをイン
ストールする必要はありません。

ryb\se?rpk?Any•hereのquntimeバージョンがインストールされていて、空の
データベースを作成する場合は、以下の手順に従います。
P ハードドライブに新しいフォルダを作成します（オプション）。
2 Assetbenterのインストール先フォルダに格納されている「emptySQMdb」
ファイルをコピーします。

ヒント:

このファイルの名前は変更可能です。

R Assetbenterを起動します。
S ［ファイル／接続の編集］メニューを使用します。
T ［新規作成］をクリックします。
U ［名前］フィールドに入力します。
V ryb\se?rpk?Anywhereエンジンを選択します。
W ［データソース］フィールドの右側にある? をクリックします。
P ［c\t\b\se?eile］フィールドに、先ほどコピーした「dmptySRMdb」ファ
イルのパスと名前を入力します。［arowse］ボタンが使用できます。
値の中から［bustom］を選択します。

2 ［c\t\?rource?m\me］フィールドの値を指定します。
R ［オプション］をクリックします。
S ［rt\rt?bomm\nd］フィールドに「rtdskTOMexe」と入力します。
T ［c\t\b\se?rwitches］フィールドは空欄のままにしておき、［Autostop
c\t\b\se］チェックボックスをオンにします。

U ［nj］をクリックして確定します。
V ［nj］をクリックして、ncabの設定フィールドを閉じます。

9 ［ユーザ］フィールドに「it\m」と入力し、［パスワード］フィールドに
「p\ssword」と入力します。

PO ［作成］をクリックします。
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PP ［テスト］をクリックして接続をテストします。

calrログインを作成する
Assetbenterのすべてのユーザが共通のcalrログインを使用できます。この
場合、Assetbenterでユーザプロファイルを使ってアクセス権限を管理しま
す。

また、データベースに対して制約された権限を持つ複数のcalrログインを
使うようにAssetbenterを設定することもできます。これにより、外部ツール
を使ったデータベースへのアクセスを制御できるようになります。本マニュ
アルでは、複数ログインの使用の説明は省略されています。

nracleの例
少なくともbnmmdbs、qdrntqbdおよびbqdAsd?rdrrhnm権限を含むnr\cle
ログインを宣言します。既にnr\cleでAssetbenterデータベースが作成されて
いる場合は、新しいデータベースをホストするために新しいnr\cleスキーマ
を作成します。

スキーマを作成するためのnr\cle?rpkスクリプトの例

connect?system_nqArdquZ
cre\te?user?Assetbenter?identified?by?[p\ss•ord]?def\ult?t\blesp\ce?[\sset]?tempor
\ry?t\blesp\ce?[tempor\ry_d\t\]?profile?def\ultZ
gr\nt?connectK?resourceK?cre\te?session?to?AssetbenterZ

Assetbenterと共に使用するcalrを変更する
calrを変更する場合は、Assetbenterの適切なバージョンを取得し、インポー
トモジュールを使って古いデータベースをインポートする必要があります。

Assetbenterデータベースを削除する
セキュリティ上の理由から、Assetbenterにはデータベースを削除するための
コマンドがありません。Assetbenter外で削除を実行しなければなりません。

Assetbenterデータベースを削除する手順は、以下のとおりです。
P データベース自体を削除します。

calrのデータベース管理ツールを使用します。
• 例えばryb\se?Ad\ptive?rerverの場合、rpk?rerver?l\n\gerを使用しま
す。
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• licrosoft?rpk?rerver?VMOの場合は、licrosoft?rpk?dnterprise?l\n\gerを
使用します。

• nr\cleの場合は、tser?l\n\ger?nr\cleを使用します。

2 各クライアントコンピュータで、Assetbenterレベルで定義された接続を
削除します。

R licrosoft?rpk?rerverの場合、各クライアントコンピュータでncab接続を
削除します。

ライセンス上の権限と使用可能な機能
Assetbenterは、共通のリポジトリを基盤とした統合機能を提供する情報テク
ノロジー管理の完全システムです。以下の機能を使用できます。
• ポートフォリオ
• 調達
• 契約
• ファイナンス
• ケーブル

Assetbenterでは、同一のインタフェースから上記の全機能にアクセスし、共
通のデータベースを使用します。このため、データの重複を避けることが可
能です。

注意:

取得するライセンス上の権限に応じて、使用できる機能は異なります。

ライセンス上の権限は、ペレグリンシステムズから取得するライセンスファ
イル「licenseMcfg」に格納されています。このライセンスファイルは、データ
ベースに挿入する必要があります。

データベースにライセンスファイルを挿入する方法については、本章の「ラ
イセンスファイルを選択する」の節を参照してください。

Assetbenterは機能的に設計されているため、ユーザのニーズに応じてアクセ
スする機能のみを選択し、インタフェースを簡略化することができます。

注意:

各クライアントコンピュータで、希望する機能を起動するよう指定できます
（［ファイル／モジュールの起動］メニューを使用）。
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空のシェルへの接続を指定する
空のシェルへの接続を指定するには、次の手順に従います。
P Assetbenterを起動します
2 ［ファイル／データベース接続の管理］メニューを選択します。
R ［新規作成］をクリックします。
S ［接続］タブページでデータベース名、calr、およびそのcalr特有の
情報を入力します。

T 次に［作成］ボタンをクリックしてデータベースを作成します。

注意:

vindo•s?woを使用している場合、接続を宣言するためには、書き込み権限で
接続しなければなりません。

管理者パスワードを入力してデータベース構造を作
成する

データベース作成の最初の手順で、管理者のパスワードを入力する必要があ
ります。管理者のログインおよびパスワードは、データベース管理ツールを
使って空のシェルを作成するときに定義します。Assetbenterでは、データ
ベース構造を作成する前にこの管理者パスワードを変更することができま
す。この処理にかかる時間は、お使いのcalrおよびコンピュータの速度に
よって異なります。

データベースの作成が完了したら、Assetbenter?rerverを起動してデータベー
スに接続し、ライセンスを確定して、他のユーザがアクセスできるように
データベースを設定します。

Assetbenter catabase Administratorを使ってデータ
ベースを作成する

Assetbenter?c\t\b\se?Administr\torを使うと、開かれているデータベースの記
述ファイルを基にAssetbenterデータベースを作成できます。

データベースを作成するには、次の手順に従います。
• 「AssetbenterNbonfig」フォルダに格納されている記述ファイル
「gbb\seMxml」を開きます。
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• データベースの作成画面を開きます（［アクション／データベースの作
成］メニュー）。

図 RMPM データベースの作成画面

［データベース］枠のオプション
このオプションで、既存のAssetbenter接続を選択し、テーブルのテーブルス
ぺースとインデックスを定義します。テーブルスぺースは、事前にcalrを
使って作成する必要があります。

［データベースの作成］枠のオプション
この枠内のオプションは、［データベースの作成］チェックボックスをオン
にすると有効になります。次の作業が可能になります。
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• ［データベースの作成］と［標準］ボタンを選択すると、データベース
を直接作成できます。

• ［rpkスクリプトの作成］ボタンを選択すると、後でデータベースを作
成するために、rpkスクリプトを作成できるようになります。 をクリッ
クしてスクリプトを指定し、ドロップダウンリストからrpkの区切り文
字を定義します（代表的な区切り文字は、nr\cleの場合はスラッシュ（N）、
他のデータベースの場合はfnなどです）。

注意:

ドロップダウンリストは編集可能です。セミコロン（Z）など、他の有効
な区切り文字を自由に定義できます。[lyrep\r\tor]などの区切り文字も
定義できますが、データベース作成スクリプトは機能しなくなります。

• ［データベースの作成］ボタンと［スクリプトの使用］ボタンを選択し
た場合は、［rpkスクリプトの作成］オプションで作成するデータベー
ス作成スクリプトを使って、データベースを作成します。 をクリック
して、rpkスクリプトを指定します。

アーカイブを有効にするメニュー
このメニューは、データベース全体のアーカイブを有効にします。

アーカイブの詳細については、アーカイブ z偧献?PVP|の章を参照してくださ
い。

［システムデータの作成］枠のオプション
［システムデータの作成］チェックボックスをオンにすると、Assetbenter
c\t\b\se?Administr\torは次のシステムデータを作成します。
P システムテーブル（［システムテーブル］（rpk名：rysalob）テーブル）
に保存されるデータベース記述ファイル

2 暗号化され、［sysblob］テーブルに保存される「Admin」ログインのパス
ワード（デフォルトでは空）

R 「Admin」ユーザ
S 各テーブルの識別子がmtkkのレコード（外部への接続のシミュレーショ
ンに使う）

T リストデータとカウンタ

［タイムゾーンの使用］チェックボックスをオンにすると、Assetbenter
c\t\b\se?Administr\torは次のシステムデータを作成します。
• ［アプリケーションのオプション］（rpk名：\mnption）テーブルに保
存されるタイムゾーンに関する情報
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注意:

［タイムゾーンの使用］オプションを選択すると、サーバとデータのタイム
ゾーンをflsで定義できます。

［フィールドのへルプの使用］チェックボックスをオンにすると、フィール
ドのへルプ情報を入力できるようにAssetbenter?c\t\b\se?Administr\torがデー
タベースを調節します。

AssetbenterでAutobAcの統合機能を使用する場合は、［AutobAcの統合の使
用］オプションを選択します。

［補足データのインポート］枠のオプション
データベースの作成時に、Assetbenter専門分野データを自動的にインポート
するように選択できます。
P ［補足データのインポート］を選択します。
2 ［インポートするデータ］ドロップダウンリストから、インポートする
情報を選択します。必要に応じて、専門分野データの一部またはすべて
をインポートするよう指定できます。

注意:

データベースの作成後に、Assetbenterのインポート機能を使って、同じ
情報をインポートすることも可能です。

R 場合に応じて［ログファイル］フィールドでパスを指定します。ログファ
イルには、インポート時に実行される処理やエラー／警告メッセージが
記録されます。

S ［エラー発生時にインポートを中止］オプションを選択すると、インポー
ト中にエラーが発生するとインポートが中止されます。
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ライセンスファイルを選択する
ご使用のAssetbenterライセンスに対応するデータベースのアクセス権を有効
にするには、Assetbenterでライセンスファイルを指定する必要があります。
ライセンスファイルはデータベースに直接保存されます。クライアントのコ
ンピュータで定義する必要はありません。

このライセンスを取得するには、ペレグリンシステムズ社に必要な情報を提
供する必要があります。その情報とライセンスファイルは、データベースの
作成開始直後に表示されるダイアログボックスで入力します。

ペレグリンシステムズ社に連絡する前に、次の作業を行います。
P ライセンスファイルを定期的に検証するAssetbenter?rerverのインスタンス
を実行するコンピュータを定義します。これは［データベースサーバに
信号送信］モジュール（Assetbenter?rerverの［ツール／モジュールの設
定］メニュー／［モジュール］タブで指定）を起動するコンピュータで
す。このAssetbenter?rerverの設定は、なるべく他のコンピュータに移さな
いでください。移動させると、ライセンスファイルを変更する必要があ
ります。

2 このコンピュータのネットワークカードのlAbアドレスを指定します。

注意:

コンピュータのネットワークカードのlAbアドレスを検出するには、そのコ
ンピュータでAssetbenter?rerverを実行し、［へルプ／バージョン情報］メ
ニューを選択して［詳細］をクリックします。このためにデータベースに接
続する必要はありません。

警告:

vindo•s?XTでAssetbenter?rerverを使用する場合は、metadthプロトコルが設
定されている必要があります。これにより、Assetbenter?rerverは、ネットワー
クカードlAbアドレスを適切に識別できます。

注意:

vindo•s?msでAssetbenter?rerverを使用することをお勧めします。

ライセンスファイルによって次の内容が決まります。
• 認証されたユーザの数
• 作成可能な資産および本体の最大数
• 使用可能なcalr
• 使用可能な機能
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確認するには、次の操作を実行します。
P ［ファイル／データベース接続の管理］メニューを使って接続を指定し
たら、［テスト］をクリックしてデータベースを作成します。

2 ライセンスのダイアログボックスが表示されたら、ペレグリンシステム
ズ社にご連絡ください。

R ペレグリンシステムズ社の担当者に［Assetbenter?rerverのlAbアドレス］
フィールドの値と会社名を報告します。

S ペレグリンシステムズ社の担当者からライセンスファイルを入手します。

注意:

Assetbenter?rerverを実行するコンピュータのネットワークカードを変更す
る場合は、ペレグリンシステムズ社に連絡して代わりのライセンスファ
イルを入手する必要があります。

T ライセンスファイルが有効になると、Assetbenterでデータベースを作成
するダイアログボックスが表示されます。使用許諾契約で許可されてい
る場合は、このダイアログボックスでタイムゾーン情報を指定できます。
タイムゾーンを指定するには、［タイムゾーンの使用］オプションを選
択し、［サーバのタイムゾーン］および［データのタイムゾーン］を選
択します。

U 次の手順に進むには、［作成］をクリックします。

ライセンスを変更する
Assetbenter?rerverを実行しているコンピュータのネットワークアダプタを取
り替えた場合、またはライセンスの使用期限が切れた場合は、お使いのデー
タベースのライセンスファイルを変更する必要があります。ライセンスファ
イルは、データベースに接続せずにAssetbenter?c\t\b\se?Administr\torで変更
できます。

Assetbenter catabase Administratorを用いてライセ
ンスファイルを変更する

P Assetbenter?c\t\b\se?Administr\torを起動します。
2 ライセンスファイルを変更するデータベースに接続します。
R ［アクション／ライセンスファイルの編集］メニューを選択し、表示さ
れるダイアログボックスでライセンスファイルを入力します。
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Assetbenterクライアント言語

概要
Assetbenterのデータベースオブジェクトの一部はマルチリンガルです（ オ
ブジェクトの属性に基づく表示言語 z偧献?UW|）。

Assetbenterデータベースのマルチリンガルオブジェクトをクライアントレベ
ルで使用するためには、以下を実行する必要があります。
P 最初に、対応する言語パラメータをデータベースに追加します（ 言語パ
ラメータの追加 z偧献?UV|）。

2 次に、対応する言語のバージョンのAssetbenterクライアントをユーザの
ワークステーションにインストールします。マルチリンガルデータベー
スオブジェクトは自動的にクライアントの言語で表示されます（
Assetbenterクライアントレベルでの特定言語の表示 z偧献?UW|）

Assetbenterソフトウェアスイートでサポートされる任意の言語が使用できま
す。

例えば、英語クライアントからもスペイン語クライアントからもデータベー
スにアクセスできます。

言語パラメータの追加
Assetbenter?c\t\b\se?Administr\torでデータベースを作成する際には、Assetbenter
c\t\b\se?Administr\torの言語バージョンに対応するパラメータが用いられま
す。

他の言語パラメータを追加するにはY
P どの言語をサポートするかを決めます。
2 追加する言語のそれぞれに対してAssetbenterをインストールします。

ヒント:

Assetbenter?c\t\b\se?Administr\torだけをインストールすることもできま
す。

R 選択した言語でAssetbenter?c\t\b\se?Administr\torを開始します。
S データベースを開きます（［ファイル／開く／既存のデータベースを開
く］メニュー）。

T 追加する言語のそれぞれに対してY
P ［アクション／データベースに言語を挿入］を選択します。
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2 適切な言語のバージョンのAssetbenterがインストールされているフォ
ルダを選択します。

例Y?bY{orogr\m?eiles{oeregrine{AssetbenterLdnglish
R ［nj］をクリックして確認します。

警告:

すでに使用されている言語のパラメータを追加すると、追加されたオ
ブジェクトに関するものを含めて、すべてのカスタマイズが上書きさ
れます。

Assetbenterクライアントレベルでの特定言語の表示
言語パラメータが管理者によってAssetbenterデータベースに追加されたらY
P 必要な言語でAssetbenterのvindo•sクライアントをインストールします。
2 Assetbenterクライアントを起動します。
R データベースに接続します。

マルチリンガルデータベースオブジェクトは自動的にクライアントの言
語で表示されます。

注意:

Assetbenterクライアントのレベルでは、マルチリンガルオブジェクトはPつ
の言語でしか表示できません。すなわちクライアント自身の言語です。

オブジェクトの属性に基づく表示言語
オブジェクトの表示言語は、オブジェクトの属性に依存します。
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表 RMSM Assetbenter vindowsクライアント L 言語はオブジェクトの属性に依
存

Assetbenterクライアント
による表示言語

オブジェクトのテキストの
保存

オブジェクトの属性

データベースに接続された
Assetbenterクライアントの
言語

データベース• テーブル、フィール
ド、リンク、インデッ
クスのラベルと記述

• 画面ラベル
• ページラベル
• システムリストデータ
値

• フィールドまたはリン
クの状況依存ヘルプ

ユーザがデータを入力した
言語

データベース• データベースに保存さ
れたデータ

データベースの作成に用い
られたAssetbenter?c\t\b\se
Administr\torの言語

データベース• ワンポイント

データベースに接続された
Assetbenterクライアントの
言語

クライアントプログラム• プログラムメッセージ

一部のデータベースレコードには追加情報が必要です。

表 RMTM Assetbenter vindowsクライアント L レコードタイプに基づく表示言
語

コメントレコードタイプ
レポートは、作成に用いられた言語が何
であっても表示できます。

ただし、ラベルはレポートの作成に用い
られた言語で表示されます。

ラベルを他の言語で表示したい場合は、
レポートを複製して翻訳する必要があり
ます。

bryst\l?qepports

レポートと同じ原則書式
レポートと同じ原則アクションとウィザード
言語とは無関係クエリ
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コメントレコードタイプ
単一言語（Assetbenterのインストール言
語）

他の言語パラメータも、プロダクション
用データベースと同じ方法で追加できま
す。

デモ用データベース

ワークフローチャートは、作成に用いら
れた言語と無関係に実行できます。

ただし、ラベルはチャートの作成に用い
られた言語で表示されます。

ワークフローチャートを複製することは
できません。ワークフローインスタンス
も複製されてしまうからです。

ワークフローチャート

オンラインヘルプはどの言語でも使用で
きます。デフォルトの言語は、ユーザの
デスクトップにインストールされたクラ
イアントの言語です。

オンラインヘルプ

クライアントのデスクトップに
Assetbenterをインストールする際には、
インストール言語に一致する「pdf」ファ
イルだけがインストールされます。他の
言語の「pdf」ファイルも必要な場合は、
それらがインストールされているデスク
トップから単にコピーしてください。

マニュアル

calrを変更する
Assetbenterでは、Assetbenterのデータベースを使用するためにcalrを変更
することができます。

calrを変更するには、旧calrのデータベースの構造と内容を出力し、新
規calr内へインポートする必要があります。

警告:

データベースバージョンは同じでなければなりません。例えば、Assetbenter
RMxをバージョンSMRへ出力することは不可能です。

以下の手順に従います。
P 旧calrでデータベースの出力ファイルを作成します。
2 新calr用に空のシェルを作成します。
R 空のシェルへの接続を宣言します。
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S 作成された空のシェル内で出力ファイルを復元します。

注意:

手順QとRは本節では説明されていません。詳細については本章の以下の節を
参照してください。
• calrを使って空のAssetbenterデータベースを作成する z偧献?SW|
• 空のシェルへの接続を指定する z偧献?UP|
• Assetbenter?c\t\b\se?Administr\torを使ってデータベースを作成するz偧献?UP|

データベースの構造とデータを出力する
出力するには、次の手順に従います。
P ［開く／既存のデータベースを開く］メニューでAssetbenterデータベー
スを開きます。

2 ［アクション／データベース構造とデータの出力］メニューを選択しま
す。

R 出力名を指定し、［保存］をクリックします。

Assetbenterは出力ファイルを生成します。

注意:

データベースの出力は、自動的に作成された複数のファイルから構成さ
れます。ダンプファイルには、「xxxOPM\r」、「xxxOQM\r」、「xxxORM\r」
のような名前がつきます。xxxが出力の名前です。

データベース構造とデータをインポートする
出力の実行、空のシェルの作成、接続の宣言がなされた後、出力されたファ
イルをインポートする必要があります。
P ［アクション／データベース構造とデータのインポート］を使用します。
2 表示されるダイアログボックス内で、上記で作成した空のシェルを選択
します。

R Assetbenter?c\t\b\se?Administr\torが生成した第Pの出力ファイル（xxxOPM\r）
を選択します。

Assetbenterは新規データベース内に出力ファイルをインポートします。
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Assetbenter?c\t\b\se?Administr\torでは、データベースの情報を抽出する際に、
抽出する情報の属性とフォーマットを制御することができます。

Assetbenterデータベースの構造の記述を見るには、次のファイルまたはプロ
グラムを参照します。
• 「c\t\b\seMtxt」および「s\blesMtxt」ファイル：データベースの完全な構
造が記述されています。このQつのファイルは、Assetbenterのインストー
ル先フォルダの「doc{infos」サブフォルダに格納されています。

注意:

上記のファイルでは、デフォルトのデータベース構造が記述されていま
す。ユーザによるカスタマイズ情報は記述されていません。

これらの記述ファイルに、お使いのデータベースのカスタマイズ情報を
反映させるには、使用中のデータベースにAssetbenter?c\t\b\se?Administr\tor
ソフトウェアを接続して使います。

• Assetbenter?c\t\b\se?Administr\torプログラム：Assetbenterデータベース
（テーブル、フィールド、リンク、インデックス）の記述ファイルを以
下の方法で作成できます。
• Assetbenterのデータベース記述ファイル（「gbb\seIMI」ファイル）を
開くか、またはAssetbenterデータベースへ接続します。

 データベース記述ファイルの
作成S
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• 作成する情報を記述するテンプレート（拡張子が「Mtpl」のファイル）
を使います。Assetbenterプログラムに付属している標準テンプレート
を基に、独自のテンプレートを作成することができます。また、qse
またはgslk形式の記述ファイルを作成することもできます。

注意:

Assetbenterの標準バージョンに付属している「cbdictMtpl」テンプレー
トを使うと、カスタマイズデータ（任意管理項目、特殊フィールド、
設定スクリプトなどに関する情報）を使用中のデータベースから標準
のテキストファイルにエクスポートできます。「ソース管理」ツール
でこの記述ファイルを使うと、データベースのカスタマイズ情報をト
ラッキングする際に便利です。

• Assetbenterプログラム

この機能にアクセスするには［アクション／テンプレート］メニューを使用
します。このメニューには以下のサブメニューがあります。
• ［フォルダの選択］：Assetbenter?c\t\b\se?Administr\torが記述テンプレー
トを検索するフォルダを指定できます。選択したフォルダのすべてのサ
ブフォルダを検索します。

• ［リストの更新］：前回指定したフォルダから記述ファイルの検索を再
開します。

• その他のサブメニュー：Assetbenter?c\t\b\se?Administr\torがフォルダ内で
検出したすべての記述テンプレートが表示されます。ここで記述テンプ
レートの名前を選択すると、そのテンプレートを直接実行できます。

注意:

データベース記述テンプレートの実行中に、Assetbenter?c\t\b\se?Administr\tor
がテンプレート内に値の定義がない変数を検出すると、この変数の値を入力
する画面が表示されます。

はじめに
データベースの内部構造を、オブジェクトの階層型コレクションとして表示
することができます。階層構造では、データベースはテーブルを含み、テー
ブルはフィールド、リンク、インデックスなどを含みます。

データベースを記述するということは、この構造を検索し、必要な情報を適
切な形で抽出するということです。Assetbenter?c\t\b\se?Administr\torが情報
を抽出する方法（つまり抽出する情報の内容とフォーマット）は、テンプ
レートと呼ばれるファイルに記述されています。これらのファイルは小さな
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プログラムであり、プログラムのシンタックスは、プログラミングの経験が
多少あれば容易に理解できます。このシンタックスについては次節で説明し
ます。

データベース記述パラメータ
次のパラメータを使ってデータベースを記述します。

hnst\nce?cAsAaArd?
oroperty?oPLn?
bollection?sAakdr?\s?sAakd
bollection?bAkbehdkcr?\s?bAkbehdkccdrb
bollection?edAstqdr?\s?edAsocdrb
bollection?oAqAlr?\s?edAsoAqAlcdrb
bollection?bkArrdr?\s?edAsbkArrcdrb
bollection?rbqddmr?\s?uhdv?

hnst\nce?sAakd?
oroperty?oPLn?
bollection?ehdkcr?\s?ehdkc?
bollection?khmjr?\s?khmj?
bollection?hmcdwdr?\s?hmcdw
bollection?qdkduAmsrbqhos?\s?rbqhos
bollection?oqnbdrrdr?\s?afoqnb
bollection?edAstqdr?\s?edAsoAqAlcdrb?
nbject?nPLn?\s?[インスタンス名]?

hnst\nce?ehdkc
oroperty?oPLn?
bollection?cdeuAkcdodmcdmbhdr?\s?cdeuAkrbqhos
bollection?rxrdmtluAktdr?\s?rxrdmtluAktd
nbject?nPLn?\s?[インスタンス名]?

hnst\nce?khmj?
oroperty?oPLn?
nbject?nPLn?\s?[インスタンス名]?

hnst\nce?hmcdw?
oroperty?oPLn?
bollection?ehdkcrhmcdw?\s?ehdkc?
nbject?nPLn?\s?[インスタンス名]?
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hnst\nce?rbqhos?
oroperty?oPLn?
bollection?qdedqdmbdcehdkc?\s?rbqhosehdkc
bollection?qdedqdmbdcrsnqAfdehdkcr?\s?rsqhmf?
nbject?nPLn?\s?[インスタンス名]

hnst\nce?edAscdrb
bollection?oAqAlr?\s?edAsoAqAlcdrb
nbject?nPLn?\s?[インスタンス名]

hnst\nce?edAsoAqAlcdrb
oroperty?oPLn?
nbject?nPLn?\s?[インスタンス名]

hnst\nce?edAsbkArrcdrb
oroperty?oPLn?
nbject?nPLn?\s?[インスタンス名]

hnst\nce?bAkbehdkccdrb
oroperty?oPLn?
nbject?nPLn?\s?[インスタンス名]

hnst\nce?uhdv
oroperty?oPLn?
bollection?oAfdr?\s?oAfd
bollection?ehdkcrhmkhrsbnmehf?\s?oAfdhsdl
nbject?nPLn?\s?[インスタンス名]

hnst\nce?oAfd
oroperty?oPLn?
bollection?ehdkcr?\s?oAfdhsdl
nbject?nPLn?\s?[インスタンス名]

hnst\nce?oAfdhsdl
oroperty?oPLn?
nbject?nPLn?\s?[インスタンス名]

hnst\nce?rxrdmtluAktd
oroperty?oPLn?
nbject?nPLn?\s?[インスタンス名]

hnst\nce?rsqhmf
oroperty?oPLn?
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nbject?nPLn?\s?[インスタンス名]

hnst\nce?rbqhosehdkc
oroperty?oPLn?
nbject?nPLn?\s?[インスタンス名]

flob\l?u\lues?
oroperty?oPLn

Assetbenterの構造は、次のインスタンスで構成されています。
• c\t\b\se：データベース自体
• s\ble：データベースのテーブル
• eield：テーブル内のフィールド
• kink：テーブル内のリンク
• hndex：テーブル内のインデックス
• rcript：フィールド値を計算するスクリプト

各インスタンスは、次の情報で記述されます。
• oroperty：インスタンスのプロパティ

例

hnst\nce?s\ble?
oroperty?rqlm\me

rqlm\meプロパティは、テーブルのrpk名を表します。
• bollection：インスタンスのコンポーネントのPつを構成する項目の集まり
（コレクション）

例

hnst\nce?hndex?
bollection?eieldshndex?\s?eield

インデックス（hndexインスタンスのコンポーネントのPつ）は、主にフィー
ルドのセット（eieldshndexコレクション）で定義されます。各フィールド
は、eieldインスタンス内の項目です。

• nbject：インスタンスのPつのコンポーネント

例

hnst\nce?kink?
nbject?rrceield?\s?eield

リンク（kinkインスタンスのコンポーネントのPつ）は、主にソースフィー
ルド（rrceieldオブジェクト）で定義されます。このフィールドは、eield
インスタンスのコンポーネントです。
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記述テンプレートのシンタックス
Assetbenter?c\t\b\se?Administr\torで使うテンプレートには、抽出する情報と、
その処理方法および表示方法が定義されています。

テンプレートファイルのフォーマットは次のとおりです。
• データ型：テキスト
• 文字セット：Amrh
• 拡張子：Mtpl

シンタックスは次のとおりです。
• 固定テキスト
• コメント
• 別のテンプレートを挿入する
• コンポーネントの参照、並べ替え、および抽出
• CifMMMCelseMMMCelseifMMMCendif条件
• 記述テンプレートで使用可能な関数
• テンプレートで定義した関数を使ってプロパティの値を処理する
• 改行マークを無視する
• 参照したコンポーネントを数える
• テンプレートのグローバル変数を定義する

固定テキスト
「C」記号以外で始まり、関数の一部でない文字列は、Assetbenter?c\t\b\se
Administr\torでそのまま出力されます。

注意:

「C」を出力する場合は、テンプレートに「CC」と入力する必要があります。

例

テンプレートに次のように入力します。

kist?of?t\blesM?
rpk?mAld?
CC

次のように出力されます。

kist?of?t\blesM?
rpk?mAld?
C
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コメント
テンプレートのコメントとしてテキストを追加する場合は、行の最初に「C」
記号とスぺースPつを挿入して、Assetbenter?c\t\b\se?Administr\torが認識でき
ないようにします。

例

C?これはコメントです。

別のテンプレートを挿入する
外部のテンプレートを挿入するには、次のシンタックスを使います。

Cinclude?A[挿入するテンプレートの完全パス]A

例

Cinclude?AeY{modeles{dbscriptMtplA

使用例：関数を含んでいるテンプレートを定義することで、そのテンプレー
トを参照する他のテンプレートもその関数を使うことができます。

コンポーネントの参照、並べ替え、および抽出

一般的なシンタックス
Cfor?z[コレクション名]?|?I|?z\li\s?[エイリアス名]|?zsort?G[最初のプロパティ
名]?GArb|cdrbH?zK?[次のプロパティ名]?GArb|cdrbH|H|?z[抽出条件]|?
MMM?
Cendfor

CforMMMCendforでコレクションのコンポーネントを参照
する

コレクションのコンポーネントを反復型で参照する場合は、次のシンタック
スを使います。

Cfor?[コレクション名]?
MMM?
Cfor?[サブコレクション]?
MMM?
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Cendfor?
Cendfor

例

Cfor?s\bles?
MMM?
Cfor?eields?
MMM?
Cendfor?
Cendfor

コレクション間の階層に注意する必要があります。例は次のとおりです。
P eieldsコレクションは、s\blesコレクションによって変わります。
2 eieldshndexコレクションは、hndexesコレクションによって変わります。

[コレクション名]を指定する代わりにアスタリスク（I）記号を使うことが
できます。この記号を使うと、現在のインスタンスの全コレクションを呼び
出します。

Cfor?s\bles?
MMM?
Cfor?I?
CGrqlm\meH?
MMM?
Cendfor?
Cendfor?

この例では、s\bleインスタンスの全コレクションのrpk名（eields、kinks、
hndexes）を取得できます。

sortで最終結果を並べ替える
Pつのコレクションのコンポーネントを並べ替えるには、次のシンタックス
を使います。

Cfor?[コレクション名]?sort?G[最初のプロパティ名]?GArb|cdrbH?zK?[次のプロ
パティ名]?GArb|cdrbH|H|?
MMM?
Cendfor

次のキーワードで並び替え順序を指定できます。
P Arb：昇順
2 cdrb：降順

例
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Cfor?s\bles?sort?Grqlm\me?ArbH?
MMM?
Cfor?eields?sort?Gtsertype?cdrbK?tsersypeeorm\t?ArbK?rqlm\me?ArbH?
MMM?
Cendfor?
Cendfor

コレクションの項目またはオブジェクトのプロパティ
を取得する

コレクションの項目またはオブジェクトのプロパティを取得するには、次の
シンタックスを使います。

Cfor?[コレクション名]?
MMM?
CGz[コレクションの名前またはエイリアス]M|z[オブジェクト名]M|[プロパテ
ィ]?
MMM?
Cendfor

注意:

コレクション内のCforMMM?Cendforループでプロパティを呼び出す場合は、[コレ
クションの名前またはエイリアス]を指定する必要はありません。

例

Cfor?s\bles?
Cfor?eields?
CGs\blesMrqlm\meH?CGrqlm\meH?
Cendfor?

Cfor?kinks?
CGs\blesMrqlm\meH?CGrqlm\meH?CGqeverselinkMrqlm\meH?
Cendfor?

Cendfor

aliasでエイリアスを割り当てる
現在のところ、エイリアスの特別な用法はありません。
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filterでコレクションのコンポーネントを抽出する
コレクションのコンポーネントを抽出するには、次のシンタックスを使いま
す。

Cfor?[コレクション名]?filter?[抽出条件]?
MMM?
Cendfor

抽出条件はa\sicで記述します。

例

Cfor?t\bles?filter?CkeftGCrqlm\meK?PH?=?ApA?
MMM?
Cendfor

上の例では、rqlm\meが文字「p」で始まるテーブルのみが表示されます。

CifMMMCelseMMMCelseifMMMCendif条件
目的のコンポーネントを含んでいるプロパティの条件範囲を定義できます。

シンタックス

Cif?[テストの条件]?
MMM?
Celseif?[テストの条件]?
MMM?
Celse?[テストの条件]?
MMM?
Cendif

テストの条件は、a\sic式、CscriptMMMCendscriptフォーマットで定義する関数、
インスタンスのプロパティで定義できます。

例

Cfor?kinks?
Cif?CGtypedH?=?O?
CGs\blesMrqlm\meH?CGrqlm\meH?CGrrceieldMrqlm\meH?CGcsts\bleMrqlm\meH?
Celse?
CGs\blesMrqlm\meH?CGrqlm\meH?CGrrceieldMrqlm\meH?
Cendif?
Cendfor
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記述テンプレートで使用可能な関数
Assetbenter?c\t\b\se?Administr\torには、テンプレートで使用できるいくつか
の関数が事前に定義されています。

ualuenfG[stroroperty] as rtringH as rtring
oropertyプロパティの値を呼び出すもうPつのシンタックスです。

oropertyは必ず大文字で指定します。

例

Cu\luenfGAoqhlAqxjdxAH

次のシンタックスと同じ結果が得られます。

CGorim\ryjeyH

retoropertyG[stroroperty] as rtringK [strualue] as
rtringK [iualuesype] as hntegerH as rtring

テンプレート用に、oropertyという名前でu\luesypeタイプのグローバル変数
を作成します。

oropertyは必ず大文字で指定します。

例

h?=?retoropertyGAmdvoqnodqsxAK?AQAK?u\rsypeGQHH

テンプレート用に、数値Qをとるmdvoqnodqsxというグローバル変数を作
成します。この変数が正しく作成された場合は戻りコードh =?Oを返します。

h?=?retoropertyGAmdvoqnodqsxAK?AsestAK?u\rsypeGAsestAHH

テンプレート用に、テキスト値sestをとるmdvoqnodqsxというグローバル
変数を作成します。この変数が正しく作成された場合は戻りコードh =?Oを返
します。

dxistG[stroroperty] as rtringH as hnteger
グローバル変数oropertyの有無をテストします。

例

dxistGAmdvoqnodqsxAH

プロパティが存在する場合は数値Pを、プロパティがない場合はOを返しま
す。
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kogdrrorG[strdrrorbode] as rtringK [strlessage] as
rtringH as rtring

drrorbodeと表示するエラーメッセージless\geを定義します。

例

kogdrrorGPK?Aproperty?not?found@AH

Arbhhのエラーメッセージを定義したフォーマット（大文字と小文字）で出
力します。

retnutputG[streile] as rtringH as rtring
結果を出力するファイルを定義します。出力ファイルには、コマンド行で定
義した優先順位があります。

例

retnutputGAeY{exportdb{sortieMtxtAH

結果を「eY\exportdb\outputMtxt」というファイルに保存します。

retnutputGAAH

結果を画面に表示します。

bollectionbreateG[strmame] as rtringH as hnteger
データベース項目の新しいコレクションを宣言します。作成したコレクショ
ンの名前は、eieldsまたはs\blesなどの有効なデータベースコレクションでな
ければなりません。この関数とその後に記述する関数は、通常、コレクショ
ンのコンポーネントを走査するのに使います。CeorMMMMCmextシンタックスの代
わりにこれらの関数を使うことができます。

例

bollectionmextGH?\s?hntegerbollectionbre\teGAeieldsAH

この関数は、コレクションが作成された場合にOを返します。その他の場合
は、エラーコードを返します。

bollectionmextGH as hnteger
bollectionbre\teGHを使って事前に定義したコレクションの繰り返しを実行し
ます。

例

bollectionmextGH
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この関数は、繰り返しが正常に実行された場合にOを返します。その他の場
合は、エラーコードを返します。コレクションの最後の要素に達した場合に
もエラーを返します。

bollectionmameGH as rtring
bollectionbre\teGH関数を使って事前に宣言したコレクションの名前を返しま
す。

例

strm\me=bollectionm\meGH

bollectionhseirstGH as hnteger
プログラムがアクセスしているコレクションの要素がコレクションの先頭に
あるかどうかをテストします。

例

bollectionhseirstGH

この関数は、要素がコレクションの先頭にある場合にPを、それ以外の場合
はすべてOを返します。

bollectionhskastGH as hnteger
プログラムがアクセスしているコレクションの要素がコレクションの末尾に
あるかどうかをテストします。

例

bollectionhsk\stGH

この関数は、要素がコレクションの末尾にある場合にPを、それ以外の場合
はすべてOを返します。

bollectionburrenthndexGH as hnteger
プログラムがアクセスしているコレクションの要素のインデックス番号を返
します。コレクションは、bollectionbre\teGH関数を使って事前に宣言してお
く必要があります。

例

mumber=bollectionburrenthndexGH
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bollectionbountGH as hnteger
現在のコレクションに属する要素の数を返します。コレクションは、
bollectionbre\teGH関数を使って事前に宣言しておく必要があります。

例

ibollec=bollectionbountGH

テンプレートで定義した関数を使ってプロパティの
値を処理する

[fonction]で関数を使う
関数を定義し、その関数を使ってプロパティの値を処理できます。

関数を使うシンタックスは次のとおりです。

C[関数]GCG[プロパティP]KMMMK[プロパティn]HH

例

CrtrsypeGCGsypeHH

Ccuplic\tesGCGcuplic\tesHK?CGmullu\luesHH

CscriptMMMCendscriptで関数を定義する
関数は、次のようにCscriptとCendscriptのQつのマーカーで区切られたa\sicブ
ロック内に定義します。

Cscript?
MMM?
eunction?
MMM?
dnd?eunction?
MMM?
Cendscript

関数のシンタックスは次のとおりです。

eunction?[関数の名前]G{ayu\l|ayqef}?z[入力する変数の名前]?\s?[データの
入力フォーマット]|IH?\s?[出力フォーマット]?
MMM?
dnd?eunction
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関数は、a\sicの式とインスタンスのプロパティで表すことができます。

注意:

デフォルトでは、関数の宣言で使用する変数は確認されません。特に、宣言
することなく変数を使用できるため、スクリプトの実行時にエラーが発生す
る可能性があります。このデフォルト設定を変更するためには、関数のa\sic
ブロックの最初に以下のラインを追加します（Cscriptマーカーのすぐ後にこ
のラインを追加します）。

nption?dxplicit

例

eunction?qeturnxesmoGayu\l?iu\lue?\s?hntegerH?\s?rtring?
if?iu\lue?=?P?then?
qeturnxesmo?=?AxesA?
else?
qeturnxesmo?=?AmoA?
end?if?
dnd?eunction

eunction?rtrsypeGayu\l?iu\lue?\s?hntegerH?\s?rtring
select?c\se?iu\lue
c\se?PY?rtrsype?=?Ahnteger?GW?bitHA
c\se?QY?rtrsype?=?Ahnteger?GPU?bitHA
c\se?RY?rtrsype?=?Ahnteger?GRQ?bitHA
c\se?SY?rtrsype?=?Aelo\ting?point?numberA
c\se?TY?rtrsype?=?AcoubleLprecision?numberA
c\se?UY?rtrsype?=?AsextA
c\se?VY?rtrsype?=?Ac\te?\nd?timeA
c\se?XY?rtrsype?=?Aain\ry?fieldA
c\se?POY?rtrsype?=?Ac\teA
c\se?PPY?rtrsype?=?AsimeA
c\se?PQY?rtrsype?=?Akong?text?fieldA
c\se?else
cim?strdrror?\s?rtring
strdrror?=?Asype?A?J?brtrGiu\lueH?J?A?undefinedA
strsype?=?kogdrrorGPK?strdrrorH
dnd?select
dnd?eunction
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改行マークを無視する
行の途中に情報を挿入しなければならない場合がありますが、情報を生成す
る関数は必ず行の先頭から始まります。

このような場合は、関数の前の行の末尾に次の文字列

Cnocr

を追加して、改行マークを無視するようにします。

例

MMM?
Cfor?hndexes?
CGs\blesMrqln\meH?CGrqln\meH?Cnocr?
for?eieldshndex?
Cif?CGhsl\stH?=?P?
CGrqln\meH?
Celse?
CGrqln\meHCnocr?
Cnocr?
Cendif?
Cendfor?
MMM

次の出力が得られます。

MMM?
\moroduct?orod_ar\ndlodel?ar\ndK?lodel?
\moroduct?orod_b\t\logqef?b\t\logqef?
\moroduct?orod_lb\teghdar\nd?lb\teghdK?ar\ndK?lodel

参照したコンポーネントを数える
コレクション内で抽出条件によって参照されたコンポーネント数を数えるに
は、次のシンタックスを使います。

Cfor?[コレクション名]?filter?[抽出条件]?
CGcountH?
MMM?
Cendfor
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テンプレートのグローバル変数を定義する
グローバル変数を定義するには、次のシンタックスを使います。

C[変数名]?=?[a\sic式]

例

CA?=?P

Cu\r?=?AtexteA

CA?=?CGAH?J?P

Ceorm?=?keftGCGu\rHK?QH

特定のデータベース記述パラメータについて
ここでは、次の記述パラメータについて説明します。
• c\t\b\seインスタンス
• s\bleインスタンス
• eieldインスタンス
• kinkインスタンス
• hndexインスタンス
• rcriptインスタンス
• ee\tcescインスタンス
• ee\to\r\mcescインスタンス
• ee\tbl\sscescインスタンス
• b\lceieldcescインスタンス
• uie•インスタンス
• o\geインスタンス
• o\gehtemインスタンス
• rysdnumu\lueインスタンス
• rtringインスタンス
• rcripteieldインスタンス
• グローバル変数

管理
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catabaseインスタンス

プロパティ

表 SMPM catabaseインスタンスのプロパティ

接続が必要説明プロパティ
名

はいデータベースにアクセスするためのログイン名koginm\me
はいデータベースにアクセスするためのログインhckoginhd
いいえデータベース内のテーブルの総数s\blebount
いいえこのプロパティは、次のいずれかの値をとります。

• P：Assetbenter?c\t\b\se?Administr\torでデータベース
に接続する。

• O：Assetbenter?c\t\b\se?Administr\torでデータベース
記述ファイルを開く。

bonnected

はいデータベースにアクセスするときに使うAssetbenterの
接続名

bonnection

いいえAssetbenterに関する情報Apphnfo
いいえAssetbenterのバージョン番号Appuersion
いいえAssetbenterのビルド番号Appauild
いいえAssetbenterの言語Appk\ngu\ge
いいえデータベースの構造のバージョン番号cbbuersion

Assetbenter
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sableインスタンス

プロパティ

表 SMQM sableインスタンスのプロパティ

接続が必
要

説明プロパティ名

はいこのプロパティは、次のいずれかの値をとりま
す。
• P：ログインにテーブルでの作成権限があ
る。

• O：ログインにテーブルでの作成権限がな
い。

bre\te

はいこのプロパティは、次のいずれかの値をとりま
す。
• P：ログインにテーブルでの削除権限があ
る。

• O：ログインにテーブルでの削除権限がな
い。

celete

いいえテーブルの記述文字列bomputertring
いいえ内部名

この情報に特に用途はありません。

hntern\lm\me

いいえラベルk\bel
いいえ説明cesc
いいえrpk名rqlm\me
いいえテーブル内のフィールドの総数eieldbount
いいえテーブル内のリンクの総数kinkbount
いいえテーブル内のインデックスの総数hndexbount
いいえ抽出条件と並べ替え順序を指定したときに、項

目がコレクションの先頭かどうかを次のように
指定します。
• O：先頭でない
• P：先頭である

hseirst

管理

Assetbenter SMR L 管理 9P



接続が必
要

説明プロパティ名

いいえ抽出条件と並べ替え順序を指定したときに、項
目がコレクションの末尾かどうかを次のように
表します。
• O：末尾でない
• P：末尾である

hsk\st

いいえ抽出条件を指定したときに、コレクション内で
参照された項目数

bount

いいえ抽出条件と並べ替え順序を指定したときの、コ
レクション内の項目の位置

burrenthndex

いいえオプジェクトがシステムオブジェクト（変更不
可能）であるかどうかを示します。
• O：いいえ
• P：はい

rystem

いいえテーブルに、関連付けられた任意管理項目の
テーブルが含まれているかどうかを指定しま
す。
• O：いいえ
• P：はい

g\see\tureu\lues\ble

いいえテーブルが、任意管理項目のテーブルであるか
どうかを指定します
• O：いいえ
• P：はい

hsee\tureu\lues\ble

いいえテーブルにメモ型フィールドがあるかどうかを
示します。
• O：いいえ
• P：はい

g\slemoeield

オブジェクト

表 SMRM sableインスタンスのオブジェクト

説明オブジェクト名
メインインデックスl\inhndex?\s?hndex
主キーorim\ryjey?\s?eield
任意管理項目の値を保存するテーブルee\tureu\lues\ble?\s?s\ble
ソース任意管理項目の値のテーブルeurources\ble?\s?s\ble
有効性のスクリプトhsu\lidrcript?\s?rcript

Assetbenter
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説明オブジェクト名
妥当性のスクリプトqelev\ntrcript?\s?rcript
記述したデータベースa\se?\s?c\t\b\se

eieldインスタンス

プロパティ

表 SMSM eieldインスタンスのプロパティ

接続が必要説明プロパティ名
はいこのプロパティは、次のいずれかの値を

とります。
• P：ログインにフィールドの更新権限
がある。

• O：ログインにフィールドの更新権限
がない

tpd\te

はいこのプロパティは、次のいずれかの値を
とります。
• P：ログインにフィールドの作成権限
がある。

• O：ログインにフィールドの作成権限
がない。

vrite

はいこのプロパティは、次のいずれかの値を
とります。
• P：ログインにフィールドの読取り権
限がある。

• O：ログインにフィールドの読取り権
限がない。

qe\d

いいえデフォルトでは、データの入力と表示
フォーマットは「sype」プロパティの
データ型になります。

検証時に、「tsersype」プロパティで
データの入力と表示フォーマットを指定
できます。

tsersype

いいえ保存値のデータ型タイプ
いいえtsersypeパラメータの補足情報tsersypeeorm\t
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接続が必要説明プロパティ名
いいえフィールド値の最大サイズ（半角の場合

の文字数）
rize

いいえデータベースに接続するユーザのユーザ
権限に関わらず、フィールドを変更でき
るかどうかを定義します。

このプロパティは、次のいずれかの値を
とります。
• P：変更不可
• O：ユーザに必要な権限がある場合は
変更可能

qe\dnnly

いいえこのプロパティは、次のいずれかの値を
とります。
• P：フィールドの履歴を記録する。
• O：フィールドの履歴を記録しない。

gistorized

いいえこのプロパティは、次のいずれかの値を
とります。
• P：フィールドは外部キーである。
• O：フィールドは外部キーではない。

eoreignjey

いいえこのプロパティは、次のいずれかの値を
とります。
• P：このフィールドは主キーである。
• O：このフィールドは主キーではな
い。

orim\ryjey

いいえ内部名

この情報に特に用途はありません。

hntern\lm\me

いいえフィールドのラベル（詳細画面の表示さ
れるフィールド名など）。

k\bel

いいえ説明cesc
いいえrpk名rqlm\me
いいえフィールド値についてのコメントkonggelpbomment
いいえフィールドに割り当てる値の例konggelpr\mple
いいえフィールドに関する重要な情報konggelpv\rning
いいえフィールドの説明konggelpcesc
いいえフィールド使用についてのコメント

（gslkタグは除外されています）
konggelpbommentmogslks\g

いいえフィールドに割り当てる値の例（gslk
タグは除外されています）

konggelpr\mplemogslks\g

いいえフィールドに関する重要な情報（gslk
タグは除外されています）

konggelpv\rningmogslks\g
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接続が必要説明プロパティ名
いいえフィールドの説明（gslkタグは除外さ

れています）
konggelpcescmogslks\g

いいえオプジェクトがシステムオブジェクト
（変更不可能）であるかどうかを示しま
す。
• O：いいえ
• P：はい

rystem

いいえ複製時にデフォルト値が再適用されるか
どうかを指定します。
• O：いいえ
• P：はい

dmptynncup

いいえフィールドでの大文字小文字に関する操
作を指定します。
• O：入力値を変更しない
• P：入力値は大文字に変更される
• Q：入力値は小文字に変更される
• Q：入力値はsm\rtc\se（大文字が含ま
れる場合は大文字小文字を区別）に
なる

eieldb\se

いいえ数値タイプのフィールドが正の数かどう
かを指定する。
• O：いいえ
• P：はい

oositive

オブジェクト

表 SMTM eieldインスタンスのオブジェクト

説明オブジェクト名
入力するデータベースa\se?\s?c\t\b\se
フィールドを含んでいるテーブルs\ble?\s?s\ble
フィールド値を計算する必須スクリプトl\nd\toryrcript?\s?rcript
フィールド値を計算するデフォルトのス
クリプト

cef\ultrcript?\s?rcript

フィールド用の読取専用の計算スクリプ
ト

qe\dnnlyrcript?\s?rcript

フィールド値の履歴を計算するスクリプ
ト

gistoryrcript?\s?rcript
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説明オブジェクト名
フィールドの妥当性を計算するスクリプ
ト

qelev\ntrcript?\s?rcript

sypeプロパティの値

表 SMUM sypeプロパティの値

意味表示値保存値
LPQWからJPQVの整数hnteger?GW?bitHP
LRQ?VUWからJRQ?VUVの整数hnteger?GPU?bitHQ
LQKPSVKSWRKUSVからJQKPSVKSWRKUSUの整数hnteger?GRQ?bitHR
Sバイト浮動小数点数elo\ting?point?numberS
Wバイト浮動小数点数coubleLprecision?numberT
あらゆる文字を含むテキストsextU
日付と時刻c\te?\nd?timeV
画像や式などの保存に使います。サイズ
の制限はありません。

ain\ry?fieldX

日付のみ（時刻なし）c\tePO
時刻だけ（日付なし）simePP
可変長のテキストフィールドkong?text?fieldPQ

tsersypeプロパティの値

表 SMVM tsersypeプロパティの値

表示値保存値
デフォルトO
数値P
aoole\n?GxesNmoHQ
lonet\ryR
日付S
c\te?\nd?timeT
simeU
rystem?itemized?listV
bustom?itemized?listW
ee\ture?v\lueX
パーセントPO
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表示値保存値
cur\tionPP
s\ble?or?field?rpk?n\mePQ
a\sic?scriptPR

tsersypeeormatプロパティの値
このプロパティの内容は、tsersypeプロパティ（リストデータ、期間など）
に応じて以下のようになります。
• 「リストデータ」：フィールドにリンクするリストデータの名前
• 「システムリストデータ」：リストデータのエントリ項目
• 「期間」：表示形式
• 「テーブルまたはフィールドのrpk名」：プロパティは、テーブルのrpk
名を保存するフィールドのrpk名を含みます。このテーブルは、記述さ
れたフィールドが指定するフィールドを含みます。

kinkインスタンス

プロパティ

表 SMWM kinkインスタンスのプロパティ

接続が必要説明プロパティ名
はいこのプロパティは、次のいずれかの値を

とります。
• P：ログインにリンクの更新権限があ
る。

• O：ログインにリンクの更新権限がな
い。

tpd\te

はいこのプロパティは、次のいずれかの値を
とります。
• P：ログインにリンクの作成権限があ
る。

• O：ログインにリンクの作成権限がな
い。

vrite
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接続が必要説明プロパティ名
はいこのプロパティは、次のいずれかの値を

とります。
• P：ログインにリンクの読取り権限が
ある。

• O：ログインにリンクの読取り権限が
ない。

qe\d

いいえリンクのタイプsype
いいえリンクが管理する情報のタイプtsersype
いいえリンクのターゲットテーブルを事前に定

義するかどうかを表します。定義しない
場合は、テーブルのrpk名がレコードの
いずれかのフィールドに保存されます。
• P：ターゲットテーブルを事前に定義
しない。

• O：ターゲットテーブルを事前に定義
する。

syped

いいえこのプロパティは、次のいずれかの値を
とります。
• P：フィールドの履歴を記録する。
• O：フィールドの履歴を記録しない。

gistorized

いいえリンク数b\rdin\lity
いいえ内部名

この情報に特に用途はありません。

hntern\lm\me

いいえラベルk\bel
いいえ説明cesc
いいえrpk名rqlm\me
いいえオプジェクトがシステムオブジェクト

（変更不可能）であるかどうかを示しま
す。
• O：いいえ
• P：はい

rystem

いいえフィールド値についてのコメントkonggelpbomment
いいえフィールドに割り当てる値の例konggelpr\mple
いいえフィールドに関する重要な情報konggelpv\rning
いいえフィールドの値konggelpcesc
いいえフィールド使用についてのコメント

（gslkタグは除外されています）
konggelpbommentmogslks\g

いいえフィールドに割り当てる値の例（gslk
タグは除外されています）

konggelpr\mplemogslks\g
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接続が必要説明プロパティ名
いいえフィールドに関する重要な情報（gslk

タグは除外されています）
konggelpv\rningmogslks\g

いいえフィールドの説明（gslkタグは除外さ
れています）

konggelpcescmogslks\g

オブジェクト

表 SMXM kinkインスタンスのオブジェクト

説明オブジェクト名
入力するデータベースa\se?\s?c\t\b\se
ソースフィールドrrceield?\s?eield
ソーステーブルrrcs\ble?\s?s\ble
ターゲットテーブルcsts\ble?\s?s\ble
ターゲットフィールドcsteield?\s?eield
リレーショナルテーブルqels\ble?\s?s\ble
リレーショナルテーブルのソースフィー
ルド

qelrrceield?\s?eield

リレーショナルテーブルのターゲット
フィールド

qelcsteield?\s?eield

リンクのターゲットテーブルが事前に定
義されていない場合、このプロパティは
ターゲットテーブルのrpk名を含んでい
るフィールドを表します。

sypeeield?\s?eield

逆リンクqeversekink?\s?kink
リンク値の履歴を計算するスクリプトgistoryrcript?\s?rcript
リンクの妥当性を計算するスクリプトqelev\ntrcript?\s?rcript

sypeプロパティの値

表 SMPOM sypeプロパティの値

表示値保存値
morm\lP
n•nQ
cefineS
meutr\lW
bopyPU
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表示値保存値
n•ncopyPW

tsersypeプロパティの値

表 SMPPM tsersypeプロパティの値

表示値保存値
morm\lO
bommentP
hm\geQ
gistoryR
ee\ture?v\lueS

hndexインスタンス

プロパティ

表 SMPQM hndexインスタンスのプロパティ

説明プロパティ名
インデックスで、mtkkでない値を複数作成できるかどうかを
示します。
• P：インデックス内のフィールド一式が全く同じ値である
レコードを、複数作成することができます。

• O：インデックス内のフィールド一式がある一定の値をと
るレコードを、複数作成することはできません。

cuplic\tes

このプロパティは、cuplic\tesプロパティが「いいえ」に設定
されている場合にのみ有効です。

インデックスで、mtkk値を複数作成できるかどうかを示しま
す（インデックスを構成するフィールドの値がすべてmtkkの
場合は、インデックスの値がmtkkになります）。
• P：mtkkのインデックスを持つレコードを複数作成できま
す。

• O：mtkkのインデックスを持つレコードをPつしか作成で
きません。

mullu\lues
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説明プロパティ名
内部名

この情報に特に用途はありません。

hntern\lm\me

ラベル（詳細画面に表示される通り）k\bel
説明cesc
rpk名rqlm\me
オプジェクトがシステムオブジェクト（変更不可能）である
かどうかを示します。
• O：いいえ
• P：はい

rystem

オブジェクト

表 SMPRM hndexインスタンスのオブジェクト

説明オブジェクト名
入力するデータベースa\se?\s?c\t\b\se
インデックスを含むテーブルs\ble?\s?s\ble

rcriptインスタンス

プロパティ

表 SMPSM rcriptインスタンスのプロパティ

説明プロパティ名
フィールドの値を「はい」か「いいえ」
にするか、またはどちらにするかをスク
リプトで計算することを示します。この
プロパティは、次のいずれかの値をとり
ます。
• O：いいえ
• P：はい
• Q：スクリプト

b\lclode
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説明プロパティ名
スクリプトで管理する情報のタイプ。

このプロパティは、次のいずれかの値を
とります。
• P：フィールドへのデータ入力が必須
• Q：デフォルトでテーブル内の任意管
理項目を表示

• R：テーブル内の任意管理項目で使用
可能な文字

• S：フィールドの履歴を記録
• T：フィールドのデフォルト値
• U：テーブル内の任意管理項目の［継
承目的］（rpk名：beorhnherit\nce）
フィールド

rcriptsype

インタフェースで表示するフィールド値
を計算するスクリプト

rource

データベースに保存するフィールド値を
計算するスクリプト
スクリプトで計算するデータ型
• 整数：LRQKVUWからJRQKVUVの整数
• 倍長整数：LQKPSVKSWRKUSVから
JQKPSVKSWRKUSUの整数

• 倍精度：Wバイトの浮動小数点数
• 文字列：あらゆる文字を含むテキス
ト

• 日付：日付（時刻なし）

ubqeturnsype

スクリプト内で参照されるフィールドの
数

qeferencedrtor\geeieldbount

オブジェクト

表 SMPTM rcriptインスタンスのオブジェクト

説明オブジェクト名
スクリプトで値を計算するフィールドが
属するテーブル

s\ble?\s?s\ble

スクリプトで計算した値が入るフィール
ド

eield?\s?eield
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eeatcescインスタンス

注意:

このインスタンスを使用するにはデータベースへ接続する必要があります。

プロパティ

表 SMPUM eeatcescインスタンスのプロパティ

説明プロパティ名
オプジェクトがシステムオブジェクト
（変更不可能）であるかどうかを示しま
す。
• O：いいえ
• P：はい

rystem

任意管理項目のラベルk\bel
説明cesc
rpk名rpkm\me
任意管理項目の単位tnit
任意管理項目の入力タイプsype
任意管理項目に値を入力する際に使用す
るリストデータ。このプロパティは、任
意管理項目のsypeがリストデータの場合
のみ有効です。
任意管理項目の最小値（sypeが数値の場
合のみ）

linu\lue

任意管理項目の最大値（sypeが数値の場
合のみ）

l\xu\lue

任意管理項目が統合により計算されてい
ます。
• O：いいえ
• P：はい

hsbonsolid\ted

任意管理項目が任意管理項目のクラスに
属するかどうかを指定します
• O：いいえ
• P：はい

g\sbl\ss
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オブジェクト

表 SMPVM eeatcescインスタンスのオブジェクト

説明オブジェクト名
任意管理項目のクラスbl\ss?\s?ee\tbl\sscesc

eeatoaramcescインスタンス

注意:

このインスタンスを使用するにはデータベースへ接続する必要があります。

プロパティ名

表 SMPWM eeatoaramcescインスタンスのプロパティ

説明プロパティ名
フィールド値についてのコメントkonggelpbomment
フィールドに割り当てる値の例konggelpr\mple
フィールドに関する重要な情報konggelpv\rning
フィールドの値konggelpcesc
フィールド使用についてのコメント
（gslkタグは除外されています）

konggelpbommentmogslks\g

フィールドに割り当てる値の例（gslk
タグは除外されています）

konggelpr\mplemogslks\g

フィールドに関する重要な情報（gslk
タグは除外されています）

konggelpv\rningmogslks\g

フィールドの説明（gslkタグは除外さ
れています）

konggelpcescmogslks\g

フィルタのApk条件（リンクタイプの任
意管理項目）

kinkeilter

任意管理項目が継承されるかどうかを表
します。
• O：いいえ
• P：はい

hshnherited
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説明プロパティ名
主レコードの作成時に履歴項目が作成さ
れます。

bre\tiongistorized

このプロパティは、次のいずれかの値を
とります。
• O：ログインには、任意管理項目への
書き込み権限がない。

• P：ログインには、任意管理項目への
書き込み権限がある。

vrite

このプロパティは、次のいずれかの値を
とります。
• O：ログインには、任意管理項目の読
取り権限がない。

• P：ログインには、任意管理項目の読
取り権限がある。

qe\d

このプロパティは、次のいずれかの値を
とります。
• O：ログインに任意管理項目の更新権
限がない。

• P：ログインに任意管理項目の更新権
限がある。

tpd\te

オブジェクト

表 SMPXM eeatoaramcescインスタンスのオブジェクト

説明オブジェクト名
任意管理項目値のデフォルトのスクリプ
ト

cef\ultrcript?\s?rcript

任意管理項目入力の必須スクリプトl\nd\toryrcript?\s?rcript
任意管理項目の使用可能なスクリプトAv\il\blercript?\s?rcript
任意管理項目の履歴スクリプトgistoryrcript?\s?rcript
任意管理項目のデフォルトの表示スクリ
プト

eorcecispl\yrcript?\s?rcript

任意管理項目パラメータの対象となる
テーブル

s\ble?\s?s\ble

任意管理項目パラメータに関連付けられ
る任意管理項目

ee\ture?\s?ee\tcesc

任意管理項目の格納先フィールド（fu\l、
u\lrtringまたはdtu\l）

u\lueeield?\s?eield

管理
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eeatblasscescインスタンス

注意:

このインスタンスを使用するにはデータベースへ接続する必要があります。

プロパティ

表 SMQOM eeatblasscescインスタンスのプロパティ

説明プロパティ名
任意管理項目クラスの完全名eullm\me
任意管理項目のクラス名m\me
任意管理項目クラスに親クラスがあるか
どうかを指定します
• O：いいえ
• P：はい

g\so\rent

オブジェクト

表 SMQPM eeatoaramcescインスタンスのオブジェクト

説明オブジェクト名
任意管理項目の親クラスo\rentbl\ss?\s?ee\tbl\sscesc

balceieldcescインスタンス

注意:

このインスタンスを使用するにはデータベースへ接続する必要があります。

Assetbenter
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プロパティ

表 SMQQM balceieldcescインスタンスのプロパティ

説明プロパティ名
特殊フィールドのラベルk\bel
説明cesc
rpk名rpkm\me
特殊フィールドの計算式
特殊フィールドが返す結果のタイプtsersype
特殊フィールドのタイプsype
特殊フィールドがデフォルトで表示され
るかどうかを指定する。
• O：いいえ
• P：はい

hsuisible

オブジェクト

表 SMQRM balceieldcescインスタンスのオブジェクト

説明オブジェクト名
特殊フィールドが関連付けられている
テーブル

s\ble?\s?s\ble

特殊フィールドの計算スクリプトrcript?\s?rcript

uiewインスタンス

プロパティ

表 SMQSM uiewインスタンスのプロパティ

説明プロパティ名
内部名

この情報に特に用途はありません。

hntern\lm\me

管理
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説明プロパティ名
オプジェクトがシステムオブジェクト
（変更不可能）であるかどうかを示しま
す。
• O：いいえ
• P：はい

rystem

画面のラベルk\bel
説明cesc
rpk名rpkm\me
画面に関連付けられている機能ドメインeunccom\in
画面に常に表示される情報（タブの上の
見出しHがあるかを指定します。
• O：いいえ
• P：はい

g\srystemo\ge

画面にタブがあるかどうかを指定しま
す。
• O：いいえ
• P：はい

g\smotebook

画面のシステムフィルタrcreeneilter
画面リストのタイトルb\ptionkist
画面の詳細のタイトルb\ptioncet\il

オブジェクト

表 SMQTM uiewインスタンスのオブジェクト

説明オブジェクト名
画面を含むテーブルs\ble?\s?s\ble
画面のタブの上の見出しryso\ge?\s?o\ge

Assetbenter
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oageインスタンス

プロパティ

表 SMQUM oageインスタンスのプロパティ

説明プロパティ名
内部名

この情報に特に用途はありません。

hntern\lm\me

オプジェクトがシステムオブジェクト
（変更不可能）であるかどうかを示しま
す。
• O：いいえ
• P：はい

rystem

ページのラベルk\bel
説明
rpk名rpkm\me

oagehtemインスタンス

プロパティ

表 SMQVM oagehtemインスタンスのプロパティ

説明プロパティ名
このオブジェクトがページを区切る縦線
であるかどうかを示します。
• O：いいえ
• P：はい

hsuertic\lrplit

このオブジェクトがページを区切る横線
であるかどうかを示します。
• O：いいえ
• P：はい

hsgorizont\lrplit

枠のラベルer\mek\bel
rpk名rpkm\me

管理
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説明プロパティ名
オプジェクトがページのフィールドであ
るかどうかを示します。
• O：いいえ
• P：はい

hseield

オプジェクトがリンクであるかどうかを
示します。
• O：いいえ
• P：はい

hskink

オプジェクトが任意管理項目であるかど
うかを示します。
• O：いいえ
• P：はい

hsee\ture

オプジェクトが特殊フィールドであるか
どうかを示します。
• O：いいえ
• P：はい

hsb\lceield

オブジェクトがフィールドの場合、
フィールドのタイプを表します。

a\sesype

オブジェクト

表 SMQWM oagehtemインスタンスのオブジェクト

説明オブジェクト名
ページに含まれるフィールドeield?As?eield
ページに含まれるリンクkink?\s?kink
ページに含まれる任意管理項目ee\to\r\m?\s?ee\to\r\mcesc
ページに含まれる特殊フィールドb\lceield?\s?b\lceieldcesc
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rysdnumualueインスタンス

プロパティ

表 SMQXM rysdnumualueインスタンスのプロパティ

説明プロパティ名
システムリストデータのテキスト値rtringu\lue
システムリストデータの数値mumu\lue

rtringインスタンス

プロパティ

表 SMROM rtringインスタンスのプロパティ

説明プロパティ名
文字列の値u\lue

rcripteieldインスタンス

プロパティ

表 SMRPM rcripteieldインスタンスのプロパティ

説明プロパティ名
スクリプト内で参照されるフィールドの
名前

m\me

管理
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グローバル変数

表 SMRQM グローバル変数

説明変数名
データベースに接続するときのログインtserlogin
Assetbenter?c\t\b\se?Administr\torを実行
した時刻

sime

Assetbenter?c\t\b\se?Administr\torを実行
した日付

c\te

データベース記述ファイルのフルパス名cbbMeulln\me
データベース記述ファイルの名前（拡張
子なし）

cbbMrhortn\me

データベース記述ファイルのパス名cbbMo\th
データベース記述ファイルの名前（拡張
子付き）

cbbMm\me

データベース記述ファイルの拡張子cbbMdxt
データベース記述テンプレートのフルパ
ス名

sempl\teMeulln\me

データベース記述テンプレートのパス名
（拡張子なし）

sempl\teMrhortn\me

データベース記述テンプレートのパスsempl\teMo\th
データベース記述テンプレートの名前
（拡張子付き）

sempl\teMm\me

データベース記述テンプレートの拡張子sempl\teMdxt

Assetbenter
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［アクション／データベースの診断N修復］メニューでは、既存のAssetbenter
データベースの整合性を検証できます。このメニューを使用するには、まず
検証するデータベースに接続する必要があります。

データベースの全体を解析または修復するためには、［（すべてのテーブ
ル）］を選択します。

 データベースの診断と修復T
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［ログファイル］フィールドを使うと、データベースの診断を含むログファ
イルを保存できるようになります。このファイル（デフォルトの拡張子は
「Mlog」）を読むには、Assetbenterのログビューアを使用することをお勧め
します（［スタート／プログラム／oeregrine／Assetbenter／ログビューア］
メニュー）。

Qつのオプションがあります。
• ［解析のみ］：Assetbenter?c\t\b\se?Administr\torはデータベースの診断の
みを実行し、問題点の修復は実行しません。

• ［修復］：Assetbenter?c\t\b\se?Administr\torはデータベースを診断し、必
要に応じて修復します。

警告:

修復方法は、［修復スクリプトの実行］オプションに左右されます。こ
のオプションを選択しないと、自動修復のみが実行されます。このオプ
ションを選択すると、自動修復後に修復ウィザードが起動します。

選択したオプションに応じて、Assetbenter?c\t\b\se?Administr\torは以下の要
素を診断し修復します。
• データベース内に［sysblob］テーブル（データベースに統合されたシス
テムデータ）が存在するかどうか

注意:

［sysblob］テーブルの分析のみが可能です。

• ［部署と従業員］テーブルに「Admin」ユーザ（データベース管理者）が
存在するかどうか

• Assetbenter内に存在するすべてのテーブルの有無
• 識別子がmtkkのレコードの有無（すべてのテーブル内）
• 壊れたリンク、または壊れた入力リンクの検索
• レコードの整合性のチェック

注意:

修復は、自動的に起動されるウィザードを介して行われます。

• 大文字N小文字を区別するフィールドのチェック（例：「tser」と「user」
の区別）

• 正数フィールドのチェック

注意:

修復は、自動的に起動されるウィザードを介して行われます。

Assetbenter
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• 任意管理項目の整合性のチェック

注意:

修復は、任意管理項目の値に応じて（テキスト、数値、日付）、自動的
に行われる場合と、ウィザードにより行われる場合があります。

• 完全名および階層レベルのチェック（これは特に、［部署と従業員］テー
ブルに関与します。）

• ウィザードの設定の検証

注意:

分析のみ可能です。

［実行］をクリックし、診断と修復時に実行される操作を記録するためのロ
グファイルを選択します。診断中、各テストの結果は次のアイコンで表され
ます。
• は、テストが正常に終了したことを表します。
• は、テストでエラーが検出されたけれども、データベースは使用可能
であることを表します。

• は、テストでエラーが検出され、データベースが使用不可能であるこ
とを表します。
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Assetbenter?c\t\b\se?Administr\torでは、マイグレーションインポートを実行
することなしに、データベースを旧バージョンから、新バージョンにアップ
グレードできるようになりました。

Assetbenterデータベースのアップグレードに関する詳細は、マニュアル『マ
イグレーション』を参照してください。

 データベース構造の更新U
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本章では、Assetbenter用に開発したncabドライバを使ってAssetbenterデー
タベースにアクセス（読取り専用）する方法について説明します。

注意:

Assetbenter?ncabドライバでは、データベースの情報を読み取ることしかで
きません。

Assetbenterデータベースへのアクセス

ncabドライバをインストールする
Assetbenterインストールプログラムは、次のいずれかの場合にncabドライ
バをインストールします。
• セットアップ時にこのパッケージを選択した場合
• 他のインストール済パッケージでドライバが必要な場合

ncabドライバ名は、oeregrine?Assetbenter?criverです。\dbcRQMdllは、vindo•s
の「systemRQ」フォルダにコピーされます。

 ncabドライバを使ったデー
タベースへのアクセスV
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注意:

ncabドライバは、Assetbenterの言語バージョンやご使用のcalrに関係な
く、すべてに共通して同一になっています。

ncabドライバを使う場合
bryst\l?qeportsなどの外部ツールでデータベースのレポートを設定する場合
は、このドライバを使うことをお勧めします。

注意:

必ずしもこのドライバを使う必要はありません。お使いのレポート作成プロ
グラムが対応するcalrを直接サポートする場合は、直接Assetbenterデータ
ベースにアクセスできます。

ncabドライバ経由のアクセスには以下の利点があります。

表 VMPM ncabドライバの利点

ncabドライバを使わないncabドライバを使う
レポートを使う場合は、
calrに要求されるデータ
ベースアクセス?パラメー
タを指定する必要がありま
す。このパラメータは、
Assetbenterのユーザプロ
ファイルにはリンクされま
せん。

レポートを使う場合は、
データベースにアクセスす
るAssetbenterログインとパ
スワードが必要です。

ログインのユーザプロファ
イル（ユーザ権限とアクセ
ス制限）が適用されます。

Assetbenterデータベースに
アクセスする場合のセキュ
リティ

データベースにアクセスす
る際、calrに要求される
接続パラメータを指定する
必要があります。

データベースにアクセスす
る際、calrに要求される
接続パラメータを指定する
必要はありません。

calr接続パラメータ

ユーザはAssetbenter接続を
使わずに直接データベース
にアクセスします。

レポートのユーザが適切な
接続を選択します。

Assetbenterデータベースに
アクセスする接続の選択

Assetbenter
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ncabドライバを使わないncabドライバを使う
レポートは、データベース
のcalrエンジンに依存し
ます。

calrを変更するとレポー
トも変更する必要がありま
す。

レポートは、使用するデー
タベースのcalrエンジン
には無関係です。

calrを変更してもレポー
トを変更する必要はありま
せん。

calrエンジンとレポート
のリンク

ncabドライバからアクセスできるデータ項目
ncabドライバによって次の情報を参照できます。
• テーブル
• ncabドライバによって次の情報を参照できます。
• 特殊フィールド
• 任意管理項目

上記のオブジェクトは、すべてrpk名で表されます。

注意:

リンクは参照できません。自分でリンクを再構成する必要があります。

どのncab接続を使うか
ncabドライバをインストールすると、標準のncab接続が作成されます。
接続名はAssetbenter?c\t\b\sesです。この接続を変更したり削除したりするこ
とはできません。

次のQ種類のncab接続を使ってAssetbenterデータベースにアクセスできま
す。
• 標準のAssetbenter?c\t\b\ses接続
• 独自に作成した接続

標準のAssetbenter catabases接続の利点
この接続を使えば、独自に接続を作成する必要がなくなります。そのため、
ncabアドミニストレータを使う必要がありません。このAssetbenter接続は、
レポートの作成時と使用時に選択します。Assetbenterの標準の接続ダイアロ
グボックスで接続を選択します。
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独自のncab接続を作成する手順
P ncabアドミニストレータを起動します。
2 Aoeregrine?Assetbenter?criverAを選択し、新しい接続を作成します。
R 通常の方法でncab接続を作成します。

例：ncabドライバでbrystal qeportsのレポートを
作成する

• bryst\l?qeportsを起動します。
• 新しいレポートを開きます。
• レポートが［rpkNncab］データであることを指定します。
• Assetbenter?c\t\b\ses ncab接続を選択します。
• 標準のAssetbenter接続ダイアログボックスが表示されます。
• 適切なAssetbenter接続を選択します。レポートを作成するのに必要なロ
グインとそのパスワードを入力します。

• 通常どおりにレポートを作成します。
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Assetbenter?c\t\b\se?Administr\torでは様々なタイプのカスタマイズを実行で
きます。
• 既存オブジェクトのカスタマイズ（テーブル、フィールド、リンク、画
面など）

• 新規オブジェクトの作成によるカスタマイズ

既存のオブジェクトをカスタマイズする
Assetbenter?c\t\b\se?Administr\torでは、データベースの既存のオブジェクト
の一部のみをカスタマイズできます。Assetbenter使用時の問題発生を避ける
ために、一定の値とオブジェクトは読取り専用です。また、既存の詳細ペー
ジも変更不可能です。

データベースのオブジェクトをカスタマイズするためには、データベース記
述ファイル（「gbb\seMxml」）を編集します

Assetbenter?c\t\b\se?Administr\torでデータベースをカスタマイズするには次
のQ通りの方法があります。
• データベースを作成する前にカスタマイズする。
• データベースを作成した後にカスタマイズする。

 データベースのカスタマイズW
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注意:

ただし、テキストフィールドのサイズだけは、データベースを作成する前で
ないと変更できません。

上記のそれぞれの方法について、次のQ段階のカスタマイズが可能です。
• テーブルのカスタマイズ
• テーブルのオブジェクト（フィールド、リンク、インデックス、画面、
ページ）のカスタマイズ

図 WMPM Assetbenter catabase Administrator L メイン画面

テーブルのカスタマイズ
テーブルをカスタマイズする場合は、次の変更が可能です。
• ［説明］フィールド
• ［名前］フィールド。Assetbenterで表示するテーブル名です。

Assetbenter
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• ［特殊文字列］フィールド。Assetbenterでこのテーブルのレコードを表
示する文字列を構成できます。

• ［有効］フィールド。データベース内の特定のテーブルの全レコードに
適用されます。選択しているテーブル内のレコードを作成または変更で
きるかどうかを定義できます。
• このフィールドを［はい］に設定すると、そのテーブルで常時レコー
ドを作成または変更できます。

• このフィールドを［いいえ］に設定すると、そのテーブルでレコード
を作成または変更できません。

• このフィールドを［スクリプト］に設定すると、そのテーブルでレ
コードを作成または変更できる条件を指定するスクリプトを定義でき
ます。

例えば、［数値］型の任意管理項目の値が特定の限界値を超えた場合
は、レコードを作成しないように制限することができます。次のスク
リプトは、［\mee\ture］テーブルの［数値］フィールドを定義した例
です。

if?zsec\t\sype|?=?P?\nd?zflin|?]?zfl\x|?shen?
drrMq\iseGLPK?A［最小］フィールドに［最大］フィールドより大きい
値を入力することはできません。AH?
qetu\l?=?eAkrd?
dlse?
qetu\l?=?sqtd?
dnd?hf

注意:

［有効］フィールドで、選択しているテーブルでのレコードの作成また
は変更を無効に設定する場合は、標準のa\sic関数のdrrMq\iseを使ってユー
ザの画面にエラーメッセージが表示されるように定義してください。エ
ラーメッセージにより、ユーザにレコードを変更または作成できない理
由を知らせることができます。

［rpk名］フィールドは変更できません。このフィールドはテーブルの
rpk名を示します。

• ［任意管理項目を含むことができる］オプションを選択すると、テーブ
ルに任意管理項目を含めることができます。

この操作は、取り消し不可能です。
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オブジェクトのカスタマイズ
Q番目のカスタマイズ枠では、選択したタイプのオブジェクトがすべて一覧
表示されます。

リスト内のオブジェクトを選択すると、第Rのカスタマイズ枠にそのオブジェ
クトの詳細情報が表示されます。

注意:

赤の? アイコンは、このテーブルの主キーを表します。

黄色の? アイコンは、外部キーを表します。

アイコンは、インデックスに属するフィールドを表します。

アイコンは、同じインデックスが付いたフィールド一式が同じテーブル内
に複数存在できないことを表します。

アイコンは、mtkk値を除き、同じインデックスが付いたフィールド一式
が同じテーブル内に複数存在できないことを示します。mtkk値の場合は、
何回でも複製できます。

アイコンは、Pリンクを表します。

アイコンは、nリンクを表します。

フィールド、リンクとインデックスのカスタマイズ
このタイプのオブジェクトでは、次の変更が可能です。

［全般］タブページでは、次の情報を指定できます。
• ［名前］フィールド
• ［説明］フィールド
• ［サイズ］フィールド：テキスト型のフィールドのサイズを指定します。
このフィールドは、データベースを作成する前にカスタマイズする場合、
またはデータベース記述ファイルを変更する場合にのみ編集できます。
最大サイズはQTT文字（半角の場合）です。

［スクリプト］タブページでは、次の情報を指定できます。

注意:

次の属性は、指定した場合を除き、ユーザインタフェースを介してまたは外
部ツールを使ってデータベースにアクセスする場合にも有効です。

• ［履歴保持］フィールド：フィールドの変更履歴を保持するかどうかと、
適当な条件（スクリプトによる）を指定します。
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• ［読取り専用］フィールド：ユーザインタフェースを介してフィールド
を変更できるかどうかと、読取り条件（スクリプトによる）を指定しま
す。

注意:

外部ツールを使ってデータをインポートする場合は、この属性は適用さ
れません。また、マッピング時にも読取り専用以外の属性は適用されま
せん。一方、インポートスクリプトが、ソースフィールドを読取り専用
のターゲットフィールドにマップした場合は、読取り専用フィールドも
変更されます。

• ［無関連］フィールドでは、選択されたレコードの詳細画面での表示方
法を設定します。
• ［はい］：要素を表示しません。
• ［いいえ］：要素を表示します。
• ［スクリプト］：表示条件を指定するスクリプトが、要素に関連付け
られていることを意味します。

hf?zbcep\rtment|?=?P?shen
qetu\l?=?P
dlse
qetu\l?=?O
dnd?hf

選択されている要素が無関係の場合は表示されません。無関係でない場
合（つまり関係ある場合）は表示されます。

• ［フィルタ］フィールドは、このバージョンのAssetbenterでは使用され
ません。

• ［書式］フィールド：フィールド値をデータベースに保存する前に自動
的に書式化できます。

テキストフィールドには次の書式があります。
• ［標準］：入力した通りに保存します。
• ［大文字］：大文字に変換してから保存します。
• ［小文字］：小文字に変換してから保存します。
• ［自動］：先頭の文字を大文字に変換してから保存します。

数値フィールドには次の書式があります。
• ［標準］：正と負のすべての値を指定できます。
• ［正］：負の値を指定できません。警告メッセージが表示されます。

注意:

この属性を変更しても、データベース内の既存の値は変換されません。
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• ［必須］フィールドでは、必須フィールドにする条件を定義できます。

注意:

フィールドを必須にすると、常に表示されるわけではない場合（他の
フィールドの値に応じて表示される場合など）に問題が発生することが
あります。フィールドを設定する場合またはスクリプトを記述する場合
は、この点に注意してください。

• ［デフォルト］フィールドでは、フィールドのデフォルト値を指定しま
す。Assetbenterで新しいレコードを作成すると、ここで指定した値が自
動的にフィールドに入力されます。デフォルト値はa\sicスクリプトを使っ
て定義します。

注意:

特殊フィールドは、フィールドの値が［特殊文字列］タイプまたは［aArhb
スクリプト］タイプの標準フィールドのデフォルト値を計算する場合に
のみ使用できます。

注意:

デフォルト値を［ウィンドウ／リストのみ］テーブル（rpk名：
\mbomment）にリンクするように指定することはできません。

［へルプの本文］タブページでは、データベースの各オブジェクト固有のへ
ルプをカスタマイズできます。Assetbenterでこのへルプを表示するには、
［rhift+eP］キー（または?［ヘルプ／フィールドのヘルプ］ポップアップメ
ニュー）を使います。このへルプの本文は、デフォルトで「説明」、「例」、
「注」のRつのセクションから構成されます。これらのセクションのタイト
ルは、［フィールドのへルプ］のテーブル（rpk名：\mgelp）で、rpk名が
「bomment」、「r\mple」、「v\rning」のリンクのラベル（名前）を変更
すればカスタマイズできます。

注意:

カスタマイズ画面の下部に表示されるその他のフィールドは、情報の提供の
みを目的としており、カスタマイズはできません。この画面で実行できるオ
ブジェクトの設定は、Assetbenterの［オブジェクトの設定］ポップアップメ
ニューを使って同じように実行できます。

詳細のカスタマイズ
このタイプのオブジェクトでは、次の変更が可能です。
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［全般］タブページでは、次の情報を指定できます。
• ［名前］フィールド

［リスト／詳細］タブページでは、次の情報を指定できます。
• ［リストN詳細の割合］
• ［詳細のタイトル］
• ［リストのタイトル］
• ［システムフィルタ］
• ［機能ドメイン］
• ［リストの列］

ボタン
［ボタン］タブでは、画面上のボタンの作成、変更、削除、整理を実行でき
ます。

ボタンは以下の任意のオブジェクトタイプに関連付けることができます。
• アクション
• 画面
• ビュー
• 書式
• レポート

ボタンを作成するには:
P ボタンをクリックします。
2 タブ内のボタンのリストに行が追加されます。行内の各セルをクリック
し、ボタンの次のプロパティを定義します。
• 名前：ボタンの内部名。ボタンを固有の名前で識別できるようになり
ます。

• テキスト：ボタン上に表示されるテキスト
• 説明：Assetbenterの画面上に表示されるボタンのタイトル
• 複数のレコードの選択：アクションが複数のレコード上に実行される
かどうかを指定します。

• 選択なし：レコードを選択せずにアクションを実行できるかどうかを
指定します。

• 関連アクション：ボタンをクリックすると実行されるアクションを定
義します。このフィールドのシンタックスは以下のとおりです。

[アクションタイプ]Y[アクションまたはビューなどのrpk名MMM]

このシンタックスでは、アクションタイプ用に以下の値を使用できま
す。

管理

Assetbenter SMR L 管理 P29



A：アクション•
• r：画面
• u：ビュー
• e：書式
• q：レポート

• 妥当性：ボタンが表示／非表示であるか、またはスクリプトが表示を
条件付けるかどうかを指定します。

ボタンを変更するには
P ボタンに対応する行を選択します。
2 各セルをクリックしてボタンのプロパティを定義します。

ボタンが標準ボタンの場合、主機能が引き続き使用可能です（例えば、［複
製］ボタンは常にレコードを複製します）。ただし、以下のボタンは例外で
すY? 、 および 。これらのボタンをオブジェクトに関連付けることは可能
ですが、主機能は使用できなくなります。

関連付けられたオブジェクトは以下のようにトリガされますY
• ［新規作成］および［複製］ボタンの主機能の前
• ［作成］、［変更］および［作成／複製］ボタンの主機能の後

関連付けられたオブジェクトが正しく実行されなかった場合、オブジェクト
の主機能がキャンセルされる場合があります。

ボタンを削除するには
P ［ボタン］タブ内のリストからボタンを選択します。
2 をクリックします。
R ［変更］をクリックします。

ボタンの順序を変更するには

詳細画面に表示されるボタンの順序を変更するには、 ボタンと? ボタン
を使用します。

新規オブジェクトの作成
Assetbenter?c\t\b\se?Administr\torではデータベース用に新規オブジェクトを
作成できます。
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警告:

空のデータベースを使用するようお勧めします。本番データベースを変更す
る場合は、変更事項を保存した後にデータベースの検証と修復を実行します
（［アクション／診断／データベースの修復］メニュー）。

特殊フィールドの作成方法
以下の手順は新規オブジェクトの作成方法のP例です。ここでは新規テーブ
ルの作成を例に取ります。各手順は各節ごとに説明されています。
• テーブルを作成する
• テーブルのフィールド、リンクとインデックスを作成する
• テーブルの詳細を作成する
• 必要に応じて、詳細のアクション用ボタンを作成する
• 詳細のページを作成する
• ページを詳細に追加する
• 変更を保存する
• またはカスタマイズを伝達し、適用する

テーブルの作成
新規テーブルを作成するには、
• ［データベース／テーブルの追加］メニューを選択します。
• テーブル作成用のウィンドウが表示されます。
• このウィンドウでテーブルに関連する一般的なフィールドに値を入力し
ます。
• ［rpk名］フィールドに、新規テーブルを識別するための固有の名前
を指定します。この名前はa\sicスクリプト内でも参照されます。

• ［ラベル］フィールドに、Assetbenterで表示されるテーブル名を入力
します。

• ［説明］フィールド
• ［主キー］フィールドに、テーブルの主キーとして使用されるフィー
ルドのrpk名を入力します。

• 任意管理項目を新規テーブルに関連付ける場合は、［任意管理項目の
追加］オプションを選択します。Assetbenter?c\t\b\se?Administr\torは、
任意管理項目に必要なテーブルを自動的に追加作成します。

• ［作成］をクリックすると、Assetbenterはテーブルと主キー用のフィー
ルドを作成します。この時点でテーブルのフィールドを編集できます。
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フィールド、リンクとインデックスの作成
フィールドを作成するには、
P ［データベース／フィールドの追加］メニューを選択します。
2 フィールド作成用のウィンドウが表示されます。
R このウィンドウで以下のフィールドに値を入力します。
• ［rpk名］フィールド
• ［ラベル］フィールド
• ［説明］フィールド
• ［入力タイプ］フィールド

S インデックスを作成する場合は、［このフィールドのインデックスを作
成］オプションを選択します。

フィールドを作成した後には、フィールドのサイズまたは形式のみを変
更できます。

注意:

フィールドの入力タイプに関する注意事項
• ［カスタムリストデータ］タイプのフィールドは、以下のシンタックス
に従う必要があります。

自由入力のテキスト

入力されたテキスト（［フォーマット］フィールド）は、リストデータ
の詳細の［識別子］フィールドに対応します。

• ［システムリストデータ］タイプのフィールドは、以下のシンタックス
に従う必要があります。

未承認|O|承認済|P|却下|Q

• ［期間］タイプのフィールドは、以下のシンタックスに従う必要があり
ます。

DxlDllDcldDgDmDr
• x、l、c、g、?m、rは、それぞれ年、月、日、時間、分、秒を定義
します。

• l（long）は、期間の単位を完全表示するかどうかを指定します。
• dは、期間をデフォルト値として定義します。

リンクを作成するには、
P ［データベース／リンクの追加］メニューを選択します。
2 リンクの作成用のウィンドウが表示されます。
R このウィンドウで以下のフィールドに値を入力します。
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［リンクタイプ］フィールド•
• ソーステーブル用には、以下のフィールドに値を入力します。
• ［rpk名］フィールド
• ［ラベル］フィールド
• ［説明］フィールド

• ターゲットテーブル用には、以下のフィールドに値を入力します。
• ［テーブル］フィールド。ターゲットフィールドを指定します。
• ［rpk名］フィールド
• ［ラベル］フィールド
• ［説明］フィールド

S インデックスを作成する場合は、［このリンクのインデックスを作成］
オプションを選択します。

リンクについて z偧献?RQ|

注意:

リンクのタイプに関する注意事項
• リンク「PLm」のタイプには、morm\l、cefine、n•n、n•nbopy、および
n•nがあります。

• リンク「PLP」のタイプには、morm\l、n•nbopyP、bopyP、n•nP、およ
びmeutcefPがあります。

• リンク「mLm」のタイプには、qelmm、mmbopy、およびbopymmがありま
す。

インデックスを作成するには、
P ［データベース／インデックスの追加］メニューを選択します。
2 各オブジェクトのプロパティに値を入力します。プロパティに関しては
「オブジェクトのカスタマイズ」の節を参照してください。

階層テーブルを作成する
階層テーブルを作成するとは、同テーブル内に親リンクを作成することを意
味します。

あるテーブル内に親リンクが作成されると、同テーブル内に子リンクが存在
することになります。

親リンクを作成するには、
P ［データベース／親リンクの追加］メニューを選択します。
2 親リンクの作成用のウィンドウが表示されます。
R このウィンドウで以下のフィールドに値を入力します。
• ［rpk名］フィールド

管理

Assetbenter SMR L 管理 PRR



• ［ラベル］フィールド
• ［説明］フィールド

S 以下のシンタックスに従って、［階層］フィールドに値を入力します。

[親リンクのhc]K[階層用に使用されるフィールドの名前]

例えば、［製品］テーブルを例に取り上げると、親リンクの［階層］
フィールドには、以下のように値が入力されているはずです。

lo\renthdKhntern\lqef

上記の操作が実行されると、eullm\meフィールドが作成されます。このフィー
ルドは、テーブル内の固有の識別子のPつです。

詳細の作成
詳細には、テーブルのオブジェクト内に格納された情報がグラフィカルに表
示されます。Assetbenterでメニューやビューを選択したり、ツールバーのア
イコンをクリックしたりする時に表示される画面は、詳細の例にあたりま
す。詳細には複数のページがあり、Assetbenterのインタフェースではタブと
して表示されています。

注意:

Assetbenterに付属している標準の詳細は、アプリケーションの機能をサポー
トしています。これらの詳細を編集または変更することはできません。既存
の詳細にページを追加する場合は、既存の詳細を複製し、名前を付けてから
必要な要素を追加します。

詳細を作成するには、
P 左側の枠内で、新規詳細の作成先のテーブルを選択します。
2 ［表示／詳細］メニューを選択するか、またはツールバーの? をクリッ
クします。

R ［データベース／詳細の追加］メニューを選択するか、または［新規作
成］ボタンをクリックします。

S ［全般］タブの以下のフィールドに値を入力します。
• ［rpk名］：詳細のrpk名。この名前により、詳細の識別が可能にな
り、詳細をスクリプトやクエリ内で参照できるようになります。

• ［ラベル］：詳細のラベル

T ［リスト／詳細］タブの以下のフィールドに値を入力します。
• ［リストのタイトル］：画面のリスト内（Assetbenterの［管理／画面
一覧］）に表示される詳細のタイトルを指定します。
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• ［詳細のタイトル］：Assetbenterに表示されるウィンドウのタイトル
を指定します。記述文字列がこのタイトルに追加されます。

• ［ドメイン］：詳細の機能ドメイン。入力する機能ドメインがデータ
ベース内に存在する場合（Assetbenterの［管理／機能ドメイン］メ
ニューで作成できます）、自動的にリンクが作成され、機能ドメイン
枠内から画面に直接アクセスできるようになります。

• ［リスト／詳細の割合］：詳細とリスト間の割合。
• ［リストの列］：このフィールドでは、リストに表示される列を定義
できます。シンタックスは以下のとおりです。

[列用のフィールドのrpk名P]K[列の幅]KMMM

U ［作成］をクリックします。

これで画面の空のシェルを作成したことになります。この画面にフィール
ド、リンクやアクション用ボタンを含んだページを追加します。

アクション用ボタンの作成
Assetbenter?c\t\b\se?Administr\torでは、詳細用のボタンを作成することがで
きます。ボタンはアクションの実行、画面の表示、レポートや書式の印刷、
ビューの表示、などをトリガします。

ボタンを作成するには、
P ボタンの追加先の詳細を選択します。
2 詳細の［ボタン］タブを選択します。
R をクリックリます。タブ内のボタンのリストに、新規要素が追加され
ます。

S 各プロパティをクリックして値を直接入力します。
• 名前：ボタンのrpk名。この名前により、ボタンの識別が可能にな
り、詳細をa\sicスクリプトやクエリ内で参照できるようになります。

• テキスト：ボタンのテキストを入力します。
• 説明：Assetbenterの画面上に表示されるボタンのタイトル。ボタン上
にマウスポインタを置くと表示されます。

• 複数のレコードの選択：アクションが複数のレコード上に実行される
かどうかを指定します。

• 編集モード：レコードの編集中にボタンを表示するかどうかを指定し
ます。

• 選択なし：レコードを選択せずにアクションを実行できるかどうかを
指定します。

• 関連アクション：ボタンをクリックすると実行されるアクションを定
義します。このフィールドのシンタックスは以下のとおりです。
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[アクションタイプ]Y[アクションまたはビューなどのrpk名MMM]

このシンタックスでは、アクションタイプ用に以下の値を使用できま
す。
• A：アクション
• r：画面
• u：ビュー
• e：書式
• q：レポート

• 妥当性：ボタンの表示パラメータを指定します（「はい」、「いい
え」、または「スクリプト」）。

T ［変更］をクリックして変更事項を確定します。

ページの作成
Assetbenterのインタフェースでは、ページはフィールドを含むタブとして表
示されています。ページを作成するには、
P 左側の枠内で、新規ページの作成先のテーブルを選択します。
2 ［表示／ページ］メニューを選択するか、またはツールバーの? をク
リックします。

R ［データベース／ページの追加］メニューを選択するか、または［新規
作成］ボタンをクリックします。

S ［全般］タブの以下のフィールドに値を入力します。
• ［rpk名］：ページのrpk名。この名前により、ページの識別が可能
になり、詳細をスクリプトやクエリ内で参照できるようになります。

• ［ラベル］：ページの名前。これはAssetbenterのインタフェース内で
タブ名として表示されます。

T ［作成］をクリックします。
U 詳細の［内容］タブをクリックします。作成するページ内で使用可能で
あるフィールドを選択します。以下の方法で選択します。
• 左側のリスト（フィールドとリンク）内でページに追加するフィール
ドまたはリンクを選択し、 をクリックして右側のリスト（フィール
ドのリスト）に移します。左側のリストでフィールドをダブルクリッ
クすると、上記と同様の操作を実行できます。

• ページからフィールドを削除する場合は、右側のリストでフィールド
を選択し、 をクリックします。右側のリストでフィールドをダブル
クリックすると、同様の操作を実行できます。

• ページのレイアウトやフィールドの配置場所などは、Assetbenterが自
動的に計算します。フィールドの表示順を指定する場合は、左側のリ
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ストで? 、 、 と? ボタンを使って、表示する順番にフィールド
を並べ替えます。

V ［変更］をクリックします。

ページのレイアウト
ユーザがページに追加するオプジェクト（フィールドやリンク）は、デフォ
ルトでP列上に順番に表示されます。しかし、このデフォルト表示方法を変
更するために縦や横の区切り線を定義することも可能です。区切り線は以下
の内部変数で定義されます。
• grplitbontrol：横の区切り線
• urplitbontrol：縦の区切り線

区切り線を追加するには、
P 詳細画面の［内容］タブページに移動します。
2 ［フィールドとリンク］リストの上にあるフィールドに、上記のQつの内
部変数のうちのPつを入力します。

R ボタンをクリックします。
S 区切り線は右のフィールドのリスト内へ移されます。区切り線を表示す
る順番は、他のオブジェクトの順番を変更するのと同じ方法で指定でき
ます（ 、 、 と? ボタンを使います）。

以下の規則がページの表示に適用されます。
• Qつのgrplitbontrol変数間にあるオブジェクトは全て同じ横のブロックの
一部を成します（P行または複数行）。

• urplitbontrol変数は、横のブロック内のオプジェクトを列に分割します。

例えば、Assetbenterの従業員の［全般］タブページの表示方法は、以下のよ
うに定義されます。

grplitbontrol_O
grplitbontrol_P_Adresse
grplitbontrol_Q
koc\tion
grplitbontrol_Q
urplitbontrol_Q
ohone
lobileohone
urplitbontrol_Q
e\x
gomeohone
grplitbontrol_Q
dl\il
eieldP
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eieldQ
grplitbontrol_P
grplitbontrol_O
urplitbontrol_O
hcmo
dgire
dke\ve
urplitbontrol_O
a\rbode
eieldR
grplitbontrol_O
lultilinedditLbomment

アンダスコア（下線）は、変数間の帰属関係を定義できます。

詳細にページを追加する
ページを詳細に追加するには、
P ページの追加先の詳細を選択します。
2 詳細の［ページ］タブを選択します。ここで、詳細に含まれるページを
選択します。
• 左側のリスト（使用可能ページ）内で詳細に追加するページを選択
し、 をクリックして右側のリスト（詳細ページ）に移します。右側
のリストでページをダブルクリックすると、上記と同様の操作を実行
できます。

ページのリンクを選択することも可能です。これは、別のテーブルに
リンクしているページを表示することを意味します。ページリンクを
選択するには、［使用可能ページ］の上にあるドロップダウンリスト
からリンクを選択します。このリストには使用可能なP対Pのリンク全
てが表示されます。

• 詳細からページを削除する場合は、右側のリストでページを選択し、
をクリックします。左側のリストでページをダブルクリックする

と、同様の操作を実行できます。
• タブの表示順を指定する場合は、右側のリストで? 、 、 と? ボ
タンを使って、表示する順番にタブを並べ替えます。リスト内の最初
のページは最初に表示されるタブで、最後のページは最後に表示され
るタブです。
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サポートする他の言語へのカスタマイズの適用
データベースに追加されたオブジェクトは、変更時にAssetbenter?c\t\b\se
Administr\torで選択されていた言語で使用できます。

以下のオブジェクトは、サポートする言語のそれぞれに対して再作成する必
要があります。
• 詳細
• ページ

ヒント:

このためには、サポートする言語をPつずつ選択し（Assetbenter?c\t\b\se
Administr\torのツールバーの右側のリストを使用）、最初の言語のときと同
じ方法でオブジェクトを作成します。

以下のオブジェクトは全言語向けに作成されますが、ラベルと説明は翻訳す
る必要があります。
• テーブル
• フィールド
• リンク
• インデックス

特定の言語で追加されたオブジェクトのラベルと説明を翻訳するにはY
P 追加でサポートする言語をPつずつ選択します（リストはAssetbenter
c\t\b\se?Administr\torのツールバーの右側にあります）。

2 ［アクション／説明を更新］を選択します。
R 各表示オブジェクトのラベルと説明を翻訳します。
S ［変更］をクリックして変更を確認します。
T 更新ウィンドウを閉じます。

変更事項の保存
変更事項を保存するには、
P zファイル／データベース構造の保存|?を選択するか、または をクリック
します。

2 ウィザード画面に表示される指示に従います。
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変更を確認する
変更事項を確認するには、Assetbenterを起動し、カスタマイズしたデータ
ベースに接続する必要があります。上記の例では新規テーブルを作成したの
で、このテーブルの詳細にアクセスします。
P ［管理／画面一覧］を選択します。
2 画面に表示されるリストから詳細を検索し、［nj］をクリックすると、
詳細が表示されます。

R ビューを作成すると便利です。［ツール／ビュー／現在のウィンドウか
ら作成］を選択します。

S ［名前］フィールドにビューの名前を入力します。この名前は［機能］
の枠内に表示されます。

T ［ドメイン］で機能ドメインを選択します。ビューの名前は、機能の枠
内のこの機能ドメイン下に表示されます。

U これで新規の詳細に直接アクセスできるようになりました。

重要
Assetbenterでは、全オブジェクト（特にアクション、ビューと画面）がrpk
名で識別されています。オブジェクトをメニューまたは機能の枠で開く際
に、Assetbenterはrpk名を使用します。複数のオブジェクト、例えばビュー
と画面などに同じrpk名が付いている場合、Assetbenterはオブジェクトを以
下の順番で開きます。
• ビュー
• 画面

例えば、［部署と従業員］（rpk名：\mdmplcept）テーブルに新規の詳細を
作成し、「\mdmplcept」というrpk名のビューをこの詳細に関連付けるとし
ます。［ポートフォリオ／部署と従業員］メニューを選択する場合、または
機能の枠内で［従業員のリスト］をクリックする場合、表示されるのは新規
の詳細です。

テスト用データベースで用意されたカスタマイズ
Assetbenterデータベースをカスタマイズする場合、元のデータベースの整合
性を保持するために、データベースのコピーを使用するようお勧めします。

本章では、同一のバージョンのAssetbenterで、テスト用データベースを本番
データベースに転送する方法を説明します。

以下の操作を行う必要があります。
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P 本番データベースのコピーを作成する。このコピーをテスト用データベー
スとして使用します。

2 テスト用データベースを用いて、開発およびテストを実行する。

このテスト用データベースには、新しいデータが含まれます。新しいデー
タを分類し、本番データベースに転送します。

R テスト用データベースからプロダクション用データベースにカスタマイ
ズを伝達します

テスト用データベースからプロダクション用データベースにカスタマイズを
伝達する代わりに、以下の方法もあります。
P 補足データとテスト用データベースの構造を出力する。
2 補足データとテスト用データベースの構造を本番データベースにインポー
トする。

R bonnectLhtを用いてテスト用データベースのデータ（レコード）を本番デー
タベースに移行する。

本番データベースのコピーを作成する

警告:

本番データベースのコピーを作成する方法は、お使いのデータベースエンジ
ンに応じて異なります。データベースエンジンの付属マニュアルを参照され
るようお勧めします。

空のデータベースにコピーを作成するには、以下の手順に従います。
P rfacで空のシェルを作成します。

calrを使って空のAssetbenterデータベースを作成する z偧献?SW|M
2 calrログインを作成します。

calrログインを作成する z偧献?TX|M
R 空のシェルへの接続を作成します。

空のシェルへの接続を指定する z偧献?UP|M
S Assetbenter?c\t\b\se?Administr\torを起動します。
T 本番データベースに接続します（［ファイル／開く／既存のデータベー
スを開く］メニュー）。

U 本番データベースの内容をコピーします（［アクション／データベース
を空のデータベースにコピー］メニュー）。

作成した空のシェルに対する接続を選択します。
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注意:

この操作では、データベース全体（構造およびデータ）がコピーされま
す。

calrを変更する z偧献?VO|

テスト用データベースからプロダクション用データ
ベースへのカスタマイズの伝達

プロダクション用データベースをカスタマイズするにはQつの方法がありま
す。
• データベースの構造を記述している「gbb\seIMI」ファイルを変更し、そ
の変更をプロダクション用データベースにインポートする。

• 空のテスト用データベースを変更し、その変更をプロダクション用デー
タベースに伝達する。

これらのカスタマイズは、テーブル、フィールド、リンク、画面、インデッ
クスに関連します。

プロダクション用データベースにカスタマイズを伝達するには、Assetbenter
c\t\b\se?Administr\torを使います。

カスタマイズの伝達
プロダクション用データベースにカスタマイズを伝達するにはY
P プロダクション用データベースに接続します。
2 ［アクション／カスタマイズの統合］を選択します。
R ウィザード画面に表示される指示に従います。
S 統合が終了したら、テスト用データベース（または「gbb\seIMI」ファイ
ル）に対して行ったカスタマイズがプロダクション用データベースに正
しく伝達されていることを確認します。

カスタマイズ伝達のロジック
テスト用データベースに対して行われたカスタマイズは、プロダクション用
データベースに対する変更を上書きします。

プロダクション用データベースに対する変更を保持しながらテスト用データ
ベースに対するカスタマイズを統合したい場合は、両方のデータベースの構
造を出力し、それらを比較して、統合プログラムまたはbonnectLhtシナリオを
使って統合することをお勧めします。
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データベース構造を出力する
Assetbenter?c\t\b\se?Administr\torを使用すると、テスト用データベースを出
力できます。

データベースの構造を出力するには、以下の手順に従います。
P データベース構造の出力先のフォルダを作成します。
2 Assetbenter?c\t\b\se?Administr\torを起動します。
R 本番データベースに接続します（［ファイル／開く／既存のデータベー
スを開く］メニュー）。

S データベースの構造を出力します（［ファイル／データベース構造の出
力］メニュー）

データベースの構造を出力することは、以下のタイプのファイルを出力する
ことに当たります。
• Mbin
• Mcfg
• Mxml
• Mdsd
• Mstr
• Mstt
• Musr
• M•iz

新しいデータベース構造をインポートする

警告:

一旦インポートを実行すると、取り消すことはできません。テスト用データ
ベースおよび本番データベースのバックアップコピーを、作成しておくよう
お勧めします。

テスト用データベースの構造を本番データベースにインポートすると、以下
のことが可能になります。
• テスト用データベースの構造に基づいて、本番データベースを更新する。
• テスト用データベースの補足データに基づいて、本番データベースを更
新する。

テスト用データベースの構造をインポートするには、以下の手順に従いま
す。
P Assetbenter?c\t\b\se?Administr\torを起動します。
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2 本番データベースに接続します（［ファイル／開く／既存のデータベー
スを開く］メニュー）。

R 構造の更新を選択しますGzアクション／カスタマイズの統合|?H。
S ウィザード画面に表示される指示に従います。

bonnectLhtを使ってデータを移行する
移行するデータのタイプに対応するbonnectLhtシナリオを起動します。この
際、変更されたデータと元のデータを区別するために、vgdqd句を含めま
す。

ソフトウェアカウンタに注意
［カウンタの作成］ウィザードで資格カウンタを作成する場合、Assetbenter
は一部のレコードを主キーで識別するクエリを作成します。

カウンタのユーザ権限範囲（kicpuery）に関連するクエリの例Y

Gbcep\rtment?=?OH?Amc?Gldmplcepthd?=?PUSH

テスト用データベースでカウンタを作成したあと、プロダクション用データ
ベースに転送（エクスポートしてインポート）した場合、クエリ中の識別子
はおそらく間違ったレコードを参照しています。

例えば、識別子「PUS」は、テスト用データベースでは「lrM?coe」だが、プ
ロダクション用データベースでは「lrs?cour」かもしれません。

ソフトウェアカウンタとそのクエリをプロダクション用データベースにイン
ポートしたあとは、カウンタに関連するクエリを確認する必要があります。

ヒント:

もうPつの方法としては、クエリでレコードを識別する主キーとしてもっと
安定したフィールドを使用します。例えば、名前やコードなどです。
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複数のオペレータによって同時に行なわれたカスタ
マイズ

警告:

ここで説明するプロセスを実行するには、以下の領域の詳細や知識に留意す
る必要があります。
• Assetbenter?データベースの構造
• データの出力
• データのインポート
• データベース管理
• Assetbenterの管理

プロダクション用データベースのデータの整合性を保とうとする場合、時間
のかかる困難な作業となる可能性もあります。

問題の説明
ここでは、Assetbenterデータベースをチームとしてカスタマイズする方法に
ついて説明します。

ファイルに保存したカスタマイズを共有できないため、これには制限があり
ます。

このため、各開発者は以下の作業を行う必要があります。
• プロダクション用データベースのコピー（開発用データベースと呼びま
す）で作業を行います。

• 独自のカスタマイズは、自分のファイルに別個に保存します。

次に以下の操作を実行することができます。
P 個別のカスタマイズファイルをマージします。
2 マージしたカスタマイズをプロダクション用データベースに伝達します。

可能なカスタマイズの種類
Assetbenterデータベースは、さまざまなレベルでカスタマイズできます。
• データベースの構造パラメータ
• データベースのデータ
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データベースのカスタマイズ可能な構造パラメータ
• テーブル（ラベル、説明など）
• フィールド（ラベル、説明、サイズなど）
• リンク（ラベル、説明、デフォルト値など）
• インデックス（ラベル、説明、フィールドリストなど）
• ページ（ラベル、説明、内容など）
• 画面（ラベル、説明、ボタンなど）
• フィールドとリンクのコンテキストヘルプ

注意:

これらのパラメータでスクリプトが使用されることがあります（フィールド
の必須ステータスなど）。

データベースのカスタマイズ可能なデータ
• 任意管理項目および任意管理項目クラス
• 特殊フィールド
• リストデータ
• 単位
• 機能ドメイン
• アクション
• ワークフローチャート
• スクリプト
• クエリ
• レポート
• 書式
• ビュー
• ユーザ権限およびプロファイル、アクセス制限
• 機能権限
• データベースオプションおよびワンポイント
• 設定およびオプション
• ワークフローおよび配備サーバ
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注意:

カスタマイズするデータは、ニーズに合わせて選択します。

選択を行ったら、Assetbenter?ユーザがこのデータに対応するテーブルを許可
なく変更できないようにします。

このためにはユーザプロファイルでユーザを判断します。

例えば、ワークフローにリンクされたテーブルを変更するのをやめ、リスト
データの値の変更だけを続けることができます。

アクセス制限を使用すると、可能な設定の範囲を定義する際により明確な指
定が行なえます。

必要に応じて、対象のテーブルの識別フィールドに接頭コードを使用すると
（\mvfrchemeMqefなど）、設定で対象となるレコードの識別を簡単に行うこ
とができます。

リストデータの場合、独立したリストを使用することもPつの簡単な解決方
法です。

より柔軟な解決方法が必要な場合、独自に選択した基準に基づいてリスト
データのアクセス制限を定義することができます。
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推奨方法

グローバルプロセス

図 WMQM 複数のオペレータによるカスタマイズ L 単純なプロセス

Assetbenterをチームとしてカスタマイズするには:
P プロダクション用データベースのデータと構造を出力する z偧献?PSX|
P プロダクション用データベースの構造を出力する z偧献?PTO|
2 カスタマイズするデータをプロダクション用データベースから出力す
る z偧献?PTO|

R 出力の結果をソースコントロールツールに保存する z偧献?PTS|
S テストデータの作成 z偧献?PTT|

注意:

この一連のステップは、プロジェクトを初めて実行するときに一度だけ
実行します。

2 開発用データベースのデータと構造をインポートする z偧献?PTT|
P 開発用コンピュータでソースコントロールからのファイルを同期する
z偧献?PTT|

2 ソースコントロールからのファイルを確認します。 z偧献?PTT|
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R 開発用データベースを作成し、カスタマイズするデータとテストデー
タをインポートする z偧献?PTU|

注意:

これらのステップを初めに一度実行したら、あとは必要に応じて実行し
ます。

R 開発用データベースをカスタマイズする z偧献?PTX|
P 開発用データベースの構造をカスタマイズする z偧献?PTX|
2 開発用データベースのデータをカスタマイズする z偧献?PTX|

S 開発用データベースのデータと構造を出力する z偧献?PUO|
P カスタマイズした開発用データベースのデータを出力する z偧献?PUO|
2 開発用データベースからカスタマイズしたデータを出力するz偧献?PUO|
R ソースコントロールツールのファイルを更新する z偧献?PUP|

T データと構造をプロダクション用データベースにインポートする
z偧献?PUP|
P テスト用データベースを作成し、マージしたカスタマイズデータをイ
ンポートする z偧献?PUP|

2 テスト用データベースをテストする z偧献?PUQ|
R カスタマイズした構造をプロダクション用データベースに適用する
z偧献?PUQ|

S カスタマイズしたデータをプロダクション用データベースにインポー
トする z偧献?PUQ|

プロダクション用データベースのデータと構造を出
力する

プロダクション用データベースを直接変更しないので、データベースのデー
タと構造をテキストファイルの形式で出力する必要があります。

テキスト形式を使用すると、得られたファイルをリビジョンコントロール
（またはソースコントロール）ツールで管理することができます。

出力中に得られたファイルによって、以下の操作が可能です。
• カスタマイズの前にプロダクション用データベースの構造をトラッキン
グする

• カスタマイズとカスタマイズのテストのための開発用データベースを作
成する

• 開発用データベースのカスタマイズ後に生成されたファイルを元のファ
イルと比較する
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プロダクション用データベースの構造を出力する

プロダクション用データベースの構造を出力するには:
P 出力の結果を保存するフォルダを作成します。
2 Assetbenter?c\t\b\se?Administr\torを起動します。
R プロダクション用データベースに接続します（［ファイル／開く／既存
のデータベースを開く］メニュー）。

S データベースの構造を出力します（［ファイル／データベース構造の出
力］メニュー）。

データベースの構造を出力すると、以下のファイルが作成されます。
• [接続名]MbinY?一時ユーザの定義（変更不可）
• lstp\ge_xxMcfgY?ページの説明
• lstdet_xxMcfgY?画面の説明
• [接続名]MxmlY?データベースの構造
• [接続名]_xxMxmlY?データベースのディクショナリ
• d\•kflMdsdY?自動ワークフローの定義（変更不可）
• tipsMstrY?ワンポイント
• [接続名]_xxMstrY?フィールドとリンクのコンテキストヘルプ
• [接続名]M•izY?ウィザードの機能ライブラリ

注意:

xx?は、（使用可能な）Assetbenterの言語バージョンに対応します。
• enY?英語
• frY?フランス語
• deY?ドイツ語
• itY?イタリア語
• spY?スペイン語
• j\Y?日本語

カスタマイズするデータをプロダクション用データベー
スから出力する

注意:

プロダクション用データベースにデータが入っていない場合でも、ここで、
プロセス全体を通して用いるインポートスクリプトを作成します。

Assetbenter

PTO Assetbenter SMR L 管理



カスタマイズするデータを出力するには:
P データベースからのデータを保持するフォルダを作成します。
2 Assetbenter?dxportを起動します。

マニュアル『高度な使い方』の「データの出力とrpkビューの作成」の
章

R プロダクション用データベースに接続します。
S ［編集／オプション］メニューを選択します。
T ブランチ［編集］を展開します。
U ［データベースオブジェクトの表示］をrpk名（説明）に設定します。
V この設定を確定します（［nj］ボタン）。
W 新しい出力スクリプトを表示します（［ファイル／新規スクリプト］メ
ニュー）。

ヒント:

サンプルデータに含まれる「customMscx」テンプレートを使用して出力ス
クリプトを作成することもできます。

このスクリプトはbY{orogr\m?eiles{oeregrine{Assetbenter{d\t\kit{customのサ
ブフォルダにあります。

「customMscx」スクリプトの使用に際しては「 「customMscx」スクリプ
トは「データベースのカスタマイズ?L?考慮するテーブル z偧献?PUR|」セク
ションの指示に従っています。

9 このスクリプトを選択した名前で保存します（［ファイル／スクリプト
の保存］メニュー）。

重要項目:

スクリプトに加えた変更を定期的に保存します。

PO 出力する各データセットのクエリを追加します。通常、Pテーブル当たり
のデータセットはPつです（［新規］ボタン）。

考慮するテーブルのリストY? データベースのカスタマイズ?L?考慮するテー
ブル z偧献?PUR|

PP 各クエリに対して以下を実行します。
P クエリに名前をつけます（［名前］フィールド）。
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ヒント:

クエリの名前として、出力したテーブルのrpk名を使用することをお
勧めします。

例Y?\mAction

2 出力したデータの保存に使用するファイルのフルパスを定義します
（［ファイル］フィールド）。

ヒント:

ファイル名として、出力したテーブルのrpk名を使用することをお勧
めします。

例Y?\mActionMtxt

R ［クエリ］フィールドの横にある拡大鏡をクリックします。
S 左のリストから右のリストに以下の要素を追加します。
• 以下を除くすべてのフィールド
• ［変更日］（dtk\stlodif）
• 階層レベル（skvl）

これらのフィールドは、 アイコンによって識別されます。
• すべての［メモ］フィールド

これらのフィールドにはリンクの一覧からアクセスできます。

フィールドは、 アイコンによって識別されます。
• 便利なPリンク（nリンクはなし）

これらは、 または? アイコンによって識別されます。

リンクに対して、関連識別キーを構成するフィールドを選択しま
す（複数選択可）。

データベースのカスタマイズ?L?考慮するテーブル z偧献?PUR|

主キーを使用しないでください。

T 識別キー（P個の数字を持つ赤い矢印）を構成するフィールドの並べ
替えを可能にします。

警告:

これは、出力したファイルをソースコントロールツールで管理しやす
くするために必要です。

ファイルを適切に並べ替えないと、ソースコントロールアプリケー
ションが対象となるファイル間の違いを解析できません。
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重要項目:

例外Y?テーブルに?［完全名］フィールド（eullm\me）がある場合、
［完全名］での並べ替えだけをオンにし、［表示］チェックボックス
をクリアします。

［完全名］フィールドでの並べ替えを有効にすると、下位レコードの
前に上位レコードをインポートすることができます。この方法を用い
ることで、必ず上位リンクが入力されるようになります。

［表示］チェックボックスのチェックをクリアすると、［完全名］
フィールドがエクスポートされません。後で完全名フィールドをイン
ポートできないおそれがあります。

このフィールドはインポート時に親／子リンクを元に自動生成されま
す。

U ［nj］をクリックして選択を確定します。
V テーブルの認識キーを構成する各フィールドの後の［クエリ］フィー
ルドに、［キー値］を追加します。

例

rdkdbs?swK?sxK?sesypeK?bommentMmembommentK?vfsr\nsitionMqef?keyv\
lueK?vfrchemeMqef?keyv\lue?eqnl?\mvfrysActiv?nqcdq?ax?lrysActiv
hd

この例では、［vfsr\nsitionMqef］フィールドと［vfrchemeMqef］フィー
ルドの後に［キー値］を追加しています。これらのフィールドが
［\mvfrysActiv］テーブルのレコードの識別キーを構成しているから
です。

注意:

Assetbenter?dxport?出力中に作成された特定ファイルに「keyv\lue」
フィールドの値を使用します。

W ［クエリ］フィールドで、画像に対するリンクがある場合（［画像］
テーブル（\mhm\ge））、画像識別子を[リンク]Mm\meと置き換えま
す。

例

rdkdbs?m\meK?rpkm\meK?bommentMmembommentK?vfActivityMqef?keyv
\lueK?vfdventMqefK?lhconhd?eqnl?\mvftserbhoice?nqcdq?ax?ltserbho
icehd

結果
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rdkdbs?m\meK?rpkm\meK?bommentMmembommentK?vfActivityMqef?keyv
\lueK?vfdventMqefK?hconMm\me?eqnl?\mvftserbhoice?nqcdq?ax?ltser
bhoicehd

この例では、lhconhdがhconMm\meに置き換えられています。

P2 ［書式］タブを表示します。
PR ［列タイトル］に値rpk名を入力します。
PS スクリプトを保存します（［ファイル／スクリプトの保存］メニュー）。
PT スクリプトを実行します（［アクション／スクリプトの実行］）。
PU 出力の結果を表示します。PクエリあたりPファイルと、［メモ］フィー
ルドと出力レコードあたりPファイルが得られます。

出力の結果に一貫性があることを確認します。

出力の結果をソースコントロールツールに保存する
これにより、以下を実行することができます。
• 変更を加えるたびにデータベース構造とカスタマイズしたデータをトラッ
キングする。

必要に応じて前のステータスに戻り、異なるバージョンを比較すること
ができます。

• 別の人が変更したファイルをマージする

注意:

異なるファイルバージョンのマージは、ソースコントロールツールの基
本機能のPつです。

出力プロセス中に取得したファイルをソースコントロールツールに追加しま
す。

重要項目:

これ以降、データベース構造に変更を加えるときや、データベースをカスタ
マイズするときには、これらのファイルを出発点として使用する必要があり
ます。

出力の結果をソースコントロールツールに保存するには:
使用するソースコントロールツールのマニュアルを参照してください。
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テストデータの作成
カスタマイズの際、開発用データベースの処理にテストデータを使用する必
要があるものの、それをソースコントロールに保存するのは不便な場合があ
ります。

例えば、アクションを作成するとき、作成者をアクションと関連付ける必要
があります。作成者は［従業員］テーブル（\mdmplcept）から選択します。
このため、開発用データベースに従業員レコードが必要となります。しかし
これらの従業員レコードは、カスタマイズの必要がありません。こうした理
由から、従業員はソースコントロールに保存されません。

以下からテストデータセットを作成することをお勧めします。
• プロダクション用データベースからのデータY
• ターゲットテーブルのレコード（例えば［従業員］）およびカスタマ
イズするテーブルG例えば［アクション］Hのリンク（例えば［作成
者］）

• テストに必要なテーブルのすべてのレコードまたは選択したレコード

• その他のデータ（必要な場合）

開発用データベースのデータと構造をインポートす
る

開発用コンピュータでソースコントロールからのファイ
ルを同期する

開発者は、各自のコンピュータでデータベースをカスタマイズする前に、
データがソースコントロールのデータと同期しているデータベースを作成す
る必要があります。

開発用コンピュータでソースコントロールからのファイル
を同期するには:
P ソースコントロールツールをインストールして、設定を行ないます。
2 開発用コンピュータでデータベースの構造ファイルを同期します。

ソースコントロールからのファイルを確認します。
各開発者は、変更しようとすることを識別し、対応するファイルを確認する
必要があります。
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ソースコントロールからのファイルを確認するには:
使用するソースコントロールツールのマニュアルを参照してください。

開発用データベースを作成し、カスタマイズするデータ
とテストデータをインポートする

各開発者がデータベースを独立してカスタマイズできるように、それぞれの
開発者に対して開発用データベースを作成します。

開発用データベースを作成するには:
P rfacで空のシェルを作成します。

calrを使って空のAssetbenterデータベースを作成する z偧献?SW|
2 calrログインを作成します。

calrログインを作成する z偧献?TX|
R 空のシェルへの接続を作成します。

空のシェルへの接続を指定する z偧献?UP|
S Assetbenter?c\t\b\se?Administr\torを起動します。
T 開発用コンピュータのソースコントロールから同期した[接続名]Mxmlファ
イルを開きます（［ファイル／開く］メニュー、［データベース記述ファ
イルを開く（新規データベースの作成）］オプション）。

このファイルは、ステッププロダクション用データベースの構造を出力
する z偧献?PTO|で取得します。

U データベース構造を空のシェルに適用します（［アクション／データベー
スの作成］）。

V 以下のオプションを選択します。
• ［データベースの作成］
• ［システムデータの作成］
• ［タイムゾーンの使用］（このオプションが関係する場合）
• ［フィールドのへルプの使用］
• ［AutobAcの統合の使用］（このオプションが関係する場合）

W オプション［補足データのインポート］をクリアします。
9 ［作成］をクリックします。

開発用データベースにカスタマイズするデータをインポー
トするには:
P Assetbenterを起動します。
2 開発用データベースに接続します。
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R インポート機能を開始します（［ファイル／インポート］、?［データベー
スのインポート］ボタン、?［テキスト］タブ、［開く］ボタン）。

S ［編集／オプション］メニューを選択します。
T オプション［co?not?import?empty?fields?from?the?source?d\t\b\se（ソースデー
タベースから空のフィールドをインポートしない）］をクリアします。

U この設定を確定します（［nj］ボタン）。
V 選択した名前を使用してブランクのインポートスクリプトを保存します
（［ファイル／保存］メニュー）。

重要項目:

スクリプトに加えた変更を定期的に保存します。

ヒント:

サンプルデータに含まれる「customMscx」テンプレートを使用して出力ス
クリプトを作成することもできますGファイルN?スクリプトを開くH。

このスクリプトはbY{orogr\m?eiles{oeregrine{Assetbenter{d\t\kit{customのサ
ブフォルダにあります。

「customMscr」スクリプトの使用に際しては「データベースのカスタマ
イズ?L?考慮するテーブル z偧献?PUR|」セクションに記載された指示をよく
お読みください。

W 出力したデータファイルをインポートするようにスクリプトを設定しま
す。

インポート z偧献?PWX|
9 インポートする各ファイル（各ファイルの出力に対してPつZ? データベー
スのカスタマイズ?L?考慮するテーブル z偧献?PUR|）に対して以下を実行し
ます。
P ファイルを追加します（［ファイル／追加］）。
2 ウィザードによって表示されるページ（特に以下のページ）に入力し
ます。
• ページPY?オプション［最初の項目に列名を含める］と［区切り文
字］を選択します。

• ページQY?オプション［タブ］を選択します。
• ページRY?［日付］または?［日付と時刻］データを含む列を選択
し、［タイプ］フィールドに入力します。

R ターゲットテーブル、インポートしたファイルに一致するメインテー
ブルを選択します。

S ファイルをテーブルにマッピングします（［編集／マッピング］）。
T マッピング（ファイル、ターゲットテーブル）を選択します。
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U ファイルの列をターゲットテーブルのフィールドにマッピングします
（［編集／プロパティ］メニュー）。

ヒント:

ボタンを使用して、rpk名に基づきフィールドを自動的にマッピン
グすることをお勧めします。

特定のフィールドに対しては、［ファイル］タイプの計算式を作成
し、そのフィールドではなく、ターゲットフィールドにマッピングす
る必要があります。

これは、特に以下のフィールドにあてはまります。
• ［メモ］フィールド
• ［データ］フィールド（blbc\t\）
• ［スクリプト］フィールド（memrcript）
• ［機能権限］テーブルの［定義］フィールド
• ［ワークフローイベント］テーブル（\mvfdvent）の［期間］
フィールド

ボタンを使用すると、式が自動的に作成され、適切なフィールドに
関連付けられます。

これらの式のいずれかの詳細を見るには、以下を表示します。
• ［フィールドのタイプ］フィールドY?［ファイル］
• 「メインフィールド」フィールドY?メモを保存しているファイル名
を示した、出力したファイルの列名

［期間］フィールドGtimesp\nの場合、rpk名がtsで開始しますHの場合、
次の任意管理項目を持つ公式も作成する必要があります。
• フィールドタイプY?スクリプト
• スクリプトY?qetu\l?=?z[フィールドのrpk名]|?E?AsA

例Y?qetu\l?=?ztscel\y|?E?AsA

作成した特殊フィールドを、Gデフォルト設定のソースフィールドでは
なくHターゲットフィールドに関連付けます。

V テーブルデータベースのカスタマイズ?L?考慮するテーブルz偧献?PUR|に
推奨されたキーをメインテーブルおよびリンクされたテーブルの識別
キーとして定義します。

警告:

ボタンによって適切なキーが自動的に選択されることはありませ
ん。

それらを系統的に検証する必要があります。
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PO スクリプトを保存します（［ファイル／保存］メニュー）。
PP 重要な設定を検証します（［編集／オプション］メニュー）。
P2 スクリプトを実行します（［インポータ］ボタン）。
PR インポートの結果に一貫性があることを確認します。

重要項目:

ワークフローチャート以外のテーブルには、これらの手順で十分です。ワー
クフローチャートの場合は、スクリプトが正しく動作するよう、徹底したス
クリプトのテストを行なう必要があります。

開発用データベースにテストデータをインポートするには:
カスタマイズするデータをインポートする場合と同じ方法で新しいインポー
トスクリプトを作成します。

開発用データベースをカスタマイズする

開発用データベースの構造をカスタマイズする
データベースの構造を複数の開発者が同時に変更することができます。

個々の開発者が開発用データベースの構造をカスタマイズ
するには:
P Assetbenter?c\t\b\se?Administr\torを起動します。
2 開発用データベースのインスタンスに接続します（［ファイル／開く／
既存のデータベースを開く］メニュー）。

R データベースの構造を変更します。
S 変更を保存します（［ファイル／保存］メニュー）。

開発用データベースのデータをカスタマイズする
データベースのデータを複数の開発者が同時に変更することができます。

開発用データベースのデータをカスタマイズするには:
P Assetbenterを起動します。
2 開発用データベースに接続します（［ファイル／開く／既存のデータベー
スを開く］メニュー）。

R 開発用データベースのデータを変更します。
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ヒント:

レコードを作成または変更した開発者を識別できるように、テーブルデー
タベースのカスタマイズ?L?考慮するテーブル z偧献?PUR|に推奨されたキー
を入力します。

例えば各識別子を、それぞれの開発者の接頭コードで始めることができ
ます。

ヒント:

テストを実行する際、一時レコードの作成が必要となる場合があります。

これらの一時レコードは忘れずに削除してください。

レコードの数が多くなり過ぎた場合は、別のテストおよび開発用データベー
スの作成が必要です。

開発用データベースのデータと構造を出力する

カスタマイズした開発用データベースのデータを出力す
る

この操作は、カスタマイズした開発用データベースごとに行なう必要があり
ます。

開発用データベースの構造を出力するには:
P Assetbenter?c\t\b\se?Administr\torを起動します。
2 開発用データベースに接続します（［ファイル／開く／既存のデータベー
スを開く］メニュー）。

R 構造ファイルを同期した場所にデータベース構造を出力します（［ファ
イル／データベース構造の出力］）。

開発用データベースからカスタマイズしたデータを出力
する

開発用データベースのデータを出力するには:
P Assetbenter?dxportを起動します。
2 開発用データベースのインスタンスに接続します。
R 出力するデータに対応する各スクリプトに対して、以下を実行します。
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スクリプトを開きます（［ファイル／スクリプトを開く］）。P
2 スクリプトを実行します（［アクション／スクリプトの実行］）。

カスタマイズするデータをプロダクション用データベースから出力
する z偧献?PTO|

ソースコントロールツールのファイルを更新する
開発者は、変更を終了したら、出力したファイルをソースコントロールに戻
します。

開発者がファイルを処理しているあいだに、別のユーザがソースコントロー
ルの中央に保存しているファイルを更新した場合、他のユーザによる変更を
上書きしないよう、ファイルを戻す前に変更をマージする必要があります。

ソースコントロールツールは、後続バージョン間で行なわれた変更を強調表
示するdiff?\nd?mergeツールといっしょに使用することができます。

データと構造をプロダクション用データベースにイ
ンポートする

テスト用データベースを作成し、マージしたカスタマイ
ズデータをインポートする

すべての開発者が自分の開発用データベースをカスタマイズし、結果をソー
スコントロールに戻したら、テスト用データベースで新しい構造の実用性と
カスタマイズデータのインポートを検証する必要があります。

最新の構造を持つテスト用データベースを作成するには:
ステップ開発用データベースを作成し、カスタマイズするデータとテスト
データをインポートする z偧献?PTU|と同じ手順に従います。

カスタマイズしたデータをテスト用データベースにインポー
トするには:
ステップ開発用データベースを作成し、カスタマイズするデータとテスト
データをインポートする z偧献?PTU|と同じ手順に従います。

テストデータをテスト用データベースにインポートするに
は:
ステップ開発用データベースを作成し、カスタマイズするデータとテスト
データをインポートする z偧献?PTU|と同じ手順に従います。
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テスト用データベースをテストする
データベースの構造が、開発用データベースで行なったカスタマイズと一致
することを確認します。

また、開発用データベースでカスタマイズしたオブジェクトをPつまたは複
数テストします。

例えばアクションの場合、P～Qつのアクションを実行して正しく機能するか
をチェックします。

カスタマイズした構造をプロダクション用データベース
に適用する

テスト用データベースでのテストに合格したら、プロダクション用データ
ベースを更新することができます。

カスタマイズした構造をプロダクション用データベースに
適用するには:
P ソースコントロールツールを起動します。
2 構造ファイルとデータを含むフォルダを同期します。
R Assetbenter?c\t\b\se?Administr\torを起動します。
S プロダクション用データベースを開きます。
T ［アクション／カスタマイズの統合］を選択します。
U ［データベース記述ファイルから統合］オプションを選択します。
V 作業フォルダY?選択した一時フォルダ
W ソースファイルY?同期した構造ファイル[データベース名]Mxmlのフルパス
（ファイル[データベース名]_xxMxmlを選択しないでください）

9 ［統合］をクリックします
PO 統合を実行したら、プロダクション用データベースでカスタマイズが正
しく行なわれたかを確認します。

カスタマイズしたデータをプロダクション用データベー
スにインポートする

カスタマイズしたデータをテスト用データベースにインポー
トするには:
ステップ開発用データベースを作成し、カスタマイズするデータとテスト
データをインポートする z偧献?PTU|と同じ手順に従います。
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参照: カスタマイズ可能なテーブル
次に、カスタマイズ可能なオブジェクトの一覧を示します。

これらのオブジェクトのそれぞれに対して、関連テーブルが示されます。

これらの各テーブルの推奨識別キーは、便利なPリンクとして指定されます
（メモリンクと画像リンクは指定されません）。

ヒント:

インポートでは、テーブルの順序が重要となります。インポートした特定の
レコードが、すでに存在するはずの別のテーブルのレコードを参照するから
です。以下に示すテーブルの順序は、テーブル間の依存状態に従っている必
要があります。

表 WMPM データベースのカスタマイズ L 考慮するテーブル

便利なPリンク推奨キーテーブル
画像

名前（m\me）画像（\mhm\ge）
特殊フィールド

rpk名（rpkm\me）＋テー
ブル（s\blem\me）

特殊フィールド
（\mb\lceield）
スクリプト

rpk名（rpkm\me）スクリプト
（\mrcriptkibr\ry）
単位

シンボル（rymbol）単位（\mtnit）
配備

参照（qef）配備ワークフロー
（\mc\vfrcheme）

コンピュータM資産タグ
（bomputerMAssets\g）

名前（m\me）配備サーバ（\mc\rerver）

機能ドメイン
親ドメインGo\rentMbodeHrpk名（rpkm\me）機能ドメイン

（\meunccom\in）
クエリ

作成者Mhcmo
（AuthorMhcmo）

rpk名（rpkm\me）クエリ（\mpuery）

ドメインMrpk名
（com\inMrpkm\me）

ビュー
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便利なPリンク推奨キーテーブル
作成者Mhcmo
（AuthorMhcmo）

rpk名（rpkm\me）ビュー（\muie•cef）

ドメインMrpk名
（com\inMrpkm\me）

アプリケーションのオプション
従業員Mhc番号
（dmplceptMhcmo）

• セクションGnptrectionH
• エントリGnptdntryH

アプリケーションのオプ
ション（\mnption）

設定およびオプション
従業員Mhc番号
（dmplceptMhcmo）

• エントリGbfgdntryH
• セクションGbfgrectionH
• 従業員GdmplceptMhcmoH

設定およびオプション
（\mrysbonfig）

レポート
作成者Mhc番号
（AuthorMhcmo）

rpk名（rpkm\me）レポート（\mqeport）

ドメインMrpk名
（com\inMrpkm\me）

形式
作成者Mhc番号
（AuthorMhcmo）

rpk名（rpkm\me）内部形式（\meorm）

ドメインMrpk名
（com\inMrpkm\me）

リストデータ
識別子（hdentifier）リストデータ

（\mhtemizedkist）
リストデータM識別子
（htemizedkistMhdentifier）

• 値Gu\lueH
• リストデータM識別子
（htemizedkistMhdentifier）

リストデータ値
（\mhtemkistu\l）

任意管理項目
親クラスGo\rentMbodeHコード（bode）任意管理項目クラス

（\mee\turebl\ss）
クラスMコード
（ee\turebl\ssMbode）

rpk名（rpkm\me）任意管理項目（\mee\ture）

リストデータM識別子
（htemizedkistMhdentifier）
単位Mシンボル
（tnitMrymbol）
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便利なPリンク推奨キーテーブル
rpk名（rpkm\me）とソース任意管理項目Mrpk名
（rrcee\turesMrpkm\me）だけを使ってレコードのQ度
目の出力を行ないます。

注意:

このQ番目のインポートにより、インポートフェーズ中
に統合する任意管理項目と統合される任意管理項目と
の間にリンクを作成することができます。

これを実現できるのは、これらの任意管理項目がすべ
て存在している場合だけです。

この条件は、最初のファイルをインポートすることに
より保証されます。

Assetbenter?dxport?１リンクあたり１行を生成します。

任意管理項目（\mee\ture）

このパラメータのヘルプM
説明
（rhortgelpMbomment）

• テーブルGs\blem\meH
• 任意管理項目Mrpk名
（ee\tureMrpkm\me）

任意管理項目パラメータ
（\mee\to\r\m）

このパラメータのヘルプM
例（rhortgelpMdx\mple）
このパラメータのヘルプM
注（rhortgelpMv\rning）
任意管理項目Mrpk名
（ee\tureMrpkm\me）

アクション
作成者Mhc番号
（AuthorMhcmo）

rpk名（rpkm\me）アクション（\mAction）

配備サーバM名前
（c\rerverMm\me）
配備ワークフローM参照
（c\vfrchemeMqef）
ドメインMrpk名
（com\inMrpkm\me）
実行するアクションMrpk名
（dxecActionMrpkm\me）
形式Mrpk名
（eormMrpkm\me）
レポートMrpk名
（qeportMrpkm\me）

ユーザプロファイル
デフォルトアクションMrpk
名
（cefkoginActionMrpkm\me）

rpk名（rpkm\me）ユーザプロファイル
（\morofile）
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便利なPリンク推奨キーテーブル
rpk名（rpkm\me）ユーザ権限

（\mtserqight）
rpk名（rpkm\me）アクセス制限

（\mAccessqestr）
rpk名（rpkm\me）機能権限（\meuncqight）
rpk名（rpkm\me）とプロファイルMrpk名
（orofilesMrpkm\me）だけを使ってレコードのQ度目の
出力を行ないます。

注意:

このQ番目のインポートにより、インポートフェーズ中
にユーザプロファイルとユーザ権限との間にリンクを
作成することができます。

Assetbenter?dxport?１リンクあたり１行を生成します。

ユーザ権限
（\mtserqight）

rpk名（rpkm\me）とプロファイルMrpk名
（orofilesMrpkm\me）だけを使ってレコードのQ度目の
出力を行ないます。

注意:

このQ番目のインポートにより、インポートフェーズ中
にユーザプロファイルとアクセス制限との間にリンク
を作成することができます。

Assetbenter?dxport?１リンクあたり１行を生成します。

アクセス制限
（\mAccessqestr）

rpk名（rpk名）とプロファイルMrpk名
GorofilesMrpkm\me）だけを使ってレコードのQ度目の出
力を行います。

注意:

このQ番目のインポートにより、インポートフェーズ中
にユーザプロファイルと機能権限との間にリンクを作
成することができます。

Assetbenter?dxport?１リンクあたり１行を生成します。

機能権限（\meuncqight）

ワークフローチャート
管理者Mhc番号
（rupervisorMhcmo）

バーコード（a\rbode）従業員グループ
（\mdmplfroup）

バーコードのサブグループ
Go\rentMa\rbodeH
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便利なPリンク推奨キーテーブル
バーコード（a\rbode）とメンバMhc番号
（lembersMhcmo）だけを使ってレコードのQ度目の出
力を行ないます。

注意:

このQ番目のインポートにより、インポートフェーズ中
にワークフローグループとメンバとの間にリンクを作
成することができます。

Assetbenter?dxport?グループとメンバ間で１行ずつエク
スポートします。

従業員グループ
（\mdmplfroup）

指定代理人Mhc番号
（AssigneeMhcmo）

参照（qef）ワークフローロール
（\mvfnrgqole）

グループMバーコード
（dmplfroupMa\rbode）
責任者Mhc番号
（rupervisor）

参照（qef）ワークフローチャート
（\mvfrcheme）

ワークフローM参照
（vfrchemeMqef）

• ワークフローM参照
（vfrchemeMqef）

• タイプGsesypeH

システムアクティビティ
（\mvfrysActiv）

注意:

この最初のファイルでは、vgdqd句を追加してrsAqs
アクティビティを抽出しますGsesype?=?OH。

指定代理人M参照
（AssigneeMqef）

• ワークフローM参照
（vfrchemeMqef）

• 参照（qef）

ワークフローアクティビ
ティ（\mvfActivity）

カレンダMrpk名
（b\lend\rMrpkm\me）
アクションMrpk名
（motifAssignActMrpkm\me）
モデルM参照
（sempl\teMqef）
モデルMワークフローM参照
Gsempl\teMvfrchemeMqefH
ワークフローM参照
（vfrchemeMqef）
ウィザードMrpk名
（viz\rdMrpkm\me）
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便利なPリンク推奨キーテーブル
アクティビティM参照
（vfActivityMqef）

• rpk名（rpkm\me）
• アクティビティM参照
（vfActivityMqef）

• アクティビティMワーク
フローM参照
（vfActivityMvfrchemeMqef）

ユーザ選択
（\mvftserbhoice）

アクティビティMワークフ
ローM参照
（vfActivityMvfrchemeMqef）

ソースアクティビティM参
照（rrcActivityMqef）

• ワークフローM参照
（vfrchemeMqef）

• ソースアクティビティM
参照（rrcActivityMqef）

• 参照（qef）

ワークフローイベント
（\mvfdvent）

ワークフローM参照
（vfrchemeMqef）

ソースイベントM参照
（rrcdventMqef）

• 参照（qef）
• ソースイベントM参照
（rrcdventMqef）

• ソースイベントMソース
アクティビティM参照
（rrcdventMrrcActivityMqef）

• ワークフローM参照
（vfrchemeMqef）

ワークフロートランジショ
ン（\mvfsr\nsition）

ソースイベントMソースア
クティビティM参照
（rrcdventMrrcActivityMqef）
ターゲットアクティビティM
参照（s\rgetActivMqef）
ワークフローM参照
（vfrchemeMqef）
トランジションM参照
（vfsr\nsitionMqef）

• ワークフローM参照
（vfrchemeMqef）

• トランジションM参照
（vfsr\nsitionMqef）

• トランジションMソース
イベントM参照
（vfsr\nsitionMrrcdventMqef）

• トランジションMソース
イベントMソースアク
ティビティM参照
（vfsr\nsitionMrrcdventMrrcActivityMqef）

システムアクティビティ
（\mvfrysActiv）

トランジションMソースイ
ベントM参照
（vfsr\nsitionMrrcdventMqef）
トランジションMソースイ
ベントMソースアクティビ
ティM参照
（vfsr\nsitionMrrcdventMrrcActivityMqef）
ワークフローM参照
（vfrchemeMqef）

注意:

このQ番目のファイルでは、vgdqd句を追加してdmc
アクティビティを抽出しますGsesype?=?PH。
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便利なPリンク推奨キーテーブル
ワークフローMqeference GvfrchemeMqefH、参照 GqefH?と
アクションMrpk名GActionsMrpk?n\meHだけを使ってレ
コードのQ度目の出力を行ないます。

注意:

このQ番目のインポートにより、インポートフェーズ中
にワークフローグループとアクションとの間にリンク
を作成することができます。

Assetbenter?dxport?１リンクあたり１行を生成します。

ワークフローアクティビ
ティ（\mvfActivity）

アクションMrpk名
（ActionMrpkm\me）

• 参照（qef）
• アクティビティM参照
（vfActivityMqef）

アクティビティMワーク
フローM参照
（vfActivityMvfrchemeMqef）

ワークフローアラーム
（\mvfActivAl\rm）

アクティビティM参照
（vfActivityMqef）
アクティビティMワークフ
ローM参照
（vfActivityMvfrchemeMqef）

カレンダ
コード（bode）タイムゾーン

（\msimeyone）
タイムゾーンMコード
（simeyoneMbode）

rpk名（rpkm\me）営業日のカレンダ
（\mvorkb\lend\r）
通貨

名前（m\me）通貨（\mburrency）
ソース通貨M名前
（rrcburrencyMm\me）

• ソース通貨M名前
（rrcburrencyMm\me）

• ターゲット通貨M名前
（s\rgetburrencyMm\me）

レートの日付Gdtrt\rtH

為替レート（\mburq\te）

ターゲット通貨M名前
（s\rgetburrencyMm\me）

コメント: 識別キーの選択
識別キーの選択には以下の注意が必要です。
• 主キーを識別キーとして使用することはできません。事実上、各開発者
は自分の開発用データベースに固有の主キーを生成します。ただし、こ
れらの識別子は、いったんプロダクション用データベースにインポート
すると別のものになります（主識別子をインポートすることはできませ
ん。Assetbenterが、インポートプロセス中に自動的に主識別子を生成し
ます）。

• 将来、プロダクション用データベースをカスタマイズし直したときに、
レコードを更新するための識別キーが必要です。
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例
P カスタマイズの最初の一巡で、開発者は開発用データベースに新規ア
クションAPを作成します。

このアクションの主キーは、ojPとそのrpk名rpkPです。
2 プロダクション用データベースにインポートすると、アクションAPの
主キーは自動的に変化します（ojQ）。ただし、そのrpk名は変わり
ません（rpkP）。

R カスタマイズの後続の一巡で、開発者は開発用データベースのアク
ションAPを変更します。

アクションの主キーはojPで、そのrpk名はrpkPです。
S プロダクション用データベースにインポートすると、アクションAPが
rpk名（rpkP）によってプロダクション用データベースで識別されま
す。rpk名は識別キーとして使用されます。アクションAPを記述する
レコードが更新されます。
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アーカイブは、その名前が示すとおり、データをアーカイブするためのもの
です。対象となるデータは、データベースに全体を保存しておく必要はなく
なったが、痕跡を残して、関連するレコードを現在のデータベースに保持し
ておきたいものです。例えば、除却済みのコンピュータで、会計レベルでは
まだ参照される可能性があるものに関するレコードをアーカイブします。

アーカイブを有効にする

警告:

caQの場合、Wjのテーブルスペースを作成する必要があります。

caQ?tca z偧献?TT|

アーカイブはデータベースの作成前にも作成後にも有効にすることができま
す。どちらの場合も手順は同じです。ただし、データベース作成前にアーカ
イブを有効にした場合、データベース作成画面の［アーカイブ］フィールド
で、アーカイブデータ用に特定のテーブルスペース（論理的なデータ保管場
所）を指定することができます。このオプションは既存のデータベースに対
しては使用できません。

 アーカイブX
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Assetbenter?c\t\b\se?Administr\torでアーカイブを有効にするには、［データ
ベース／アーカイブを有効にする］メニューを使用します。アーカイブを有
効にすると、データベースに対して以下の操作が実行されます。
• データベースの各テーブルに対して、アーカイブテーブルが作成されま
す。このテーブルは標準のテーブルの構造を複製したもので、以下のrpk
名を持ちます。

\r[標準テーブル名]

警告:

下記のテーブルに対してはアーカイブテーブルは作成されません。した
がって、これらのテーブルのレコードに対してアーカイブを作成するこ
とはできません。

rysalobK?\mAccessqestrK?\mActionK?\mbeAqlK?\mbercriptK?\mb\lceieldK?\me
e\tlemoK?\mee\to\r\mK?\mee\trcriptK?\mee\tureK?\mee\turebl\ssK?\meuncqig
htK?\mgelpK?\mgelplemoK?\mhm\geK?\mkoginrlotK?\mnptionK?\morofileK?\mry
sbonfigK?\mtserqightK?\muie•cefK?\meunccom\in

Assetbenter?c\t\b\se?Administr\torでは、アーカイブテーブル（複製され、
接頭コードのついたテーブル）にアクセスすることはできません。アー
カイブテーブルの構造は標準テーブルと同一なので、編集や変更は避け
てください。テーブルに何らかの変更を加えると、関連するアーカイブ
テーブルのレベルで対称的な変更が自動的に実行されます。

注意:

データベースの作成前にアーカイブを有効にした場合、アーカイブテー
ブルは、データベース作成画面の［アーカイブ］フィールドで指定した
テーブルスペースに保存されます。

• アーカイブしたテーブルの外部キーのそれぞれに対して、以下のフィー
ルドが標準テーブル（および対応するアーカイブテーブル）に作成され
ます。
• \r[外部キーのrpk名]
このフィールドには、アーカイブ対象のレコードの識別子が保存され
ます。

• \rstr[タイプ識別子のない外部キーのrpk名]
このフィールドは、アーカイブ対象のレコードの説明文字列を保存し
ます。
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注意:

フィールドによって、タイプ識別子は以下のうちのどれかです。
• lY?整数（RQビット）タイプのフィールド
• iY?整数タイプのフィールド
• dY?倍精度タイプのフィールド
• strY?テキストタイプのフィールド
• dtY?日付+時刻タイプのフィールド
• bY?ブール（はい／いいえ）タイプのフィールド

• データベースに対して追加の接続（「[元の接続の名前]?L?アーカイブあ
り」）が作成されます。

有効化が終了したら、データベースのアーカイブを実行できます。

アーカイブの原則
レコードに対しては以下のS種類の主要なアーカイブ操作を実行できます。
• アーカイブY?対応するアーカイブテーブルに複数のレコードを移動しま
す。アーカイブされたレコードは標準テーブルからは削除されます。以
前にアーカイブしたデータがある場合、新たにアーカイブしたデータに
よって上書きされます。

• バックアップY?対応するアーカイブテーブルに複数のレコードをコピーし
ます。レコードは標準テーブルからは削除されません。

• 消去Y?アーカイブテーブルまたは標準テーブルから複数のレコードを削除
します。

• 復元Y?アーカイブテーブルから標準テーブルに複数のレコードを復元しま
す。

警告:

消去中にアーカイブテーブルから削除されたレコードは復元できません。

前記の操作は、Assetbenterクエリ言語（Apk）の拡張によって実現されてい
ます。次の表は、各操作のシンタックスと、対象となるテーブルを示しま
す。
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対象テーブルApkシンタックス操作
標準テーブルAqbghud?eqnl?[bl\use?e

qnl]?vgdqd?[bl\use?v
gdqd]H

アーカイブ

標準テーブルaAbjto?eqnl?[bl\use?e
qnl]?vgdqd?[bl\use?v
gdqd]H

バックアップ

標準テーブルとアーカイブ
テーブル

otqfd?eqnl?[bl\use?eq
nl]?vgdqd?[bl\use?vg
dqd]H

ourge

アーカイブテーブルqdrsnqd?eqnl?[bl\use?e
qnl]?vgdqd?[bl\use?v
gdqd]H

復元

注意:

Apkと、eqnl句およびvgdqd句のシンタックスの詳細については、マニュ
アル『Assetbenterの高度な使い方』の「Apkクエリ」の章を参照してくださ
い。

アーカイブデータの表示
詳細画面では、アーカイブされたレコードを参照する単純リンク（基数PLn）
は灰色表示されます。

例

データアーカイブの例
以下に示すのは、過去XO日間変更されていないクローズされた購入依頼を
アーカイブする例です。この場合、［\mqequest］テーブルのレコードのう
ち以下の条件を満たすものをアーカイブするのが適切な方法です。
• ［dtk\stlodif］フィールドで参照される日付がXO日より前。
• ［sert\tus］フィールドの値が［SP］。
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注意:

リストデータの値は整数に関連付けられています。ここで必要な値は、
［クローズド］に対応する値、すなわちSPです。システムリストデータ
の値を知るには、リストが使用されているフィールドにフォーカスを置
き、［rhift］キーと［eP］キーを同時に押します。フィールドのヘルプ
が表示され、システムリストデータの値と対応する整数のリストが見ら
れます。

この例の問題を解決するには、［\mqequest］テーブルに対するアクション
を作成します。このアクションは、先に定義した条件（クエリのvgdqd句
で指定したもの）に一致するレコードに対するApkアーカイブクエリを実行
します。
P ［ツール／アクション／編集］を選択し、［新規作成］をクリックして
新しいアクションを作成します。

2 アクションの［名前］を選択し、［\mqequest］テーブルをアクションの
［コンテキスト］として選択します。アクションのタイプは［スクリプ
ト］です。

注意:

［コンテキスト］の定義は必須ではありません。ワークフローを使って
このアクションを定期的に実行する場合には、コンテキストを定義する
ことはできません。

R アクションの［スクリプト］タブに以下のスクリプトを入力します。

qetu\l?=?\mcbdxecAqlGAAqbghud?eqnl?\mqequest?vgdqd?dtk\stlodif?
[?Addc\ysGgetd\teGHK?LXOH?Amc?sert\tus?=?SPAH

注意:

\mcbdxecAql関数は、データベースのクエリを実行します。この関数の
詳細については、『プログラマーズリファレンス』を参照してください。

S アクションの作成を承認します。
T このアクションは、ワークフローから呼び出すことも、購入依頼画面か
ら直接実行することもできます。

アーカイブを制御するにはY
P ［調達／購入依頼］メニューを使って、購入依頼画面を開きます。
2 購入依頼のリストを右クリックし、以前に作成したアクションをショー
トカットメニューから選択します。

クローズした購入依頼に対応し、XO日間より長く変更されていないレコー
ドは、アーカイブされてリストから消えます。
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ただし、他のレコードから参照されている場合は、それらのレコードの
詳細に灰色で表示されます。管理者権限を持つユーザは、 をクリックす
ることによりアーカイブされたレコードを表示することができます。

注意:

この例はデータキットにあります。

データ復元の例
間違ってアーカイブした購入依頼を復元したい場合はY
P アーカイブ接続を使用してデータベースに接続します。
2 ［ツール／アクション／編集］を選択し、［新規作成］をクリックして
新しいアクションを作成します。

R アクションの［名前］を選択し、［\rqequest］テーブル（［\mqequest］
テーブルのアーカイブテーブル）をアクションの［コンテキスト］とし
て選択します。アクションのタイプは［スクリプト］です。

注意:

［コンテキスト］の定義は必須ではありません。ワークフローを使って
このアクションを定期的に実行する場合には、コンテキストを定義する
ことはできません。

S アクションの［スクリプト］タブに以下のスクリプトを入力します。

qetu\l?=?\mcbdxecAqlGAqdrsnqd?eqnl?\rqequest?vgdqd?lqeqhd=AEzlq
eqhd|H

注意:

\mcbdxecAql関数は、データベースのクエリを実行します。この関数の
詳細については、『プログラマーズリファレンス』を参照してください。

T アクションの作成を承認します。
U ［管理／画面一覧］メニューでアーカイブされた購入依頼（\rqequest）
の画面を開き、アーカイブされた要求を選択します。

V 右クリックして、前に作成したアクションをショートカットメニューか
ら選択します。

レコードが取得され、アーカイブから削除されて、プロダクション用デー
タベースに復元されます。
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リンクされたレコードの処理
アーカイブ操作中のリンクされたレコードの処理方法は、リンクのタイプに
よって異なります。次の表は、リンクタイプごとのアーカイブの動作を示し
ます。

処理リンクタイプ
アーカイブ操作では、リンクされたレ
コードはアーカイブ対象のレコードとし
て扱われます。レコードをアーカイブす
ると、リンクされたレコードのすべてが
いっしょにアーカイブされます。レコー
ドを消去すると、リンクされたレコード
のすべてがいっしょに消去されます。

例えば、資産とその従属資産は、同時に
アーカイブ、コピー、復元、消去されま
す。

nvm

リンクされたレコードの外部キーはOに
リセットされます。アーカイブフィール
ド（\rl[名前]hdと\rstr[名前]）には、
アーカイブ対象のレコードの識別子と説
明文字列がそれぞれ入力されます。

例えば、経費明細をアーカイブした場
合、その経費明細にリンクされた資産の
レコードの対応する外部キーはOにリセッ
トされます。

定義または普通

任意管理項目の場合
任意管理項目が関係している場合、アーカイブ機能の動作を指定することが
役立ちます。

レコード「A」と、関連する任意管理項目「b」（［タイプ］が［リンク］
以外のもの）を考えます。
• 「A」をアーカイブした場合、「b」もアーカイブされます。
• 「b」をアーカイブした場合、レコード「A」とその任意管理項目「b」
との間のリンクは切れ、レコードはレコード詳細に表示されなくなりま
す。このリンクは以下のQつの場合に復元されます。
P 後に「A」をアーカイブした場合。この場合、「A」と「b」との間の
リンクはアーカイブデータの中で再設定されます。

2 「b」を復元した場合。この場合、「A」と「b」との間のリンクは
データベースの中で再設定されます。
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レコード「A」とそれに関連する?［タイプ］が［リンク］の任意管理項目
「b」、および任意管理項目「b」が指している別のレコード「c」を考えま
す。
• 「A」をアーカイブした場合、「b」はアーカイブされますが、「c」は
自動的にはアーカイブされません。

• 「b」をアーカイブした場合、「A」と「b」との間のリンク、および
「b」と「c」との間のリンクは切れます。任意管理項目はレコード「A」
の詳細には表示されなくなります。「A」、「b」、「c」の間のリンク
は、以下のQつの場合に復元されます。
P 後に「A」と「c」をアーカイブした場合。この場合、「A」、「b」、
「c」の間の関係はアーカイブデータの中で再設定されます。

2 「b」を復元した場合。この場合、「A」、「b」、「c」の間の関係
はデータベースの中で再設定されます。

• 「c」をアーカイブした場合、「b」と「c」との間のリンクは切れます。
「A」、「b」、「c」の間のリンクは、以下のQつの場合に復元されま
す。
P 後に「A」をアーカイブした場合。この場合、「A」、「b」、「c」
の間の関係はアーカイブデータの中で再設定されます。

2 「c」を復元した場合。この場合、「A」、「b」、「c」の間の関係
はデータベースの中で再設定されます。

アーカイブの無効化
アーカイブはいつでも無効にすることができます。アーカイブを無効にする
ということは、以前にアーカイブが有効にされており、データベースがアー
カイブ専用の追加のテーブルを持つように変更されていることを意味しま
す。

アーカイブの無効化
アーカイブを無効にするには、［データベース／アーカイブを有効にする］
オプションをクリアします。

警告:

アーカイブを無効にすると、アーカイブテーブルが削除され、アーカイブさ
れたデータはすべて破棄されます。
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一部のオプションはデータベースにのみ関連します。

オプションは、データベースへ接続する全クライアントコンピュータに共通
しています。

本章ではオプションの内容と設定方法を説明します。

データベースオプションを設定する
P Assetbenterを起動します。
2

警告:

Adminユーザと［管理者権限］オプションが選択されているユーザのみ
が、データベースオプション設定へアクセスできます。

データベースに接続します（［ファイル／データベースに接続］メ
ニュー）。

R データベースオプションのリストを表示します（［管理／データベース
オプション］メニュー）。

S 変更するオプションを選択します。
T 以下のいずれかの方法を使用して続行します。

 データベースオプションPO
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［現在の値］列内のオプションの値をダブルクリックします。•
• zrhift|と?zスペースバー|を同時に押します。{n

U 値を変更するには以下の方法があります。
• 値がリストの一部である場合は、値をリストから選択します。
• P行分の値を自由に入力できる場合は、［現在の値］列に値を入力し
ます。

• 複数行の値を自由に入力できる場合は、オプションウィンドウに下部
に表示される編集ゾーンを使って値を記入します。

ヒント:

このウィンドウが表示されない場合は、オプションウィンドウの下枠
部分にマウスポインタを置き、画面分割用ポインタが表示されたらポ
インタを上部へドラッグします。

V オプションを確定します（［nj］ボタン）。
W Assetbenterクライアントで新規オプションが有効になるよう、ユーザに
データベースへ接続してもらいます。

データベースオプションの設定ウィンドウ

注意:

黒で表示される値は編集不可能です。

青で表示される値は編集可能です。

［デフォルト値］列では、オプションの標準値を必要に応じて確認できま
す。
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表 POMPM データベースオプション L 使用可能なオプション

値の例説明オプション名セクショ
ン

はい• はい：発注された品目を受領す
ると、［受領］（rpk名：
\mqeceipt）テーブルにレコー
ドが作成されます。

ただし、受領品は他のテーブル
（資産、コンピュータ、ポート
フォリオ品目のテーブルなど）
には作成されません。

一時レコードは［受領品］
（rpk名：\mhtemsqeceived）
テーブルに作成され、
Assetbenter?rerverの［受領品に
対応する資産、消耗品などの作
成］モジュールにより処理され
ます。Assetbenter?rerverが最終
的なテーブルにレコードを作成
します。

この機能の利点：Assetbenterで
はなくAssetbenter?rerverを使っ
てこのタスクを実行することに
より、注文品の受領を行うクラ
イアントのパフォーマンスの向
上を図ることができます。

• いいえ：発注された品目を受領
すると、［受領］（rpk名：
\mqeceipt）テーブルにレコー
ドが作成されます。

受領品に対応するレコードは他
のテーブル（資産、コンピュー
タ、ポートフォリオ品目のテー
ブルなど）にも即時に作成され
ます。

Assetbenter?rerverで受
領品をポートフォリオ
に自動的に作成

調達
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値の例説明オプション名セクショ
ン

はい• はい：消耗品が受領されると経
費明細が作成されます。これは
消耗品の購入に対応します。

消耗品の消費時（消耗品が親資
産に割り当てられる時）には、
追加の経費明細は作成されませ
ん。

この「消費」も考慮に入れた上
で経費明細を作成する必要があ
る場合は、経費付替え規則を作
成しなければなりません。

• いいえ：消耗品を受領後に作成
しても、経費明細は作成されま
せん。

消耗品の消費時（消耗品が親資
産に割り当てられる時）に、経
費明細が作成されます。

受領時に消耗品の経費
明細を作成

調達

はい• はい：データのインポートによ
り発生した変更事項に関するレ
コードは、［履歴］（rpk名：
\mgistory）テーブルには作成さ
れません。

• いいえ：データのインポートに
より発生した変更事項が、履歴
を保持するフィールドまたはリ
ンクに関する場合、Pレコード
が、［履歴］（rpk名：
\mgistory）テーブルに作成され
ます。

インポート中の履歴を
無効にする

インポー
ト

このオプションは、ウィザードタ
イプのアクションで呼び出される
aArhb関数を含んでいます。

a\sic関数ウィザー
ド

Assetbenter
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値の例説明オプション名セクショ
ン

ヒントQ：
［rhiftJeX］
キーを押
すと、
ウィザー
ドデバッ
ガが起動
されま
す。

Assetbenterの起動時に表示される
ワンポイント「ご存知でしたか？」
のリスト。

ワンポイントのテキス
ト

ワンポイ
ント

はい• はい：データベースへの接続時
に入力されるパスワードは、外
部kcAoディレクトリ内で検索
されます。

• いいえ：データベースへの接続
時に入力されるパスワードは、
［部署と従業員］（rpk名：
\mdmplcept）テーブルの［パ
スワード］（rpk名：
kogino\ss•ord）フィールド内で
検索されます。

認証にkcAoサーバを
使用する

kcAo認証

rerverkd\pAssetbenterユーザのログインとパ
スワードを保存するディレクトリ
を表示するサーバ名

このオプションは、［認証にkcAo
サーバを使用する］オプションが
「はい」の場合にのみ使用されま
す。

kcAoサーバ名kcAo認証

RWXディレクトリに関係するデータの
要求をリッスンするkcAoサーバの
ポート

このオプションは、［認証にkcAo
サーバを使用する］オプションが
「はい」の場合にのみ使用されま
す。

kcAoサーバポートkcAo認証

管理
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値の例説明オプション名セクショ
ン

eieldPこのオプションはデフォルトで、
AssetbenterデータベースとkcAo
ディレクトリで同じログインを使
用するものと仮定しています。こ
のログインは、［部署と従業員］
（rpk名：\mdmplcept）テーブル
の［ログイン］（rpk名：
tserkogin）フィールドに格納され
ています。

AssetbenterデータベースとkcAo
ディレクトリのログインを別のも
のにすることも可能です。この場
合は、kcAoディレクトリのログイ
ンを格納するフィールドを選択し、
このフィールドのrpk名をオプショ
ンで指定する必要があります。

このオプションは、［認証にkcAo
サーバを使用する］オプションが
「はい」の場合にのみ使用されま
す。

kcAoディレクトリの
ログインを格納する
［\mdmplcept］テーブ
ルのフィールドのrpk
名

kcAo認証

Assetbenterデータベースに挿入し
たライセンスファイル（［ツール
／ファイセンスファイルの編
集］）。

このオプションを現ウィンドウで
変更することはできません。

ライセンスファイル認証

Assetbenter
rerverによ
り更新さ
れます。

Assetbenter?rerverが定期的にデータ
ベースに接続していることを確認
するために、Assetbenterにより使
用されます。

このオプションを現ウィンドウで
変更することはできません。

Assetbenter?rerver署名認証

cesktop
Administr\tion
rerverによ
り更新さ
れます。

cesktop?Administr\tionサーバが定期
的にデータベースに接続している
ことを確認するために、cesktop
Administr\tionのrerver?Administr\tion
bonsoleにより使用されます。

このオプションを現ウィンドウで
変更することはできません。

cesktop?Administr\tion
サーバ署名

認証

Assetbenter
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値の例説明オプション名セクショ
ン

qemote
bontrol
rerverによ
り更新さ
れます。

qemote?bontrolサーバが定期的に
データベースに接続していること
を確認するために、qemote?bontrol
のrerver?Administr\tion?bonsoleによ
り使用されます。

このオプションを現ウィンドウで
変更することはできません。

qemote?bontrolサーバ
署名

認証

はい• はい：統合された任意管理項目
の値が変更する際に、値は再計
算されません。

• いいえ：統合された任意管理項
目の値がPつでも変更すると、
値は再計算されます。

統合された任意管理項
目の再計算を無効にす
る

任意管理
項目

POクライアントがログインスロット
を更新する間隔

スロットの更新間隔
（分）

Assetbenter
データ
ベースへ
のアクセ
スの制御

はい非活動時にデータベースからクラ
イアントを自動的に切断します。

自動切断を有効にするアクセス
コント
ロール

PWOOAssetbenterが自動的にデータベー
スから切断する際のタイムアウト
時間

このオプションは、［自動切断を
有効にする］オプションが「はい」
の場合にのみ使用されます。

スロットの自動タイム
アウト（秒）

アクセス
コント
ロール

T?QSQ?WWO［文書］（rpk名：\mcocument）
テーブルに挿入されるファイルの
最大サイズです。

データベースに挿入可
能な文書の最大サイズ
（バイト）

文書

データベース内にインポートされ
るシステムデータのビルド番号

システムデータは、データベース
の作成時に自動的にデータベース
内にインポートされます。

このオプションを現ウィンドウで
変更することはできません。

ビルドシステム
データ

管理
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値の例説明オプション名セクショ
ン

LQ（fls
のタイム
ゾーン?L
Q）

データベース内のデータのタイム
ゾーン。flsとの時差を指定しま
す。

値を指定しないとタイムゾーンを
使わないことになります。

「O」を指定するとflsと同じタイ
ムゾーンになります。

データ：基準となる
flsタイムゾーンとの
時間差（時間）

タイム
ゾーン

S（flsの
タイム
ゾーン
JS）

サーバのタイムゾーン。flsとの
時差を入力します。

値を指定しないとタイムゾーンを
使わないことになります。

「O」を指定するとflsと同じタイ
ムゾーンになります。

サーバ：基準となる
flsタイムゾーンとの
時間差（時間）

タイム
ゾーン

RRU出力イベントは、外部アプリケー
ションにエキスポートするデータ
を受け取る待ち行列（キュー）で
す。期限はイベントの解除のため
に待つ時間の値を指定します。

出力イベントの有効時
間（時間）

イベント
管理

RRU入力イベントは、外部アプリケー
ションからインポートするデータ
を受け取る待ち行列（キュー）で
す。期限は、イベントの解除のた
めに待つ時間の値を指定します。

入力イベントの有効時
間（時間）

イベント
管理

はい• はい：資産の［料率］（rpk
名：pkqe）フィールドは、他
の使用可能な値に応じて自動的
にAssetbenterによって計算され
ます。

• いいえ：資産の［料率］（rpk
名：pkqe）フィールドは、自
動的に計算されません。この
フィールド値は、この値に依存
する他の値の計算に使用されま
す。

資産リース料率の自動
計算の承認

リース

Assetbenter

PWU Assetbenter SMR L 管理



値の例説明オプション名セクショ
ン

はいシンプルフィルタでは、デフォル
トで演算子khjdを使用できます。

この演算子は、Pフィールドの値内
でテキストを検索します。

この検索は直接Assetbenterによっ
て実行されます。

一部のcalrでは更に高性能な検
索機能が提供されています。

この場合、この種の機能を使用可
能にするには、calrで機能を有
効にする必要があります。

この種の検索機能では、khjdの代
わりにbnmsAhmr演算子が使用さ
れます。

［全文検索を有効にする］オプショ
ンをオンにすると、シンプルフィ
ルタのエディタで、bnmsAhmr演
算子を使用できるようになります。

全文検索を有効にする全文検索

管理
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本章では、Assetbenterでデータをインポートする方法について説明します。

Pつのテキストファイルをインポートするには、［ファイル／インポート］
メニューの［テキストファイルのインポート］オプションを使います。

複数のテキストファイルをインポートするには、［ファイル／インポート］
メニューの［データベースのインポート］オプションを使います。

図 PPMPM インポートするデータのタイプを選択する

 インポートPP
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データのインポートの概要
Assetbenter管理者は、次のファイルやデータベースのデータをAssetbenterデー
タベースにインポートできます。
• Pつのテキストファイル
• 複数のテキストファイル
• 完全なPつのデータベース

Pつのテキストファイルからデータをインポートする
テキストファイルは、Assetbenterデータベースのテーブルにマップされま
す。

管理者は、テキストファイルの各フィールドを、関連テーブルまたはリンク
先のテーブル内のデータベースフィールドにマップします。

注意:

テキストファイルで使用する文字のhrnコードは、Assetbenterのコードと同
一でなくてはなりません。

複数のテキストファイルからデータをインポートす
る

各テキストファイルは、Assetbenterデータベースのテーブルにマップされま
す。

管理者は、テキストファイルの各フィールドを、関連テーブルまたはリンク
先のテーブル内のデータベースフィールドにマップします。

完全なPつのデータベースからデータをインポートす
る

ncabデータベースをインポートできます。

管理者は、ソースデータベースの各テーブルを、ターゲットデータベースの
テーブルにマップします。

管理者は、ソーステーブルの各フィールドを、ターゲットデータベースの
テーブルのフィールドにマップします。このフィールドは関連テーブルまた
はリンク先のテーブルに属します。

Assetbenter
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Assetbenterレコードを追加または変更することはできますが、削除すること
はできません。

転送に関する情報はすべてスクリプトとして保存できます。スクリプトを使
うと、再度データをインポートするときにインポート設定を定義する必要が
ありません。

インポートモジュールでは、エラーの処理方法と実行された操作の結果を、
ログファイルに書き込むかどうかを選択できます。

注意:

データベースの保護に関する注意：［ファイル／インポート］メニュー
（「Admin」ログイン）を使用できるのは、Assetbenterの管理者または管理
者権限を持つユーザだけです。このメニューは、他のユーザのインタフェー
ス上では無効になっています。これは、データベースへのアクセスを保護す
るためです。

数値データをインポートする
数値型フィールドの値には、vindo•sのコントロールパネルで定義されてい
るオプションに関係なく、適切な形式を使用してください。例えば、OからX
のみを使い、少数点にはピリオド（M）を使う、などです。数値型フィールド
の値は数値型フィールドにインポートする必要があります。このように数値
データは、コンピュータまたはインポート処理を実行するコンピュータの設
定と別の設定でインポートできます。

推奨事項
Assetbenterデータベースにデータをインポートする前の推奨事項について説
明します。

必須フィールドのデフォルト値
インポートモジュールは、フィールドの必須属性を認識しません。このた
め、インポート時に必須フィールドが空の状態になることを防ぐために、必
須フィールドにデフォルト値を割り当てておくことをお勧めします。イン
ポートされるファイルで値が指定されている場合は、ターゲットテーブルの
フィールドのデフォルト値はこの値に置き換えられます。

管理
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「hd」フィールドを調整キーとして使わない
出力したデータを再インポートする場合は、調整キーとしてテーブルの「hd」
フィールドを使わないようにしてください。実際には、対応するhc番号は一
定ではなく、変更されることがあります。資産の資産タグなど、値が「変化
しない」キーを使います。

Assetbenterデータベースのバックアップ
インポートすると、Assetbenterデータベース全体が変更されるので、イン
ポートを実行する前に、データベースのバックアップを作成してください。

Assetbenterデータベースへの同時アクセスを避ける
異なるマシンから同時にインポートを実行したり、インポート中に別のマシ
ンからAssetbenterデータベースにアクセスしたりしないでください。

フィールドにデータをインポートする際の制約事項
インポートモジュールは、Assetbenterデータベースにデータをインポートす
るときに、データがデータベースの構造と互換性があるかどうかを確認しま
す。インポートするデータの特定のフィールドまたはリンクにデータベース
構造との互換性がない場合は、次のように処理されます。
• レコード自体がインポートされない。
• 値が切り捨てられる。
• フィールドがそのまま残される。

インポートエラーを防ぐには、インポートするデータとデータベースの構造
に一貫性があることを確認する必要があります。

インポート時には次の制約点が考えられます。
• 構造化されたデータベースをインポートする場合
• ソースフィールドとターゲットフィールドのタイプが同じである場合
（ソースが日付でターゲットも日付など）、またはフィールドに互換
性がある場合（ソースが「日付＋時刻」でターゲットが「日付」な
ど）は、制約はありません。

• ソースフィールドが「テキスト」タイプのフィールドで、ターゲット
フィールドがより特殊なタイプの場合は、ターゲットフィールドの制
約を考慮する必要があります。

• テキストファイルからデータをインポートする場合

Assetbenter
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ターゲットフィールドの制約を考慮する必要があります。•

ターゲットフィールドの［tsersype］（入力タイプ）
プロパティの値

結果値
「データ型」（タイプ）プロパティで定義されている形式に
従う必要があります。

cef\ult

ソースフィールドは数値でなければなりません。

ソースフィールドが構造化データベースのフィールドで、
フィールドのデータ型が「数値」または「金額」の場合は、
制約はありません。

ソースフィールドが「テキスト」型のフィールドの場合は、
小数点としてピリオド（M）を使って数値を表します。千の位
に区切り文字は使用できません。

数値または金額

ソースフィールドは「P」（「はい」の場合）、または「O」
（「いいえ」の場合）のいずれかでなければなりません。

aoole\n?GxesNmoH

ソースフィールドが構造化データベースのフィールドで、
フィールドのデータ型が「日付」または「日付＋時刻」の場
合は、制約はありません。

ソースフィールドが「テキスト」型のフィールドの場合は、
次の制約に従います。
• 日付形式（年、月、日の順序）をすべてのレコードで同じ
にする。インポート時にこの形式を指定。

• 日、月、および年を系統的に入力する。
• すべてのレコードで日、月、および年を同じ文字で区切る
（任意の文字）。インポート時にこの区切り文字を指定。

c\te

管理
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結果値
リストデータの値をPつだけにしておく必要があります。複数
の値にすると、その行はインポートされません。リストデー
タの値は、その値自体またはデータベースに格納されている
数値で識別できます。

例

リストデータが「はい|P|いいえ|O」の場合、「はい」または
「P」だけをインポートしても、同じ結果になります。

値を空にすると、インポートモジュールにより、フィールド
には値「O」が割り当てられます。

インポートするデータには格納されている数値を使うように
します。これは、Assetbenterのバージョンや言語バージョン
が異なる場合も、テキスト値より安定しているためです。

rystem?itemized?list

フィールドの値は、ユーザが変更できるリストデータから選
択します。インポートモジュールは、リストデータの値のPつ
を認識できます。さらに、リストデータが「オープン」タイ
プの場合は、好きな値を指定できます。この値はリストデー
タに追加されます。

bustom?itemized?list

インポートする値は、パーセント値でなければなりません。
パーセント記号（D）は付けても付けなくてもかまいません
（「PO」または「POD」）。

oercent\ge

［tsersype］が「期間」の場合、［tsersype］および
［tsersypeeorm\t］プロパティで定義されている制約に従う必
要があります。

cur\tion

任意の英数字の値をインポートできます。ただし、この値が
フィールドまたはテーブルの有効なrpk名と一致しない場合
は、データベースが破損するおそれがあります。

s\ble?or?field?rpk
n\me

ターゲットフィールドの［データ型］（タイプ）プ
ロパティの値

［tsersype］（入力タイプ）プロパティがデフォルトに設定されている場
合、このプロパティにリンクされている制約に従う必要があります。

特殊なケース
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結果値
ソースフィールドが構造化データベースのフィールドで、
フィールドのデータ型が「日付＋時刻」または「日付」の場
合、制約はありません。

ソースフィールドが「テキスト」型のフィールドで、
［tsersype］プロパティが「日付」または「日付＋時刻」の
場合は、［tsersype］プロパティで定義されている制約に従
う必要があります。

c\te?\nd?time

ターゲットフィールドの他のプロパティの値

結果値プロパティ名
ソースフィールドが空の場合は、インポートモ
ジュールによって追加または変更されるはずのレ
コードはそのまま残ります。

xesl\nd\torysype

ソースフィールドの値が長すぎる場合は、イン
ポート時に切り捨てられます。

指定値rize

このプロパティを持つフィールドには、値をイン
ポートできません。

xesqe\dnnly

［dtkastlodif］フィールド（rpk名）
このフィールドは、ユーザインタフェースまたはインポートによって
Assetbenterデータベースのレコードを変更または作成すると更新されます。
レコードの変更または作成の日付を示します。

このフィールドに値をインポートすると、実際のインポート日がその値で上
書きされます。

テキストファイルまたはncabデータベースをイン
ポートする

ここでは、Pつまたは複数のデータファイルまたはncabデータベースをイン
ポートする方法について説明します。

Pつのテキストファイルをインポートするには、［ファイル／インポート］
メニューの［テキストファイルのインポート］オプションを使います。
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複数のテキストファイルを一度にインポートするには、［ファイル／イン
ポート］メニューの［データベースのインポート］オプションの［テキス
ト］タブページを使います。

ncabデータベースをインポートするには、［ファイル／インポート］メ
ニューの［データベースのインポート］オプションの［ncab］タブページ
を使います。

テキストファイルをインポートする前に
インポートするデータを含むファイルの準備から始めます。次の条件を満た
している必要があります。
• 各列はフィールドを表す。
• 各行はレコードを表す。
• ファイルの始まりに、オプションでフィールド名を含めることができる。
ファイルに含めない場合は、データのインポート時に定義できます。

• ファイルの始まりのフィールド名を含むオプション行の前に、インポー
トされないXX行までのコメントを含めることができる。これらのコメン
ト行を特殊文字で始める必要はありません。ファイルのインポート時に
行数を指定します。

• ndl（cnr）、tmhbncd?または?k\tinP文字セットを使ってファイルを作
成できる。

• 列は固定幅でも可変幅でもかまわない。この場合、区切り文字として機
能する文字を選択します。

• フィールドの内容は、選択した任意の文字を使って区切ることができる。
• フィールドタイプは、「数値」、「テキスト」または「日付」である。
• インポートする値は、Assetbenterデータベースの構造（データ入力形式、
フィールドのデータ型、リンクタイプ、インデックスタイプなど）に関
連する制約に従う必要がある。

• テキストの区切り文字に指定した文字を除くすべての文字を使用できる。
テキスト文字列に区切り文字を含めることはできません。

• 「日付」、「日付＋時刻」、および「期間」データは、プログラムに直
接入力する場合と同じ制約に従う。

• ターゲットの各メインテーブル用にPつのテキストファイルを作成するよ
うにする。

ソースデータが、インポートモジュールでサポートされていないデータベー
スにある場合は、データをテキストファイルに抽出し、後でこれらをイン
ポートする必要があります。Assetbenterが認識できるデータベースの場合
は、［ファイル／インポート］メニューの［データベースのインポート］オ
プションを使って、データベースから直接情報をインポートできます。
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手順P：インポートするテキストファイルまたはncab
データベースを選択する

Pつのテキストファイルをインポートする
P ［ファイル／インポート］メニューを選択します。
2 ［テキストファイルのインポート］オプションを選択します。
R インポートするデータを含む構造化テキストファイルの場所を指定する
ダイアログボックスが表示されます。

複数のテキストファイルをインポートする
次の手順に従って、インポートするテキストファイルを選択します。
P ［ファイル／インポート］メニューから［データベースのインポート］
オプションを選択し、［テキスト］タブページを表示します。

2 ［開く］をクリックします。
R インポートモードになったら、［ファイル／ファイルの追加］メニュー
を選択します。追加するテキストファイル名を指定します。

ncabデータベースをインポートする
［ファイル／インポート］メニューの［データベースのインポート］オプ
ションを使って、ソースデータベースを選択します。

［ncab］タブページを使って、ncabデータベースをインポートします。
P データソース、ユーザ、およびパスワードを指定します。 アイコンを
使うと、vindo•sコントロールパネルの［ncab?c\t\?rource?Administr\tor］
を使わずに、直接ncabデータソースを作成できます。

2 ［開く］をクリックします。

手順Q：インポートするファイルまたはテーブルの解
読方法を定義する

重要項目:

ファイルに固定幅のフィールドが含まれている場合、この手順ではウィンド
ウをPつだけ使います。フィールド間に区切り文字が含まれているファイル
の場合は、Qつのウィンドウが必要です。
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Pつのテキストファイルをインポートする場合
手順Pでテキストファイルを選択すると、その解読方法を指定するダイアロ
グボックスが自動的に表示されます。

複数のテキストファイルをインポートする場合
手順Pでテキストファイルを選択すると、その解読方法を指定するダイアロ
グボックスが自動的に表示されます。［nj］をクリックしてこの手順を後
で実行することも、一度に情報を入力することもできます。

インポートモジュールのメイン画面でこのウィンドウを呼び出す方法はQつ
あります。
• ソースファイルをダブルクリックする。
• ソースファイルを選択した後、［編集／プロパティ］メニューを使う。

インポートモジュールのメイン画面の［ソーステーブル］列に、テキスト
ファイルのリストが表示されます。

ncabデータベースをインポートする場合
手順Pでデータベースを開くと、次の方法でインポートモジュールのメイン
画面から各テーブルの詳細を表示できます。
• ソーステーブルをダブルクリックする。
• ソーステーブルを選択してから［編集／プロパティ］メニューを使う。

インポートモジュールのメイン画面の［ソーステーブル］列にソースファイ
ルのリストが表示されます。

最初の画面

文字コーディング
テキストが次の文字セットのどれを使用するかを指定します：Amrh、?ndl
（cnr）、?tseLW、tmhbncd、またはk\tin?P

最初のインポート行
インポートするP行目のデータを含む行番号を入力します。この番号の前に
ある行は飛ばされます。

文書にフィールド名を含む行があり、この行が最初のデータ行のすぐ前にあ
る場合は、フィールド名の行番号を入力します。

Assetbenterでは、ファイルの始まりのXX行までを飛ばすことができます。
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最初のインポート項目に列名を含める
インポートする最初の行にフィールド名（列名）が含まれている場合は、こ
のチェックボックスをオンにします。こうすると、自分で列名を入力する必
要がありません。

ファイルに列名が含まれていない場合は、次の手順で定義できます。

区切り文字
フィールド値が特定の文字で分離されている場合は、このチェックボックス
をオンにします。

次の画面でこの文字を指定します。

固定幅
各フィールドのすべての値が同じ長さの場合は、このチェックボックスをオ
ンにします。

Assetbenterにより、自動的に列の境界が表示されます。
• 列の境界を移動するには、マウスを使ってデータ領域の境界を選択し、
希望の位置までドラッグします。タイトル領域で境界を選択することは
できません。

• 列の境界を削除するには、マウスを使って境界を選択し、テーブルの外
までドラッグします。

• 新しい列の境界を追加するには、データ領域の区切り文字を挿入する位
置でクリックします。
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注意:

画面下部に、インポートするファイルのプレビューが表示されます。最大QT
行まで表示されます。

Q番目の画面
このQ番目の画面は、最初の画面で次のことを行った場合に表示されます。
P フィールド値を区切り文字で区切るように指定した場合。
2 ［次へ］をクリックした場合。

列の区切り
連続するQつのフィールド値を区切るために使う文字を指定します。区切り
文字にはセミコロン（Z）を使うことをお勧めします。

［連続する区切り文字をP文字として処理］オプションをオンにすると、連
続する同じ区切り文字はPつとして扱われ、空の列は作成されません。空の
列を作成する場合は、このチェックボックスをオフにして、テキストファイ
ルでQつの区切り文字を続けて使います。

文字列の区切り
テキストを区切る文字を使う場合は、その文字を指定します。Assetbenterで
は、データベースにフィールドを転送する前に、これらの余分な文字がある
場合は、取り除かれます。

Qつの区切り文字の間に列の区切り文字が検出された場合は、テキストとし
て見なされます。文字列の区切り文字は、すべての値で一貫して使わなけれ
ばならないわけではありません。ただし、文字列の始まりの前に文字列の区
切り文字を使った場合は、文字列の最後にも区切り文字を使ってバランスを
とる必要があります。
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文字列の区切り文字を値としてインポートすることはできません。

手順R：インポートするフィールドの詳細を指定する

Pつのテキストファイルをインポートする場合
手順Qの説明に従ってテキストファイルの解読を行ったら、［次へ］ボタン
をクリックして、ファイルのフィールドの詳細を指定する画面を表示しま
す。

複数のテキストファイルをインポートする場合
手順Qの説明に従ってテキストファイルの解読を行ったら、［次へ］ボタン
をクリックして、ファイルのフィールドの詳細を指定する画面を表示しま
す。

このウィンドウは、インポートモジュールのメイン画面からも表示できま
す。ソースファイルをダブルクリックするか、ファイルを選択して［編集／
プロパティ］メニューを選択すると、前の手順と同じファイルの解読を指定
するウィンドウが表示されるので、［次へ］ボタンをクリックします。

ncabデータベースをインポートする場合
手順Pでデータベースを選択したら、インポートモジュールのメイン画面か
らテーブルの詳細を表示できます。ソーステーブルをダブルクリックする
か、ソーステーブルを選択して［編集／プロパティ］メニューを選択します
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（インポートモジュールのメイン画面の「ソーステーブル」列にはソース
テーブルの一覧が表示されます）。

設定する列をクリックして選択します。

番号
ここには、選択した列の番号が表示されます。

手順Qで［最初の項目に列名を含める］を選択していない場合は、テーブル
をクリックせずに、列番号を直接選択できます。

名前
ここには列名（またはフィールド名）が表示されます。
P 手順Qで［最初の項目に列名を含める］を選択した場合、列名は変更でき
ません。

2 このオプションを選択しなかった場合は、デフォルト名をそのまま残す
か変更します。この名前を使うと、後の手順で列を識別しやすくなりま
す。

タイプ
インポートするフィールドのデータ型を指定します。次の選択肢から選択で
きます。
• 数値：すべての文字が数字でなければなりません。他の型の文字が検出
されると、フィールドの値は「O」に設定されます。

• 文字列：テキストの区切り文字として使う文字以外のすべての文字を使
用できます。

• 日付：「日付形式」オプションで定義した日付形式だけが受け入れられ
ます。インポート時に他の形式が検出されると、フィールド値はmtkkに
設定されます。

日付形式
フィールドのデータ型を「日付」に指定すると、日、月、年の区切り文字と
その表示順を指定できるオプションが表示されます。
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これらQつのオプションのほか、Assetbenterで日付の入力に使用できるすべ
てのオプションを、日付に使用できます。

注意:

画面下部のテーブルには、インポートする行が最大QT行まで表示されます。

手順S：ソースフィールドをAssetbenterデータベー
スのターゲットフィールドにマップする

Pつのテキストファイルをインポートする
手順Rの説明に従ってソースフィールドを選択したら、［次へ］ボタンをク
リックして、テキストファイルのフィールドをAssetbenterデータベースの
フィールドにマップする画面を表示します。次の操作を行います。
P ［ターゲットテーブル］フィールドを使って、テキストファイルを
Assetbenterデータベースのテーブルにマップします。

2 次に、インポートするテキストファイルのフィールド（［ソース］テー
ブルのリストに表示される）をAssetbenterデータベースのフィールドに
マップします（ターゲットテーブルおよびそのリンクテーブルのフィー
ルドは、右側の［ターゲットテーブル］フィールドの下に表示されま
す）。
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複数のテキストファイルをインポートする
P 手順Rの説明に従ってソースフィールドを選択したら、［nj］ボタンを
クリックして、インポートモジュールのメイン画面に戻ります。

2 各テキストファイルをターゲットテーブルにマップします。
R 次に、右側のテーブルの各組合せ（テキストファイル、ターゲットテー
ブル）ごとに、各テキストフィールドをAssetbenterテーブルにマップし
ます。組合せをダブルクリックするか、組合せを選択して［編集／プロ
パティ］メニューを使います。

ncabデータベースをインポートする
P 手順Rの説明に従ってソースフィールドを選択したら、［nj］ボタンを
クリックして、インポートモジュールのメイン画面に戻ります。

2 各テキストファイルをターゲットテーブルにマップします。
R 次に、右側のテーブルの各組合せ（テキストファイル、ターゲットテー
ブル）ごとに、テキストフィールドをAssetbenterテーブルのフィールド
にマップします。組合せをダブルクリックするか、組合せを選択して［編
集／プロパティ］メニューを使います。

手順T：各テキストファイルまたはソーステーブルを
ターゲットテーブルにマップする

注意:

この節は、複数のテキストファイルまたはncabデータベースのインポート
に関する説明です。

個々のテキストファイルまたはソーステーブルをター
ゲットテーブルにマップする

ファイルまたはソーステーブル（［ソーステーブル］列）および対応する
ターゲットテーブル（［ターゲットテーブル］列）をクリックします。次
に、以下のいずれかを実行します。
• ［編集／マッピング］メニューを使う。
• アイコンをクリックする。
• ［編集／名前でマッピング］メニューを使う。同じ名前のファイルまた
はテーブルが自動的にマップされます。この場合、フィールドの技術名
が使われます。
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ターゲットテーブルからファイルまたはソーステーブルのマッピングを取り
消すには、［編集／マッピングの解除］メニューまたは? アイコンを使い
ます。

Assetbenterデータベース構造を表示する
［ターゲットテーブル］列でターゲットテーブルをダブルクリックするか、
マウスで選択して［編集／プロパティ］メニューを使います。フィールド、
タイプ、および長さのリストが表示されます。

手順U：インポートするフィールドをAssetbenterデー
タベースのフィールドにマップする

ソースフィールド
画面のこの部分には、手順Rで列に割り当てた名前（テキストファイルの場
合）または短いフィールドの説明（Assetbenterデータベースの場合）が表示
されます。

ターゲットテーブル

Pつのテキストファイルをインポートする場合
データを受け取るターゲットテーブルを選択します。テーブルの構造（テー
ブルまたはリンク先のテーブルのフィールド）が表示されます。

複数のテキストファイルまたはncabデータベースをイ
ンポートする場合

ファイル?またはソーステーブルにマップされるターゲットテーブルの構造が
表示されます（テーブルまたはリンク先のテーブルのフィールド）。

ソースフィールドをターゲットフィールドにマップす
る

いくつかの方法があります。
• マウスを使って「ソースフィールド」を「ターゲットフィールド」にド
ラッグしてマップします。

• 「ソースフィールド」と「ターゲットフィールド」を選択し、 アイコ
ンをクリックしてマップします。
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• アイコンを使うと、ソースフィールドとターゲットフィールドの組合
せをクリックした後で、ターゲットフィールドからソースフィールドの
マップを取り消すことができます。

• アイコンを使うと、ソースフィールドを自動的に同じ名前のターゲッ
トフィールドにマップできます。この場合は、フィールドの技術名を使
います。

ソースファイルに特殊フィールドを追加する
Assetbenterでは、ソースファイルに追加フィールドを追加できます。これら
のフィールドは保存されず、メモリに格納されるだけです。

これらの追加フィールドを追加、削除、または表示するには、 、? およ
び? アイコンを使います。

キーを選択する
Pつまたは複数のターゲットフィールドを選択して、レコード識別キーを作
成できます。識別キーで、テーブル内のレコードを識別できます。複数の
キーを選択して同時にそれらに対応する複数のレコードを識別することもで
きます。

キーを作成するソースフィールドとターゲットフィールドの組合せを選択
し、 ボタンをクリックしてこれらを「キー」として宣言します。このボタ
ンがアクティブなときは、押されたように淡色で表示されます。ターゲット
フィールドまたはリンクの左側の小さなアイコンも? のように表示されま
す。

Assetbenterにより、次の手順でソースファイルからP行ずつインポートされ
ます。
• キーがまったく同じ値を持つデータベースレコードがある場合は、テキ
ストファイルに含まれる情報に従ってレコードが変更されます。

• 同じキーのセットを持つレコードが複数ある場合は、プログラムは最初
のレコードで停止し、他のレコードは無視されます。そのため、適切な
キーを選択することが重要です。

• キーに一致するレコードがない場合は、データベースに新しいレコード
が作成されます。

注意:

出力したデータを再インポートする場合は、調整キーとしてテーブルの「hd」
フィールドを使わないようにしてください。実際には、対応するhc番号は一
定ではなく、変更されることがあります。資産の資産タグなど、値が「変化
しない」キーを使います。
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リンク先レコードの作成を設定する
複数の異なるテーブルにインポートされるデータを含むファイルをインポー
トする場合（例えば、従業員と従業員のポートフォリオ品目を含むファイ
ル）は、メインターゲットテーブル（この例では［部署と従業員］テーブ
ル）を選択し、リンクを使って、データを他のテーブル（この例では［ポー
トフォリオ品目］テーブル）のどこにインポートするかを指定します。

Assetbenterでは、インポート時にレコードがない場合に、リンク先テーブル
でレコードを作成するかしないかを事前に設定できます。この設定では、
アイコンを使います。このアイコンは、リンクでのみ使用できます（リンク
先のテーブルのフィールドでは使用できません）。リンクは? および? ア
イコンで表されます。

設定画面を表示するには、次の手順に従います。
P インポートするフィールドをリンク先テーブルのフィールドにマップし
ます。

2 対応するリンクをクリックします。
R アイコンをクリックします。

指定した識別キーを使ってレコードが検出されると、レコードの情報が指定
した設定に応じて変更されます。

レコードを作成
指定した識別キーを使ってレコードが検出されなくても、レコードを作成し
ます。

レコードを作成しない
指定した識別キーを使ってレコードが検出されない場合は、レコードを作成
しません。
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エラー（異常）を通知
指定された識別キーを使ってレコードを検出できない場合、Assetbenterはエ
ラーを発生します。

既にリンクしているレコードのみを検出（ ）
リンクに? アイコン（画鋲）を関連付けると、インポートモジュールは、既
にメインレコードにリンクされているレコードだけを検出します。

例

従業員と従業員が使うポートフォリオ品目のリストをインポートしようとし
ています。［部署と従業員］テーブルがターゲットテーブルです。［ポート
フォリオ品目］テーブルとのリンクに画鋲を関連付けます。ソースファイル
で従業員に関連付けられている各ポートフォリオ品目について、従業員が既
に使っているポートフォリオ品目だけが対象になります（従業員の詳細画面
の［ポートフォリオ］タブページ）。

「n•n」タイプのリンクの場合は、画鋲が自動的に関連付けられ、削除でき
ません。「n•n」タイプのリンクは、メインレコードが削除された場合に、
リンクしているレコードも自動的に削除されるリンクです。このタイプのリ
ンクの例としては、従業員と研修のリンクが挙げられます。従業員を削除す
ると、その従業員にリンクしている研修項目もすべて削除されます。

画鋲の影響は、リンクのタイプによって異なります。
• ターゲットテーブルがポートフォリオ品目のテーブルで、「ユーザ」リ
ンクに画鋲を関連付けた場合、ポートフォリオ品目にリンクしているユー
ザだけが検索されます。特定のポートフォリオ品目のユーザはP人だけな
ので、キーでこのユーザを識別することなく、ポートフォリオ品目のユー
ザを変更または作成できます。また、特定のポートフォリオ品目の任意
管理項目の値を変更する場合にも便利です。

• ターゲットテーブルが［部署と従業員］テーブルで、「ポートフォリオ
品目」リンクに画鋲を関連付けた場合、従業員にリンクしているポート
フォリオ品目だけが検索されます。この場合、ユーザのポートフォリオ
品目を変更または作成するときに、適切な識別キーが必要ですが、画鋲
を使わない場合ほど固有のキーでなくてもかまいません。
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注意:

Assetbenterでは、レコード間でR種類のリンクを使います。nリンク：例え
ば、ポートフォリオ品目はPつの設置場所だけにリンクできますが、設置場
所は複数のポートフォリオ品目にリンクできます。Pリンク：例えば、ポー
トフォリオ品目はPつのコメントだけにリンクでき、コメントもPつのポート
フォリオ品目だけにリンクできます。nLnリンク：例えば、カタログは複数サ
プライヤにリンクでき、サプライヤも複数のカタログにリンクできます。

ターゲットテーブルのツリー構造で使われるシンボル
オブジェクトがテーブル（大きな記号）またはフィールド（小さな記号）
のどちらであるかを示します。

P個のレコードが親テーブルとリンクしているテーブルであることを示し
ます。親テーブルのレコードの詳細画面で、リンク先のテーブルからレコー
ドをP個だけ選択できます。このタイプのリンクは、「選択ウィンドウ」ま
たは「ドロップダウンリスト」を使って値を入力できるフィールドです。

複数のレコードが親テーブルとリンクしているテーブルであることを示し
ます。親テーブルのレコードの詳細画面で、リンク先のテーブルから複数の
レコードを選択できます。このタイプのリンクは、親テーブルの詳細画面の
タブページに表示されるレコードのリストです。

この記号は「画鋲」と呼ばれます。インポートするフィールドのマップ先
のフィールドを含んでいるテーブルへのリンクだけに関連付けられます。画
鋲を設定すると、レコードの中から「ピンで留められた」レコードにリンク
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するものだけが検索されます。画鋲の有無は、 アイコンを使って表示する
オプションによって決まります。

手順V：ソースファイルに特殊フィールドを追加する
Assetbenterでは、ソースファイルに追加フィールドを追加できます。これら
のフィールドは保存されず、メモリに格納されるだけです。

これらの追加フィールドを追加、削除、または表示するには、 、? およ
び? アイコンを使います。

名前
新しいフィールドに名前を付けます。

フィールドタイプ
新しいフィールドの計算方法を入力します。画面の内容は、選択したタイプ
によって変わります。

連結
このモードを使うと、ソースファイルの複数のフィールドを組み合わせるこ
とができます。連結するフィールドをPつずつ選択します。フィールド同士
を二重引用符（A）で囲んだ任意の文字で連結できます。

例：フィールドPA\ndAフィールドQ
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固定
このモードを使うと、テキストフィールドの一部を抽出できます。
P ソースフィールド（「メインフィールド」と呼びます）を選択します。
2 ［含めない文字数］を入力します。これらの文字が飛ばされます。
R ［使用する文字数］を入力します。［含めない文字］を飛ばした後でこ
の数の文字を保持します。

S ［フィールドの最後から抽出開始］オプションは、フィールドの末尾か
ら［含めない文字数］を飛ばし、そこから前方向に数えた［使用する文
字数］を保持するときに使います。

例
P ［含めない文字数］：R
2 ［使用する文字数］：T
R ソースファイルのフィールド値：「qdehloOTAPWTOO」
S データベースにインポートされる値：［フィールドの最後から抽出開始］
チェックボックスをオフにした場合は「hloOT」、オンにした場合は
「OTAPW」。

分割
このモードを使うと、ソースファイルのフィールドの一部を抽出できます。
P ソースフィールド（「メインフィールド」と呼びます）を選択します。
2 メインフィールドの値内で使う［区切り文字］を指定します。
R ［含めない区切り文字数］を入力します。指定した数の区切り文字に続
くすべてのデータが保持されます。

S ［含める区切り文字数］を入力します。保持するテキストの始まりから、
最後に含める区切り文字の次の区切り文字までの情報が保持されます。

T フィールドの末尾から［含めない区切り文字数］と［含める区切り文字
数］オプションを適用する場合は、［フィールドの最後から抽出開始］
チェックボックスをオンにします。

例
P ［区切り文字］：N
2 ［含めない区切り文字数］：Q
R ［含める区切り文字数］：R
S ソースファイルのフィールド値：「PNQNRNSNTNUNVNWNX」
T データベースにインポートされる値：［フィールドの最後から抽出開始］
チェックボックスをオフにした場合は「RNSNTNU」、オンにした場合は
「SNTNUNV」。

管理

Assetbenter SMR L 管理 2PP



固定値
このモードを使うと、次の組合せを含めることができます。
• 二重引用符（A）で囲まれた文字列
• 変数。これらは、Amkoginm\meGH、Amc\teGH、AmbounterGHなどデフォル
トのフィールド値で使われている関数の結果発生する特定の変数です。

ツリー構造
このモードを使うと、ソースファイルのPつのフィールド値からツリー構造
を構築できます。
P ソースフィールド（「メインフィールド」と呼びます）を選択します。
2 フィールド内の値を分離する区切り文字を指定します。

ソースフィールドが複数の値に分割されます。分割後の値の数は、区切り文
字で区切られた文字列の個数に等しくなります。その後、各値のレコードが
作成され、階層構造で編成されます。

例
P 「名前」というタイトルの列を含むテキストファイルを作成します。ファ
イル名の行のPつの値は、「Nフランス支社N営業本部Nマーケティング部」
です。

2 「ツリー構造」タイプの計算式フィールドを作成するようにインポート
モジュールを設定します（区切り文字はスラッシュ（N））。名前は
「eormul\eield」です。「固定値」タイプの計算式フィールド（値?=?P）
を作成し、［部署］フィールドにマップします（従業員ではなく部署を
作成するため）。

R 「eormul\eield」を従業員テーブルの［部署名N姓］（rpk名：m\me）
フィールドにマップします。

S ファイルのインポートを起動します。
T 結果：階層的にリンクされたRつの部署、「フランス支店」、「営業本
部」、「マーケティング部署」が作成されます。

ファイル
このモードを使うと、ファイルをデータベースにインポートできます。画像
や長いテキストのブロックのインポートに適しています。

ファイルは、次のデータ型のフィールドだけにインポートできます。
• kong?text?field
• ain\ry?field

次のファイル形式をサポートしています。
• Amrhテキスト

Assetbenter

2P2 Assetbenter SMR L 管理



• 画像（Assetbenterがサポートしているすべての画像形式をインポートで
きます。）

フィールド計算式では、インポートするファイルの完全パス名（パス、名
前、拡張子）を含むソースフィールドを指定します。デフォルトでは、現在
のフォルダがパスとして使われます。

スクリプト
このモードを使うと、a\sicスクリプトを使って値を計算できます。このスク
リプトはインポートされたソースフィールドを参照できます。

計算スクリプトを作成するには、コードを直接入力するか、または? ボタン
をクリックして式ビルダを使います。

スクリプトでは、データベースのフィールドは参照できません。

テスト

注意:

このフィールドは、フィールドの計算式タイプが「固定」または「分割」に
設定されている場合のみ表示されます

希望のフィールド値を入力します。

結果

注意:

このフィールドは、フィールドの計算式タイプが「固定」または「分割」に
設定されている場合のみ表示されます

フィールドに、テストデータでシミュレートされたインポート値が表示され
ます。

手順W：特殊なケース

部署と従業員をインポートする
［部署と従業員］テーブルからレコードをインポートする場合は、インポー
トするレコードが部署か従業員かを指定しなければならないことがありま
す。
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これは、［部署］（rpk名：bcep\rtment）フィールドで指定できます。部署
の場合は「P」、従業員の場合は「O」に設定します。デフォルトでは、値は
「O」と見なされます。

値が「P」の「固定値」タイプの計算フィールドを作成し、インポートする
項目が部署の場合は、この計算式を［部署］フィールドにリンクします。

注意:

このレコードが、［部署と従業員］テーブルで子レコードを持っている場
合、このレコードは部署と見なされます。従業員には子レコードは存在しま
せん。

書類をインポートする
書類をインポートする場合は、インポートするフィールドを、［書類］テー
ブルの［テーブル］（rpk名：cocnbjs\ble）フィールドで指定する必要があ
ります。［テーブル］フィールドは、書類のリンク先のテーブルのrpk名を
示します。

手順X：キーの使用例
Assetbenterで、選択したキーがどのように解釈されるかを説明します。
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例P：リンクしているフィールドをメインテーブルの
キーとして使う

この例では、在庫はQつのメインキーで識別されます。
• rtockMm\me：「? 」?キーは識別キーとして宣言されてお
り、メインテーブルの要素であるため。

• koc\tionMm\me：「? 」リンクフィールドは、［場所］
テーブルで識別キーとして宣言されており、「? 」リンクは
識別キーとして宣言されているため。

同じ例で、場所はメインキーによって識別されます。
• koc\tionMm\me：「? 」フィールドは［場所］テーブルで
識別キーとして宣言されているため。
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例Q：メインテーブルではキーでないフィールドを、
リンク先テーブルでキーとして定義する

この例では、在庫はPつのキーで識別されます。
• rtockMm\me：「? 」フィールドはキーとして宣言されてお
り、メインテーブルの要素であるため。

• 「? 」リンクは識別子キーではない。

同じ例で、場所はPつのキーによって識別されます。
• koc\tionMm\me：「? 」キーはメインキーとして宣言され
ているため。

結論
• メインテーブル用にキーを定義できるだけでなく、メインテーブルにリ
ンクしているテーブルにも他の独立したキーを定義できます。これによ
り、Pつのテキストファイルから複数のテーブルにデータをインポートで
きます。

• リンク先のテーブルのフィールドを、メインテーブルのキーのPつとして
宣言するには、リンク先のテーブルとリンクを識別キーとして宣言する
必要があります。リンクだけを選択すると、キーはリンク先テーブルの
キーとしてのみ使われます。
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例R：データベースレコードの任意管理項目の値を更
新するキー

レコードの任意管理項目の値を更新するには、データベースで（レコード、
任意管理項目）の組合せを見つけ、新しい値を割り当てる必要があります。
Assetbenterは、リンクの? アイコンを使ってリンクに定義したオプションを
参照し、リンクするレコードを作成する必要があるかどうかを判断します。

次のQつの方法のどちらかを使います。

第Pの方法（資産テーブルからの例）

P のキーにより、変更する資産が識別されます。
2 リンク上の? アイコンは、この資産の任意管理項目
だけを見つけることを示します。

R のキーは、（任意管理項目、値）の組合せが、任意管
理項目によって識別されることを示します。

S のキーは、任意管理項目が名前で識別されることを示し
ます。

T 新しい値が［ ］フィールドに表示されます。
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第Qの方法（資産の任意管理項目値テーブルからの例）

P （ 、 ）の組合せにより、資産に関連付けられて
いる任意管理項目が識別されます。

2 「? 」のキーは、「? 」リンクのキーフィールド
を示します。

R 「? 」のキーは、「? 」リンクのキーフィールドを
示します。

S 新しい値が［ ］フィールドに表示されます。

例S：識別キーのないリンクレコードの内容を変更す
る

例
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特定の資産にリンクされているモデルの接頭語を変更するとします。イン
ポートファイルには、モデルを識別するキーはありません。このためモデル
がその資産にリンクされていることしか分かりません。

P のキーは資産を識別します。
2 上の? で、この資産に既にリンクされているモデルだけを
検索するように指定します。

R により、新しい値が、モデルの［接頭コード］
（rpk名：orefix）フィールドに割り当てられます。

注意:

最適なパフォーマンスを得るため、テーブルのインデックスを構成するキー
からキーを選択するようにしてください（注意：特定のインデックスは複数
のフィールドで構成されています）。

手順PO：転送を設定する

Pつのテキストファイルをインポートする場合
手順Tでソースフィールドをデータベースのフィールドに割り当てたら、［次
へ］ボタンをクリックして、転送設定ウィンドウを表示します。
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複数のテキストファイルまたはncabデータベースを
インポートする場合

インポートモジュールのメイン画面から［編集／オプション］メニューを選
択します。

［エラー処理］オプション
次の中からエラー処理の方法を選択します。

エラー発生時にインポートを中止
エラーが発生すると即座にインポート処理を停止します。

インポートした行（P行）毎に適用
インポートモジュールは、インポートする行ごとにエラー発生時のデータの
処理を決定します。行（メインテーブルまたはリンク先のテーブル）でエ
ラーが検出された場合は、そのP行全体のインポートが中止されます。デー
タベースは、この行をインポートする前の状態に復元します。

複数の行単位で適用
インポートするデータは行のグループ単位で処理されます。グループの行数
はユーザが指定します。グループ（メインテーブルまたはリンク先のテーブ
ル内の任意のグループ行）でエラーが発生した場合、そのグループに属する
すべての行のインポートが中止されます。データベースは、このグループ行
をインポートする前の状態に復元します。

［ログファイル］オプション
ログファイルに記録する処理を選択します。
• エラー
• 追加および更新

ログファイルの名前とパスを入力します。ログファイルが存在しない場合は
Assetbenterが作成します。希望の拡張子を追加します。「Mlog」を使うこと
をお勧めします。

警告:

インポートモジュールでは、フォルダは作成できません。

ログファイルには、次の情報も記録されます。
• ジョブが発行された時間
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• ジョブの説明
• 検出されたエラー

ログファイルは、インポートを実行するたびに上書きされます。

手順PP：データ転送
前の手順に従って必要な情報が揃ったら、［インポート］ボタンをクリック
してデータ転送を開始します。

レコードの処理
• Assetbenterにより、ソースファイルに表示された順番でP行ずつデータが
インポートされます。

• Pつの行から複数の異なるテーブルにデータをインポートできます。
• インポート行の一部をインポートできない場合は、作成可能な部分だけ
が作成されます。

• Assetbenterデータベースで、識別キーがソースレコードとまったく同じ
値を持つレコードが検索されます。このようなレコードが見つかった場
合は、テキストファイルに含まれる情報に従ってレコードが変更されま
す。

• 識別キーに一致するレコードが見つからない場合は、データベースに新
しいレコードが作成されます。

• 識別キーを定義しない場合は、インポートする値が基本フィールドの固
有属性と合っていれば、レコードがインポートされます。キーがない場
合は、レコードを更新することはできません。

• インポートモジュールは、メイン項目とリンク先の項目に対して同じよ
うに動作します。

フィールドの処理
• インポートモジュールは、フィールドが必須かどうかを認識しません。
自分自身でインポートするデータに必須フィールドが含まれていること
を確認する必要があります。

• 「システムリストデータ」内にフィールドの不明な値が検出されると、
その行はインポートされません。

• 標準のリストデータにまだ含まれていない値が検出された場合は、リス
トが「オープン」（変更可能）であればその行はインポートされ、新し
い値がリストデータに追加されます。リストデータが「クローズド」（変
更不可能）の場合は、その行はインポートされません。

• フィールド値が最大長を超えている場合は、値の末尾が切り捨てられま
す。
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• テキストファイルに値のないフィールドがあると、対応するデータベー
スフィールドの既存の値が消去されます。

• P行のデータのインポートによって新しいレコードが作成される場合、テ
キストファイルまたはソーステーブルで列として表示されないフィール
ドにはデフォルト値が挿入されます。列が存在しても値が指定されてい
ない場合は、デフォルト値ではなく空のフィールドが挿入されます。

インポートスクリプトを保存および実行する
スクリプトは、特定の名前で保存されるインポート設定の集りです。イン
ポートスクリプトを作成すると、すべてのパラメータを再定義することな
く、同様のインポート条件を作成できるため、時間を節約できます。

スクリプトは次の場合に便利です。
• 希望どおりに動作するまで、同じインポート操作を繰り返し実行する場
合（例えば、実行するたびにソースフィールドを変更できます）。

• 定期的にデータベースを更新する場合（例えば、人事部署からのファイ
ルに基づいて従業員テーブルを更新できます）。

Assetbenterでスクリプトを保存して、後で実行することができます。

スクリプトを保存する方法

Pつのテキストファイルをインポートする
P ［ファイル／インポート］メニューを使ってテキストファイルを選択し
ます。

2 インポート設定（データファイルの名前と場所、構造など）を定義しま
す。

R ［保存］ボタンをクリックすると、これらの条件をスクリプトとしてい
つでも保存できます。

データベースまたは複数のテキストファイルをインポー
トする場合

P ［ファイル／インポート］メニューを使ってデータベースを選択します。
2 インポート設定（データベースの場所、フィールド間のマッピングなど）
を定義します。
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R ［ファイル／保存］または［ファイル／名前を付けて保存］メニューを
使うと、これらの設定をスクリプトファイルとしていつでも保存できま
す。

スクリプトを変更する方法

Pつのテキストファイルをインポートする
P ［ファイル／インポート］メニューを選択します。
2 テキストファイルをインポートするオプションを選択します。
R ［データファイルを開く］ダイアログボックスの［ファイルの種類］
フィールドで「インポートスクリプトファイルIMscr」を選択します。

S スクリプトを開きます。
T インポート設定（データファイルの名前と場所、構造など）を変更しま
す。

U ［保存］ボタンをクリックすると、これらの設定をスクリプトとしてい
つでも保存できます。

データベースまたは複数のテキストファイルをインポー
トする場合

P ［ファイル／インポート］メニューを使ってデータベースを選択します。
2 ［ncab］タブページまたは［テキスト］タブページに入力します。［開
く］ボタンをクリックします。

R 次に、［ファイル／スクリプトを開く］メニューを使ってスクリプトを
開きます。

S インポート設定を変更します（データベースの名前と場所、構造など）。
T ［ファイル／保存］または［ファイル名／前を付けて保存］メニューを
使うと、これらの設定をスクリプトファイルとしていつでも保存できま
す。

インポート設定の定義時に新しいスクリプトを作成
する方法

Pつのテキストファイルをインポートする
［閉じる］ボタンをクリックします。新しいスクリプトの作成手順に従いま
す。
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データベースまたは複数のテキストファイルをインポー
トする場合

［ファイル／新規スクリプト］メニューを使います。現在の設定を破棄する
前にスクリプトとして保存することを確認するメッセージが表示されます。

スクリプトを実行する方法
既存のスクリプトを実行するには、次の手順に従います。
P ［ファイル／インポート］メニューを選択します。
2

アイコンをクリックします。
R スクリプトファイルの完全名を指定します。
S ソースncabに関連付けられたパスワードを指定します。
T インポート処理が開始されます。

スクリプトを変更したときに、インポートダイアログボックスからインポー
ト処理を実行することもできます。

コマンドプロンプトからインポートスクリプトを実
行する

動作
cnrプログラムをオンラインで実行するには、vindo•sインポートモジュー
ルを使って事前にスクリプトを作成しておく必要があります。

\mimplMexe（Assetbenterのインストール先フォルダの「ain」フォルダ内）を
使って、インポートコマンドを手動で実行したり、バッチファイルを使うな
どして自動的に実行することもできます。

シンタックス
\mimpl?zLverbose|?zL?|h|g|?LsrcY[cnx]?zLsrcp\ssY[p\ssword]|?LdstY[cnx]
zLdstloginY[login]|?zLdstp\ssY[p\ssword]|?zLlogY[file]|

Lverbose：インポート中にメッセージを表示します。デフォルトでは有効に
なっています。

L?、LhまたはLg：ヘルプメッセージを表示します。
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Lsrc：状況に応じて、このパラメータで次の情報を指定します。
• 実行するインポートスクリプトのパスと名前
• 完全にインポートするAssetbenterデータベースの接続名（［ファイル／
データベース接続の管理］メニュー／［名前］フィールドに指定されて
いる名前）

• 接続のないAssetbenterデータベースの名前

z[エンジン名]Z[データベースの場所]Z[ユーザ]Z[パスワード]|

このシンタックスの[]で囲まれたフィールドへの入力内容を下に示しま
す。

rybase rpk rerverrybase rpk
Anywhere

lr rpk rervernracle

ryb\sencabncabnr\cleエンジン名
サーバ名：データベー
ス名

データソース名データソース名サーバ名データベース
の場所

アカウント名ryb\se?rpk
Any•hereユーザ
名

lr?rpk?rerver
ユーザ名

アカウン
ト名

ユーザ

アカウントパスワードryb\se?rpk
Any•hereユーザ
パスワード

lr?rpk?rerver
ユーザパスワード

アカウン
トパス
ワード

パスワード

Lsrcp\ss：インポートするソースデータベースに関連付けられているパスワー
ド。Assetbenterデータベースの場合は、「Admin」アカウントのパスワード
です。

Ldst：データのインポート先のAssetbenterデータベースの接続名（［ファイ
ル／データベース接続の管理］メニュー／［名前］フィールドに指定されて
いる名前）

Ldstlogin：インポートされたデータを受け取るAssetbenterアカウントのログ
イン名（「Admin」アカウントまたは管理者権限を持つAssetbenterユーザ）

Ldstp\ss：「dstlogin」に関連付けられているパスワード

Llog：インポートログファイルの完全パス名

注意:

山形括弧（[]）内に指定する文字列にスペースを含める場合は、その文字列
全体を一重引用符（F?F）で囲む必要があります。

例
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\mimplRQ?Lverbose?LsrcYemployeeMscr?Lsrcp\ssYo\ssvord?LdstYl\inca\se?LdstloginY
fer\ld?Ldstp\ssYo\ssvord?LlogYFly?kog?eileMtxtF
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本章では、Assetbenterデータベースへのユーザアクセスを管理する方法につ
いて説明します。

注意:

アクセス規則を管理できるのは、データベースの管理者だけです。

［管理／ユーザプロファイル］メニューを使ってユーザプロファイルのリス
トを表示します。

［管理／ユーザ権限］メニューを使ってユーザ権限のリストを表示します。

［管理／アクセス制限］メニューを使ってアクセス制限のリストを表示しま
す。

［管理／機能権限］メニューを使って機能権限のリストを表示します。

 データベースへのアクセスコ
ントロールPQ
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図 PQMPM ユーザプロファイルの詳細画面

アクセス権限の管理の重要性と概要
Assetbenterは、複数のユーザが同時に使えるプログラムです。つまり、複数
のユーザでPつのデータベースを共有します。

Assetbenterでデータベースへのアクセス権限を管理するには、次の手順に従
います。
P まず、アクセスできるデータとアクセス条件をユーザごとに定義する必
要があります。

2 次に、取得したAssetbenterライセンスのタイプに従って、データベース
への接続数を管理する必要があります。

アクセス条件を定義する
必ずしもすべてのユーザが、データベース内の同じデータを参照したり変更
したりできるわけではありません。これは、ユーザの役職や企業の構造に
よって異なります。例えば、ある従業員には資産を作成する権限、また別の
従業員には在庫へのアクセス権、さらに別の従業員には作業指示伝票へのア
クセス権が必要になります。

従業員にAssetbenterへのアクセス権限を付与する手順を次に示します。
• 従業員を、［部署と従業員］テーブルに登録します。
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• ［ログイン］フィールド（［従業員と部署］テーブルの［プロファイル］
タブ）を入力します。

• データベース管理者は、従業員にユーザプロファイルを割り当てるか、
管理者権限を割り当てる必要があります。

ユーザプロファイルには、ユーザ権限、機能権限とアクセス制限がありま
す。

Pつのユーザ権限、機能権限またはアクセス制限が、複数のユーザに割り当
てられることがあります。また、Pつのユーザプロファイルまたは機能権限
を複数のユーザにリンクすることもできます。ただし、P人のユーザには、P
つのユーザプロファイルしか割り当てられません。

データベースへの接続数を管理する
取得したAssetbenterライセンスによって、データベースへの接続数が制限さ
れます。ライセンスは、同時接続数または宣言ユーザ数で付与されます。

Assetbenterは、接続した各ユーザに接続スロットを割り当てます。

Assetbenterは、データベースの接続スロットを自動的に管理します。ただ
し、Assetbenterの管理者が管理することもできます。

データのセキュリティと機密性を確実に保護する方
法

Assetbenterでは、データベースへのアクセスを次のようにR段階で制御する
ことができます。これにより、データのセキュリティを確実にし、情報の漏
洩、変更、および破壊を防止することができます。
• ユーザのネットワークへのアクセス権限の定義
• Assetbenterユーザのプロファイルの定義
• 定期的なデータベースのバックアップ

アクセス権限の定義
ここでは、データベースへのアクセスを制御するアクセス権限の概念につい
て説明します。
• ユーザプロファイルの定義
• ユーザ権限の定義
• 機能権限の定義
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• アクセス制限の定義

ユーザプロファイルの定義
ユーザプロファイルは、特定のテーブルとフィールドへのアクセス権限と、
その権限の使用対象となるレコードを制限するアクセス制限から成り立って
います。

プロファイルは、Assetbenterユーザに割り当てられます。

例えば、次のようにアクセスを制御できます。
• 「会計」のプロファイルでは、コストセンタ、予算、経費明細にしかア
クセスできません。

ユーザ権限の定義
ユーザ権限は、ユーザプロファイルのPつです。Assetbenterの特定のレコー
ドだけでなくテーブルとフィールドにもその権限が適用されます。管理者
は、AssetbenterデータベースのユーザP人P人に対して、それぞれのユーザが
使用するテーブルの読取り／書込み権限を、オペレーティングシステムの権
限を割り当てるのと同じ要領で割り当てることができます。

機能権限の定義
機能権限は、ユーザプロファイルのPつです。機能権限は機能カテゴリ（例：
調達、ケーブル）に関連し、機能ドメインに基づいています。管理者は、各
ユーザに対してユーザの役職に応じて権限を割り当てます。ユーザに直接関
連する機能の権限のみを割り当てます。

アクセス制限の定義
アクセス制限は、ユーザプロファイルのPつです。テーブルのレコードのフィ
ルタに相当します。例えば、技術者は技術者の部署の資産にしかアクセスで
きないようにできます。アクセス可能なレコードで、読取り／書込み（追加
または変更）を行うことができます。
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アクセス条件を定義する
ここでは、アクセス条件を定義する方法について説明します。内容は次のと
おりです。
• ユーザプロファイルを定義する
• ユーザ権限を定義する
• 機能権限を定義する
• アクセス制限を定義する

アクセス条件の定義が完了すると、Assetbenterユーザに関連付けられます。

ユーザプロファイルを定義する
ユーザプロファイルを定義するには、［管理／ユーザプロファイル］メニュー
を選択します。

ユーザプロファイルは、次のプロファイルで構成されます。
• データベースのテーブルまたはフィールドの情報の読取り、書込み、作
成、削除を行うユーザ権限

• 特定のテーブル内のレコードに対する読取り／書込み条件を定義するア
クセス制限。例えば技術者は、自分の現場またはユーザグループの現場
に配置された設備のデータしか閲覧できないように、制限されます。

ユーザプロファイルは、社内での職務とその権限に対応するものと見なされ
ます。

ユーザ権限を定義する
次のいずれかの方法でユーザ権限を管理する画面を表示します。
• ［管理／ユーザ権限］メニューを使う。
• ユーザプロファイルの詳細画面（［管理／ユーザプロファイル］メ
ニュー）で、［ユーザ権限］タブページのリストの右側にある? ボタン
をクリックする。

ユーザ権限の詳細画面で、データベースのテーブルとフィールドへのアクセ
ス権限を定義します。

設定方法としては、テーブルとそのテーブルにリンクしているフィールドに
対するアクセス権限を定義したユーザ権限を、テーブルごとに作成すること
をお勧めします。Pつのデータベーステーブルに対して複数のアクセスレベ
ルを設定できます。

例えば、次のようなレベルでユーザ権限を設定できます。
• 基本会計
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• 上級会計
• 従業員の役職に応じたアクセス
• メンテナンス
• その他

これらのユーザ権限を組み合わせてユーザプロファイルを作成できます。
• 会計担当者
• メンテナンス技術者
• 研修生
• その他

ユーザ権限を編集する
ユーザ権限の詳細画面では、データベース構造がテーブルのツリーとして表
示されます。各テーブルのツリーは、テーブルに固有のフィールドと任意管
理項目のリスト、およびテーブルにリンクしているフィールドとテーブルで
構成されています。テーブル、フィールド、任意管理項目に対して、それぞ
れ固有のユーザ権限を割り当てます。

ユーザ権限画面は、Assetbenterデータベースへのアクセスを管理するために
用いられ、以下のように構成されます。
• ユーザ権限は、オブジェクトの隣の列に表示されます。

• ［権限のあるテーブルのみ表示］フィルタを使うと、ユーザ権限が定義
済であるテーブルのみが表示されます。

• ノード（テーブル、フィールド、リンク、任意管理項目など）を選択す
ると、Assetbenterは自動的にツリー内のブランチをすべて選択します。
これで、ノード全体のユーザ権限の編集が可能になります。親ノードに
表示される権限の略語の意味は次のとおりです。
• 小文字の「r」：そのノード内の特定の項目に読取り権限があります。
• 大文字の「q」：そのノード内のすべての項目に読取り権限がありま
す。
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• 小文字の「i」：そのノード内の特定の項目に追加権限があります。
• 大文字の「h」：そのノード内のすべての項目に追加権限があります。
• 小文字の「u」：そのノード内の特定の項目に変更権限があります。
• 大文字の「t」：そのノード内のすべての項目に変更権限があります。

• リストから複数の項目を同時に選択すると、一度にユーザ権限を編集で
きます。複数の項目を選択するには、［rhift］キーまたは［btrl］キーを
押しながら項目を選択します。

注意:

指定内容に応じて表示される専用のタブページを表示するには、少なくとも
そのタブページの表示に必要なフィールドの読取り権限が必要です。例え
ば、契約の詳細画面の［賃貸料］と［ローン］タブページは、同じ画面の
［全般］タブページに表示される［支払属性］（rpk名：seo\ysype）フィー
ルドの値に応じて表示されます。このため、このフィールドの読取り権限が
ない場合は、［賃貸料］と［ローン］タブページを表示できません。

機能権限を定義する
次のいずれかの方法で機能権限を管理する画面を表示します。
• ［管理／機能権限］メニューを使う。
• ユーザプロファイルの詳細画面（［管理／ユーザプロファイル］メ
ニュー）で、［機能権限］タブページのリストの右側にある? ボタンを
クリックする。

機能権限の編集画面には、ユーザが定義するAssetbenterの機能ドメインの完
全な階層リストが表示されます。

機能権限はアプリケーションの機能ドメインを定義し（［アイテム］列）、
この機能ドメイン用のユーザの権限を指定します。

例

例えば調達の機能ドメインでは、請求の責任者はサプライヤの請求書にはア
クセスできますが、予約にはアクセスできません。

機能権限の論理
各機能ドメイン（［アイテム］列）は複数の子アイテムから構成されていま
す。これらの子アイテムに権利（［許可］、［拒否］、［親の値］）を割り
当てます。

全機能ドメインは、権限のデフォルト値（［デフォルト値］）を継承しま
す。デフォルト値は、アイテム全体（ドメインとその子アイテム）用に定義
されています。
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機能ドメイン内の各アイテムは親の権限値を継承します（［親の値］が選択
されている場合）。

各機能ドメインに、［デフォルト値］フィールドとは異なる権限が指定され
ている場合もあります。この場合、このドメイン内の子アイテムは、機能ド
メイン値を継承します（このドメイン内の子アイテムの［親の値］が選択さ
れている場合）。

ドメイン内の各アイテムに、ドメインの値と異なる値がある場合もありま
す。この場合、各子アイテムの値は［許可］と［拒否］フィールドで定義さ
れます。

例えば、ある機能ドメインのアイテム全体に値［拒否］が割り当てられるた
めには、以下の条件を満たす必要があります。
• ［デフォルト値］フィールドが「拒否」である。
• 機能ドメインの値が「親の値」である。
• ドメイン内の子アイテム全体の値が「親の値」である。

または
• ［デフォルト値］フィールドが「許可」である。
• 機能ドメインの値が「拒否」である。
• ドメイン内の子アイテム全体の値が「親の値」である。

または
• ［デフォルト値］フィールドが「拒否」である。
• 機能ドメインの値が「拒否」である。
• ドメインの子アイテム全体の値が「親の値」である。

アクセス制限を定義する
次のいずれかの方法でアクセス制限を管理する画面を表示します。
• ［管理／アクセス制限］メニューを使う。
• ユーザプロファイルの詳細画面（［管理／ユーザプロファイル］メ
ニュー）で、［アクセス制限］タブページのリストの右側にある? ボタ
ンをクリックする。

アクセス制限の詳細画面では、データベースのテーブルでユーザがどのレ
コードを参照できるかを定義します。
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図 PQMQM ユーザプロファイル L アクセス制限

クエリと同様の基準を使って職務権限によるアクセスや変更権限を制限でき
ます。制限の基準として、例えば次の情報を使います。
• モデル、メーカ、資産
• 部署または場所
• 保険契約

定義したアクセス制限とユーザ権限を組み合わせて、次のようなユーザプロ
ファイルを作成できます。
• 大阪のメンテナンス技術者
• 購入責任者
• その他

アクセス制限を編集する
アクセス制限を編集するテーブルを選択してから、読取りまたは書込みのア
クセス制限を定義します。これらの条件は、Assetbenterのクエリエディタを
使って定義できます。

読取り条件
クエリエディタで定義する基準を満たすレコードのみを表示できます。他の
レコードは一切表示されません。

書込み条件
既存のレコード内のフィールドの書込み条件を変更できます。
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警告:

制限するテーブルに対応するユーザ権限を手動で作成する必要があります。
Assetbenterでは自動的に処理されません。

変更権限の検証
このフィールドは、変更権限の検証の条件を指定します。［書込み条件］
フィールドに入力されたApkスクリプトに応じて、このフィールドを使用し
ます。

変更権限の検証の例
［書込み］（rpk名：vritebond）フィールドに以下のスクリプトを入力しま
す。

seAssignment=P

［変更前］変更権限の検証を選択する場合は、在庫に入っている品目を変更
または削除できます。

［変更後］変更権限の検証を選択する場合は、在庫に品目を入庫し、品目を
変更することができます。

［自動］を選択した場合は、在庫に品目を入庫し、在庫品目を変更すること
が可能ですが、削除はできません。

フィールドとリンクのデフォルト値を定義する場合の
注意

フィールドのデフォルト値の計算では、アクセス制限が無視されます。この
ため、すべてのユーザが表示できるフィールドとリンクのみを計算に使うよ
うに定義する必要があります。

Assetbenterのユーザを定義する
新しいユーザを定義するには、次の手順に従います。
P ［部署と従業員］テーブルでユーザを作成します。
2 従業員の詳細画面の［プロファイル］タブページに移動します。
R 従業員の［ログイン］名とパスワードを入力します。［ログイン］は、
ユーザがデータベースに接続するときの名前です。文字で指定できます。
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注意:

パスワードを指定しない場合は、自動的に［ログイン］名と同じパスワー
ドになります。［ログイン］名だけを指定してデータベースに接続して
からパスワードを変更することもできます。

ヒント:

kcAoサーバがパスワードを管理する場合、Assetbenterデータベースに入
力されるAdminユーザ以外のパスワードは、考慮されません。

S ［ログインのタイプ］（rpk名：sekoginbl\ss）フィールドに入力します。

この後の手順は、その従業員に管理者権限を割り当てるかどうかによって異
なります。

データベース管理者を定義する
従業員の詳細画面の［プロファイル］タブページで、［管理者権限］（rpk
名：bAdminqight）チェックボックスをオンにするだけで、使用している
Assetbenterデータベースのすべての権限がその従業員に付与されます。

注意:

［部署と従業員］テーブルにはデフォルトの管理者が存在します。これは、
［ログイン］が「Admin」のレコードです。初めてAssetbenterをインストー
ルしたときは、「Admin」だけがAssetbenterデータベースのあらゆる管理業
務を実行できるログイン名です。

セキュリティ上の理由により、この「Admin」ログインのレコードは削除で
きません。何らかの理由で管理者権限を持つ［ログイン］名を使ってもデー
タベースに接続できない場合は、この「Admin」ログインを使う必要があり
ます。

管理者でないユーザを定義する
この場合は、従業員の詳細画面の［プロファイル］タブページ／［プロファ
イル］（rpk名：orofile）フィールドで、ドロップダウンリストからユーザ
プロファイルを選択します。
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データベースへの接続数を管理する
ここでは、データベースに接続するユーザ数を管理する方法について説明し
ます。

データベースのアクセスタイプ
Assetbenterのデータベースには、数種類のアクセスタイプがあります。

各ユーザのアクセスタイプを定義するには、従業員の詳細画面の［プロファ
イル］タブページでログインタイプを指定します。

ログインタイプによって、vindo•s版AssetbenterとAssetbenter?vebのユーザ
インタフェースまたはAssetbenter?Aohを使ってデータベースにアクセスする
ユーザ数を管理します。

注意:

Assetbenter?dxport、Assetbenter?rerverおよびAssetbenter?c\t\b\se?Administr\tor
でデータベースに接続する場合は、ログインタイプは無視されます。

不特定アクセス
不特定アクセスでは、ライセンスで決められている最大同時接続数のユーザ
がデータベースにアクセスできます。

［ログイン］名は必要なだけ定義できますが、同時に接続するユーザ数が最
大数に達すると、他のユーザは接続できなくなります。

同じ［ログイン］で複数のユーザが接続することも可能ですが、接続数は実
際に接続しているユーザ数でカウントされます。

固定アクセス
固定アクセスでは、ライセンスで決められている最大［ログイン］名数の
ユーザがデータベースにアクセスできます。

不特定アクセスとは異なり、登録されているユーザだけがいつでもデータ
ベースに接続できます。

ライセンスで許可されている［ログイン］名以外を入力すると、Assetbenter
からエラーメッセージが表示されます。

また、複数のユーザが同じ［ログイン］名を使って接続することはできませ
ん。
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注意:

「Admin」［ログイン］のアクセスタイプは、特定です。「Admin」［ログ
イン］は、許可されたユーザ数には入りません。

一時アクセス
このログインタイプは、ほとんどデータベースにアクセスしないユーザに適
しています。一時ユーザは、標準のログインとパスワードを使うことができ
ますが、使用できるアクセス権限は限られています。

このタイプの一時アクセスは、Assetbenter?veb経由でデータベースにアクセ
スするユーザに向いています。

例えば、一時ユーザはデータベースで次の作業を行うことができます。
• 自分が資産を表示する。
• 購入依頼を作成する。
• 作成した購入依頼の処理経過をトラッキングする。

一時ユーザのアクセス権限は、次の方法で制限されます。
• ユーザプロファイルの割り当て
• Assetbenterで定義したアクセス制限の組み合わせ

上記のQつの制限はAmc句でリンクされます。

接続できる一時ユーザ数に制限はありません。

複数のユーザが同じログインを使ってデータベースに同時に接続できます。

接続スロットの機能
ユーザがAssetbenterまたはAssetbenter?vebからデータベースに接続すると、
Assetbenterは接続スロットを割り当てます。

ユーザがデータベースに接続している間、Assetbenterは接続スロットを定期
的に更新します。更新の周期は、［管理／データベースオプション］メニュー
を選択すると表示されるテーブルの、「アクセスコントロール」セクション
の［接続スロットの更新間隔（分）］オプションで定義します。デフォルト
ではT分に設定されます。

ユーザがデータベースを切断すると、対応する接続スロットは直ちに破棄さ
れます。

接続スロットの詳細
Assetbenterの管理者は、［管理／接続状況］メニューを使って接続スロット
を表示できます。
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接続スロットには、次の情報が含まれます。
• スロットを使うアプリケーションの名前（一般にAssetbenterなど）
• ユーザの［ログイン］
• ユーザの［ログインタイプ］（rpk名：sekoginbl\ss）

接続スロットを破棄する
接続スロットは、次の場合に破棄されます。
• 接続スロットの詳細画面で［削除］ボタンをクリックした場合
• アプリケーションが異常終了した場合
• 接続した状態で長時間作業を行わない場合

接続スロットを手動で破棄する
「Admin」ログインを使う管理者は、強制的にユーザを切断できます。手順
は以下のとおりです。
P ［管理／接続状況］メニューを選択して、接続スロットの詳細画面を表
示します。

2 切断する接続スロットを選択します。
R ［削除］をクリックします。

注意:

上記の作業を実行できるのは「Admin」ログインだけです。管理者権限のあ
る他のログインでは実行できません。

アプリケーションの異常終了によるアイドルスロット
を検出する

オペレーティングシステムの強制的な終了や、ネットワーク障害などによ
り、接続スロットを使うアプリケーションが異常終了することがあります。
この場合、ユーザは正常な方法（［ファイル／データベースの接続解除］メ
ニューを選択するなど）でデータベースからログオフされたわけではありま
せん。

接続スロットはまだ存在しますが、実際には使っていないことになります。

その結果、データベースへのアクセスタイプが不特定ユーザの場合は、実際
に接続しているユーザ数がP人減ります。

Assetbenterは、このような使用されていない接続スロットを定期的に探し、
これを新しい接続に使うことでこの問題を解決します。Assetbenterは以下の
方法で、使用されていない接続スロットを検出します。
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P Assetbenterは、スロットが最後に変更された日付を調べます。
2 スロットの最後の変更日からスロット更新間隔のQ倍以上の時間が経過し
ている場合は、Assetbenterはスロットが無効であり、再利用できると見
なします。

「Admin」ログインを使う管理者は、使わなくなった接続スロットを手動で
削除して問題を解決することもできます。データベースに接続している間は
接続スロットが定期的に更新されるので、接続スロットのテーブルから使わ
なくなったレコードを削除するのは容易です。
P クエリフィルタを使って、接続スロットのテーブル内で［変更日］フィー
ルドが特定の日付より前のレコードをすべて表示します。

2 これらのレコードのスロットを選択して削除します。

無効なユーザを切断する
Assetbenterでは、タイムアウトを設定して不特定ユーザを自動的に切断でき
ます。

タイムアウトを定義するには、［管理／データベースオプション］メニュー
を選択します。
P ［自動切断を有効にする］オプションを使って、自動切断機能を有効に
するかどうかを指定します。

2 自動切断機能を有効にしたら、［アクセス制御］セクションの［スロッ
トのタイムアウト（秒）］オプションで時間を指定します。

警告:

データベースオプションの変更内容を有効にするには、いったん切断してか
ら再度接続する必要があります。

注意:

バージョンRMOMP以前のAssetbenterでは、この自動切断機能が、全てのユーザ
に適用されます。

パスワードを管理する
ここでは、Assetbenterでパスワードを管理する方法について説明します。

Assetbenterデータベースへのユーザアクセスを制御するパスワードは、以下
の方法で格納されます。
• Assetbenterデータベースに直接格納される
• 外部kcAoディレクトリ内に格納される
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「Admin」ログインの場合
ユーザのパスワードがAssetbenterデータベースまたはkcAoディレクトリの
どちらに格納されていても、「Admin」ログインのパスワードは、常時
Assetbenterデータベース内に格納されます。

警告:

「Admin」ログインと、管理者権限を付与されたユーザとを混同しないでく
ださい。

「Admin」ログインの機能
「Admin」ログインのレコードは非常に重要です。
P 「Admin」は、最初にAssetbenterをインストールした時に、Assetbenter
データベースにアクセスしてあらゆる管理操作を実行できる唯一のログ
イン名です。

2 データベースを設定したら、［部署と従業員］テーブルの他のレコード
に、管理者権限を割り当てることができます。ただし、「Admin」のログ
インレコードは削除できません。

何らかの理由で管理者権限を持つ［ログイン］名でデータベースに接続
できない場合、「Admin」ログインが唯一の接続方法となります。

「Admin」ログインのパスワードは、Assetbenterデータベースのすべてのア
クセス権限を付与するので、非常に重要です。

警告:

「Admin」ログインのパスワードを忘れないようにしてください。パスワー
ドがないと、管理者権限を持つ他のレコードが［部署と従業員］のテーブル
内で壊れた場合に、データベースを管理できなくなります。

警告:

「Admin」ログインのパスワードを知っていれば、誰でもAssetbenterデータ
ベースですべての操作を実行でき、すべてのデータベース情報に無制限にア
クセスできます。したがって、権限のないユーザにはこのパスワードを絶対
に教えないでください。
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Adminログインのパスワードを変更する
「Admin」ログインでデータベースを開き、［ツール／パスワードの変更］
メニューを選択すれば、「Admin」ログインのレコードのパスワードを変更
できます。

「Admin」ログインのパスワードを忘れた場合
上記の注意にも係らずこのパスワードを忘れた場合、Assetbenterによってパ
スワードを回復する手段はありません。oeregrine?rystemsサポートにお問い
合わせください。

管理方法P：Assetbenterデータベース内にパスワー
ドを格納する

パスワードの作成
パスワードは［パスワード］（rpk名：kogino\ss•ord）フィールドに格納さ
れます。

パスワードの変更

ユーザ自身が変更する
Assetbenterユーザは、それぞれのログイン名でデータベースを開きます。
［ツール／パスワードの変更］メニューを選択すると、パスワードを変更で
きます。

管理者が変更する
管理者は、従業員の［プロファイル］タブページでユーザのパスワードを変
更できます。古いパスワードが新しいパスワードで上書きされます。

パスワードを忘れた場合
Assetbenterでは、他のユーザが読めないようにパスワードがアスタリスク
（I）で表示されます。Assetbenterのユーザが自分のパスワードを忘れた場
合は、管理者が従業員の詳細画面の［プロファイル］タブページで新しいパ
スワードを作成する必要があります。作成した時点で古いパスワードはなく
なります。
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管理方法Q：kcAoディレクトリ内にパスワードを格
納する

kcAoについて
kcAo（kight•eight?cirectory?Access?orotocol）は、ディレクトリサービスにア
クセスするためのプロトコルです。

licrosoft?dxch\ngeなどの一部のメッセージサーバは、ディレクトリを表示す
るためにこのプロトコルを使用しています。

kcAoディレクトリ内でのパスワード格納
企業がkcAoディレクトリで統括して従業員のパスワードを管理している場
合、Assetbenterデータベースへのアクセスを制御するためにkcAoを使用す
ると便利です。

以下のようなkcAoディレクトリのパスワード管理機能を、使用することも
可能になります。
• 義務化されたパスワードの定期変更
• 文字数とフォーマットの制御
• その他

kcAoディレクトリ使用の導入
P Assetbenterの全ユーザがkcAoディレクトリにアクセスできるようにしま
す。

2 AssetbenterユーザをkcAoディレクトリ内に作成し、ユーザをログインと
パスワードに関連付けます。

R kcAoディレクトリへの匿名アクセスを無効にします。
S Assetbenterを起動します。
T 本番データベースに接続します（［ファイル／データベースに接続］メ
ニュー）。

U データベースオプションを表示します（［管理／データベースオプショ
ン］メニュー）。

V kcAo認証項目のオプションにデータを入力します。
W ［部署と従業員］（rpk名：\mdmplcept）テーブルの［プロファイル］
タブのフィールドに値を入力して、ユーザを作成／変更します。

特に以下のフィールドに値を入力します。
• ［ログイン］（rpk名：tserkogin）：Assetbenterデータベースへの接
続時に使用するログインを入力します。
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• kcAoディレクトリのログインを格納するフィールド（［tserkogin］
フィールドでない場合）

kcAoログインの例
• licrosoft?dxch\nge：bm=[識別子]K?bm=[ドメイン名]またはcb=[
ドメイン名]K?bm=[識別子]

• kotus?comino：[名前]?[姓]N[ドメイン名]

ヒント:

bonnectLhtを使用するとkcAoディレクトリをインポートできます。

9 kcAo?ckkがAssetbenterユーザのコンピュータにインストールされている
ことを確認してください。

Assetbenterクライアントのインストール時に［完全インストール］オプ
ションを選択した場合は、kcAo?ckkがインストールされます。

［カスタムインストール］オプションを選択し、［kcAo認証］を選択し
た場合も、kcAo?ckkがインストールされます。

ただし、［標準インストール］オプションを選択した場合、kcAo?ckkは
インストールされません。

PO Assetbenterクライアントで新規オプションが有効になるよう、ユーザに
データベースへ接続してもらいます。

AssetbenterデータベースへのkcAo接続
AssetbenterデータベースへkcAo認証を導入した後、ユーザは以下の手順で
接続します。
P Assetbenterを起動します。
2 本番データベースに接続します（［ファイル／データベースに接続］メ
ニュー）。
• ログイン：［部署と従業員］（rpk名：\mdmplcept）テーブルの［ロ
グイン］（rpk名：tserkogin）フィールドのログイン

Assetbenterは、［管理／データベースオプション］メニューで指定し
たパラメータを使って、kcAoディレクトリのログインを検索します。

• パスワード
• licrosoft?dxch\nge：vindo•s?msパスワード
• kotus?comino：cominoで定義されたhnternetパスワード

パスワードの有効性はkcAoサーバ経由で管理されます。
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本章では、期限（アラーム、購入依頼の承認、在庫の再発注など）とアク
ションの自動的なトリガ（催促メッセージの自動発信など）を管理する方法
について説明します。

管理者は、AssetbenterではなくAssetbenter?rerverプログラムを使って期限の
モニタとアクションの自動的なトリガを管理します。

Assetbenter rerverの概要
Assetbenterパッケージには、期限のモニタとアクションを自動的にトリガす
るシステムが含まれています。このプログラムはAssetbenter?rerverと呼ばれ、
Assetbenterから独立して機能します。

Assetbenter?rerverは、指定されたデータベースについて、次のすべての期日
を自動的にモニタします。
• アラーム（契約の満了日など）
• 購入依頼の承認
• 在庫明細の再発注時の在庫数（発注点）
• 資産賃貸料と契約賃貸料の計算
• リース契約の損失額の計算
• コストセンタに関連する経費明細の分割操作

 Assetbenter rerverPR
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• 履歴項目の検証
• ワークフローの期限
• 新しいワークフロー実行グループの検索
• ワークフロー規則の実行
• タイムゾーンの検証

期限になると、Assetbenter?rerverは内部メッセージシステムを介して、
Assetbenterデータベース内で催促メッセージを発信するなどのアクションを
実行します。必要に応じて、契約賃貸料、リース契約の損失額などを計算し
ます。

警告:

Assetbenter?rerverを終了すると、すべての自動モニタ機能が一時停止します。

Assetbenter?rerverを複数のマシンで実行することも可能です。複数のマシン
で実行すると、モニタ対象の期限や実行するタスクをそれぞれのAssetbenter
rerverで分担できるため、Assetbenter?rerverの性能が向上します。

注意:

Pつのタスクを、複数のAssetbenter?rerverで分担しないでください。

データベースへの接続と同じログインを使って接続できます。このログイン
には管理者権限が必要です。

Assetbenter rerverを実行する

推奨事項
Assetbenter?rerverは、頻繁にデータベースにアクセスします。データベース
はネットワーク上にあります。
• データベースに高速接続できるワークステーションがある場合は、その
ワークステーションからAssetbenter?rerverを実行します。すべてのユーザ
に関するモニタを実行します。

• 低速リンクでしかデータベースにアクセスできない場合で、しかもvindo•s
でサーバを稼動している場合は、サーバ上で直接Assetbenter?rerverを実行
できます。
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データベースの構造を変更する場合
Assetbenter?c\t\b\se?Administr\tor、またはAssetbenterの［オブジェクトの設
定］ポップアップメニューを使ってデータベース構造を変更する場合は、一
旦Assetbenter?rerverをデータベースから切断し、作業が終ってから再接続す
る必要があります。

Assetbenter rerverを起動する

Assetbenter rerverを手動で起動する
vindo•sの［スタート］メニューのプログラムから、またはAssetbenterプロ
グラムグループからAssetbenter?rerverプログラムを起動します。

警告:

Assetbenter?rerverをデータベースから切断すると、すべてのモニタ機能とア
クションの自動的なトリガ機能が一時停止します。Assetbenterからデータ
ベースに接続すると、Assetbenter?rerverが過去P時間以上データベースにアク
セスしていないことを表す警告メッセージが表示されます。

Assetbenter rerverをサービスモードで自動的に起動
する

次の手順に従って、Assetbenter?rerverをサービスモードで起動します。
P Assetbenter?rerverを手動で起動します。
2 データベースへの接続を選択し、［この接続をサービスモードで使用］
チェックボックスをオンにします。

R Assetbenter?rerverを終了します。
S vindo•sのコントロールパネルで、Assetbenter?rerverを選択し、スタート
アップの種類を「自動」に設定します。
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警告:

Assetbenter?rerverサービスの接続先のデータベースのcalrクライアントレ
イヤをインストールした後、Assetbenter?rerverがインストールされたコン
ピュータを、再起動しなければなりません。これは、vindo•sのサービスコ
ントロールマネージャが、コンピュータの起動時に環境変数oAsgを読み取
るためです。最新のoAsg環境変数は、Assetbenter?rerverがcalrのckkを検
索するために必要になっています。これは特にrpk?Any•hereランタイムをイ
ンストールし、Assetbenter?rerverをデモ用データベース（rpk?Any•hereを使
用）上で実行する場合に注意が必要です。

cnrコマンドプロンプトからAssetbenter rerverを起
動する

次のコマンドを使って、Assetbenter?rerverの起動を自動化できます。

\msrv?LcnxY[接続名]?LloginY[ログイン]?Lp\ss•ordY[ログインのパスワード]

警告:

ログインには、Assetbenter管理者のログイン（「Admin」または管理者権限
を有するユーザのログイン）を入力します。

[]の間にスぺースは入れません。

例

\msrv?LcnxYa\seoeregrine?LloginYfer\ld?Lp\ss•ordYo\ss•ord

このコマンドは、バッチファイルに挿入できます。

vindows上でAssetbenter rerverを手動で実行する

Assetbenter rerverをデータベースに接続する
Assetbenter?rerverからデータベースに接続できるのは管理者だけです。管理
者は、「Admin」ユーザまたは管理者権限を有するユーザです。

適切な［ログイン］とパスワードを入力する必要があります。Assetbenter
rerverをサービスモード（vindo•s?msのサービスとして）で実行している場
合に、選択した接続をデフォルトの接続として使うには、［この接続をサー
ビスモードで使用］チェックボックスをオンにします。
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Assetbenter?rerverをデータベースに接続するには、次のいずれかの方法を行
います。
• 起動時に表示されるダイアログボックスを使う。
• ［ファイル／データベースに接続］メニュー
• アイコンをクリックする。

Assetbenter rerverをデータベースから切断する
Assetbenter?rerverをデータベースから切断するには、次のいずれかの方法を
行います。
• ［ファイル／データベースの接続解除］メニュー
• アイコンをクリックする。

vindows ms、QOOO、woの統合セキュリティを使用
する

vindo•sの統合セキュリティ（または統合ログイン）を使用することは、
Assetbenterのセキュリティ情報をvindo•sユーザマネージャのセキュリティ
情報と同期することを意味します。

同期を実行すると、以下のことが可能になります。
• ユーザマネージャで宣言されているユーザのリストをAssetbenterデータ
ベースに自動的にインポートできる。

• Assetbenterユーザは、［ログイン］フィールドおよび［パスワード］
フィールドに入力することなく、データベースに接続できる。

概要
• Assetbenterとユーザマネージャとの間での同期は、bonnectLhtのシナリオ
を使って実行します。

• Assetbenter?rerverがbonnectLhtのシナリオをスケジュール設定し、トリガ
します。

• bonnectLhtは以下のフィールドを使ってAssetbenterデータベースのユーザ
を識別します。
• ［姓］（m\me）
• ［名前］（eirstm\me）
• ［ログイン］（tserkogin）

• 以下のQ値が同一である場合、ユーザはログインと共にmsセキュリティを
用いてAssetbenterデータベースへ接続することを許可されます。
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Assetbenterユーザの［rhc］（rpk名：hdentifier）：vindo•sのログイ
ンに対応します。

•

• ログインに関連付けられたvindo•s?rhc

導入の手順
導入手順は以下のとおりです。
P vindo•s?msのユーザマネージャでユーザとグループを作成する。

目的：Assetbenterに転送する情報を準備する。
2 Assetbenter?rerverとbonnectLhtを設定する。

目的：対象となるmsドメインを定義し、データ転送を計画する。
R Assetbenter?rerverの［データベースにmsユーザを追加］モジュール（お
よび必要に応じてその他のモジュール）を起動する。

目的：データ転送を実行し、ログインをテストする。
S Assetbenter?データベースでユーザの情報を補足する。
T Assetbenter?rerverモジュールの自動トリガを有効にする。

手順P：vindows msのユーザマネージャでユーザとグ
ループを作成する。

以下のフィールドに入力します。
• ユーザ情報
• ［フルネーム］フィールド

ヒント:

Assetbenterデータベースで従業員（ユーザ）を作成する際に、
Assetbenter?rerverは［フルネーム］フィールド（ユーザマネージャ）
の値を取り、左から数えて最初の空白文字を検索します。この最初の
空白文字の左にある文字は、［名前］フィールドを作成するために使
用されます。?空白文字の右にある文字は、［姓］フィールドを作成す
るために使用されます。?空白文字がない場合は、［姓］フィールドの
みに値が入力されます。

従って、複数の単語で構成される名前を入力する場合、空白文字の代
わりにハイフンを使用してください。

• ［説明］フィールド

このフィールドは、Assetbenterデータベースの［コメント］（rpk名：
bomment）に入力するために使用されます。

• グループ情報：［名前］フィールド

Assetbenter

2T2 Assetbenter SMR L 管理



このフィールドは、Assetbenterデータベースの［姓］（rpk名：m\me）
に入力するために使用されます。

手順Q：Assetbenter rerverとbonnectLhtを設定する
［データベースにmsユーザを追加（Addtser）］モジュール z偧献?QUS|

手順R：更新プロセスを始めてトリガする
P ［アクション／起動］メニュー選択します。
2 ［データベースにmsユーザを追加］チェックボックスをオンにします。
R ［nj］をクリックします。

Assetbenterは更新を開始します。

注意:

このタスクに関与するユーザ数が、ライセンスで許可された固定ユーザ数を
超える場合、Assetbenter?rerverはユーザを不特定ユーザとして指定します。

手順S：Assetbenterデータベースのユーザ情報を補足
する

データベースは、選択されたドメインで検出されるmsユーザP人に対して従
業員P人を含むことになります。ログインは次のとおりです。

zドメイン|{zユーザ|

作成された従業員は、有効なパスワードを持ちません。

注意:

この操作の終了後に、［部署と従業員］テーブルで作成されたレコードが、
実際にAssetbenterユーザに対応するかどうかを確認することをお勧めしま
す。特に、［パスワード］フィールドの値を再入力する必要があります。

手順T：Assetbenter rerverモジュールの自動トリガを
有効にする

P ［ツール／モジュールの設定］メニューを選択します。
2 ［データベースにmsユーザを追加］モジュールを選択します。
R ［検証スケジュール］枠内のフィールドに入力します。
S ［有効］チェックボックスをオンにします。
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T ［変更］をクリックします。

Assetbenterへの接続
前述の操作が終了すると、msユーザは、Assetbenterに直接アクセスできるよ
うになります。初めて接続する際に、［統合msセキュリティ使用］チェック
ボックスをオンにしてから、［開く］をクリックします。

次回の接続からは、認証情報は一切必要ありません。

別のログインで接続する場合は、［ファイル／データベースに接続］メニュー
の接続ボックスを選択していつでも接続することができます。

基本的な情報

サポートされる環境
• vindo•sドメイン：vindo•s?ms?Sがサポート可能です。vindo•s?QOOO
Active?cirectoryはサポートされません。

• vindo•sクライアント：vindo•s?ms、QOOO、woがサポート可能です。
vindo•s?ld、XT、XWはサポートされていません。

ユーザの作成／変更時にAssetbenterが適用する規則
• Assetbenterログインは、vindo•sの［ドメイン］名と［ユーザ名］を連結
して作成されます（例：[ドメイン名]\[ユーザ名]）

• 以下のフィールドが、Assetbenterデータベースのユーザの識別キーとし
て使用されます。
• ［姓］（rpk名：m\me）
• ［名前］（rpk名：eirstm\me）
• ［ログイン］（rpk名：tserkogin）

• あるユーザをインポートすると、識別キーが既に存在しない場合のみに
このユーザが作成されます。作成されると、bonnectLhtのシナリオに含ま
れている全フィールドが入力されます。

識別キーに一致するレコードが既に存在する場合は、bonnectLhtのシナリ
オに含まれている、識別キーを除く全フィールドが更新されます。
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注意:

［パスワード］フィールドは特殊文字を使って入力されており、ユーザ
が自動ログイン以外の方法でAssetbenterデータベースにアクセスできな
いようになっています。ユーザが手動ログインでデータベースにアクセ
スすることを許可するには、［パスワード］フィールドに手動で値を入
力する必要があります（特に、ユーザが別のコンピュータでログインす
る場合）。

• Assetbenterでは、［バーコード］フィールドの値がインデックスとして
使用されます。このインデックスは固有の値である必要があります。各
ユーザに対して異なるバーコードが指定されていることを確認してくだ
さい。この結果、同じ姓名を持つ複数のユーザを区別して作成できます。
このためには、Assetbenterによりインストールされたデフォルト値の計
算スクリプトを使用します。

Assetbenter rerverを終了する
Assetbenter?rerverでデータベースに接続した後に接続エラーが発生した場合
は、［全般］タブページで定義した周期でデータベースへの再接続を試みま
す。この再接続が実行されるのは、最低Pつの接続に成功した場合のみです。

Assetbenter rerverとメッセージシステム
Assetbenter?rerverをインストールするコンピュータには、有効なメッセージ
システムをインストールしておく必要があります。また。各ログインユーザ
がメッセージの送信に使うメッセージシステムをデータベースで正しく設定
しておく必要があります。
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Assetbenter rerverのメイン画面

メイン画面には、Assetbenter?rerverが処理するイベントの一覧が表示されま
す。

Assetbenter?rerverのプログラムメニューとそのアイコンの各機能を次に示し
ます。

表 PRMPM プログラムのアイコンとメニュー

機能メニューアイコン
データベースに接続しま
す。

ファイル／接続

データベースとの接続を切
断します。

ファイル／切断

起動する期限のモニタエー
ジェントを選択します。

アクション／起動

メイン画面からメッセージ
を消去します。

アクション／リストを空に
する
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機能メニューアイコン
外部のメッセージシステム
に接続します。

このボタンは、問題なく接
続している場合は淡色で表
示されます。

接続できなかった場合にこ
のボタンは有効になりま
す。このボタンをクリック
して接続をテストします。

アクション／メッセージシ
ステムに接続

イベントのリストが大きくなりすぎた場合は、いつでも［アクション／リス
トを空にする］コマンドを使ってウィンドウを空にすることができます。

Assetbenter rerverの全般オプション
全般的なモニタオプションは、［オプション／設定］メニューを選択すると
表示される画面の［全般］タブページで指定します。

これらのオプションで、Assetbenter?rerverの全般的な操作を管理します。

［データベース］への再接続の間隔
このオプションは、Assetbenter?rerverがP回で問題なくデータベースに接続し
た後にエラーメッセージを受信したときに使われます。

エラーが発生すると、Assetbenter?rerverはデータベース接続が無効になった
と見なし、期限のモニタを停止します。エラーが発生する前にP回でもデー
タベースに問題なく接続したことがある場合は、Assetbenter?rerverが、［再
接続の間隔］枠内の［データベース］フィールドで指定した周期でデータ
ベースへの再接続を試みます。

Assetbenter?rerverがデータベースに再接続すると、モニタ機能が再開されま
す。

このフィールドには、「時間」を指定します。

［メッセージ］システムへの再接続の間隔
外部メッセージシステムに問題が発生した場合、Assetbenter?rerverはそのメッ
セージシステムへのメッセージの送信を停止します。
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Assetbenter?rerverは、このフィールドで定義した周期で外部メッセージシス
テムへの再接続を試みます。

このフィールドには、「時間」を指定します。

ログファイル

ファイル
このオプションで指定するファイルに、Assetbenter?rerverのメイン画面に表
示されるメッセージが保存されます。

最大サイズ
このフィールドで、Assetbenter?rerverのメイン画面に表示されるメッセージ
を記録するファイルのサイズを指定します。

この保存容量が最大サイズに達すると、最も古いメッセージが削除され、代
わりに新しいメッセージが保存されます。

タイムゾーン
設定画面の［全般］タブページで、次のオプションからタイムゾーンのテス
トの実行方法を選択します。
• データベースサーバのタイムゾーンの検証
• サーバと比較したローカルマシン時間の検証

これらのQつのテストはいずれも、データベースサーバの時刻とAssetbenter
rerverをインストールしたマシンの時刻を比較します。時間差はzGn?I?RO分H?J
m|で表されます。ただし、mは?LPTからJPT分です。

Qつのテストに共通する特徴
時間差がT分を超えると、Assetbenter?rerverがインストールされているマシン
のローカル時刻を更新するメッセージが表示されます。

この更新を拒否すると（例えば、サーバの時刻を更新する場合）、接続が拒
否されます。データベースサーバの時刻とAssetbenter?rerverをインストール
したマシンの時刻のいずれかを変更して、Qつの時刻の差をT分以内にする
と、再接続できるようになります。
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［データベースサーバのタイムゾーンの検証］オプショ
ンの特徴

必要に応じて、Assetbenterのオプションテーブルで指定されているサーバの
タイムゾーンに関する情報が更新されます（Gn?I?RO分Hの数値がサーバのタイ
ムゾーンに対応しない場合）。

この機能を正しく実行するには、Assetbenter?rerverが稼動しているマシンで、
時刻と夏時間の変更に関する情報を正しく設定しておく必要があります。

［サーバと比較したローカルマシン時間の検証］オプ
ションの特徴

Assetbenterの内部操作に必要なサーバのタイムゾーンを取得します。

注意:

このオプションをオンにすると、calrサーバの時刻をAssetbenter?rerverが
稼動しているいずれかのコンピュータの時刻と比較します。必要に応じて
Assetbenter?rerverのタイムゾーン情報が調節され、Assetbenterクライアント
がfls時刻で時刻を保存できるようになります。

Assetbenter rerverでモニタするモジュールを設定
する

はじめに
モニタするモジュールを設定するには、［ツール／モジュールの設定］メ
ニューを使います。

モジュールの設定画面には、モジュールのリストが表示されます。各モジュー
ルに対して次の情報を定義します。
• モジュールを有効にするかどうか
• モジュールが実行するタスク
• 各モジュールのモニタの周期
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ヒント:

Assetbenter?rerverのセッションを複数のマシンで起動して、各マシンの
Assetbenter?rerverで異なるモジュールを選択して、モニタするモジュールを
分担することができます。これによりパフォーマンスの向上を図れます。た
だし、あるマシンで、同時に複数のモジュールを起動しないでください。

以下では、Assetbenter?rerverが管理する各モジュールについて説明します。

検証スケジュール
モジュールの検証スケジュールを定義するには、次の手順に従います。
P ［ツール／モジュールの設定］メニューを選択します。
2 設定するモジュールを選択します。
R ［検証スケジュール］セクションの左タブページで情報を指定します。
S 必要に応じて、タブページのラベルをマウスの右ボタンでクリックして
［規則の追加］メニューを選択し、新しいタブページを作成します。

タブページでは、モニタする日付と時刻を定義できます。

表 PRMQM 実行日

モニタの実行間隔［実行日］フィールドの値
年間を通じて毎日、例外なく実行しま
す。

毎日

［実行日］フィールドの右のフィールド
に表示されるリストデータから曜日を選
択します。

例

毎週月曜日

曜日指定

日付のみ、または年と月を組み合わせて
指定できます。指定するには、［日］、
［月］、［年］チェックボックスをオン
にします。

例

V月QO日

日付指定

Assetbenter
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モニタの実行間隔［実行日］フィールドの値
［曜日指定］で定義した曜日に、［月］
および［年］チェックボックスを使って
定義した月と年を組み合わせます。

例

毎月「第P」金曜日

X月の「第Q」月曜日

PP月の「最後からQ番目」の水曜日

QOOO年の毎月「最終」火曜日

第P

第Q

第R

第S

最後からQ番目

最後

時刻をモニタする

定期的
P日に定期的に行うモジュールの検証をQ種類定義できます。

Pつめの実行間隔は、設定した期間内に適用されます。次のQつの方法で期間
を設定できます。
• スケジュールバーをクリックしてドラッグし、期間を設定します。
• スケジュールバーの右のフィールドに直接リストデータの候補値を入力
します。次のシンタックスを使います。

[期間の開始時刻?L?期間の終了時刻]

Assetbenterで定義した時刻形式に従う必要があります。

複数の期間を定義するには、セミコロン（Z）で区切ります。

Qつ目の［期間外の実行間隔］は、前の手順で定義した期間外に適用されま
す。

例

リストデータ
検証を実行する時刻を右のフィールドに入力できます。
• Assetbenterで定義した時刻形式に従う必要があります。
• 複数の時刻を指定する場合は、セミコロン（Z）で区切ります。
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例

プレビュー
次のプレビューを実行できます。
• モジュールの検証スケジュールで定義した規則を［プレビュー］フィー
ルドで確認できます。

• モジュールを選択した場合は、モジュールに設定したすべての規則を、
［プレビュー］タブページで確認できます。

［データベースにmsドメインのコンピュータを追加
（Addbpu）］モジュール

Assetbenter?rerverでは、msドメインで宣言されているコンピュータの取得を
プログラムできます。

分析するドメインは、bonnectLhtの「\ddcpuMscn」シナリオで指定されていま
す。

［データベースにmsドメインのコンピュータを追加］モジュールを有効にす
る前に、以下のパラメータが適切であることを確認してください。
• Assetbenter?rerverの［データベースにmsドメインのコンピュータを追加］
モジュールのパラメータ

• bonnectLhtの「\ddcpuMscn」シナリオのパラメータ（bonnectLhtのインストー
ル先フォルダの「scen\rio{ntsec{nt\cSO」サブフォルダ内に格納されていま
す）

［データベースにmsドメインのコンピュータを追加］
モジュールのパラメータ［ユーザデータ］フィールド）

デフォルトのパラメータは以下のとおりです。

ACconnectit_exedirCNconitsvcMexeA?Lonce?FCconnectit_exedirCNMMNscen\rioNntsecNnt\cSO
N\ddcpuMscnF
LdYAssetbenterMrdqudq=CcnxC?LdYAssetbenterMknfhm=CloginC?LdYAssetbenterMs
dwsoArrvnqc=Cp•dC

上記のパラメータに関する説明

Assetbenter
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• Cconnectit_exedirCは、vindo•sのレジストリにある「conitsvcMexe」プログ
ラムのパスを格納します。

このパラメータを変更する必要はありません。
• Lonceは、「conitsvcMexe」をP度のみ実行することを意味します（bonnectLht
の「nnce」スケジューラを使用する）。

このパラメータは、変更しないでください。Assetbenter?rerverでスケジュー
ルを定義します。

• Cconnectit_exedirCNMMNscen\rioNntsecNnt\cSON\ddcpuMscnは、使用するbonnectLht
シナリオへのアクセスパスです。

別のbonnectLhtシナリオを使用する場合は、このパラメータを変更します。
• LdYAssetbenterMrdqudq=CcnxC?LdYAssetbenterMknfhm=CloginC
LdYAssetbenterMsdwsoArrvnqc=Cp•dCは、Assetbenter?rerverが開く
Assetbenterの接続名、ログイン、およびパスワードを含みます。

上記のパラメータは、「\ddcpuMscn」シナリオのAssetbenterコネクタで定
義された値を上書きします。

これらのパラメータを変更する必要はありません。

bonnectLhtの「addcpuMscn」シナリオのパラメータ
「\ddcpuMscn」シナリオを変更するには、次の手順に従います。
P bonnectLhtのシナリオビルダを実行します。
2 「\ddcpuMscn」シナリオを開きます（bonnectLhtのインストール先フォルダ
の「scen\rio{ntsec{nt\cSO」サブフォルダ内に格納されています）。

R シナリオ図の画面でms?securityボックスのタイトルバーをクリックして、
ms?securityコネクタを選択します。

S ［ツール／設定］メニューを選択します。
T ［次へ］をクリックします。
U ［ドメイン］フィールドにコンピュータをインポートするドメインの名
前を入力します。

警告:

次のコンピュータが取得されます。
• Assetbenter?rerverのユーザが接続するドメインと同じドメインに属す
るユーザ

• Assetbenter?rerverのユーザが接続するドメインの「信頼される側」の
ドメインに属するユーザ
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ヒント:

ある特定のコンピュータが取得されるかどうかを知るには、次の操作を
実行します。
P Assetbenter?rerverのマシンでvindo•sエクスプローラを実行します。
2 近隣ネットワークを表示します。
R Assetbenter?rerverは、ここに表示されるコンピュータからデータを取
得することができます。

Assetbenterデータベースにどのデータが入力されるかを知るには、
「\ddcpuMscn」シナリオの詳細を確認します。

モジュールは、［コンピュータ］テーブルの［次回のスキャン］フィールド
にモジュールの実行日「OOYOO」を入力します。

msセキュリティコネクタの詳細については、bonnectLht付属マニュアル『ユー
ザガイド』の「アプリケーションコネクタ」の章、「msセキュリティコネク
タ」の節を参照してください。

Assetbenterコネクタの詳細については、bonnectLht付属マニュアル『ユーザガ
イド』の「oeregrine?rystemsコネクタ」の章、「Asset?l\n\gementコネクタ」
の節を参照してください。

［データベースにmsユーザを追加（Addtser）］モ
ジュール

Assetbenter?rerverでは、msドメインで宣言されているユーザの取得をプログ
ラムできます。

このモジュールは、［部署と従業員］テーブルに、Assetbenterデータベース
（統合msセキュリティを使用）の接続に関する情報を入力するために役立ち
ます。

分析するドメインは、bonnectLhtの「\dduserMscn」シナリオで指定されていま
す。

［データベースにmsユーザを追加］モジュールを有効にする前に、以下のパ
ラメータが適切であることを確認してください。
• Assetbenter?rerverの［データベースにmsユーザを追加］モジュールのパ
ラメータ

• bonnectLhtの「\dduserMscn」シナリオのパラメータ（bonnectLhtのインストー
ル先フォルダの「scen\rio{ntsec{nt\cSO」サブフォルダ内に格納されていま
す）
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［データベースにmsユーザを追加］モジュールのパラ
メータ［ユーザデータ］フィールド）

デフォルトのパラメータは以下のとおりです。

ACconnectit_exedirCNconitsvcMexeA?Lonce?FCconnectit_exedirCNMMNscen\rioNntsecNnt\cSO
N\dduserMscnF
LdYAssetbenterMrdqudq=CcnxC?LdYAssetbenterMknfhm=CloginC?LdYAssetbenterMs
dwsoArrvnqc=Cp•dC

上記のパラメータに関する説明
• Cconnectit_exedirCは、vindo•sのレジストリにある「conitsvcMexe」プログ
ラムのパスを格納します。

このパラメータを変更する必要はありません。
• Lonceは、「conitsvcMexe」をP度のみ実行することを意味します（bonnectLht
の「nnce」スケジューラを使用する）。

このパラメータは、変更しないでください。Assetbenter?rerverでスケジュー
ルを定義します。

• Cconnectit_exedirCNMMNscen\rioNntsecNnt\cSON\dduserMscnは、使用するbonnectLht
シナリオへのアクセスパスです。

別のbonnectLhtシナリオを使用する場合は、このパラメータを変更します。
• LdYAssetbenterMrdqudq=CcnxC?LdYAssetbenterMknfhm=CloginC
LdYAssetbenterMsdwsoArrvnqc=Cp•dCは、Assetbenter?rerverが開く
Assetbenterの接続名、ログイン、およびパスワードを含みます。

上記のパラメータは、「\dduserMscn」シナリオのAssetbenterコネクタで定
義された値を上書きします。

これらのパラメータを変更する必要はありません。

bonnectLhtの「addcpuMscn」シナリオのパラメータ
「\dduserMscn」シナリオを変更するには、次の手順に従います。
P bonnectLhtのシナリオビルダを実行します。
2 「\dduserMscn」シナリオを開きます（bonnectLhtのインストール先フォル
ダの「scen\rio{ntsec{nt\cSO」サブフォルダ内に格納されています）。

R シナリオ図の画面でms?securityボックスのタイトルバーをクリックして、
ms?securityコネクタを選択します。

S ［ツール／設定］メニューを選択します。
T ［次へ］をクリックします。
U ［ドメイン］フィールドにコンピュータをインポートするドメインの名
前を入力します。

管理

Assetbenter SMR L 管理 2UT



ヒント:

複数のドメインを探索する場合は、ドメインごとにbonnectLhtシナリオと
Assetbenter?rerverモジュールを作成することをお勧めします。

警告:

次のユーザが取得されます。
• Assetbenter?rerverのユーザが接続するドメインと同じドメインに属す
るユーザ

• Assetbenter?rerverのユーザが接続するドメインの「信頼される側」の
ドメインに属するユーザ

ヒント:

ある特定のコンピュータが取得されるかどうかを知るには、次の操作を
実行します。
P Assetbenter?rerverのマシンでvindo•sエクスプローラを実行します。
2 共有フォルダを作成します。
R この共有フォルダのアクセス権を指定します。
S アクセス権にユーザを追加します。
T 表示されるユーザから、Assetbenter?rerverはデータを取得することが
できます。

Assetbenterデータベースにどのデータが入力されるかを知るには、
「\dduserMscn」シナリオの詳細を確認します。

msセキュリティコネクタの詳細については、bonnectLht付属マニュアル『ユー
ザガイド』の「アプリケーションコネクタ」の章、「msセキュリティコネク
タ」の節を参照してください。

Assetbenterコネクタの詳細については、bonnectLht付属マニュアル『ユーザガ
イド』の「oeregrine?rystemsコネクタ」の章、「Asset?l\n\gementコネクタ」
の節を参照してください。

［賃貸料の計算（qent）］モジュール
Assetbenter?rerverは、契約と資産の賃貸料の定期的な支払いをモニタし、支
払額を計算および必要に応じて再計算します。

［賃貸料の計算］モジュールは次のオプションを定義します。
• 契約賃貸料と資産賃貸料の経費明細の作成に関連する特定のパラメータ
• 更新頻度
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概要
Assetbenter?rerverは、経費明細の作成が必要かどうかを定期的に検証します。
必要な場合は経費明細を作成します。

定期的な賃貸料に関連する経費明細のチェックと作成が終ると、Assetbenter
rerverは最新の経費明細（過去または現在）の日付を［計算開始日］（rpk
名：dqec\lcul）フィールドに入力します。
• 契約賃貸料を資産に配分する場合は、資産の詳細画面の［取得］タブペー
ジ／［賃貸料］サブタブページ／［計算開始日］フィールドを変更しま
す。

• 契約賃貸料を資産に配分しない場合は、契約の詳細画面の［賃貸料］タ
ブページ／［賃貸料］サブタブページ／［計算開始日］フィールドを変
更します。

ただし、PつPつの経費明細を作成するたびに再計算を行うわけではありませ
ん。
• 定期的な賃貸料に関連する経費明細の見積は、必ず再計算されます。
• 各賃貸料に固有の［計算開始日］フィールドは、定期的に支払う賃貸料
の経費明細が最後に再計算された日付を表します。

借主は、［計算開始日］フィールドを直接編集し、見積られた経費明細
以外の再計算日を直接変更できます。これにより、税率が変更された場
合などに不適切な経費明細を再計算することができます。

作成パラメータ
［ユーザデータ］フィールドでは、賃貸料の作成パラメータを設定します。
このフィールドのシンタックスは次のとおりです。

[cur\tion]d

cur\tionには、賃貸料項目の見積を計算する日数を設定します。例えば、XO
日間の賃貸料を計算するには、次のように入力します。

XOd

注意:

トランザクションごとの賃貸料の最大計算回数は、「\msrvMcfg」設定ファイ
ルのtserc\t\エントリで指定します。

このファイルの場所： マニュアル『Assetbenter?L?インスタレーション』の
「Mini?および?Mcfg?ファイル」の章
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賃貸料の見積
［ユーザデータ］フィールドには、支払う賃貸料の見積を計算する日数を指
定できます。

Assetbenter?rerverは、指定した期間内で賃貸料を見積り、経費明細を作成し
ます。作成しない場合は、単にこのフィールドを「O」に設定してください。

例
次の内容を設定することにします。
• 契約は、QOOP年V月P日からQOOS年V月P日まで有効です。
• 賃貸料は、月P回、月初めに支払います。
• Assetbenter?rerverでは、賃貸料の支払をQヶ月ごとに検証し、向こうPQヶ
月に支払う見積賃貸料を作成します。

Assetbenter?rerverをQOOQ年V月P日に初めて起動した場合、次のデータが作成
されます。
• QOOP年V月P日からQOOQ年V月P日までの過去の賃貸料
• QOOQ年V月P日現在の賃貸料
• QOOQ年W月P日からQOOR年V月P日までの賃貸料の見積

計算が終ると、［計算開始日］フィールドには見積った経費明細の日付では
なく現在の経費明細の日付、つまりQOOQ年V月P日が表示されます。

Assetbenter?rerverはバックグラウンドで動作します。Assetbenter?rerverは、
Qヶ月後のQOOQ年X月P日に次のデータを作成します。
• QOOQ年PO月P日からQOOR年X月P日までの賃貸料の見積
• 支払日が［計算開始日］フィールドの日付より前または現在の賃貸料、
つまり、QOOQ年W月P日からQOOQ年PO月P日までの賃貸料

［規定の損失額の計算（kostual）］モジュール
Assetbenter?rerverは、計算方法が［全期間で計算］（リース契約の詳細画面
の［リース］タブページの［計算］（rpk名：sekossu\lb\lclode）フィール
ド）に設定されているリース契約の損失額を定期的に再計算します。このよ
うに、Assetbenter?rerverがデータベースにアクセスした後に損失額の計算規
則を変更すると、Assetbenter?rerverによって損失額が更新されます。
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［受領品に対応する資産、消耗品などの作成
（celivery）］モジュール

必要条件
このモジュールを起動する前に、以下の操作を実行する必要があります。
• Assetbenterを起動します。
• ［管理／データベースオプション］メニューを選択します。
• ［調達／Assetbenter?rerverで受領品をポートフォリオに自動的に作成］オ
プションを選択します。

• このオプションの値を「はい」に設定します。

このモジュールが実行するタスク
このモジュールは、［受領品］（rpk名：\mhtemqeceived）テーブルのレコー
ドを処理し、受領品に対応するレコード（資産、消耗品など）を適切なテー
ブルに作成します。

このモジュールの利点
AssetbenterではなくAssetbenter?rerverを使ってこのタスクを実行すると、注
文品の受領を行うクライアントのパフォーマンスを向上を図ることができま
す。

実行の頻度
ユーザが受領品に対応するレコードに迅速にアクセスできるようにするに
は、本モジュールを毎日、数回実行することをお勧めします。

［実行グループにワークフロー規則を適用］モジュー
ル

Assetbenter?rerverは、ワークフローの実行グループ（例：Aclhm）を検出す
ると、ワークフロー規則を実行します。

ワークフロー実行グループをモニタする
Assetbenter?rerverは、実行グループに関連付けられているワークフローに固
有の期限をモニタします。
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アクティビティがトリガされたときにAssetbenter?rerverでモニタする期限は、
ワークフローのアクティビティテンプレートの詳細画面の［アラーム］タブ
ページで定義します。

これらの期限は、実行する一連のタスクに設定した期限によって定義されま
す。

注意:

ワークフローに固有の期限は、ワークフローのアクティビティテンプレート
の詳細画面／［制限時間］タブページで指定した業務用カレンダに基づいて
計算されます。計算された期限の制限時間は、業務時間に変換されます。

定期的なイベントを処理する
Assetbenter?rerverは、イベントの詳細画面の［パラメータ］タブページで定
義した周期と起動条件で定期的なイベントをトリガします。

Assetbenter?rerverの処理内容は、次のようにイベントの詳細画面の［全般］
タブページで指定したイベントの処理モードによって決まります。
• イベントを保存してからサーバで処理：イベントが発生すると同時に、
Assetbenter?rerverはこれを\mvfnccurdvent（rpk名）テーブルに保存し
ます。

その後に、Assetbenter?rerverの設定画面で定義した検証周期に従って、ト
ランジションを起動します。

• イベントを保存してすぐに処理：イベントが発生すると同時に、Assetbenter
rerverはこれを\mvfnccurdvent（rpk名）テーブルに保存し、すぐにトラ
ンジションを起動します。

• イベントを保存しないですぐに処理：イベントが発生すると同時に、
Assetbenter?rerverはトランジションを起動します。

トランジションの起動
Assetbenter?rerverは、設定画面で定義した周期に従ってイベントのトランジ
ションを起動します。対象となるイベントは次のとおりです。
• ［システム］イベント
• ［データベース］タイプと［定期的］タイプのイベントで処理モードが
［イベントを保存してからサーバで処理］に設定されているもの

タスクの実行
Assetbenter?rerverでは、［自動アクション］タイプまたは［テスト／スクリ
プト］タイプのアクティビティによって発生するタスクを実行します。ただ
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し、［アクションを即実行］（rpk名：bdxechmmedi\tely）チェックボック
スが選択されているアクティビティから発生するタスクは行いません。

Assetbenter?rerverがタスクを検証して実行する周期は、Assetbenter?rerverの
設定画面で指定します。

［アクションを即実行］（rpk名：bdxechmmedi\tely）チェックボックスが
オンになっている［自動アクション］タイプまたは［テスト／スクリプト］
タイプのアクティビティから発生するタスクの場合は、次のようになりま
す。
• Assetbenter?rerverが起動したトランジションによって作成されたタスクの
場合は、Assetbenter?rerverがそのタスクを実行します。

• それ以外の場合は、Assetbenterクライアントマシンでタスクを実行しま
す。

［スキャナの結果を基にデータベースを更新
（hddAc）］モジュール

Assetbenter?rerverでは、hnfr\sools?cesktop?ciscoveryが生成する「Mfsf」ファイ
ルを取得するようプログラムできます。「Mfsf」ファイルは、コンピュータの
スキャン結果を格納するファイルです。

「Mfsf」ファイルを格納するフォルダは、bonnectLhtの「idd\cMscn」シナリオで
指定されています。

注意:

このモジュールは、コンピュータのスキャンが実行済みであることを前提に
しています。

［スキャナの結果を基にデータベースを更新］モジュールを有効にする前
に、以下のパラメータが適切であることを確認してください。
• Assetbenter?rerverの［スキャナの結果を基にデータベースを更新］モジュー
ルのパラメータ

• bonnectLhtの「idd\cMscn」シナリオのパラメータ（bonnectLhtのインストー
ル先フォルダの「scen\rio{idd{idd\cSO」サブフォルダ内に格納されていま
す）

［スキャナの結果を基にデータベースを更新］モジュー
ルのパラメータ（［ユーザデータ］フィールド）

デフォルトのパラメータは以下のとおりです。

管理

Assetbenter SMR L 管理 2VP



ACconnectit_exedirCNconitsvcMexeA?Lonce?FCconnectit_exedirCNMMNscen\rioNiddNidd\cSO
Nidd\cMscnF
LdYAssetbenterMrdqudq=CcnxC?LdYAssetbenterMknfhm=CloginC?LdYAssetbenterMs
dwsoArrvnqc=Cp•dC

上記のパラメータに関する説明
• Cconnectit_exedirCは、vindo•sのレジストリにある「conitsvcMexe」プログ
ラムのパスを格納します。

このパラメータを変更することはお控えください。
• Lonceは、「conitsvcMexe」をP度のみ実行することを意味します（bonnectLht
の「nnce」スケジューラを使用する）。

このパラメータは、変更しないでください。Assetbenter?rerverでスケジュー
ルを定義します。

• Cconnectit_exedirCNMMNscen\rioNiddNidd\cSONidd\cMscnは、使用するbonnectLhtシ
ナリオへのアクセスパスです。

別のbonnectLhtシナリオを使用する場合は、このパラメータを変更します。
• LdYAssetbenterMrdqudq=CcnxC?LdYAssetbenterMknfhm=CloginC
LdYAssetbenterMsdwsoArrvnqc=Cp•dCは、Assetbenter?rerverが開く
Assetbenterの接続名、ログイン、およびパスワードを含みます。

上記のパラメータは、「idd\cMscn」シナリオのAssetbenterコネクタで定義
された値を上書きします。

これらのパラメータを変更する必要はありません。

bonnectLhtの「iddacMscn」シナリオのパラメータ
「idd\cMscn」シナリオを変更するには、次の手順に従います。
P bonnectLhtのシナリオビルダを実行します。
2 「idd\cMscn」シナリオを開きます（bonnectLhtのインストール先フォルダ
の「scen\rio{idd{idd\cSO」サブフォルダ内に格納されています）。

R シナリオ図の画面でhnfr\sools?cesktop?ciscoveryボックスのタイトルバー
をクリックして、hnfr\sools?cesktop?ciscoveryコネクタを選択します。

S ［ツール／設定］メニューを選択します。
T ［次へ］をクリックします。
U 以下のフィールドに入力します。
• ［ereファイルフォルダ］：取得する「Mfsf」ファイル（コンピュータ
のスキャンファイル）を格納するフォルダのパス

このフォルダは、「getfsfMscn」シナリオのマッピングで指定されたフォ
ルダと同一でなければなりません。

• ［rAhファイルフォルダ］：「Ms\i」ファイル（スキャナがコンピュー
タ上で検索し識別するアプリケーションをリストにして記述ファイ
ル）を格納するフォルダのパス
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このフォルダは、「getfsfMscn」シナリオのマッピングで指定されたフォ
ルダと同一でなければなりません。

• ［ユーザ追加項目ファイル］：「Mcdt」ファイル（hnfr\sools?cesktop
ciscoveryのスキャンフォームに含まれているフィールドのリストで、
これらのフィールドはbonnectLhtのマッピングに含まれます）の完全パ
ス

Assetbenterデータベースにどのデータが入力されるかを知るには、
「idd\cMscn」シナリオの詳細を確認します。

モジュールは特に、［コンピュータ］（rpk名：\mbomputer）テーブルの
［前回のハードウェアスキャン］（rpk名：dtg\rdrc\n）フィールド、［前
回のネットワークスキャン］（rpk名：dtmet•orkrc\n）フィールド、［前回
のソフトウェアスキャン］（rpk名：dtroftrc\n）フィールドに入力します。

hnfr\sools?cesktop?ciscoveryコネクタの詳細については、bonnectLht付属マニュ
アル『ユーザガイド』の「oeregrine?rystemsコネクタ」の章、「hnfr\sools
cesktop?ciscoveryコネクタ」の節を参照してください。

Assetbenterコネクタの詳細については、bonnectLht付属マニュアル『ユーザガ
イド』の「oeregrine?rystemsコネクタ」の章、「Asset?l\n\gementコネクタ」
の節を参照してください。

シナリオ「idd\cMscn」に関する文書を作成するには、bonnectLhtの『ユーザガ
イド』マニュアルの「シナリオ文書」の章、「シナリオ文書の作成」の節を
参照してください。

［スキャナの結果を基にデータベースを更新
（odiAc）］モジュール

Assetbenter?rerverでは、cesktop?hnventoryが生成する「MxmlMgz」ファイルを取
得するようプログラムできます。「MxmlMgz」ファイルは、コンピュータのス
キャン結果を格納するファイルです。

「MxmlMgz」ファイルを格納するフォルダは、bonnectLhtの「\ddcpuMscn」シナ
リオで指定されています。

［スキャナの結果を基にデータベースを更新］モジュールを有効にする前
に、以下のパラメータが適切であることを確認してください。
• Assetbenter?rerverの［スキャナの結果を基にデータベースを更新
（odiAc）］モジュールのパラメータ

• bonnectLhtの「\ddcpuMscn」シナリオのパラメータ（bonnectLhtのインストー
ル先フォルダの「scen\rio{pdi{pdi\cSP」サブフォルダ内に格納されていま
す）
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［スキャナの結果を基にデータベースを更新
（odiAc）］モジュールのパラメータ（［ユーザデー
タ］フィールド）

デフォルトのパラメータは以下のとおりです。

ACconnectit_exedirCNconitsvcMexeA?Lonce?L•pplog?FCconnectit_exedirCNMMNscen\rioNpdi
NodiAcSPNodiAcMscnF
LdYAssetbenterMrdqudq=CcnxC?LdYAssetbenterMknfhm=CloginC?LdYAssetbenterMs
dwsoArrvnqc=Cp•dC

上記のパラメータに関する説明
• Cconnectit_exedirCは、vindo•sのレジストリにある「conitsvcMexe」プログ
ラムのパスを格納します。

このパラメータを変更することはお控えください。
• Lonceは、「conitsvcMexe」をP度のみ実行することを意味します（bonnectLht
の「nnce」スケジューラを使用する）。

このパラメータは、変更しないでください。Assetbenter?rerverでスケジュー
ルを定義します。

• Cconnectit_exedirCNMMNscen\rioNpdiNodiAcSPNodiAcMscnは、使用するbonnectLht
シナリオへのアクセスパスです。

別のbonnectLhtシナリオを使用する場合は、このパラメータを変更します。
• LdYAssetbenterMrdqudq=CcnxC?LdYAssetbenterMknfhm=CloginC
LdYAssetbenterMsdwsoArrvnqc=Cp•dCは、Assetbenter?rerverが開く
Assetbenterの接続名、ログイン、およびパスワードを含みます。

上記のパラメータは、「odiAcMscn」シナリオのAssetbenterコネクタで定
義された値を上書きします。

これらのパラメータを変更することはお控えください。

bonnectLhtの「odiAcMscn」シナリオのパラメータ
「odiAcMscn」シナリオを変更するには、次の手順に従います。
• bonnectLhtのシナリオビルダを実行します。
• 「odiAcMscn」シナリオを開きます（bonnectLhtのインストール先フォルダ
の「scen\rio{pdi{pdi\cSP{odiAcMscn」サブフォルダ内に格納されています）。

• シナリオ図の画面でochボックスのタイトルバーをクリックして、ochコ
ネクタを選択します。

• ［ツール／設定］メニューを選択します。
• ［次へ］をクリックします。
• 処理モードを選択します（読み取りまたは書き込み）。
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• ［次へ］をクリックします。
• 接続プロトコルを選択します。デフォルトのプロトコルは［ローカルファ
イル／ネットワークファイル］です。

• ［次へ］をクリックします。
• ファイルの場所を指定するか、または［フォルダ名］フィールドでスキャ
ンフォルダの場所を指定します。

Assetbenterデータベースにどのデータが入力されるかを知るには、
「odiAcMscn」シナリオの詳細を確認します。

［テーブル用統計情報の更新（rtats）］モジュール
このモジュールは、データベースに関する統計を更新します。

Assetbenterがサポートするcalrは、rpkクエリプランを最適化するために
データベース統計を使用します。

データベース統計が更新されていない場合、calrは最も効率的なインデッ
クスを検出できません。

P週間にP度はこのモジュールを起動するようをお勧めします。データベース
が大きく変更される場合は、毎晩起動します。

［入力イベントテーブルの消去
（ourgedventhnsable）］モジュール

このモジュールは、［入力イベント］（rpk名：\mhnputdvent）テーブルの
レコードを、以下のフィールドの値に応じて削除します。
• ［入力イベント］（rpk名：\mhnputdvent）テーブルの［ステータス］
（rpk名：sert\tus）フィールド

• ［入力イベント］（rpk名：\mhnputdvent）テーブルの［削除］（rpk
名：seqemoveel\g）フィールド

• ［入力イベントの有効時間（時間）］オプションで指定された期限
（Assetbenterの［管理／データベースオプション］メニュー）

［出力イベントテーブルの消去
（ourgedventnutsable）］モジュール

このモジュールは、［入力イベント］（rpk名：\mhnputdvent）テーブルの
レコードを、以下のフィールドの値に応じて削除します。
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• ［出力イベント］（rpk名：\mnutputdvent）テーブルの［ステータス］
（rpk名：sert\tus）フィールド

• ［出力イベント］（rpk名：\mnutputdvent）テーブルの［削除］（rpk
名：seqemoveel\g）フィールド

• ［出力イベントの有効時間（時間）］オプションで指定された期限
（Assetbenterの［管理／データベースオプション］メニュー）

［新しいワークフロー実行グループの検索
（vorkfloweinder）］モジュール

Assetbenter?rerverは、新しいワークフロー実行グループの作成をモニタしま
す。

例えば、Assetbenter?rerverが新しいワークフロー実行グループ「f」を検出
すると、［実行グループ?FfF?にワークフロー規則を適用］という新しいモニ
タモジュールを作成します。

この機能によって、次のことが可能になります。
• ワークフローの実行グループごとに検証スケジュールを定義できます。
• 複数の異なるワークフロー実行グループを複数のAssetbenter?rerverで分担
してモニタできます。

［データベースサーバに信号送信（tpdatesoken）］
モジュール

Assetbenter?rerverは、データベースサーバにAssetbenter?rerverが機能してい
ることを示す信号を定期的に送信します。

データベースサーバがAssetbenter?rerverからP時間以上信号を受信しない場合
は、ユーザがAssetbenterでデータベースに接続した時に、メッセージが表示
されます。

メッセージには、Assetbenter?rerverがこのデータベース上で稼動していない
ため、モニタ機能が中断することが示されます。

データベースサーバがAssetbenter?rerverからP週間以上信号を受信しない場合
は、データベースに接続できなくなります。

［コストセンタの経費を分割する（bostbenter）］
モジュール

Assetbenter?rerverで、経費明細を分割することができます。
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概要
Assetbenter?rerverは、まず［分割処理のステータス］（rpk名：serplitrt\tus）
フィールドが［未分割］に設定されている経費明細を検索して分割する経費
明細を特定します。

デフォルトでは、そのステータス（経費明細の［ステータス］（rpk名：
sert\tus）フィールドの値）に関わらず、すべての経費明細を分割します。

Assetbenter?rerverが特定した経費明細を分割すると、次のようになります。
• 親コストセンタ内に、分割した経費明細と同等の借方の経費明細が作成
されます。

• 分割先のコストセンタに配分比（パーセント）分の経費明細が作成され
ます。この経費明細の分割処理のステータスはデフォルトで［未分割］
になります。

特殊な例：コストセンタを削除する
Assetbenterでは、コストセンタを削除しようとしても、そのコストセンタに
経費明細がある場合は、［ツール／オプション］メニューの［編集］項目の
［拡張削除の許可］オプションがオンになっていない限り削除できません。

この場合は、次のRつの方法でコストセンタを削除できます。
• リンクしているすべてのレコードを削除します。
• リンクしているレコードを切り離します。
• リンクしているレコードを別のレコードにリンクします。

それぞれの方法でコストセンタを削除した場合の結果を次に示します。

リンクしているすべてのレコードを削除する
コストセンタが削除されると、Assetbenterは次の項目を削除します
• 削除されたコストセンタの経費明細
• 削除されたコストセンタの分割処理で発生した経費明細

削除されたコストセンタで分割処理が行われ、別の経費明細が発生した場合
は、Assetbenterが分割前の元の経費明細の［分割処理のステータス］（rpk
名：serplitrt\tus）フィールドを「未分割」に変更します。

このようにステータスは未分割に戻っても、分割により発生した経費明細が
まだリンクされている経費明細をAssetbenter?rerverが検出した場合は、
Assetbenter?rerverがそれらのリンクしている経費明細をすべて削除します。
それと同時にAssetbenter?rerverは分割前の元の経費明細も削除します。

次に、Assetbenter?rerverは未分割のステータスに戻った経費明細を分割し、
新しいパラメータに基づいて再計算します。
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リンクしているすべてのレコードを切り離す
この場合は次のようになります。
• 削除されたコストセンタの経費明細は、切り離したコストセンタとは関
連がなくなります。

• 経費明細が、削除されたコストセンタの分割前の元の経費明細の場合は、
その経費明細が再分割されます。

• 経費明細が、削除されたコストセンタの分割操作により発生した経費明
細の場合は、変更されません。

リンクしているレコードを別のレコードにリンクする
この場合は、削除されたコストセンタに代わるコストセンタwを選択します。
• 削除されたコストセンタの経費明細をコストセンタwに関連付けます。
• 経費明細が、削除されたコストセンタの分割前の元の経費明細の場合は、
コストセンタwが新しいコストセンタと見なされ、その経費明細が再分割
されます。

• 削除されたコストセンタの分割操作によって発生した経費明細は削除さ
れ、コストセンタwの経費明細が分割されます。

［データベースサーバのタイムゾーンの検証
（simeyone）］モジュール

このモジュールは、サーバの現地時間とクライアントコンピュータ間の時間
差を確認します。このモジュールは、クライアント用のタイムゾーンを指定
した場合（［管理／タイムゾーン］）に使用されます。

［アラームの検証（Alarms）］モジュール

モニタするアラーム

資産のアラーム
以下の重要な日付をモニタします。
• 資産の予約終了日：この日付は、資産の詳細画面の［ポートフォリオ／
予約］タブページの［終了日］（rpk名：dtdnd）フィールドに表示され
ます。

• 資産の保証期限：資産の詳細画面の［メンテ］タブページ／［失効日］
（rpk名：dv\rrdnd）フィールド
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• 資産のリース、レンタル、ローンの期間満了日：このアラームは、資産
の取得方法（資産の詳細画面の［取得］タブページ／［取得方法］（rpk
名：seAcqulethod）フィールド）が［リース］、［レンタル］、［ロー
ン］のいずれかに設定されている場合にのみ定義できます。期間満了日
は、［取得］タブページ／［価格と条件］サブタブページ／［終了日］
（rpk名：ddndAcqu）フィールドに表示されます。

• 資産の賃貸料の最終支払日：アラームは賃貸期間の終了日（［取得］タ
ブページ／賃貸料の詳細サブタブページ／［スケジュール］セクション）
にリンクできます。

消耗品のアラーム
Assetbenter?rerverは、消耗品の予約終了日をモニタします。この日付は、消
耗品の予約の詳細画面の［予約終了日］（rpk名：dqeservdnd）フィールド
に表示されます。消耗品の予約の詳細画面にアクセスするには、次の手順に
従います。
P Assetbenterを起動します。
2 ［調達／購入依頼］メニューを選択します。
R 消耗品を予約する購入依頼を選択します。
S この購入依頼の明細を表示します。
T 消耗品に対応する依頼明細の詳細画面を表示します。
U 依頼明細の［予約］タブページを表示します。このタブページには、予
約している消耗品のリストが表示されます。

V 予約の詳細を表示します。

［終了日］（rpk名：dtdnd）フィールドがモニタされます。

プロジェクトのアラーム
Assetbenter?rerverは、プロジェクトの終了日（プロジェクトの詳細画面の［全
般］タブページ／［終了］（rpk名：ddnd）フィールド）をモニタします。

契約のアラーム
以下の重要な日付をモニタします。
• 期間満了日：契約の詳細画面の［全般］タブページ／［終了］（rpk名：
ddnd）フィールド

• 契約の［タイプ］（rpk名：sesype）が［リース明細］または［マスター
リース］の場合：アラームはリース終了の通知日にリンクできます。こ
れらの日付は［オプション］タブページの期間満了オプション（更新、
購入、返却）の通知期限フィールドの右側に表示されます。
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• 契約の［タイプ］（rpk名：sesype）が［リース明細］の場合：アラーム
は個々の［賃貸料］タブのサブタブページに表示される［契約期間］の
最終日にリンクできます。

購入依頼のアラーム
購入依頼の取得方法（購入依頼の詳細画面の［ファイナンス］タブページ／
［取得方法］（rpk名：seAcqulethod）フィールド）が［リース］、［レン
タル］、［ローン］のいずれかに設定されている場合は、リース、レンタ
ル、ローンの終了日（購入依頼の詳細画面の［ファイナンス］タブページ／
［終了］フィールド）に関連するアラームを定義できます。

見積と発注についても同様です。

第Pレベルのアクションがトリガされると、第Qレベル
のアラームではどうなるか。

Qつのレベルをアラームに設定する場合は、第Pレベルのアラームで実行した
アクションによって、第Qレベルのアラームがトリガされるかどうかが決ま
ります。
• 第Pレベルのアラームが、Assetbenterの内部メッセージシステム以外の
メッセージシステム（サードパーティのメッセージシステムなど）でメッ
セージを送信するアクションを起動した場合は、第Qレベルのアラームは
常に定義された時間にトリガされます。

• 第Pレベルのアラームにより、内部メッセージシステムでAssetbenterユー
ザのグループにメッセージが送信され、受信者の誰かがそのメッセージ
を開封した場合は、第Qレベルに定義されているアクションはトリガされ
ません。

［null識別子レコードの検証（mullqecords）］モ
ジュール

このモジュールは、主キーがnullのレコードの整合性を確認します。

null識別子レコードは、データベースの作成時にすべてのテーブルに作成さ
れます。

Assetbenterは、null識別子レコードを使って特定の管理タスクを実行します。

このモジュールは、null識別子レコードが存在することを確認し、必要に応
じて再作成します。

データベースの整合性を保つために、このモジュールを毎日最低P度は起動
するようお勧めします。
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［履歴項目の検証（gistory）］モジュール
データベース内でレコードを破棄しても対応する履歴項目が残っている場合
があります。Assetbenter?rerverは、このような履歴項目があるかどうかを検
証し、あればその項目を破棄します。

［在庫の検証（rtock）］モジュール
Assetbenter?rerverは、発注点（再発注時の在庫数）をモニタします。

Assetbenter?rerverは、在庫の詳細画面の［管理］タブページで定義した在庫
規則を在庫ごとに参照します。

モデルの在庫規則に従って次の処理が実行されます。
• Assetbenter?rerverは、ポートフォリオ品目の詳細画面の［割当］フィール
ドの値を元にして実際の数量を計算します。

• 数量が在庫規則の詳細画面の［発注点］（rpk名：lqeordkevel）フィー
ルドに指定した値を下回ると、Assetbenter?rerverが自動的に購入依頼を作
成します。
• 購入依頼に必要な情報は、在庫の詳細画面の［自動依頼］タブページ
と［管理］タブページで確認できます。

• 購入依頼に、再発注する数量（在庫規則の詳細画面の［発注数］（rpk
名：lptysonrder）フィールドの値）が指定されます。

• 購入依頼した物件が完全に受領されるまでは、Assetbenter?rerverは生成し
た在庫規則を検証しません。つまり、新しい依頼を送信しません。

• 注文品がすべて受領されると、Assetbenter?rerverは直ちに次の作業を行い
ます。
• 在庫数を再調整します。
• 在庫規則の詳細画面の［依頼明細］（rpk名：qeqkine）フィールドの
値を消去します。

• 在庫規則を再度有効にします。

手動で検証モジュールを起動する
定義した時間を待たずに、手動でAssetbenter?rerverの検証モジュールを起動
することもできます。手動で検証を実行するには、Assetbenter?rerverの［ア
クション／起動］メニューを選択します。

起動する検証モジュールのチェックボックスをオンにします。
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Assetbenter rerverをvebブラウザで管理する
vindo•s?ms用のAssetbenterインストールプログラムは、Assetbenter?rerverを
msサービスとしてインストールします。

そのため、vindo•s?msでは、Assetbenter?rerverを次のQつの方法で起動でき
ます。
• Assetbenter?rerverのグラフィカルユーザインタフェースを使って起動す
る。

• msサービスとしてAssetbenter?rerverを起動する。

Assetbenter?rerverをmsサービスとして起動すると、vebブラウザを使って機
能を制御できます。

ここでは、次の内容について説明します。
• Assetbenter?rerverをmsサービスとして起動する
• vebブラウザ経由でAssetbenter?rerverサービスにアクセスする
• vebからAssetbenter?rerverサービスを制御する

Assetbenter rerverをサービスとして起動する
vindo•s?msにAssetbenterをインストールすると、次のようになります。
• Assetbenter?rerverはサービスとしてインストールされます。この時点では
サービスは起動しません。

• Assetbenter?rerverサービスへのvebアクセスは無効です。

注意:

Assetbenter?rerverを正しくインストールするには、以下の手順に従ってくだ
さい。
P サービスのインストール先コンピュータ上に、vindo•s?msのユーザアカ
ウントを作成します。

このアカウントには、Assetbenter?rerverサービスを起動するために必要な
権限がなければなりません。

このアカウントの環境は、Assetbenter?rerverサービスのコンピュータ上に
インストールされたcalrのクライアント層の使用を、許可しなければな
りません。

ローカルシステムアカウントは、デフォルトではシステムの環境変数に
しかアクセスしないことを念頭に置いてください。

2 Assetbenter?rerverサービスをこのアカウント上にインストールします。
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警告:

Assetbenter?rerverサービスの接続先のデータベースのcalrクライアントレ
イヤをインストールした後、Assetbenter?rerverがインストールされたコン
ピュータを、再起動しなければなりません。これは、vindo•sのサービスコ
ントロールマネージャが、コンピュータの起動時に環境変数oAsgを読み取
るためです。最新のoAsg環境変数は、Assetbenter?rerverがcalrのckkを検
索するために必要になっています。これは特にrpk?Any•hereランタイムをイ
ンストールし、Assetbenter?rerverをデモ用データベース（rpk?Any•hereを使
用）上で実行する場合に注意が必要です。

Assetbenter rerverサービスへのvebアクセスを有効
にする

vebアクセスを有効にするには、次の手順に従います。
• データベースへの接続を選択します。
• ［この接続をサービスモードで使用］オプションを選択します。

次の方法も可能です。
• 「\msrvcfMini」ファイルを編集します。

このファイルの場所： マニュアル『Assetbenter?L?インスタレーション』
の「Mini?および?Mcfg?ファイル」の章

• ［fknaAk］セクションで、［vebAdmin］キーの値を変更します。
• vebAdmin?=?Pの場合は、vebアクセスが有効になります。
• vebAdmin?=?Oの場合は、vebアクセスが無効になります。

• ［fknaAk］セクションで、Assetbenter?rerverサービスが使うsboNhoポー
トの値を確認します。この値はveboortキーに保存されており、デフォル
トはWQです。このポートが別のプログラムで既に使われている場合は値
を変更します。

Assetbenter rerverサービスを起動する
Assetbenter?rerver?msサービスを起動するには、次の手順に従います。
P コントロールパネルの［サービス］をダブルクリックします。
2 Assetbenter?rerverサービスを選択します。

ここで、すぐにサービスを起動する場合は次の手順を実行します。
• ［開始］をクリックします。Assetbenter?rerverサービスでは、［スタート
アップパラメータ］フィールドに直接パラメータを指定しないことをお
勧めします。

Assetbenter?rerverサービスを設定する場合は、次の手順を実行します。
P ［スタートアップ］ボタンをクリックします。
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2 ［スタートアップの種類］を次の中から選択します。
• ［自動］：vindo•s?msを起動するとサービスが起動します。
• ［手動］：サービスを手動で起動する必要があります。vindo•s?ms
の［サービス］アプレットで［開始］をクリックしてください。

• ［無効］：このmsサービスを起動できません。

vebブラウザ経由でAssetbenter rerverサービスにア
クセスする

注意:

注意：Assetbenter?rerverサービスにvebブラウザを使ってアクセスするには、
サービスを起動する必要があります。

Assetbenter?rerverサービスにアクセスするには、次の手順に従います。
P 普段使用しているvebブラウザを起動します。
2 Assetbenter?rerverサービスが起動しているコンピュータのアドレスの後
に、Assetbenter?rerverサービスが使うsboNhoポート番号を続けて入力しま
す。コンピュータのアドレスとポートはコロン（Y）で区切ります。

アドレスの例を次に示します。
• AhttpYNNcolomboMt\ltekMcomYWQA
• AhttpYNNl\gu\rdi\Mt\ltekMcomYWOOA

Assetbenter?rerverサービスが稼動するコンピュータのsboNhoアドレスの後
にポート番号を続けて入力することもできます。

例

PQVMOMOMPYWQ
R ホームページが開きます。このページ上の［接続］ボタンをクリックし
ます。

S Assetbenter?rerverサービスへのアクセスを認証するウィンドウが表示され
ます。ここで、次の情報を入力します。
P ユーザ名：vebAdmin
2 ユーザ名「vebAdmin」のパスワード。このパスワードのデフォルト
は空です。

vebからAssetbenter rerverサービスを制御する
ここでは、Assetbenter?rerverサービスに接続した後の処理で指定するコマン
ドについて説明します。
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新しいデータベースに接続
このコマンドを使うと、次の処理が可能です。
• Assetbenter?rerverデータベースに手動で接続します。
• Assetbenter?rerverの起動時に自動的にAssetbenterデータベースに接続する
ように設定します。この手順を次に示します。
P ［起動時に再接続］オプションをチェックします。
2 Assetbenter?rerverサービスが自動的に再接続するデータベースの接続
名を入力します。

R ［ログイン］名とパスワードを指定します。

注意:

「AmsrvcfMini」ファイルの［c\t\b\se］セクションの［Autokogin］キー
で指定して、Assetbenter?rerverサービスの自動接続を設定することも
できます。Autokogin?=?O：自動接続は無効になります。Autokogin?=
P：自動接続は有効になります。

このファイルの場所： マニュアル『Assetbenter?L?インスタレーショ
ン』の「Mini?および?Mcfg?ファイル」の章

ステータス
このコマンドを使うと、Assetbenter?rerverログファイルの最新のメッセージ
をPOO件まで表示できます。これらのメッセージは、fthバージョンの
Assetbenter?rerverのメイン画面に表示されるメッセージに当ります。

表示されたメッセージをすべて消去する場合は、［クリア］をクリックしま
す。

注意:

メッセージの最大表示数は変更できません。

設定
このコマンドを使うと、どのモジュールを検証するかを定義できます。

注意:

モジュールの検証スケジュールをvebから変更することはできません。変更
するには、Assetbenter?rerverのグラフィカルユーザインタフェースから［オ
プション／設定］メニューを選択する必要があります。
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起動
このコマンドを選択すると、直ちに特定の検証を起動します。

パスワード
このコマンドを使うと、「vebAdmin」のパスワードを変更できます。

デフォルトでは、このパスワードは空です。

終了
このコマンドボタンをクリックすると、Assetbenter?rerverサービスへの接続
を終了します。

注意:

vebアクセスがアイドル状態のときに、アクセスを自動的に切断するオプ
ションがあります。このオプションは、「AmsrvcfMini」ファイルの
［rdrrhnm］セクションの［simenut］キーで定義します。デフォルトでは
PO分に設定されます。

このファイルの場所： マニュアル『Assetbenter?L?インスタレーション』の
「Mini?および?Mcfg?ファイル」の章
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Assetbenterでは、次のQ種類のメッセージを管理できます。
• Assetbenterから発信され、内部メッセージシステムを介してAssetbenter
データベースに送信されたメッセージ

• Assetbenterで作成され、外部メッセージシステムを介して送信されたメッ
セージ

本章では、使用するプロトコルのタイプに応じたメッセージシステムの設定
方法を説明します。

メッセージの送受信
Assetbenterは、以下のプロトコルを使用してメッセージの送信を管理しま
す。
• Al?GAssetbenterH
• rlso
• lAoh
• uhl

受信では、AssetbenterはAl（Assetbenter）タイプのメッセージのみを管理
します。

 メッセージシステムPS
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図 PSMPM 内部メッセージシステムの仕組み

メッセージの送信、受信、閲覧方法については、マニュアル『Assetbenterの
高度な使い方』の「メッセージ」の章を参照してください。

Assetbenterでメッセージシステムを指定する
使用するプロトコルに応じてAssetbenterの設定を行います。

AssetbenterとAssetbenter?rerverで外部メッセージシステムにメッセージを送
信するには、以下の操作が必要です。
• 従業員の詳細画面で指定する。
• アクションのフィールドに入力する。
• Assetbenter?rerverを設定して起動する。
• 新規メッセージをチェックする周期を設定する。

Assetbenterの［ツール／オプション］メニューの［メッセージ］項目で
設定します。

警告:

Assetbenterの使用中には、現行のメッセージプロトコル以外のプロトコルを
使用することはできません。

内部メッセージプロトコル「Assetbenter（Al）」のみを他のメッセージプ
ロトコルと共に使用できます。
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複数の受信者
複数の受信者にメッセージを送信する場合には、使用するプロトコルに関係
なく以下のシンタックスを使用します。

rlsoYzn\me_\ddressMdom\in|K?rlsoYzn\meQ_\ddressMdom\in|

例

rlsoYz\ndreouc\ssidou_peregrineMcom|K?rlsoYz\dministr\tor_prgnMcom|

rlsoプロトコル

従業員の詳細
Assetbenterでメッセージを送受信するには、送信者のアカウント（［部署と
従業員］テーブルの［メッセージ］タブページ）と受信者のメッセージアド
レス（アクションで指定）をAssetbenterで指定しておく必要があります。
• 発信者のアカウントは以下のフィールドで指定します。
• ［アカウント］（rpk名：l\ilkogin）フィールド：以下のように指定
します。

rlsoYz名前|

• ［パスワード］（rpk名：l\ilo\ss•ord）フィールド：rlsoサーバが
ログインが必要とする場合以外は、空欄にします。
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• 以下のシンタックスを使って、［全般］タブページの［電子メール］
フィールドに入力します。

rlsoYzn\me_\ddressMdom\in|

• メッセージの受信者は、メッセージタイプのアクションの詳細の［受信
者］（rpk名：lsgso）フィールドに指定します。

以下の例のように［受信者］（rpk名：lsgso）フィールドにアドレスを
入力します（必要に応じて［bc］フィールドと［acc］フィールドにも入
力します）。

rlsoYzn\me_\ddressMdom\in|

または特殊文字列
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この例では、従業員の詳細画面／［全般］タブページ／［電子メール］フィー
ルドの値が、［受信者］フィールドに入力されます。メッセージのコピーが
管理者に送信されます。

winMiniファイルGvindowsHまたはmailMini GtnixH
Assetbenterでメッセージングシステムを使用するには、以下のコマンドライ
ンを追加してください。
• vindo•sの場合、「•inMini」ファイルで以下を実行します。
• tmhwの場合、「m\ilMini」ファイルを作成し、以下を実行します。

zm\il|
rlso=P
rlsoserver=zserver?n\me|
em\il=zmess\ging?\ddress_dom\in?n\me|
displ\yn\me=zuserFs?full?n\me|

例

zm\il|
rlso=P
rlsoserver=m\ilMprgnMcom
em\il=sbl\ine_prgnMcom
displ\yn\me=rteven?al\ine

上記のファイルの場所Yマニュアル 『Assetbenter?L?インスタレーション』の
「Mini?および?Mcfg?ファイル」の章

lAohプロトコル

従業員の詳細
Assetbenterでメッセージを送受信するには、送信者のアカウント（［部署と
従業員］テーブルの［メッセージ］タブページ）と受信者のメッセージアド
レス（アクションで指定）をAssetbenterで指定しておく必要があります。
• 送信者のプロファイルは以下のフィールドで指定します。
• ［アカウント］（rpk名：l\ilkogin）フィールド：以下のように入力
します。

lAohYzユーザプロファイル名|

ユーザプロファイルを確認するには、vindo•sのコントロールパネル
で、［メール］セクションを開き、［プロファイルの表示］ボタンを
クリックします。
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• ［パスワード］（rpk名：l\ilo\ss•ord）フィールド：メール用のパ
スワードを入力します。

• 以下のシンタックスを使って、［全般］タブページの［電子メール］
フィールドに入力します。

lAohYzメールボックス名|

• メッセージの受信者は、メッセージタイプのアクションの詳細の［受信
者］（rpk名：lsgso）フィールドに指定します。

以下の例のように［受信者］（rpk名：lsgso）フィールドにアドレスを
入力します（必要に応じて［bc］フィールドと［acc］フィールドにも入
力します）。

lAohYzメールボックス名|
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または特殊文字列

この例では、従業員の詳細画面／［全般］タブページ／［電子メール］フィー
ルドの値が、［受信者］フィールドに入力されます。

winMiniファイルGvindowsHまたはmailMini GtnixH
zm\il|セクションに以下の行を追加します。
• vindo•sの場合、「•inMini」ファイルで以下を実行します。
• tmhwの場合、「m\ilMini」ファイルを作成し、以下を実行します。

lAoh=P
lAohw=P

上記のファイルの場所Yマニュアル 『Assetbenter?L?インスタレーション』の
「Mini?および?Mcfg?ファイル」の章

uhlプロトコル

従業員の詳細
Assetbenterでメッセージを送受信するには、送信者のアカウント（［部署と
従業員］テーブルの［メッセージ］タブページ）と受信者のメッセージアド
レス（アクションで指定）をAssetbenterで指定しておく必要があります。
• 発信者のアカウントは以下のフィールドで指定します。
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［アカウント］（rpk名：l\ilkogin）フィールド：以下のように指定
します。

uhlYz名前Nドメイン|

•

• ［パスワード］（rpk名：l\ilo\ss•ord）フィールド：メール用のパ
スワードを入力します。

• 以下のシンタックスを使って、［全般］タブページの［電子メール］
フィールドに入力します。

uhlYz名前Nドメイン|

• メッセージの受信者は、メッセージタイプのアクションの詳細の［受信
者］フィールドに指定します。
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以下の例のように［受信者］フィールドにアドレスを入力します（必要
に応じて［bc］フィールドと［acc］フィールドにも入力します）。

uhlYz名前Nドメイン|

この例では、従業員の詳細画面／［全般］タブページ／［電子メール］フィー
ルドの値が、［受信者］フィールドに入力されます。メッセージのコピーが
管理者に送信されます。

vindowsの設定
Assetbenterがuhlプロトコルをサポートできるようにするには、vindo•sの
「o\th」を設定する必要があります。

vindows QOOO
• 「vimRQMdll」ファイルへのアクセスパスを書き留めます。
• マイコンピュータのアイコンを右クリックして、コンピュータのプロパ
ティを編集します。

• ［詳細設定］タブで［環境変数］ボタンをクリックします。
• ［システム環境変数］枠で、変数「o\th」を編集し、kotus?motesのパスを
追加します。

vindows msS
• kotusフォルダの「vimRQMdll」ファイルへのアクセスパスを書き留めます。
• コンピュータのアイコンを右クリックして、コンピュータのプロパティ
を編集します。
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• ［環境］タブで、変数「o\th」を編集し、kotus?motesのパスを追加しま
す。

vindows XTK XWK ld
• kotusフォルダの「vimRQMdll」ファイルへのアクセスパスを書き留めます。
• ハードドライブのルートに位置している「\utoexecMb\t」ファイルを編集
します。

• 例

rds?oAsg=zkotus?motesのパス|

kotus?motesフォルダの「vimRQ」ファイルへのアクセスパスを指定しま
す。

winMiniファイルGvindowsHまたはmailMini GtnixH
zm\il|セクションに以下の行を追加します。
• vindo•sの場合、「•inMini」ファイルで以下を実行します。
• tmhwの場合、「m\ilMini」ファイルを作成し、以下を実行します。

rlh=P

上記のファイルの場所Yマニュアル 『Assetbenter?L?インスタレーション』の
「Mini?および?Mcfg?ファイル」の章

Alプロトコル
• 内部メッセージを送信できるようにするには、［部署と従業員］（rpk
名：\mdmplcept）テーブルで以下の情報を指定する必要があります。

Assetbenter

29U Assetbenter SMR L 管理



［プロファイル］タブでユーザのログインを指定します。•

• 以下のシンタックスを使って、従業員の詳細画面／［全般］タブペー
ジ／［電子メール］フィールドに入力します。

AlYzユーザログイン|

• メッセージタイプのアクションの詳細でメッセージの受信者を指定しま
す。
• 以下の例のように［受信者］（rpk名：lsgso）フィールドにアドレ
スを入力します（必要に応じて［bc］フィールドと［acc］フィール
ドにも入力します）。

AlYz受信者のログイン|
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または特殊文字列

この例では、従業員の詳細画面／［全般］タブページ／［電子メー
ル］フィールドの値が、［受信者］フィールドに入力されます。

一般的な接続エラー
メッセージの送信時に問題が発生した場合は、問題を通知するエラーメッ
セージが管理者に送信されます。

メッセージシステムとの接続を確認するテスト
P Assetbenter?rerverを起動します。
2 データベースに接続します。
R をクリックします。

問題が発生した場合に実行するテスト
P 新しい［メッセージ］? ［タイプ］（rpk名：seActionsype）のアクショ
ンを作成し、受取人を指定します。

2 ［ツール／アクション］メニューからアクションをトリガします。
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R 受信者がメッセージを受信したことと、ルータからメッセージシステム
にエラーメッセージ（不明な受信者）が送信されていないことを検証し
ます。

S エラーメッセージがある場合は、原因を突き止めます。

トラブルシューティング
「メッセージシステム?FwwwF?との接続：メッセージシステムが指定されてい
ません。［従業員の詳細］ダイアログボックスの［プロファイル］タブで、
メッセージのアカウントを確認してください。」

このエラーメッセージが表示される場合は、従業員の詳細画面の［メッセー
ジ］タブページ／［アカウント］（rpk名：l\ilkogin）フィールドの値の
先頭に、次の文字列を追加する必要があります。
• lAoh：lAoh標準のメッセージシステム（licrosoft?nutlook、licrosoft
dxch\ngeなど）を使う場合

• uhl：uhl標準のメッセージシステム（kotus?motes、bbl\ilなど）を使
う場合

• rlso：rlso標準のメッセージシステム（インターネット標準）を使う
場合

「メッセージシステム?FwwwF?に接続できません。」

このエラーメッセージが表示される場合は、従業員の詳細画面の［メッセー
ジ］タブページ／［アカウント］フィールドで接頭語の「lAohY」または
「uhlY」が正しく指定されていても、アカウント名が正しくないことを示し
ます。正しく入力されているかどうか確認してください。

「メッセージのアカウント?FuhlF：パスワードを空白にしておくことはでき
ません。」

uhlメッセージシステムを使う場合は、従業員の詳細画面の［メッセージ］
タブページ／［パスワード］（rpk名：l\ilo\ss•ord）フィールドにパスワー
ドを指定する必要があります。パスワードを空にすることはできません。

「メッセージのアカウント?FwwwF：パスワードが正しくありません。」

このエラーメッセージが表示される場合は、従業員の詳細画面の［メッセー
ジ］タブページ／［パスワード］フィールドに指定したパスワードが正しく
ありません。

「FwwwF?にメッセージを送信できません：メッセージシステムは使用不可能
です。」

これにより「•inMini」ファイルの問題が明らかになります。

AssetbenterでlAohメッセージシステムを正しく使うには、「•inMini」ファイ
ルの［l\il］セクションに次の行を記述する必要があります。

lAoh=P
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lAohw=P

Assetbenterでuhlメッセージシステムを正しく使うには、「•inMini」ファイ
ルの［l\il］セクションに次の行を記述する必要があります。

rlh=P

Assetbenterでrlsoメッセージシステムを正しく使うには、「•inMini」ファイ
ルの［l\il］セクションに次の行を記述する必要があります。

rlso=P

rlsorerver=[メール送信サーバ]

次の行はオプションです。

rlsooort=[メール送信サーバのポート番号]（デフォルトではQT）

rlsosimenut=[タイムアウト値]（デフォルトではQO秒）

これらのメッセージシステムの行を一緒に指定することもできます。

上記のいずれかの行がない場合または値がOに設定されている場合は、対応
するメッセージシステムが正しく機能することを確認する必要があります。
確認するには、lAohの場合はlicrosoft?hnternet?l\il、uhlの場合はkotus?motes
などのプログラムを使います。メッセージシステムが正しく機能していて、
次のような状況でない場合は、「•inMini」ファイルの［l\il］セクションを
上記のように変更してください。

警告:

lAohがPに設定されていても、lAohwがPでない場合、メッセージシステム
は拡張lAohをサポートできません。まずこの点を確認してください。メッ
セージシステムが拡張lAohと互換性がない場合、Assetbenterは正しく機能
しません。

「uhlセッションを開始するときのエラー：パスワードが必要です。」

uhl標準のメッセージシステムには、パスワードが必要です。メッセージシ
ステムにパスワードを追加し、そのパスワードをAssetbenterで従業員の詳細
画面の［メッセージ］タブページ／［パスワード］（rpk名：l\ilo\ss•ord）
フィールドに指定します。

「uhlセッションを開始するときのエラー：パスワードが正しくありませ
ん。」

パスワードが間違っています。従業員の詳細画面の［メッセージ］タブペー
ジ／［パスワード］（rpk名：l\ilo\ss•ord）フィールドの値を変更してく
ださい。

「ステーションの設定が無効です」

uhlプロトコルは、kotus?motesの「notesMini」ファイルに含まれている名前と
場所に関する情報を取得します。情報が正しくない場合、メッセージを送信
できません。このファイルを編集して、パラメータを変更してください。
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概要
スケジュールのグラフィック表示のページを、以下の箇所に追加することが
できます。
• テーブルの詳細画面（Assetbenter?c\t\b\se?Administr\torを使って追加す
る）

• ウィザード（Assetbenterを使って追加する）

追加は、少なくとも以下の情報がある場合に可能になります。
• 開始を格納するフィールド（日付のみまたは日付と時刻）
• 終了を格納するフィールド（日付のみまたは日付と時刻）

スケジュールのグラフィック表示のページ機能をカ
スタマイズする

スケジュールのグラフィック表示の全ページの機能を設定するオプション
は、［編集／オプション］メニューの［表示／スケジュールのグラフィック
表示］項目で定義できます。

 スケジュールのグラフィック
表示画面のカスタマイズPT
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注意:

土曜日と日曜日は休日として表示されます。これは変更不可能です。

テーブルにスケジュールのグラフィック表示のペー
ジを追加する

テーブルにスケジュールのグラフィック表示のページを追
加する
Assetbenter?c\t\b\se?Administr\torを使うと、詳細画面にスケジュールのグラ
フィック表示のページを追加できます（または詳細画面からページを削除で
きます）。
P Assetbenter?c\t\b\se?Administr\torを起動します。
2 変更するデータベースへ接続します（［ファイル／開く］メニューの［既
存のデータベースを開く］オプション）。

R 変更するテーブルを選択します。
S テーブルのページ（［表示／ページ］メニュー）を表示します。
T ページを追加します（［新規作成］ボタン）。
U ［全般］タブのフィールドにデータを入力します。
V ［内容］タブページを表示します。
W 以下の形式の文字列をタイプして、編集ゾーンで新規フィールドを定義
します。

ol\nneruie•erLzA||rt\rtc\te=za||dndc\te=zb||rt\rtaefore=zc||dndaefore=zd|
|rt\rtAfter=ze||dndAfter=zf||htembolor=zg||fener\tebolors=zh||bompletec\te
s=zi||kinek\bel=zj||htemk\bel=zk||orogress=zl|

シンタックス： 参考情報：スケジュールのグラフィック表示のページの
パラメータのシンタックス z偧献?ROX|

9 定義されたフィールドを追加します（ ボタン）。
PO ページを保存します（［作成］ボタン）。
PP テーブルの詳細画面（［表示／詳細］メニュー）を表示します。
P2 上記で作成したページの追加先となる詳細画面を選択します。
PR ［ページ］タブページを表示します。
PS 上記で作成したページを、［使用可能ページ］のリストから［詳細ペー
ジ］のリストへ移動させ（ ボタン）、他のページの中でこのページが
占める位置を選択します。

Assetbenter

RO2 Assetbenter SMR L 管理



PT 変更された詳細画面を保存します（［変更］ボタン）。
PU 変更事項をデータベース内で保存します（［ファイル／データベース構
造の更新］メニュー）。

ヒント:

［変換ファイル］フィールドが表示されても、ここには何も入力しませ
ん。

実用例
P Assetbenter?c\t\b\se?Administr\torを起動します。
2 デモ用データベースへ接続します（［ファイル／開く］メニューの［既
存のデータベースを開く］オプション）。

R ［作業指示］（rpk名：\mvorknrder）テーブルを選択します。
S テーブルのページ（［表示／ページ］メニュー）を表示します。
T ページを追加します（［新規作成］ボタン）。
U ［全般］タブのフィールドに以下のデータを入力します。

値フィールド
oghn_progressrpk名
進行中タイトル

V ［内容］タブページを表示します。
W 以下の文字列をタイプして、編集ゾーンで新規フィールドを定義します。

ol\nneruie•erLlvorknrderhd|rt\rtc\te=dtActu\leixrt\rt|dndc\te=dtActu\leix
ed|dndaefore=dtrchedeixed|rt\rtaefore=dtrchedeixrt\rt|htembolor=lsechhd|f
ener\tebolors=true|bompletec\tes=true|kinek\bel=self|htemk\bel=sitle

定義されたパラメータの値は以下のように解釈されます。

結果値パラメータ
イベントは作業指示です。lvorknrderhdol\nneruie•er
イベントの開始は［作業開始日］フィールドで定義
されます。

dtActu\leixrt\rtrt\rtc\te

イベントの終了は［作業完了日］フィールドで定義
されます。

dtActu\leixeddndc\te

［満了予定日］フィールドで定義された日時にイベ
ントが終了しない場合、対応する丸印? と角印? は
赤で表示されます。

dtrchedeixeddndaefore
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結果値パラメータ
［開始予定日］フィールドで定義された日時にイベ
ントが開始しない場合、対応する丸印? と角印? は
赤で表示されます。

dtrchedeixrt\rtrt\rtaefore

［技術者］フィールドの値に応じてイベントを表記
する横棒? に、色が自動的に循環して割り当てら
れます。

truefener\tebolors
lsechhdhtembolor

［作業開始日］（rpk名：dtActu\leixrt\rt）フィー
ルドまたは［作業完了日］（rpk名：dtActu\leixed）
が空の場合、値は現在の日時に置き換えられます。

truebompletec\tes

［作業指示］（rpk名：\mvorknrder）テーブルの
記述文字列によって、 のウィンドウの左側のリス
トにあるイベントを識別できるようになります。

selfkinek\bel

［タイトル］フィールドの値は、 のリスト内のイ
ベントを表す横棒? 内に表示されます。

sitlehtemk\bel

9 定義されたフィールドを追加します（ ボタン）。
PO ページを保存します（［作成］ボタン）。
PP テーブルの詳細画面（［表示／詳細］メニュー）を表示します。
P2 sys\mvorknrderの詳細を選択します。
PR ［ページ］タブページを表示します。
PS ページ「oghn_progress」を、［使用可能ページ］のリストから［詳細ペー
ジ］のリストへ移動させ（ ボタン）、他のページの中でこのページが
占める位置を選択します。

PT 変更された詳細画面を保存します（［変更］ボタン）。
PU 変更事項をデータベース内で保存します（［ファイル／データベース構
造の更新］メニュー）。

ヒント:

［変換ファイル］フィールドが表示されても、ここには何も入力しませ
ん。

PV Assetbenterを起動します。
PW デモ用データベースへ接続します（［ファイル／データベースに接続］
オプション）。

警告:

デモ用データベースに既に接続している場合は、切断してから再接続す
る必要があります。

P9 作業指示のリストを表示します（［ポートフォリオ／作業指示］）。
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2O 作業指示をQつ作成し、以下のフィールドにデータを入力します。

作業指示Qの
値

作業指示Pの値フィールドの
rpk名

フィールドの
名前

タブ

boSboRvnmo作業指示moM
QOOQNOVNPX
PPYOOYOO

QOOQNOVNPX?PPYOOYOOdtmotif報告日

内部メンテナ
ンス

内部メンテナンスsesypeタイプ全般

修理問題点の分析sitleタイトル全般
技術者をもう
P人選択して
ください。

技術者をP人選択してくださ
い。

bont\ct技術者トラッキング
／技術者

QOOQNOVNQP
PSYOOYOO

QOOQNOVNQO?PSYOOYOOdtrchedeixrt\rt開始予定日トラッキング
／スケジュー
ル

QOOQNOVNQS
PVYOOYOO

QOOQNOVNQP?PQYOOYOOdtrchedeixed終了予定日トラッキング
／スケジュー
ル

QOOQNOVNQR
OWYOOYOO

QOOQNOVNQO?OWYOOYOOdtActu\leixrt\rt作業開始日トラッキング
／スケジュー
ル

QOOQNOVNQQ?PQYOOYOOdtActu\leixed作業完了日トラッキング
／スケジュー
ル

2P 実用例Rと実用例Sを両方選択します。
22 作成した［進行中］タブページを選択します。
2R ［縮尺］カーソルおよび? と? ボタンを使って、実用例Rの作業指示の
全期間と、実用例Sの作業指示の開始を表示します。
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図 PTMPM スケジュールのグラフィック表示 L 作業指示での例

作業指示「実用例R」：［作業開始日］は［開始予定日］よりも前であ
り、［開始予定日］はrt\rtaeforeパラメータにより宣言されています。こ
のため、丸印? と角印? は緑色になります。

作業指示「実用例R」：［作業完了日］は［終了予定日］よりも後であ
り、［終了予定日］はdndaeforeパラメータにより宣言されています。こ
のため、丸印? と角印? は赤色になります。

作業指示「実用例S」：［作業開始日］は［開始予定日］よりも後であ
り、［開始予定日］はrt\rtaeforeパラメータにより宣言されています。こ
のため、丸印? と角印? は赤色になります。

作業指示「実用例S」：［作業完了日］には値が入力されていません。
この値は現在の日付に置き換えられます。これはパラメータbompletec\tes
の値が「true」であるためです。横棒? は現在の日付まで延長されま
す。
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作業指示「実用例R」：現在の日付は［終了予定日］の後であり、［終
了予定日］はdndaeforeパラメータにより宣言されています。このため、
丸印? は赤色になります（角印? はこの例では表示されていません）。

ウィザードにスケジュールのグラフィック表示の
ページを追加する

ウィザードにスケジュールのグラフィック表示のページを
追加する
Assetbenterのウィザードエディタを使うと、ウィザードにスケジュールのグ
ラフィック表示のページを追加できます。
P Assetbenterを起動します。
2 変更するデータベースへ接続します（［ファイル／データベースに接続］
オプション）。

R アクションのリストを表示します（［ツール／アクション／編集］）。
S 変更するウィザードを選択します。または新規ウィザードを作成します。

注意:

［タイプ］（rpk名：seActionsype）フィールドの値は「ウィザード」で
なければなりません。

T ［ウィザード］タブページを表示します。
U 既存のページを選択します。または新しいページを作成します。
V このページにokAmmdqノードを追加します。
W okAmmdqノードのパラメータに値を入力します。特に、Assetbenter?Aoh
ライブラリの\mfener\teol\nningc\t\Gstrs\blerqlm\meK?stroropertiesK?strhdsH
Aohを参照しなければならない値を含むbnmsdmsノードに、値を入力し
ます。
• strs\blerqlm\meは、スケジュールのグラフィック表示のページに表示
されるイベントを指定するための開始テーブルを指定します。

例：A\mvnrknrderA
• stroropertiesは、スケジュールのグラフィック表示のページのパラメー
タのリストを、以下の形式で提供します。

Al\ineield=zA||rt\rtc\te=za||dndc\te=zb||rt\rtaefore=zc||dndaefore=zd
||rt\rtAfter=ze||dndAfter=zf||htembolor=zg||fener\tebolors=zh||bomplete
c\tes=zi||kinek\bel=zj||htemk\bel=zk||vherebond=zm||nrderay=zn||oro
gress=zl|A
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シンタックス： 参考情報：スケジュールのグラフィック表示のペー
ジのパラメータのシンタックス z偧献?ROX|

• strhdsは、ウィザードが戻すレコードのイベントを表示する場合、これ
らのレコードのリストを識別します。

注意:

ウィザードが表示するスケジュールのグラフィック表示のページでは、表記
されているイベントを変更することはできません。

実用例
P Assetbenterを起動します。
2 デモ用データベースへ接続します（［ファイル／データベースに接続］
オプション）。

R アクションのリストを表示します（［ツール／アクション／編集］）。
S 新規ウィザードを作成します。
T 以下のフィールドに値を入力します。

値フィールドのrpk名フィールドの名前
bom\me名前
（テーブルなし）bontexts\bleコンテキスト
ウィザードseActionsypeタイプ

U ［ウィザード］タブページを表示します。
V oAfdPを選択します。
W このページにokAmmdqノードを追加します（右クリックし、［ddition／
okAmmdq］ポップアップメニューを選択します）。

9 okAmmdqノードのbnmsdmsパラメータに以下の値を入力します。

qetu\l?=?\mfener\teol\nningc\t\GA\mvorknrderAKAl\ineield=lvorknrderhd
|rt\rtc\te=dtActu\leixrt\rt|dndc\te=dtActu\leixed|dndaefore=dtrchedeixed|
rt\rtaefore=dtrchedeixrt\rt|htembolor=lsechhd|fener\tebolors=true|bomplete
c\tes=true|kinek\bel=self|htemk\bel=sitle|vherebond=sesype{=O|nrderay=s
echnici\nMm\meK?vnmoAKAAH

PO ウィザードを保存します（［作成］ボタン）。
PP ウィザードをテストします（ アイコン）。
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参考情報：スケジュールのグラフィック表示のペー
ジのパラメータのシンタックス

本節では、スケジュールのグラフィック表示のページのパラメータを入力す
る方法を説明します。

スケジュールのグラフィック表示のページを、以下の箇所に追加することが
できます。
• テーブルの詳細画面（Assetbenter?c\t\b\se?Administr\torを使って追加す
る）

使用可能なパラメータのシンタックスとリスト： テーブルにスケジュー
ルのグラフィック表示のページを追加する z偧献?ROQ|

• ウィザードのページ（Assetbenterを使って追加する）

使用可能なパラメータのシンタックスとリスト： テーブルにスケジュー
ルのグラフィック表示のページを追加する z偧献?ROQ|

olanneruiewerL[A]（テーブル）またはlaineield=[A]（ウィ
ザード）

表示するイベントを指定します。用途
• イベントが直接、テーブルの一部を成す場合

[テーブルの主キー]

他のパラメータにコンテキストの役目を果たすテーブルは以下
の通りです。
• スケジュールのグラフィック表示のページの追加先テーブ
ル

• ウィザードを定義する
\mfener\teol\nningc\t\Gstrs\blerqlm\meK?stroropertiesK?strhdsH
Aohのstrs\blerqlm\meテーブル

• イベントが、リンクしているテーブルの一部を成す場合、

[リンクPのrpk名]M[リンクQのrpk名]MMM[リンクmのrpk名]

他のパラメータに対してコンテキストの役目を果たすテーブル
は、リンクmのターゲットテーブルになります。

例外：kinek\bel=zj|パラメータでは、リンクmのソーステーブ
ルがコンテキストの役目を果たします。

値
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［作業指示］（rpk名：\mvorknrder）テーブルへスケジュールの
グラフィック表示のページを追加する際に、作業指示自体も表示
する場合は、［A］はlvorknrderhdになります。

例P

［作業指示］（rpk名：\mvorknrder）テーブルへスケジュールの
グラフィック表示のページを追加する際に、内部技術者の不在を
表示する場合は、［A］はsechnici\nMAbsencesになります。

例Q

なしデフォルト値
はい必須

rtartcate=[a]

イベントの開始を定義します。用途
以下の方法で指定されている日付または日付と時刻タイプのフィー
ルド
• [コンテキストテーブルの直接フィールドのrpk名]
• [コンテキストテーブルのリンクPのrpk名]M[リンクQのrpk名
]MMM[リンクmのrpk名]M[フィールドのrpk名]

注意:

コンテキストテーブルは、パラメータol\nneruie•erLzA|（テーブ
ル）またはl\ineield=zA|（ウィザード）によって定義されます。

値

［不在］（rpk名：\mAbsence）テーブルの［開始日］フィールド
では、［a］はdtnutになります。

例

なしデフォルト値
はい必須

dndcate=[b]

イベントの終了を定義します。用途
以下の方法で指定されている日付または日付と時刻タイプのフィー
ルド
• [コンテキストテーブルの直接フィールドのrpk名]
• [コンテキストテーブルのリンクPのrpk名]M[リンクQのrpk名
]MMM[リンクmのrpk名]M[フィールドのrpk名]

注意:

コンテキストテーブルは、パラメータol\nneruie•erLzA|（テーブ
ル）またはl\ineield=zA|（ウィザード）によって定義されます。

値
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［作業指示］（rpk名：\mvorknrder）テーブルの［満了予定日］
フィールドでは、［b］はdtrchedeixedになります。

例

なしデフォルト値
はい必須

rtartaefore=[c]

イベントの開始時が越してはならない期限を定義します。用途
パラメータrt\rtAfterとrt\rtaeforeを同時に使用してはなりません。注意事項
以下の方法で指定されている日付または日付と時刻タイプのフィー
ルド
• [コンテキストテーブルの直接フィールドのrpk名]
• [コンテキストテーブルのリンクPのrpk名]M[リンクQのrpk名
]MMM[リンクmのrpk名]M[フィールドのrpk名]

注意:

コンテキストテーブルは、パラメータol\nneruie•erLzA|（テーブ
ル）またはl\ineield=zA|（ウィザード）によって定義されます。

値

［作業指示］（rpk名：\mvorknrder）テーブルの［解決予定期
限］フィールドでは、［c］はdtqesolkimitになります。

例

なしデフォルト値
いいえ必須

dndaefore=[d]

イベントの終了時が越してはならない期限を定義します。用途
パラメータdndAfterとdndaeforeを同時に使用してはなりません。注意事項
以下の方法で指定されている日付または日付と時刻タイプのフィー
ルド
• [コンテキストテーブルの直接フィールドのrpk名]
• [コンテキストテーブルのリンクPのrpk名]M[リンクQのrpk名
]MMM[リンクmのrpk名]M[フィールドのrpk名]

注意:

コンテキストテーブルは、パラメータol\nneruie•erLzA|（テーブ
ル）またはl\ineield=zA|（ウィザード）によって定義されます。

値

［作業指示］（rpk名：\mvorknrder）テーブルの［満了予定日］
フィールドでは、［d］はdtrchedeixedになります。

例

なしデフォルト値

管理

Assetbenter SMR L 管理 RPP



いいえ必須

rtartAfter=[e]

期限を定義してイベントがその後に開始するようにします。用途
パラメータrt\rtaeforeとrt\rtAfterを同時に使用してはなりません。注意事項
以下の方法で指定されている日付または日付と時刻タイプのフィー
ルド
• [コンテキストテーブルの直接フィールドのrpk名]
• [コンテキストテーブルのリンクPのrpk名]M[リンクQのrpk名
]MMM[リンクmのrpk名]M[フィールドのrpk名]

注意:

コンテキストテーブルは、パラメータol\nneruie•erLzA|（テーブ
ル）またはl\ineield=zA|（ウィザード）によって定義されます。

値

［作業指示］（rpk名：\mvorknrder）テーブルの［報告日］
フィールドでは、［e］はdtmotifになります。

例

なしデフォルト値
いいえ必須

dndAfter=[f]

期限を定義してイベントがその後に終了するようにします。用途
パラメータdndaeforeとdndAfterを同時に使用してはなりません。注意事項
以下の方法で指定されている日付または日付と時刻タイプのフィー
ルド
• [コンテキストテーブルの直接フィールドのrpk名]
• [コンテキストテーブルのリンクPのrpk名]M[リンクQのrpk名
]MMM[リンクmのrpk名]M[フィールドのrpk名]

注意:

コンテキストテーブルは、パラメータol\nneruie•erLzA|（テーブ
ル）またはl\ineield=zA|（ウィザード）によって定義されます。

値

なしデフォルト値
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いいえ必須

feneratebolors=[h]

イベントを表す横棒? を彩色するために、色が自動的に使用さ
れるべきかどうかを指定します。

用途

他の色を生成するために参照される基準色は、パラメータ
htembolor=zg|で定義されます。

注意事項

• true：参照色の値が変更するたびに、色は自動的に循環して変
更されます。

• f\lse：色は、あるフィールドによってqfaフォーマットで定義
されます。

値

trueデフォルト値
いいえ必須

htembolor=[g]

イベントを表す横棒? を彩色するために使用する参照色を決定
します。

用途

［g］がとる値は、fener\tebolors=zh|パラメータに指定された値に
応じて変化します。

注意事項

［g］は、横棒の色を条件付けるフィールドまたはリンクを指定し
ます。このフィールドまたはリンクの値が変化すると、横棒の色
は自動的に循環して変化します。

［g］の形式は次のうちのPつになります。
• [コンテキストテーブルの直接フィールドのrpk名]
• [リンクPのrpk名]M[リンクQのrpk名]MMM[リンクmのrpk名]
• [コンテキストテーブルのリンクPのrpk名]M[リンクQのrpk名
]MMM[リンクmのrpk名]M[フィールドのrpk名]

注意:

コンテキストテーブルは、パラメータol\nneruie•erLzA|（テーブ
ル）またはl\ineield=zA|（ウィザード）によって定義されます。

fener\tebolors=zh|
がtrueである場
合の値
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［g］は、ボックスの色をqfaフォーマットで格納する整数（RQ
ビット）のタイプを指定します。

［g］の形式は次のうちのPつになります。
• [コンテキストテーブルの直接フィールドのrpk名]
• [コンテキストテーブルのリンクPのrpk名]M[リンクQのrpk名
]MMM[リンクmのrpk名]M[フィールドのrpk名]

注意:

コンテキストテーブルは、パラメータol\nneruie•erLzA|（テーブ
ル）またはl\ineield=zA|（ウィザード）によって定義されます。

ヒント:

色のqfa値を決定する方法については、本マニュアルの
「Assetbenterを初めて使用する」の章の「レコードリスト」の節、
「メインリストを設定する」／「［リストの設定］ポップアップ
メニューを使う」を参照してください。

fener\tebolors=zh|
がf\lseである場
合の値

なしデフォルト値
はい必須

bompletecates=[i]

rt\rtc\teとdndc\teで定義されているフィールドの内、最低でもP
つが入力されていない場合に実行する操作を定義します。

用途

進行中の作業指示の管理使用例
• true：これらのフィールドに日付が入力されていない場合は、
現在の日付に置き換えられます。

• f\lse：これらのフィールドに日付が入力されていない場合、日
付は空のままになります。

値

f\lseデフォルト値
いいえ必須

htemkabel=[k]

のリスト内でイベントを表記する横棒で使用されるタイトルを
識別します。

用途
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• self：タイトルは、テーブルの記述文字列の値になります。
• [コンテキストテーブルの直接フィールドのrpk名]：タイトル
はフィールド値になります。

• [コンテキストテーブルのリンクPのrpk名]M[リンクQのrpk名
]MMM[リンクmのrpk名]：タイトルは、リンクmテーブルの記述
文字列の値になります。

• [コンテキストテーブルのリンクPのrpk名]M[リンクQのrpk名
]MMM[リンクmのrpk名]M[フィールドのrpk名]：タイトルは
フィールド値になります。

注意:

コンテキストテーブルは、パラメータol\nneruie•erLzA|（テーブ
ル）またはl\ineield=zA|（ウィザード）によって定義されます。

値

なしデフォルト値
いいえ必須

kinekabel=[j]

ウィンドウの左にあるイベントのリストで、イベントを識別す
るために使用されるタイトルを識別します。

用途

• self：タイトルは、テーブルの記述文字列の値になります。
• [okAmmdqビューページを追加するテーブルの直接フィールド
のrpk名]：ラベルはフィールド値になります。

• [okAmmdqビューアページを追加するテーブルのリンクPのrpk
名]M[リンクQのrpk名]MMM[リンクmのrpk名]：ラベルは、リン
クmテーブルの記述文字列の値になります。

• [okAmmdqビューアページを追加するリンクPのrpk名]M[リン
クQのrpk名]MMM[リンクmのrpk名]M[フィールドのrpk名]：ラ
ベルはフィールド値になります。

注意:

コンテキストテーブルは、パラメータol\nneruie•erLzA|（テーブ
ル）またはl\ineield=zA|（ウィザード）によって定義されます。

値

• ［A］がテーブルの主キーである場合：テーブルの記述文字列
• ［A］がリンクの連結である場合：最終リンクのテーブルの記
述文字列

デフォルト値
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いいえ必須

orogress=[l]

イベントの進行割合を記録するフィールドを識別します。

このフィールドのユーザタイプは「パーセント」でなければなり
ません。

注意:

Assetbenter?c\t\b\se?Administr\torで新しいフィールドを作成する
ことができます。

注意:

特殊フィールドは使用できません。

用途

• [テーブルの直接フィールドのrpk]
• [リンクPのrpk名]M[リンクQのrpk名]MMM[リンクmのrpk名]M[
フィールドのrpk名]

値

なしデフォルト値
いいえ必須

vherebond=[m]

表示するイベントにフィルタを適用します。用途
Apk言語で表現された条件

Apk条件は区切り文字で囲まれていません。

しかし、「=」と「|」の前には、エスケープ文字「\」が必要です。

値

［作業指示］（rpk名：\mvorkorder）テーブルで、［タイプ］
フィールドが「内部メンテナンス」であるレコードのみを保持す
る場合、［m］はsesype\=Oになります。

例

なしデフォルト値
いいえ必須

nrderay=[n]

表示するイベントを並べ替えます。用途
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文字「K」で区切られたフィールドまたはリンクのリスト

フィールドは以下のいずれかのシンタックスを使って表現されま
す。

• [コンテキストテーブルの直接フィールドのrpk名]
• [コンテキストテーブルのリンクPのrpk名]M[リンクQのrpk名
]MMM[リンクmのrpk名]M[フィールドのrpk名]

リンクは以下のいずれかのシンタックスを使って表現されます。

• [コンテキストテーブルのリンクPのrpk名]：これはリンクレ
コードの主キーの値を戻します。

• [コンテキストテーブルのリンクPのrpk名]M[リンクQのrpk名
]MMM[リンクmのrpk名]M[フィールドのrpk名]

• [コンテキストテーブルのリンクPのrpk名]M[リンクQのrpk名
]MMM[リンクmのrpk名]Mself

値

［作業指示］（rpk名：\mvorknrder）テーブルへスケジュールの
グラフィック表示のページを追加する際に、技術者で作業指示を
並べ替える場合は、作業指示番号［n］はsechnici\nMm\meK?vnmo
になります。

例

なしデフォルト値
いいえ必須

管理

Assetbenter SMR L 管理 RPV





ここでは、Assetbenterをccdサーバとして使う場合に、Assetbenterによって
認識されるccdコールについて詳しく説明します。

理論的な説明の後に、実際のccdコールの使用例を示します。

ccdサーバの定義
ccdはcyn\mic?c\t\?dxch\ngeの略です。vindo•s上の複数のアプリケーショ
ン間でデータを交換するためのメカニズムで、動的データ交換ともいいま
す。ここでは、他のアプリケーションからAssetbenterコマンドを実行するた
めに使うccdのことを指します。

ccdコールのメカニズム
ccdメカニズムは「サービス」に基づいています。ccdメカニズムを実行す
るには、「コマンド」を実行するために必要なコンテキストを提供する「ト
ピック」を定義する必要があります。整合性を維持するため、コンテキスト
を変更するたびに、前のコンテキストを終了する必要があります。

ここでは、次の内容について説明します。

 Assetbenterをccdサーバと
して使用するPU
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• ccdサービス
• ccdトピック
• ccdコマンド

ccdサービス
ほとんどの場合、「サービス」はメモリに読み込まれる実行可能プログラム
の名前です。Assetbenterをccdサーバとして使う場合、サービスは「\m」に
なります。

ccdトピック
トピックでは、アクションを実行するコンテキストを定義できます。
Assetbenterの場合、このトピックは「Assetbenter」です。

ccdコマンド
ccdコマンドは、Assetbenterに送信される実行コマンドです。これらはいく
つかのグループに分けられます。
• グローバルコマンド。実行にテーブル名やフィールド名は必要ありませ
ん。

• テーブルに関連するコマンド。実行するには、パラメータとしてテーブ
ルのrpk名が必要です。

• テーブルおよびフィールドまたはリンクに関連するコマンド。実行する
には、パラメータとしてテーブルのrpk名とフィールドまたはリンクの
rpk名が必要です。

これらのグループに属するコマンドは、次のQつのタイプに分けることがで
きます。
• dxcute（実行）：Assetbenterでタスクを実行できます。
• qequest（要求）：Assetbenterに情報の提供を要求できます。

テーブル、フィールド、またはリンクのrpk名の見つ
け方

テーブルのフィールドをマウスの右ボタンでクリックすると、ポップアップ
メニューが表示されます。［オブジェクトの設定］メニューを選択すると、
ウィンドウに選択しているテーブルやオブジェクト（リンクまたはフィール
ド）のrpk名が表示されます。

Assetbenter
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ccdコマンドの概要

手順
ccdコマンドを正しく実行するには、次の手順に従う必要があります。
P 使用する「サービス」と「トピック」を指定して、コマンド実行のコン
テキストを明確に定義します。Assetbenterをccdサーバとして使う場合、
「トピック」は常に「Assetbenter」です。

注意:

一旦コンテキストを定義すると、新しいコンテキストを定義するまで、
このコンテキストが後続のすべてのccdコマンドでデフォルトとして使
われます。

2 コマンド自体を起動します。Q種類のコマンドがあります。
• dxecuteY?[コマンド]G[パラメータ]H
• qequestY?[コマンド]G[パラメータ]H

R 前に定義したコンテキストを閉じます。

特徴
vindo•sの各アプリケーションは、ccdコマンドを独自の方法で送受信しま
す。後半では、次の内容について説明します。
• Assetbenterが受信できるccdコマンドの一覧。これらのコマンドのシン
タックスについて詳しく説明します。

• ccdメカニズムによるAssetbenterの駆動例。これらのコマンドの使い方
を説明します。これらの例では、異なるプログラミング言語を使います。

グローバルコマンド
「グローバル」コマンドは、特定のテーブルやフィールドに依存しません。
特に、引数としてテーブルやフィールドのrpk名を指定する必要はありませ
ん。

本章では次のコマンドについて説明します。
• bonnectGbnxK?tserK?o\ss•ordH
• cisconnectGH
• dxecuteActionGActionm\meH
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• kistAlls\blesGzl\sk|H
• kistnpens\blesGzl\sk|H
• npenuie•Guie•m\meH

bonnectG[bnx]K [tser]K [oassword]H

アクションのタイプ
dxecute

説明
次のパラメータを使って、データベースに接続します。

[bnx]
このパラメータには、次のどちらかを含めることができます。
• Assetbenterで定義された接続名（「AmdbMini」ファイルで検索できます）

このファイルの場所： マニュアル『Assetbenter?L?インスタレーション』
の「Mini?および?Mcfg?ファイル」の章

• 下に示すシンタックスで定義するデータベース接続

z[データベースエンジン]Z[データベースの場所]Z[データベースエンジン
のログイン]Z[データベースエンジンのパスワード]|

[tser]
このパラメータには、データベースへの接続に使うAssetbenterユーザ名が入
ります。

[oassword]
このパラメータには、ログイン（[tser]パラメータの値）に関連付けられた
パスワードが入ります。

例
次のコマンドにより、Assetbenterで接続が既に定義されているnr\cleデータ
ベースに接続できます。接続名は「sdemo」です。接続には「Admin」ログ
インが使われます。パスワードは「p\ss•ord」です。

dxecuteYbonnectGscemoK?AdminK?p\ss•ordH
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次のコマンドは、Assetbenterで接続を定義しなくても、上のコマンドと同じ
接続を実行します。「sdemo」データベースは「ioshu\」というサーバにあ
ります。nr\cle接続のパスワードは「qoot」です。

dxecuteYbonnectGznr\cleZioshu\ZscemoZqoot|K?AdminK?p\ss•ordH

cisconnectGH

アクションのタイプ
dxecute

説明
Assetbenterと現在のデータベースの接続を終了します。

例
次のコマンドは、Assetbenterデータベースとの接続を終了します。

dxecuteYcisconnectGH

dxecuteActionG[Actionmame]H

アクションのタイプ
dxecute

説明
[Actionm\me]というアクションをトリガします。

[Actionmame]
このパラメータには、Assetbenterのアクションの詳細画面の［名前］（rpk
名：m\me）フィールドで定義したアクション名が入ります。

例
次のコマンドは、「qeminderY?•ork?order?not?completed」というアクションを
トリガします。

管理

Assetbenter SMR L 管理 R2R



dxecuteYdxecuteActionGqeminderY?•ork?order?not?completedH

kistAllsablesG[lask]H

アクションのタイプ
qequest

説明
データベース内のすべてのテーブルを一覧表示します。テーブルのrpk名を
[l\sk]で検索し、リストに表示します。

[lask]
このパラメータでは、次の文字を使ってデータを検索できます。
• P文字を検索するワイルドカードとして疑問符（?）を使用できます。
• 任意の文字または文字のグループを検索するときは、アスタリスク（I）
を使用できます。

例
次のコマンドは、現在のデータベースに存在するすべてのテーブルのrpk名
を一覧表示します。

qequestYkistAlls\blesGH

次のコマンドは、現在のデータベースからrpk名が「\mA」で始まるすべて
のテーブルのrpk名を一覧表示します。

qequestYkistAlls\blesG\mAIH

次のコマンドは、現在のデータベースから「v」という文字を含むすべての
テーブルのrpk名を一覧表示します。

qequestYkistAlls\blesGIvIH

次のコマンドは、現在のデータベースから「\m」で始まり、S番目の文字に
「t」を持つすべてのテーブルのrpk名を一覧表示します。

qequestYkistAlls\blesG\m?tIH
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kistnpensablesG[lask]H

アクションのタイプ
qequest

説明
データベースで開いているすべてのテーブルのrpk名を一覧表示します。こ
のリストは、[l\sk]パラメータを使って検索できます。

[lask]
この引数では、次の文字を使ってデータを検索できます。
• P文字を検索するワイルドカードとして疑問符（?）を使用できます。
• 任意の文字または文字のグループを検索するときは、アスタリスク（I）
を使用できます。

例
次のコマンドは、現在のデータベースで開いているすべてのテーブルのrpk
名を一覧表示します。

qequestYkistnpens\blesGH?

次のコマンドは、現在のデータベースで開いているすべてのテーブルから、
rpk名が「\mA」で始まるテーブルのrpk名を一覧表示します。

qequestYkistnpens\blesG\mAIH

「\mAsset」、「\mAction」、「\mlodel」というRつのテーブルを開いてい
るとします。上のコマンドを使うと、「\mA」で始まるQつのテーブルのrpk
名、つまり「\mAsset」と「\mAction」が返されます。

npenuiewG[uiewmame]H

アクションのタイプ
dxecute

説明
Assetbenterで定義されたビューを開きます。

管理

Assetbenter SMR L 管理 R2T



[uiewmame]
このパラメータには、Assetbenterで定義されているビューのrpk名が入りま
す。

例
次のコマンドは、［burrentAssets］というrpk名のビューを開きます。

dxecuteYnpenuie•GburrentAssetsH

テーブルに関連するコマンド
ここでは、テーブルに依存するコマンドについて説明します。これらのコマ
ンドを実行するには、引数としてテーブルのrpk名を指定する必要がありま
す。

次のコマンドについて説明します。
• npens\bleGs\bleH
• bloses\bleGs\bleH
• s\bleMfetqecordbountGH
• s\bleMretuie•lodeGlodeH
• s\bleMretqecordlodeGlodeH
• s\bleMkistAlleieldsGzl\sk|H
• s\bleMkistAllkinksGzl\sk|H
• s\bleMreteilterGbonditionH
• s\bleMretrelectionGbonditionH
• s\bleMfetrelectionhdGH

npensableG[sable]H

アクションのタイプ
dxecute

説明
rpk名が[s\ble]のテーブルを開きます。
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[sable]
この引数には、開くテーブルのrpk名が入ります。

例
次のコマンドは、［資産］（rpk名：\mAsset）テーブルを開きます。

dxecuteYnpens\bleG\mAssetH

blosesableG[sable]H

アクションのタイプ
dxecute

説明
現在Assetbenterで開いているテーブルを閉じます。

[sable]
この引数には、閉じるテーブルのrpk名が入ります。

例
次のコマンドは、［資産］（rpk名：\mAsset）テーブルを閉じます。

dxecuteYbloses\bleG\mAssetH

[sable]MfetqecordbountGH

アクションのタイプ
qequest

説明
[s\ble]というrpk名を持つテーブルのレコード数を返します。このコマンド
を実行するには、このコマンドに関連するテーブルを開いておく必要があり
ます。
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[sable]
この引数には、レコード数を確認するテーブルのrpk名が入ります。

例
次のコマンドは、［資産］（rpk名：\mAsset）テーブルのレコード数を返し
ます。

qequestY\mAssetMfetqecordbountGH

[sable]MretuiewlodeG[lode]H

アクションのタイプ
dxecute

説明
開いているテーブルの表示モードを定義します。

[sable]
この引数には、対象のテーブルのrpk名が入ります。

[lode]
この引数には、次のいずれかの値を設定できます。
• Arbo：テーブル[s\ble]内のレコードがツリー構造で表示されます。
• kist：テーブル[s\ble]内のレコードがリスト形式で表示されます。
• kistnnly：テーブル[s\ble]内のレコードのリストだけが表示されます。
• cet\ilnnly：テーブル[s\ble]内で選択したレコードの詳細だけが表示され
ます。

• kistcet\il：テーブル[s\ble]内のレコードのリストとこのリストで選択し
たレコードの詳細の両方が表示されます。

例
次のコマンドは、［ポートフォリオ品目］（rpk名：\moortfolio）テーブル
をツリー構造で表示します。

dxecuteY\moortfolioMretuie•lodeGArboH

Assetbenter

R2W Assetbenter SMR L 管理



[sable]MretqecordlodeG[lode]H

アクションのタイプ
dxecute

説明
開いているテーブルのレコードとの対話モードを定義します。

[sable]
この引数には、対象のテーブルのrpk名が入ります。

[lode]
この引数には、次のいずれかの値を設定できます。
• me•：テーブル[s\ble]で新規レコードの作成を開始します。このコマン
ドは［新規作成］ボタンをクリックする操作に対応します。

• cuplic\te：テーブル[s\ble]で選択したレコードを複製します。このコマ
ンドは［複製］ボタンをクリックする操作に対応します。

• celete：テーブル[s\ble]で選択したレコードを破棄します。このコマン
ドは［削除］ボタンをクリックする操作に対応します。

• lodify：テーブル[s\ble]で選択したレコードに加えた変更を確定しま
す。このコマンドは［変更］ボタンをクリックする操作に対応します。

• bre\te：テーブル[s\ble]での新規レコードの作成を確定します。このコ
マンドは［作成］ボタンをクリックする操作に対応します。

• bre\tebontinue：作成と複製を組み合わせます。このコマンドは?
ボタンをクリックする操作に対応します。

• b\ncel：新規レコードの作成または選択したレコードに加えた変更を取り
消します。このコマンドは［キャンセル］ボタンをクリックする操作に
対応します。

• blose：前に開いたテーブル[s\ble]を閉じます。このコマンドは［閉じ
る］ボタンをクリックする操作に対応します。

例
次の例では、［資産］（rpk名：\mAsset）テーブルを開き、新規レコードの
作成を開始し、この作成を取り消します。
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dxecuteYnpens\bleG\mAssetH?
dxecuteY\mAssetMretqecordlodeGme•H?
dxecuteY\mAssetMretqecordlodeGb\ncelH

[sable]MkistAlleieldsG[lask]H

アクションのタイプ
qequest

説明
前に開いたテーブル[s\ble]に存在するすべてのフィールドのrpk名を返しま
す。

[sable]
この引数には、対象のテーブルのrpk名が入ります。

[lask]
この引数では、次の文字を使ってデータを検索できます。
• P文字を検索するワイルドカードとして疑問符（?）を使用できます。
• 任意の文字または文字のグループを検索するときは、アスタリスク（I）
を使用できます。

例
次のコマンドは、資産のテーブルに存在するすべてのフィールドのrpk名を
返します。

qequestY\mAssetMkistAlleields

次のコマンドは、資産のテーブル（rpk名：\mAsset）から、rpk名が「se」
で始まるすべてのフィールドのrpk名の一覧を返します。

qequestY\mAssetMkistAlleieldsGseIH
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[sable]MkistAllkinksG[lask]H

アクションのタイプ
qequest

説明
前に開いたテーブル[s\ble]に存在するすべてのリンクのrpk名を返します。

[sable]
この引数には、対象のテーブルのrpk名が入ります。

[lask]
この引数では、次の文字を使ってデータを検索できます。
• P文字を検索するワイルドカードとして疑問符（?）を使用できます。
• 任意の文字または文字のグループを検索するときは、アスタリスク（I）
を使用できます。

例
次のコマンドは、［資産］テーブルに存在するすべてのリンクのrpk名を返
します。

qequestY\mAssetMkistAllkinks

次のコマンドは、［資産］（rpk名：\mAsset）テーブルから、rpk名が「se」
で始まるすべてのリンクのrpk名の一覧を返します。

qequestY\mAssetMkistAllkinksGseIH

[sable]MreteilterG[bondition]H

アクションのタイプ
dxecute

説明
[bondition]引数に従って、テーブル[s\ble]にフィルタを適用します
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[sable]
この引数には、対象のテーブルのrpk名が入ります。

[bondition]
この引数には、コマンドに適用する条件が入ります。これはApk節です。

例
次のコマンドは、［資産］（rpk名：\mAsset）テーブルにフィルタを適用し
ます。このフィルタにより、QOOQ年W月QW日PT時より前に変更されたレコー
ドだけが表示されます。

dxecuteY\mAssetMreteilterGdtk\stlodif[zOQNOWNQW?PTYOOYOO|H

[sable]MretrelectionG[bondition]H

アクションのタイプ
dxecute

説明
前に開いたテーブルs\ble]から、引数[bondition]に従ってPつまたは複数の
レコードを選択します。

[sable]
この引数には、対象のテーブルのrpk名が入ります。

[bondition]
この引数には、コマンドに適用する条件が入ります。これはApk節です。

例
次のコマンドは、資産タグが「V」以上の資産を選択します。

dxecuteY\mAssetMretrelectionGAssets\g]=FVFH
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[sable]MfetrelectionhdGH

アクションのタイプ
qequest

説明
テーブル[s\ble]で選択したレコードの識別子の一覧を返します。

[sable]
この引数には、対象のテーブルのrpk名が入ります。

例
次の例では、［資産］（rpk名：\mAsset）テーブル内で、資産タグが「V」
以上のレコードを選択し、選択したレコードの識別子の一覧を返します。

dxecuteY\mAssetMretrelectionGAssets\g]=FVFH?
qequestY\mAssetMfetrelectionhdGH

テーブルおよびフィルタまたはリンクと関連するコ
マンド

ここでは、テーブル内のフィールドに依存するコマンドについて説明しま
す。これらのコマンドを実行するには、引数としてテーブルのrpk名とこの
テーブルのフィールドまたはリンクのrpk名を指定する必要があります。

次のコマンドについて説明します。
• s\bleLnbjetMAddkinkGH
• s\bleLnbjetMfetu\lueGH
• s\bleLnbjetMgighlightGH
• s\bleLnbjetMqemovekinkGH
• s\bleLnbjetMreteocusGH
• s\bleLnbjetMretu\lueGu\lueH
• s\bleLkinkMretu\luevhereGbonditionH
• s\bleLnbjetMrho•GH
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[sable]:[nbjet]MAddkinkGH

アクションのタイプ
dxecute

説明
リストの? ボタンをクリックするのと同じ操作を実行します。このコマンド
を使ってテーブルのレコードにリンクを追加することができます。

[sable]
この引数には、操作の対象となるテーブルのrpk名が入ります。

[nbjet]
この引数には、操作の対象となるオブジェクトのrpk名が入ります。

例
次のコマンドは、リストデータに値を追加します。

dxecuteY\mhtemizedkistYhtemkistu\lsMAddkinkGH

[sable]:[nbjet]MfetualueGH

アクションのタイプ
qequest

説明
選択したレコードについて、テーブル[s\ble]の[nbjet]（フィールドまたは
リンク）の値を返します。

[sable]
この引数には、対象のテーブルのrpk名が入ります。
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[nbjet]
この引数には、テーブル[s\ble]の値を取得するフィールドまたはリンクの
rpk名が入ります。

例
次のコマンドは、［資産］（rpk名：\mAsset）テーブルの［フィールドP］
（rpk名：eieldP）フィールドの値を返します。

qequestY\mAssetYeieldPMfetu\lueGH

次のコマンドは、［資産］（rpk名：\mAsset）テーブルの［モデル］（rpk
名：lodel）リンクの値を返します。

qequestY\mAssetYlodelMfetu\lueGH

次のコマンドは、［資産］（rpk名：\mAsset）テーブルの［コメント］（rpk
名：bomment）リンクの値を返します。

qequestY\mAssetYbommentMfetu\lueGH

[sable]:[nbjet]MgilightGH

アクションのタイプ
dxecute

説明
あるPつのフィールドを強調表示します。

[sable]
この引数には、操作の対象となるテーブルのrpk名が入ります。

[nbjet]
この引数には、操作の対象となるフィールドのrpk名が入ります。このコマ
ンドはフィールドには使用できません。

例
次のコマンドは、［資産］（rpk名：\mAsset）テーブルの［バーコード］
（rpk名：a\rcode）フィールドを強調表示します。
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dxecuteY\mAssetYa\rcodeMgilightGH

[sable]:[nbjet]MqemovekinkGH

アクションのタイプ
dxecute

説明
リストの? ボタンをクリックするのと同じ操作を実行します。このコマンド
を使ってテーブルのレコードへのリンクを削除することができますM

[sable]
この引数には、操作の対象となるテーブルのrpk名が入ります。

[nbjet]
この引数には、操作の対象となるオブジェクトのrpk名が入ります。

例
次のコマンドは、リストデータ内で選択した値を削除します。

dxecuteY\mhtemizedkistYhtemkistu\lsMqemovekinkGH

[sable]:[nbjet]MreteocusGH

アクションのタイプ
dxecute

説明
選択したレコードについて、テーブル[s\ble]のフィールドまたはリンク
[nbjet]にフォーカスを設定します。
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[sable]
この引数には、フォーカスを設定するフィールドまたはリンクを含むテーブ
ルのrpk名が入ります。

[nbjet]
この引数には、テーブル[s\ble]のフォーカスを設定するフィールドまたは
リンクのrpk名が入ります。

例
次のコマンドは、［資産］テーブル（［\mAsset］）の［資産タグ］フィー
ルド（［Assets\g］）にフォーカスを設定します。

dxecuteY\mAssetYAssets\gMreteocusGH

[sable]:[nbjet]MretualueG[ualue]H

アクションのタイプ
dxecute

説明
選択したレコードについて、テーブル[s\ble]のフィールド[eield]に値[u\lue]
を入力します。

[sable]
この引数には、値を入力するフィールドを含むテーブルのrpk名が入りま
す。

[eield]
この引数には、テーブル[s\ble]内の値を入力するフィールドのrpk名が入り
ます。

[ualue]
この引数には、選択したレコードについて、テーブル「[s\ble]」の
「[eield]」フィールドに割り当てる値が入ります。「日付」または「日付＋
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時刻」型のフィールドの場合は、国際日付形式（yyNmmNdd?hhYmmYss）で指定
する必要があります。

例
次のコマンドは、［資産］（rpk名：\mAsset）テーブルの［フィールドP］
（rpk名：eieldP）フィールドに「sest」という値を割り当てます。

dxecuteY\mAssetYeieldPMretu\lueGsestH

次のコマンドは、選択したレコードについて、資産テーブル（rpk名：
\mAsset）の［受領承認日］（rpk名：dAccept）フィールドに「OQNOWNQW」と
いう値を割り当てます。

dxecuteY\mAssetYdAcceptMretu\lueGOQNOWNQWH

[sable]:[kink]MretualuevhereG[bondition]H

アクションのタイプ
dxecute

説明
選択したレコードについて、条件[bondition]に従って、テーブル[s\ble]の
リンク[kink]に値を入力します。

[sable]
この引数には、値を入力するリンクを含むテーブルのrpk名が入ります。

[kink]
この引数には、テーブル[s\ble]の値を入力するリンクのrpk名が入ります。

[bondition]
この引数には、リンクのターゲットレコードを識別するための条件が入りま
す。これはApk節です。

例
次の例は、選択したレコードについて、［資産］（rpk名：\mAsset）テーブ
ルの［モデル］（rpk名：lodel）リンクに値「sest」を割り当てます。ccd
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コマンドを正しく実行するには、「sest」というカテゴリがなければなりま
せん。

dxecuteY\mAssetYlodelMretu\luevhereGm\me=FsestFH

[sable]:[nbjet]MrhowGH

アクションのタイプ
dxecute

説明
画面に表示されないフィールドまたはリンクにフォーカスを移動します。
フォーカスするフィールドまたはリンクのテーブルを開いておく必要があり
ます。

[sable]
この引数には、操作の対象となるテーブルのrpk名が入ります。

[nbjet]
この引数には、操作の対象となるオブジェクトのrpk名が入ります。

例
次のコマンドは、［資産］（rpk名：\mAsset）テーブルの［会計コード］
（rpk名：Acctbode）フィールドにフォーカスを移動します。

dxecuteY\mAssetYAcctbodeMrho•GH

ccdコール例の概要
ここでは、次の例を使ってccdコールの機能を説明します。
• 例Pでは、ccdコールを論理的に説明します。
• 例Qでは、dxcelでccdコールを使う例を紹介します。使用する例は、uisu\l
a\sic?for?Applic\tionsで作成しています。

• 例Rでは、uisu\l?a\sic?TMOで作成したアプリケーションを使います。この
例では、ccdコールを使って実際に操作を実行することができます。
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例P: Assetbenterの内部ccdコール
この例の目的は、実行する各アクションについて、適切なccdコマンドと引
数を指定することです。まず、ccdメカニズムを論理的に理解することが必
要です。次に後述の例で実際のccdコールを試してください。

この例では、r\n?ciegoに位置する「ge\dqu\rters」という場所を作成します。
実行するアクションは次のとおりです。
P ［場所］テーブルを開く。
2 場所の名前を入力する。
R 場所の市町村名を入力する。
S 場所の郵便番号を入力する。
T 場所を作成する。

コールに応答する
まず、ccdコマンドを実行するために必要なサービスとトピックを指定する
必要があります。

この例ではAssetbenterアプリケーションの一般的なコンテキストを使うの
で、次のようになります。
• サービス?=?\m
• トピック：?Assetbenter

次に、［場所］テーブルを開くコマンドを実行します。
• コマンド：npens\bleGH
• パラメータ：テーブルのrpk名。この場合は「\mkoc\tion」

コマンドは次のようになります。

npens\bleG\mkoc\tionH

Assetbenterは［場所］テーブルを開きます。次に、このテーブルに新規レ
コードを作成する必要があります。
• bomm\nde Y?retqecordlodeGH
• コマンドの接頭語：このテーブルのrpk名（\mkoc\tion）
• パラメータ：データ入力モード。ここでは「mew」

コマンドは次のようになります。

\mkoc\tionMretqecordlodeGme•H
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データを入力する
次に、Assetbenterで必要なフィールドに入力するための適切なコマンドを指
定する必要があります。
• ［名前］（rpk名：m\me）フィールド。次のコマンドとパラメータを使
います。
• コマンド：[テーブル]Y[オブジェクト]Mretu\lueG[値]H

I?引数[テーブル]：テーブルのrpk名（\mkoc\tion）

I?引数[オブジェクト]：フィールドのrpk名（m\me）

I?引数[値]：フィールドの値（ge\dqu\rters）

\mkoc\tionYsextk\belMretu\lueGge\dqu\rtersH

• ［市町村］（rpk名：bity）フィールド。次のコマンドと引数を使いま
す。
• コマンド：[テーブル]Y[オブジェクト]Mretu\lueG[値]H

I?引数[テーブル]：テーブルのrpk名（\mkoc\tion）

I?引数[オブジェクト]：フィールドのrpk名（bity）

I?引数[値]：フィールドの値（r\n?ciego）

\mkoc\tionYsec\t\sypeMretu\lueGr\n?ciegoH

• ［郵便番号］（rpk名：yho）フィールド。次のコマンドと引数を使いま
す。
• コマンド：[テーブル]Y[オブジェクト]Mretu\lueG[値]H

I?引数[テーブル]：テーブルのrpk名（\mkoc\tion）

I?引数[オブジェクト]：フィールドのrpk名（yho）

I?引数[値]：フィールドの値（bA?XQPRO）

\mkoc\tionYtnitMretu\lueGbA?XQPROH

場所を作成する
［場所］テーブルにレコードを作成するだけで、場所を作成できます。
• コマンド：[テーブル]MretqecordlodeG[モード]H
• 引数[テーブル]：テーブルのrpk名（\mkoc\tion）
• 引数[モード]：レコードの作成モード（bre\te）

\mkoc\tionMretqecordlodeGbre\teH
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例Q：licrosoft dxcelからのccdコール

注意:

このシナリオはlicrosoft?dxcel?QOOQでテストされています。

この例では、dxcelのワークシート「sestccdMxls」を使います。このワーク
シートは、Assetbenterの「r\mples\ccd\dxcel」フォルダにあります。この
ファイルには、この例に必要なマクロが含まれています。

この例のccdコールはuaA（uisu\l?a\sic?for?Applic\tions）に準拠していま
す。それ以外は前の例と同じです。

ここでは、次の内容について説明します。
• マクロの指定
• マクロのソースコード

マクロの指定
sestccdMxlsファイルの「c\t\_entry」ワークシートに移動します。このワー
クシートには、それぞれ［m\me］、［bity］、および［yho］という名前のR
つの列を含む表とボタン（「bre\te?loc\tion」というラベル付き）があり、ボ
タンには「bre\te?loc\tion」と呼ばれるマクロが割り当てられています。

［m\me］（この例ではセルaU）、［bity］（セルbU）、［yho］（セルcU）
フィールドに適切な値を入力し、「bre\te?loc\tion」をクリックすると、dxcel
からAssetbenterに対して次のアクションを実行する命令が発信されます。
P ［場所］テーブルを開く。
2 場所の名前を入力する。
R 場所の市町村名を入力する。
S 場所の郵便番号を入力する。
T 場所を作成する。

マクロのソースコード
参考のため、ccdコールを実行するマクロのソースコードを以下に示しま
す。dxcelまたはvordでのccdコールおよびuaA言語のシンタックスの詳細
については、それぞれのオンラインマニュアルを参照してください。

rub?bre\tekoc\tionGH

cim?m\me?As?rtring
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cim?bity?As?rtring
cim?yho?As?rtring

m\me?=?vorksheetsGAc\t\_entryAHMq\ngeGAaUAH
bity?=?vorksheetsGAc\t\_entryAHMq\ngeGAbUAH
yho?=?vorksheetsGAc\t\_entryAHMq\ngeGAcUAH

bontexte?=?Applic\tionMccdhniti\teG\ppY=A\mAK?topicY=AAssetbenterAH
Applic\tionMccddxecute?bontexteK?Anpens\bleG\mkoc\tionHA
Applic\tionMccddxecute?bontexteK?A\mkoc\tionMretqecordlodeGme•HA
Applic\tionMccddxecute?bontexteK?A\mkoc\tionYm\meMretu\lueGA?J?m\me?J?AHA
Applic\tionMccddxecute?bontexteK?A\mkoc\tionYbityMretu\lueGA?J?bity?J?AHA
Applic\tionMccddxecute?bontexteK?A\mkoc\tionYyhoMretu\lueGA?J?yho?J?AHA
Applic\tionMccddxecute?bontexteK?A\mkoc\tionMretqecordlodeGbre\teHA
Applic\tionMccdsermin\te?bontexte

dnd?rub

例R：uisual aasicからのccdコール
この例では、単純なグラフィカルユーザインタフェースからccdメカニズム
を試すことができるユーティリティを使います。この例から、uisu\l?a\sicで
ccdメカニズムをプログラムする方法もわかります。

この例では、ccd?sestbenterMexeを実行します。Gr\mples\ccd\orogr\m）この
プログラムにより、dxecuteとqequestタイプのccdコマンドを実行できます。

注意:

a\sicプログラムから発行されたccdコマンドを受け取るには、Assetbenterを
起動する必要があります。

ここでは、次の内容について説明します。
• プログラムのソースコード
• 注意事項
• プログラムを実行する

プログラムのソースコード
このプログラムのuisu\l?a\sic?プロジェクト形式のコメント付きソースコード
は、s\mple\ccd\uisu\la\sicにあります。
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注意事項

インストール
このプログラムを使うには、コンピュータにuisu\l?a\sicを正しくインストー
ルする必要があります。特に、特定のActivewコントロールを正しく登録す
る必要があります。ccd?sestbenterから「コントロールwwwwが登録されて
いません」などのエラーが返された場合は、次の操作を行ってください。
P コンピュータでコントロールを検索し、そのフォルダに移動する。
2 次のコマンドを実行する。

regsvrRQ?wwww

R ccd?sestbenterを再起動する。それでも起動できない場合は、uisu\l?a\sic
のマニュアルを参照してください。

推奨事項
本例を実行し易くするためには、次の操作を行ってください。
P Assetbenterを起動し、アプリケーションウィンドウのサイズを画面の半
分程度に縮小する。

2 ccd?sestbenterMexeを起動し、アプリケーションウィンドウをAssetbenter
ウィンドウの横に移動する。

注意:

これにより、Assetbenterのccd?sestbenterMexeから発行された命令の結果を、
直接見られるようになります。

シンタックス
この例ではccdコールがuisu\l?a\sic標準に対応しています。それ以外は前の
例と同じです。

プログラムを実行する

「dxecute」（実行）タイプのccdコマンド
［dxecute］タブに移動します。

［コマンド］フィールドに実行するコマンドを入力します。次のシンタック
スを使います。

Assetbenter

RSS Assetbenter SMR L 管理



bomm\nd=[コマンド]G[引数]H

ボタンをクリックしてコマンドを実行します。エラーは、［k\st?ccd?drror］
（最新ccdエラー）フィールドに表示されます。

例P
次のdxecuteコマンドは、［場所］テーブルを開きます。

npens\bleG\mkoc\tionH

例Q
次のdxecuteコマンドは、［予算］のテーブルを開き、新しいレコードを作成
して、詳細画面の［名前］（rpk名：m\me）フィールドに入力します。この
コマンドは順番に実行されます。

npens\bleG\maudgetH?
\maudgetMretqecordlodeGme•H?
\maudgetYm\meMretu\lueGAsestAH

「qequest」（要求）タイプのccdコマンド
［qequest］タブに移動します。

［コマンド］フィールドに実行するコマンドを入力します。次のシンタック
スを使います。

bomm\nd=[コマンド]G[引数]H

ボタンをクリックしてコマンドを実行します。要求の結果は、［qequest
qesult］（要求の結果）フィールドに表示されます。エラーは、［k\st?ccd
drror］（最新ccdエラー）フィールドに表示されます。

例P
次のqequestコマンドは、現在の接続しているデータベースのすべてのテーブ
ルのrpk名を一覧表示します。

kistAlls\blesGH

例Q
次のqequestコマンドは、前に開いた［任意管理項目］（rpk名：\mee\ture）
テーブルに存在するすべてのフィールドのrpk名の一覧を表示します。

\mee\tureMkistAlleieldsGH
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vAmネットワークには次のような特徴があります。
• 低帯域幅
• 長い待ち時間

これらの欠点を最小限に抑えるようにAssetbenterを設定することができま
す。しかし、これらの設定を行うと、Assetbenterの特定の機能が利用できな
くなります。

本章では、vAmネットワークの欠点を調整するためのいくつかのヒントを
紹介します。応答時間の高速化と機能の損失の妥協点をテストすることが重
要です。

［編集／オプション］メニューのオプション
次のオプションを使って、データベースへのアクセスの長さを制限できま
す。
• ［ナビゲーション］項目の［半自動入力のタイミング］オプション：こ
のオプションをオフにするか、高い値（POOOOミリ秒後に入力開始など）
を指定します。

 vAmネットワークにおける
Assetbenterの最適化PV
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• ［ナビゲーション］項目の［ドロップダウンリストをツリー構造で表示］
オプション：リスト形式表示のパフォーマンスに比べると、ツリー表示
はパフォーマンスを低下させるため、このオプションをオフにします。

ただし、この場合は、ドロップダウンリストのツリー表示機能も使えな
くなります。

次のオプションを調整して、クライアントマシンとデータベースサーバ間で
の情報交換を制限できます。
• ［リスト］項目の［読み込み時間の限度］および［読み込む項目数の限
度］オプション（メインリストまたはタブページ内のリスト用）：読み
込む項目数を制限するようにしてください（例えば、メインリストの最
大値をTO項目、タブページのリストの最大値をPT項目に指定します）。
読み込む項目数は、リストにフィルタを適用する場合や、指定した項目
数で必要な情報を見つけることができるどうかを基準にして設定します。

• ［メッセージ］項目の［新規メッセージのチェック］：このオプション
を使って、着信メッセージのチェックをデータベースへの接続時のみに
行ったり、チェックする間隔を設定したり（PO分置きなど）することが
できます。

• ［キャッシュ］項目：キャッシュを更新する間隔（［間隔］列）を長く
したり、セッション中のキャッシュの更新を行わないように設定できま
す。この場合は、キャッシュはデータベースへの接続時のみ読み込まれ
ます。

キャッシュを定期的に更新しないと、最新のデータが表示されないこと
があります。ただし、キャッシュされるデータ項目の大多数（リストデー
タ、任意管理項目のディクショナリ、業務用カレンダなど）は、Assetbenter
のインストール時に生成され、定期的に変更されることはありません。

リスト

リストの設定
メインリストとタブページのリストは、次の場合に［リストの設定］メニュー
を使って設定できます。
• メニューを使って表示したテーブルのリスト（［ポートフォリオー／資
産とロット］メニューなど）

• ビューによって表示されるリスト（［ツール／ビュー］メニュー）
• 選択リスト（［リンクの選択］ポップアップメニュー）
• 詳細画面の特定のタブページに表示されるリスト
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リストを並べ替える
これらのリストは次の方法で並べ替えできます。
• 独自の並べ替え条件を選択（［並べ替え］列）
• 定義済みのインデックスを使用（［インデックスで並べ替え］フィール
ド）

これらQつのオプションを選択した場合のそれぞれのパフォーマンスは、そ
の時々で異なります。どちらのオプションが最適かを予測することはできま
せん。

データベースに最適な方法を決定する前に、Assetbenterの各リストについて
両方の方法をテストする必要があります。

フィルタ
リストにフィルタを適用することができます。

以下の条件に比例してリストの表示時間が増加します。
• フィルタの条件数
• フィルタ条件の適用対象のテーブル間の距離
• フィルタクエリで用いる「nq」の数

表示する列を選択する
以下の条件に比例してリストの表示時間が増加します。
• 表示する列数
• 表示するフィールド／リンクが属するテーブル間の距離

リスト形式またはツリー構造で表示する
ツリー構造で表示すると、リスト形式で表示する場合よりも時間がかかりま
す。

リストでアイコンを表示する
アイコンは、テキストよりも表示に時間がかかります。

データベースでリストのパラメータを設定する
ここに挙げるインタフェースオプションは、リストの表示時間に影響を及ぼ
します。

以下の手順でこのようなオプションを表示します。
P ［編集／オプション］メニューを選択します。
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2 必要に応じて以下のオプションを変更します。
• ［リスト／その他のリスト／読み込み時間の限度］オプション
• ［リスト／その他のリスト／読み込む項目数の限度］オプション
• ［リスト／メインリスト／読み込み時間の限度］オプション
• ［リスト／メインリスト／読み込む項目数の限度］オプション

リストに読み込む項目数を削減すると、リストの表示時間が短縮されます。

リストの表示にかかる最長時間を短縮すると、特定の期間に表示される項目
数が削減されます。

注意:

上記のオプションはデータベースに保存され、データベースの全ユーザに適
用されます。

インタフェースオプションに関する詳細は、マニュアル『はじめに』の「ユー
ザのコンピュータでAssetbenterをカスタマイズする」の章を参照してくださ
い。

Assetbenterクライアントでリストのパラメータを設
定する

「eetchingArr\yrize」パラメータが、?Assetbenterのサポートするすべての
calrにより使用されます。

calrは、Assetbenterが要求するレコードをグループ単位で送信します。こ
のグループのサイズ（レコード数）は、「eetchingArr\yrize」パラメータに
より定義されます。

各Assetbenterクライアントで、Assetbenter接続ごとに「\mdbMini」ファイルで
このパラメータを指定します。

このファイルの場所： マニュアル『Assetbenter?L?インスタレーション』の
「Mini?および?Mcfg?ファイル」の章

「\mdbMini」ファイルに「eetchingArr\yrize」パラメータが含まれていない場
合、このパラメータのデフォルト値は「RO」です。

「eetchingArr\yrize」パラメータは、以下のパラメータ（［編集／オプショ
ン］メニューと相互に作用します。
• ［リスト／その他のリスト／読み込む項目数の限度］オプション
• ［リスト／メインリスト／読み込む項目数の限度］オプション

vAm用に最適化されていないオプションの例
• ［読み込む項目数の限度］を「QOO」に設定したとします。
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• 「eetchingArr\yrize」が「RO」であるとします。
• この場合、AssetbenterはV回に分けてリストにレコードを読み込むため
（QOO?N?RO?=?UKV）、一回で表示するよりも時間がかかります。

ヒント:

ここでかかる時間はkAmでは通常問題になりませんが、vAmでは問題に
なる可能性があります。

vAm用に最適化されたオプションの例
表示時間が長すぎる場合は、表示項目が一度に取得されるように設定を変更
します。

以下の規則を適用します。

eetchingArr\yrize?=?読み込む項目数の限度?J?P

注意:

vAmでQTO?ms?pingを使ってこのシナリオを試行したところ、レコードQOO個
の表示時間がPMT秒短縮されました。

アプリケーション例
• ［読み込む項目数の限度］を「QOO」に設定します。
• 「eetchingArr\yrize」を「QPO」に設定します。
• この結果、P回でリストにレコードが読み込まれます。

「amdbMini」ファイルを変更する
P 「\mdbMini」ファイルを編集します。

このファイルの場所： マニュアル『Assetbenter?L?インスタレーション』
の「Mini?および?Mcfg?ファイル」の章

2 z[最適化するAssetbenterの接続名]|セクションを選択します。
R 同セクション内に、「eetchingArr\yrize=」から始まる項目が既に存在す
るかどうかを確認します。

存在する場合は、既存のパラメータを変更します。
S セクション内に「eetchingArr\yrize=」から始まる項目が存在しない場合
は、セクションに次のように完全項目を追加します：eetchingArr\yrize=[
パラメータ値]
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ヒント:

上記の操作は、各クライアントコンピュータで実行します。

表示を制限する
本当に必要な列、リスト、およびタブだけを表示することで、画面に表示す
るデータ項目数を制限し、アプリケーションの応答時間を改善することがで
きます。

接続キャッシュ
接続の管理の詳細画面の［キャッシュ］タブページから接続キャッシュを起
動することができます。

接続キャッシュを起動すると、次のことが可能になります。
• データベースへの接続時間を短縮する。
• 画像やアイコンを使用している場合に、時間を節約する。

一般に、デフォルトのキャッシュサイズで十分最適化されます。

アクセス制限
使用しているログインにアクセス制限がある場合は、詳細およびリストウィ
ンドウの表示に時間がかかります。これは、データを表示する前にテストが
実行されるためです。

確認する場合は、制限のないログインでリストまたは詳細を表示し、表示速
度を比較します。

必要に応じてオプションのアクセス制限を削除します。

Pつのクライアントの設定を他のクライアントに適
用する

P台のワークステーションのパフォーマンスを最適化したら、設定の変更を
他のクライアントワークステーションにも適用する必要があります。
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加えた変更内容に対応する「\mdbMini」ファイルをコピーすると、各マシン
で設定する手間が省けます。

このファイルの場所： マニュアル『Assetbenter?L?インスタレーション』の
「Mini?および?Mcfg?ファイル」の章
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AutobAc／Assetbenter統合の概要
AssetbenterのデータとAutobAcのデータを相互に動的にリンク、トラッキン
グすることが可能です。

bonnectLhtシナリオを用いて、データのマイグレーション／トラッキングを行
います。

注意:

bonnectLhtシナリオはデータ構成のP例であり、データを適切に複製するため
にはシナリオのパラメータを設定する必要があります。

AssetbenterのAutobAc機能によって、AutobAcに新たにメニューがQつ追加
されました。新しいメニューを使って、AssetbenterY?cr\w?soolsおよび
Assetbenterの場所、従業員および関連資産をインポート／表示できます。

 AutobAcの統合PW
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インストール
Assetbenter?AutobAcモジュールのインストール方法についてはAssetbenter
マニュアル『インストール』の「vindowsでの設定」の章の「AutobAcとの
統合」のセクションを参照してください。

設定
Assetbenterに付属のbonnectLhtシナリオは、
「oeregrineNAssetbenterN\c\diNscen\rio」フォルダに格納されています。

「\c\diMscn」シナリオを使用するには、AutobAcコネクタとAssetbenterを設
定する必要があります。

Assetbenterコネクタを設定する
Assetbenterコネクタを設定するは、以下の手順に従います。
P 「\c\diMscn」シナリオを開きます。
2 ［シナリオ図］の画面で［Assetbenter］コネクタを右クリックして、表
示されるショートカットメニューから［コネクタを設定する］を選択し
ます。

R 表示されるウィザードで、必要に応じて［名前］フィールドと［説明］
フィールドに入力し、［次へ］をクリックします。

S Assetbenterデータベースを選択し（［接続］フィールド）、ncab接続の
［ログイン］フィールドと［パスワード］フィールドに入力してから、
［次へ］をクリックします。

T ［終了］をクリックします。

AutobAcコネクタを設定する
AutobAcコネクタを設定するには、次の手順に従います。
P ［シナリオ図］の画面でAutobAcコネクタを右クリックして、表示され
るショートカットメニューから［コネクタを設定する］を選択します。

2 表示されるウィザードで、必要に応じて［名前］フィールドと［説明］
フィールドに入力し、［次へ］をクリックします。

R AutobAcと互換性のあるAssetbenterデータベース接続タイプに対して
Assetbenterを選択し、［次へ］をクリックします。

S AutobAcと互換性のあるAssetbenterデータベースを選択し（［接続］
フィールド）、［ログイン］フィールドと［パスワード］フィールドに
入力してから、［次へ］をクリックします。
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T ［終了］をクリックします。

AutobAc統合を使用する

インタフェース
AssetbenterがAutobAcモジュールをインストールすると、AutobAcに
［cr\wsools］メニューと［Assetbenter］メニューが追加されます。

概要
AssetbenterまたはAutobAcを使用する前に、bonnectLhtを使ってデータ同期の
設定を実行する必要があります。

bonnectLhtを使ってデータを同期する
bonnectLhtの「\c\diMscn」シナリオを使用すると、AssetbenterとAutobAc間に
おけるデータの同期／マイグレーションを実行できます。

このシナリオでは、Assetbenter／AutobAc間でデータの複製を行います。
bonnectLhtのスケジュールを使って、このシナリオを定期的に起動します。例
えば、毎週金曜日にAssetbenter／AutobAc間でデータの複製を行います。詳
しくは、bonnectLht付属の『ユーザガイド』を参照してください。

AssetbenterのデータをAutobAcに複製して初めて、AutobAcでAssetbenterの
データを使用できるようになります（Assetbenterコネクタの［生成する］
ポップアップメニュー）。

AutobAcでAssetbenterのデータを使用する
AutobAcと互換性のあるAssetbenterのデータベースにアクセスするには、以
下の手順に従います。
P 続行する前にグラフィックを保存します（［ファイル／名前を付けて保
存］）。

2 ［Assetbenter／oroperty?oortfolio］メニューを選択します。
R ［グラフィック管理］から［プロパティナビゲータ］を選択します。
S ［プロファイル］ドロップダウンリストからAssetbenterデータベースを
選択します。
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ヒント:

AutobAcでエラーRVOOOが表示されても、無視してかまいません。

T 場所を選択してから、［Att\ch］をクリックします。

ヒント:

場所のリストはツリー構造になっています。ただし、直接には表示され
ていない場合もあります。場所をダブルクリックすると下のレベルが展
開されます。

［フロア］レベルをPつだけ選択して［関連付け］をクリックします。

U AutobAcが、データベースに接続されたことを通知してきたら、選択さ
れたマップで操作を開始できます。

AutobAcの使用時に変更を行い、これを保存した場合、Assetbenterを使用す
る前にbonnectLhtシナリオを起動してデータを同期します（AutobAcコネク
タの［生成する］ポップアップメニュー）。

bonenctLhtシナリオ用のデータ構成
bonenctLhtシナリオを正しく機能させるためには、
• 以下のように場所を分類する必要があります。
• b\mpus
• auilding
• eloor
• qoomN?rubloc\tion

• ［koc\tionsype］フィールドに、次のキーワードを入力します：b\mpus、
auilding、eloor、qoomNrubloc\tion

• 資産と従業員は、qoomNrubloc\tionのレベルで入力されている値に該当し
ます。

• 資産の条件は以下のとおりです。
• m\tureMsea\sis?=?portfolio?item
• m\tureMselgtbonstr\int?=?unique?\sset?t\g
• m\tureMbroftkicense?=?O

注意:

シナリオは、完全にカスタマイズ可能です。

シナリオをカスタマイズする場合は、ペレグリンシステムズのカスタマサ
ポートまでお問い合わせください。

Assetbenter

RTW Assetbenter SMR L 管理



AssetbenterでAutobAcのデータを使用する
bonnectLhtへのAutobAcデータのマイグレーションを行うと、［従業員］テー
ブル、［場所］テーブル、および［資産］テーブルが、AutobAc起源のデー
タによって記入／更新されます。

以下のデータが入力されます。
• 場所の詳細画面の［全般］タブページと［ポートフォリオ］タブページ

各階のAutobAc図面は、場所の階の［書類］タブに表示されます。
• 従業員の詳細画面の［全般］タブページと［ポートフォリオ］タブペー
ジ

• 資産の詳細画面の［全般］タブページと［ポートフォリオ］タブページ

注意:

AutobAcモジュールは資産と従業員に関するデータを視覚化します。これ以
外のデータを視覚化するには、専用bonnectLhtシナリオを作成するか、または
ペレグリンシステムズのカスタマサポートへ連絡する必要があります。
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E（特殊文字）K? SU
[（特殊文字）K? SU
アイコンK? RSX
アクション
アクションボタン?L?作成K? PRT
自動トリガ G参考?Assetbenter?rerverH

アクションボタンK? PRT
アクセス G参考?アクセスコントロールH
アクセスコントロールK? QQVLQST
G参考?パスワードH
オプションK? PWT
ユーザK? QRU
ユーザ接続K? QRW
概要K? QQW
制限K? QQV
編集K? QRP
有効性K? QQW

アクセス?L?固定K? QRW
アクセス制限K? QRS
リンク?L?デフォルト値K? QRU K? QRU
低速ネットワーク?L?チューニングK? RTQ
定義K? QRO
例外K? SR

アラームの検証（モジュール）K? QVW
インデックス
rpk名K? SO
カスタマイズK? PQU K? SQ
ラベルK? SO
数値K? TO

説明K? SO K? SO
挿入K? PRQ

インデックス（インスタンス）K? POO
インポートK? PWXLQQU
ncab?L?データベースの選択K? PXV
インポートするフィールド
マッピングK? QOT K? QOR
説明K? QOP

キーK? QOU
スクリプトK? QQS K? QQQ
ソーステーブル?L?マッピングK? QOS
テーブル?L?分析の説明K? PXV
テキストファイル
マッピングK? QOS
構造K? PXU

テキストファイル?L?選択K? PXV
データベースK? PXO
データベース構造とデータK? VP
パフォーマンスK? QPX
ファイルK? PXV
フォルダ?L?作成K? QQO
プロセスK? PXT
リンク?L?作成パラメータK? QOV
概要K? PXO
推奨事項K? PXP
数値データK? PXP
制限K? PXQ
単一のテキストファイルK? PXO
転送?L?設定K? QPX

 インデックス
目次
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特殊フィールドK? QPO
部署と従業員K? QPR
複数のテキストファイルK? PXO
文字?L?hrnコードK? PXO
文書K? QPS

インポート?L?オプションK? PWQ
インポート中の履歴を無効にする（オプショ
ン）K? PWQ
ウィザード?L?オプションK? PWQ
オウンコピー（リンクタイプ）K? RR
オウン（リンクタイプ）K? RR
オーバーフローK? RU
テーブルK? RU
リンクの動作K? RV

オーバーフローテーブルK? RU
実装K? RW

オーバーフロー（リンクタイプ）
リンクタイプK? RR

オブジェクトの設定（メニュー）K? SP
オブジェクト（入力タイプ）K? RO
カウンタ
デフォルト値K? SS
名前?L?特殊文字K? SS

カウンタ名K? SS
カスタムリストデータ（入力タイプ）K? QW K?
QW
キー
インポートK? QOU
例K? QPS

キャッシュK? RTQ
キャッシュ（nr\cle）K? TQ
コストセンタの経費を分割する（モジュー
ル）K? QVU
コピー（リンクタイプ）K? RR
コメントK? VX
コメント（リンクが記憶する情報のタイプ）K?
RS K? RS
この接続をサービスモードで使用（オプショ
ン）K? QTO K? QSX
サーバとローカルマシンの時刻の比較（オプ
ション）K? QTW
サーバ：基準となるflsタイムゾーンとの時
間差（オプション）K? PWU

サイズ（パラメータ）K? PQU
サイズ（プロパティ）
制限K? PXT

システムデータ
オプションK? PWT
データベース?L?作成K? UR

システムリストデータ（入力タイプ）K? RO K?
QW K? QW
スキャナの結果を基にデータベースを更新
（シナリオ）K? QVS
スキャナの結果を基にデータベースを更新
（モジュール）K? QVR K? QVP K? QVP
スクリプト
オーバーフローリンクK? RV

スクリプトのインポート
コマンドラインからの実行K? QQS
保存と実行K? QQQ

スケジュールデータのグラフィック表現 G参
考?スケジュールのグラフィック表示H
スケジュールのグラフィック表示K? ROPLRPV
オプションK? ROP
スケジュールのグラフィック表示ページ
ウィザードに追加K? ROV
テーブルに追加K? ROQ
実用例K? ROW K? ROR
設定K? ROX

概要K? ROP
休日K? ROQ

スロットの更新間隔（オプション）K? PWT
スロットの自動タイムアウト（オプション）K?
QSP K? PWT
セキュリティK? QQX
G参考?アクセスコントロールH

タイプ（プロパティ）
データをインポートする際に守るべき制限K?
PXS

タイムゾーンK? UR
タイムゾーン?L?オプションK? PWU
タイムゾーンの使用（オプション）K? UR
ツリー構造?L?インポートK? QPQ
テーブル
rpk名K? QS
オーバーフローテーブルK? RU
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カスタマイズK? PQS K? SP
タイトルK? QS
記述文字列K? QS
作成K? PRP
参照テーブルK? RU
数値K? TO
説明K? QS K? QS
中間テーブルK? RS

テーブルスペース（nr\cle）K? TQ
テーブルの統計情報の更新（モジュール）K?
QVT
テーブルまたはフィールドrpk名（入力タイ
プ）K? QX
テーブルまたはフィールド名（入力タイプ）K?
QX
テーブルを追加（メニュー）K? PRP
テキストファイル?L?インポートK? PXU
テキスト（データ型）K? QV
テスト G参考?テスト用データベースH
テスト用データベースK? PSOLPSS
カスタマイズK? PSO

テンプレート（メニュー）K? VS
デフォルト値
アクセス制限K? SR
カウンタK? SS
コメントテーブルへのリンクK? SR
記述?L?エラーK? SS
特殊フィールドK? SR

デフォルト（パラメータ）K? PQW
デフォルト（入力タイプ）K? QW K? QW
データの機密性K? QQX
データベース
G参考?ncabH
G参考?アクセスコントロールH
G参考?インデックスH
G参考?インポートH
G参考?テーブルH
G参考?データベースのカスタマイズH
G参考?フィールドH
G参考?リンクH
G参考?接続H
calr?L?変更K? TX
licrosoft?rpk?rerverK? TQ

tca?caQ?L?クライアントK? TV
アクセスタイプK? QRW
一時K? QRX
固定K? QRW
不特定K? QRW

オプションK? PVXLPWV
制限K? PVX
設定K? PVX
設定?L?ウィンドウK? PWO

カスタマイズK? SP
システムデータK? UR
データ
インポートK? VP
出力K? VP

開くK? PV
記述?L?テンプレートK? VWLWX
else
if
グローバル変数
コメント
コンポーネントの参照
プロパティ?L?値
改行マーク?L?削除
関数
固定テキスト
参照したコンポーネント?L?数
抽出
並べ替え
別のテンプレートを挿入するK? VX

記述?L?ファイルK? VRLPPQ
グローバル変数
パラメータ
概要

構造
インポートK? VP
更新K? PPV
出力K? VP
表示K? QP

作成K? SVLVP
Assetbenter?c\t\b\se?Administr\torK? UP
caQ?tcaK? TT
calrK? SX
ryb\se?Ad\ptive?rerverK? TS
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ryb\se?rpk?Any•here?GruntimeHK? TW
空のデータベースK? SW
事前検証K? TQ
新規データベースK? PV

削除K? TX
自動切断?L?オプションK? PWT
修理K? PPRLPPT
診断K? PPR
説明K? VR K? QPLSU
定義K? QQ

データベースオブジェクトK? PRV
データベースオプションG参考?データベースH
データベースオプション（メニュー）K? PVX
データベースサーバK? SX
データベースサーバに信号送信（モジュー
ル）K? QVU K? UT
データベースサーバのタイムゾーンの検証
（オプション）K? QTW
データベースサーバのタイムゾーンの検証
（モジュール）K? QVW
データベースにmsドメインのコンピュータ
を追加（モジュール）K? QUQ K? QUQ
データベースにmsユーザを追加（モジュー
ル）K? QUT K? QUS
データベースに言語を挿入（メニュー）K? UV
データベースに挿入可能な文書の最大サイズ
（オプション）K? PWT
データベースのカスタマイズK? PQRLPSO
アクションボタンK? PRT
インデックスK? PRQ
オブジェクトK? PRO K? PQR
テーブルK? PRP K? PQS
フィールドK? PRQ
フィールド、リンク、インデックスK? PQU
ページK? PRW K? PRU
ボタンK? PQX
リンクK? PRQ
重要K? PSO
詳細K? PRS K? PQW
変更
コントロールK? PSO
バックアップK? PRX
言語K? PRX

データベースの作成（メニュー）K? UQ
データベースの診断N修復（メニュー）K? PPR
データベース管理者K? QRV
データベース記述ファイルを開く?L?新規デー
タベースの作成（オプション）K? PV
データベース構造とデータのインポート（メ
ニュー）K? VP
データベース構造とデータの出力（メ
ニュー）K? VP
データベース再接続間隔（オプション）K? QTV
データベース設定の保存（メニュー）K? SP
データ（licrosoft?rpk?rerver設定）K? TR
データ：基準となるflsタイムゾーンとの時
間差（オプション）K? PWU
ドロップダウンリストをツリー構造で表示
（オプション）K? RSW
ニュートラル（リンクタイプ）K? RR
バイナリフィールド（データ型）K? QV
パスワード
G参考?kcAoH
AdminログインK? QSQ
アクセスコントロールK? QSP
データベース?L?作成K? UP
パスワードの忘失K? QSR
作成K? QSR
変更K? QSR
保存K? QSR

パスワード?L?オプションK? PWR
パスワード（フィールド）K? QTT
パフォーマンス G参考?低速ネットワーク?L
チューニングH
パーセント（入力タイプ）K? QW K? QW
ビルド（オプション）K? PWT
ファイル（オプション）K? QTW
フィールド
G参考?フィールドとリンクのヘルプH
rpk名K? QT
カスタマイズK? PQU K? SP
タイトルK? QU
デフォルト値K? SQ
アクセス制限K? QRU K? QRU

データ型と形式K? QU
説明K? QU K? QT
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挿入K? PRQ
値の固有性?L?インデックスK? SO

フィールドFwwwFがFwwwFに見つかりません
（エラー）K? SS
フィールドとリンクのヘルプ
文字参照K? SU
編集K? ST

フィールドの追加（メニュー）K? PRQ
フィルタ
データベース記述K? VX
低速ネットワーク?L?チューニングK? RSX

フィルタ（パラメータ）K? PQV
フォルダの選択（メニュー）K? VS
ブール（はい／いいえ）（入力タイプ）K? QW
ブール（入力タイプ）K? QW
ページ
作成K? PRU
詳細への追加K? PRW

ページの追加（メニュー）K? PRU
ボタンK? PQX
マイグレーションK? PPV
メッセージシステム
lAoh
m\ilMiniK? QXR
•inMiniK? QXR

lAoh?L?従業員の設定K? QXP
rlso
m\ilMiniK? QXP
•inMiniK? QXP
従業員?L?設定K? QWX
設定K? QWX

uhl
m\ilMiniK? QXU
•inMiniK? QXU
従業員?L?設定K? QXR
設定K? QXU K? QXT

インタフェースK? QWVLROO
テストK? QXW
概要K? QWV
接続?L?問題K? QXW
エラーK? QXX
問題が発生した場合に実行するテストK?
QXW

設定K? QWW
複数の受信者K? QWX
複数プロトコルの使用K? QWW

メッセージシステム再接続間隔（オプショ
ン）K? QTV
メモフィールド（データ型）K? QV
ユーザタイプ（フィールド）K? QV
ユーザプロファイルK? QRP
定義K? QRO

ユーザ権限の詳細画面K? QRP
定義K? QRO

ライセンス
データベースに保存されたファイルK? PWS
データベース?L?作成K? UT
使用可能な権限と機能K? UO
変更K? UU

ライセンス?L?オプションK? PWS
ライセンスファイル（オプション）K? PWS
ラベル
テーブルK? QS
フィールドK? QU

リース?L?オプションK? PWU
リース?L?料率?L?オプションK? PWU
リストデータ（入力タイプ）K? RO
リストの更新（メニュー）K? VS
リストの設定（メニュー）K? RSW
リンク
G参考?フィールドとリンクのヘルプH
rpk名K? RQ
インポートK? QOV
カスタマイズK? PQU K? SP
タイトルK? RQ
タイプK? RR
デフォルト値K? SQ
基数K? RS
状況依存リンクK? RX
説明K? RQ K? RQ
挿入K? PRQ

リンクタイプ
外部キーK? RV

リンクの追加（メニュー）K? PRQ
ワンポイント?L?オプションK? PWR
ワンポイントのテキスト（オプション）K? PWR
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一時（アクセス）K? QRX
画像（リンクが記憶する情報のタイプ）K? RS
画面K? RTQ
開いているオブジェクトの数（パラメータ）K?
TO K? TO
階層構造のテーブルK? PRR
外部キーK? RV
完全名（フィールド）K? RP K? RP K? QT
管理者権限（オプション）K? QRV K? PVX
既存のデータベースを開く（オプション）K?
PV
期間（入力タイプ）K? RO K? QW K? QW
期限?L?モニタ G参考?Assetbenter?rerverH
機能権限K? QRR
定義K? QRO

規定の損失額の計算（モジュール）K? QUW
金額（入力タイプ）K? QW K? QW
経費明細?L?オプションK? PWQ
言語
Assetbenter?c\t\b\se?Administr\torK? PS

固定テキストK? VW
固有のインデックス
削除または変更に関する注意K? QP

更新日（フィールド）K? RO
構造とデータの出力K? VP
合計した任意管理項目?L?オプションK? PWT K? PWT
最大サイズ（オプション）K? QTW
在庫の検証（モジュール）K? QWP
資産リース料率の自動計算の承認（オプショ
ン）K? PWU
時刻（データ型）K? QV
時刻（入力タイプ）K? QW K? QW
次へ（メニュー）K? PX
自動切断を有効にする（オプション）K? QSP K?
PWT
実行エラー?L?タイプエラー（エラー）K? SS
実行グループにワークフロー規則を適用（モ
ジュール）K? QUX
実用例
スケジュールのグラフィック表示K?ROW K?ROR

受領?L?オプションK? PWP
受領時に消耗品の経費明細を作成（オプショ
ン）K? PWQ

受領品に対応する資産、消耗品などの作成
（モジュール）K? QUX
従業員?L?インポートK? QPR
出力イベント?L?オプションK? PWU
出力イベントテーブルの消去（モジュール）K?
QVT
出力イベントの有効時間（オプション）K? PWU
書式（パラメータ）K? PQV
消耗品?L?オプションK? PWQ
詳細
カスタマイズK? PQW
ページ?L?追加K? PRW

詳細ウィンドウ G参考?詳細H
詳細の追加（メニュー）K? PRS
詳細画面 G参考?詳細H
新しいワークフロー実行グループの検索（モ
ジュール）K? QVU
親リンクの追加（メニュー）K? PRR
進行ステータス（パラメータ）K? RPU
整数（PUビット）（データ型）K? QV
整数（RQビット）（データ型）K? QV
整数（Wビット）（データ型）K? QU
接続
G参考?kcAoH
G参考?指定H
G参考?接続スロットH
vindo•s?msK? UP
管理K? QRW
指定K? UP

接続スロット
異常終了K? QSO
概要K? QRX
更新?L?遅延K? QRX
破壊K? QSO
手動破棄K? QSO

非アクティブユーザK? QSP
接続?L?スロット?L?オプションK? PWT
専門分野データK? US
前へ（メニュー）K? PX
全般（タブ）K? QTV
全文検索?L?オプションK? PWV
全文検索を有効にする（オプション）K? PWV
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帯域幅 G参考?低速ネットワーク?L?チューニン
グH
調達?L?オプションK? PWP
賃貸料の計算（モジュール）K? QUU
低速ネットワーク?L?チューニングK? RSVLRTR
アクセス制限K? RTQ
オプションK? RSV
キャッシュK? RTQ
リストK? RSW
画面K? RTQ

定期チェック（オプション）K? RSW
定義
ccdコマンドサーバK? RPX
アクセス制限K? QRO
データベースK? QQ
ユーザプロファイルK? QRO
ユーザ権限K? QRO
機能権限K? QRO

定義（リンクタイプ）K? RR
統合された任意管理項目の再計算を無効にす
る（オプション）K? PWT
特殊フィールド
インポートK? QOU
デフォルト値K? SR

特殊文字K? SS
読み込み時間の限度（オプション）K? RSW
読み込む項目数の限度（オプション）K? RSW
読取り専用（パラメータ）K? PQV
読取り専用（プロパティ）
制限K? PXT

日付J時刻（データ型）K? QV
日付J時刻（入力タイプ）K? QW K? QW
日付（データ型）K? QV
日付（入力タイプ）K? QW K? QW
入力イベント?L?オプションK? PWU
入力イベントテーブルの消去（モジュール）K?
QVT
入力イベントの有効時間（オプション）K? PWU
任意管理項目の値（入力タイプ）K? QX
任意管理項目の追加（オプション）K? PRP
任意管理項目値K? RS
任意管理項目値（リンクが記憶する情報のタ
イプ）K? RS

任意管理項目値（入力タイプ）K? QX
認証?L?オプションK? PWS
認証にkcAoサーバを使用する（オプショ
ン）K? PWR
倍精度（データ型）K? QV
半自動入力のタイミング（オプション）K? RSV
番号（入力タイプ）K? QW K? QW
必須タイプ（プロパティ）K? PXT
必須（パラメータ）K? PQW
表記文字列K? QS
表示言語K? UV
オブジェクトタイプK? UW
データベースへのオブジェクトの追加K?PRX
選択K? UW
置換K? UW
追加K? UV

不特定?L?アクセスK? QRW
普通（リンクが記憶する情報のタイプ）K? RS
普通（リンクタイプ）K? RR
浮動小数点（データ型）K? QV
部署?L?インポートK? QPR
文字セット（パラメータ）K? TO
文字列?L?区切り文字K? QOO
文書
Assetbenter?c\t\b\se?Administr\tor?L?メモリ
中の最大数K? PU
Assetbenter?c\t\b\se?Administr\tor?L?自動読
み込みK? PS
インポートK? QPS

文書?L?オプションK? PWT
並べ替え
データベース?L?記述
フィルタK? VX

階層リストK? QT
低速ネットワーク?L?チューニングK? RSX

無関連（パラメータ）K? PQV
有効（パラメータ）K? PQT
履歴?L?オプションK? PWQ
履歴項目の検証（モジュール）K? QWP
履歴（パラメータ）K? PQU
履歴（リンクが記憶する情報のタイプ）K? RS
列
インポート?L?区切り文字K? QOO
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低速ネットワーク?L?チューニングK? RSX
連結K? QPO
連続するスペース（特殊文字）K? SU

A
\c\diMscnK? RTV K? RTU
\dbcMdllK? PPX
\ddcpuMscn（シナリオ）K? QUT K? QUR
\ddition\l?netmem?Gryb\se?Ad\ptive?rerverHK? TS
Addkink?GccdHK? RRS
Admin（ログイン）K? QSQ K? PR
\li\s（キーワード）K? WP
\mdbMiniK? RTR K? RTO
\mimplMexeK? QQS
\msrvcfMiniK? QWR
Al（メッセージシステム）K? QXU
Anonymous（アクセス）K? QSS
AohK? QP
Aoo_bsk_gdAo_ry?Gtca?caQHK? TU
Appauild（プロパティ）K? XO
Apphnfo（プロパティ）K? XO
Appk\ngu\ge（プロパティ）K? XO
AookgdAory?Gtca?caQHK? TU
Appuersion（プロパティ）K? XO
Assetbenter?c\t\b\se?Administr\tor G参考?デー
タベースH
G参考?データベースのカスタマイズH
インタフェースK? PRLPX K? PS
オブジェクトタイプK? PT
オプションK? PX
テーブルK? PT
はじめにK? PR
フィールドK? SP
ライセンスK? UU
リンクK? SP
検索K? PW
言語K? PS
書類?L?自動読み込みK? PS
注K? PR

Assetbenter?rerverK? QSVLQWU
veb?L?制限K? QWT
vindo•s統合セキュリティ G参考?vindo•s
統合セキュリティH

アイコンK? QTU
インストールK? QUO
オプションK? QTV
サービス?L?としての実行K? QWS
サービスとして開始K? QWQ
データベース
切断K? QTP K? QTO

メイン画面K? QTU
メッセージシステムK? QTT
メニューK? QTU
モジュール?L?設定K? QTX
モニタ?L?タイムゾーンK? QUO
概要K? QSV
管理?L?vebK? QWQ
Assetbenter?rerverサービスK? QWS
ドライブK? QWS
起動K? QWR K? QWR

起動
cnrK? QTO
自動起動K? QSX
手動起動K? QSX

自動切断K? QWU
実行
vindo•sK? QTO
推奨事項K? QSW

終了?L?結果K? QTT
制限K? QTO K? QSW
即時トリガK? QWP

Assetbenter?rerverで受領品をポートフォリオ
に自動的に作成（オプション）K? QUX K? PWP
Assetbenter?rerver署名（オプション）K? PWS
Assetbenterデータベース（ncab接続）K? PQP
AutobAcコネクタK? RTU
AutobAc?L?統合K? RTTLRTX
インストールK? RTU
はじめにK? RTT
使用K? RTV

\uto?cre\te?st\tistics?Glicrosoft?rpk?rerverHK? TQ
\uto?upd\te?st\tistics?Glicrosoft?rpk?rerverHK? TR
Av\il\blercript（オブジェクト）K? POT

a
a\sesype（プロパティ）K? PPO
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a\se（オブジェクト）K? POP K? XX K? XT K? XR
a\sic?L?オプションK? PWQ
a\sicスクリプト?L?インポートK? QPR
a\sicスクリプト（入力タイプ）K? QX K? QX
a\sic関数?L?オプションK? PWQ
a\sic関数（オプション）K? PWQ
bin（ファイル）K? PSR
a（gslkタグ）K? SU

b
c\che?Gryb\se?Ad\ptive?rerverHK? TT
b\lceieldcesc（インスタンス）K? POU
b\lceield（オブジェクト）K? PPO
b\lclode（プロパティ）K? POP
b\ptioncet\il（プロパティ）K? POW
b\ptionkist（プロパティ）K? POW
b\rdin\lity（プロパティ）K? XW
cfg（ファイル）K? PSR
bl\ss（オブジェクト）K? POS
bloses\ble?GccdHK? RQV
bollectionbount（関数）K? WU
bollectionbre\te（関数）K? WS
bollectionburrenthndex（関数）K? WT
bollectionhseirst（関数）K? WT
bollectionhsk\st（関数）K? WT
bollectionm\me（関数）K? WT
bollectionmext（関数）K? WS
bollection?（インスタンス）K? VV
bompletec\tes（パラメータ）K? RPS
bomputertring（プロパティ）K? XP
config（フォルダ）K? PV
bonnect?GccdHK? RQQ
bonnected（プロパティ）K? XO
bonnection（プロパティ）K? XO
bonnectLht?L?AutobAc統合K? RTU
bount（プロパティ）K? XQ
bre\te（プロパティ）K? XP
bre\tiongistorized（プロパティ）K? POT
bryst\l?qeportsK? PQQ G参考?bryst\l?qeportsH
burrenthndex（プロパティ）K? XQ

c
cAsA?Gryb\se?Ad\ptive?rerverHK? TT

d\t\b\seMtxtK? VR K? QU K? QP
構造K? QR

d\t\b\se?device?Gryb\se?Ad\ptive?rerverHK? TT
c\t\b\se?n•ner?Glicrosoft?rpk?rerverHK? TR
c\t\b\se（インスタンス）K? VV
c\t\b\se?（インスタンス）K? XO
c\t\?nnly?kocking?Gryb\se?Ad\ptive?rerverHK? TT
c\te（Assetbenterデータベース記述インスタ
ンスのグローバル変数）K? PPQ
db_block_buffers（パラメータ）K? TP
db_block_size（パラメータ）K? TO
caQ?tcaK? TT K? TT
db\seMtplK? QR
cbbMdxt（Assetbenterデータベース記述インス
タンスのグローバル変数）K? PPQ
cbbMeulln\me（Assetbenterデータベース記述
インスタンスのグローバル変数）K? PPQ
cbbMm\me（Assetbenterデータベース記述イン
スタンスのグローバル変数）K? PPQ
cbbMo\th（Assetbenterデータベース記述イン
スタンスのグローバル変数）K? PPQ
cbbMrhortn\me（Assetbenterデータベース記述
インスタンスのグローバル変数）K? PPQ
cbbuersion（プロパティ）K? XO
dbdictMtplK? VS K? QQ
calr G参考?データベースH
変更K? VO K? TX

calrログインK? TX
ccdK? RPXLRST
グローバルコマンドK? RQP
bonnectK? RQQ
cisconnectK? RQR
dxecuteActionK? RQR
kistAlls\blesK? RQS
kistnpens\blesK? RQT
npenuie•K? RQT

コマンドK? RQO
はじめにK? RQP

コンテキストK? RQP
サービスK? RQO
テーブルおよびフィルタまたはリンクと関
連するコマンドK? RRR
AddkinkK? RRS

管理

Assetbenter SMR L 管理 RU9



fetu\lueK? RRS
gilightK? RRT
qemovekinkK? RRU
reteocusK? RRU
retu\lueK? RRV
retu\luevhereK? RRW
rho•K? RRX

テーブルに関連するコマンドK? RQU
bloses\bleK? RQV
fetqecordbountK? RQV
fetrelectionhdK? RRR
kistAlleieldsK? RRO
kistAllkinksK? RRP
npens\bleK? RQU
reteilterK? RRP
retqecordlodeK? RQX
retrelectionK? RRQ
retuie•lodeK? RQW

テーマK? RQO
呼び出しK? RPX
呼び出し?L?例
dxcelK? RSQ
uisu\l?a\sicK? RSR
はじめにK? RRX
内部呼び出しK? RSO

必要条件K? RSR
ccd?sestbenterMexeK? RSR
ccdコマンド G参考?ccdH
ccdコマンドサーバK? RPX
ccdサービスK? RQO
ccdテーマK? RQO
def\ult?net•ork?p\cket?size?Gryb\se?Ad\ptive
rerverHK? TS
cef\ultrcript（オブジェクト）K? POT K? XT
celete（プロパティ）K? XP
cesc（プロパティ）K? POX K? POW K? POV K? POR K? POP K?
XW K? XS K? XP
cesktop?Administr\tionサーバ署名（オプショ
ン）K? PWS
cisconnect?GccdHK? RQR
dml_locks（パラメータ）K? TP
dsd（ファイル）K? PSR
csteield（オブジェクト）K? XX

csts\ble（オブジェクト）K? XX
dtk\stlodif（フィールド）K? RO
インポートK? PXT

cuplic\tes（プロパティ）K? POO

d
elseif（キーワード）K? WQ
else（キーワード）K? WQ
emptySRMdbK? TW
dmptynncup（プロパティ）K? XT
dndAfter（パラメータ）K? RPQ
dndaefore（パラメータ）K? RPP
dndc\te（パラメータ）K? RPO
endfor（キーワード）K? VX
endif（キーワード）K? WQ
endscript（関数）K? WU
dnum（プロパティ）K? POR
dxecuteAction?GccdHK? RQR
dxist（関数）K? WR
extent?iNo?buffers?Gryb\se?Ad\ptive?rerverHK? TS

e
ee\tbl\sscesc（インスタンス）K? POU
ee\tcesc（インスタンス）K? POR
ee\to\r\mcesc（インスタンス）K? POS
ee\to\r\m（オブジェクト）K? PPO
ee\tureu\lues\ble（オブジェクト）K? XQ
ee\ture（オブジェクト）K? POT
eetchingArr\yrize（パラメータ）K? RTO
eieldb\se（プロパティ）K? XT
eieldbount（プロパティ）K? XP
eield?（インスタンス）K? XR K? VV
eield（オブジェクト）K? PPO K? POQ
filter（キーワード）K? WQ
enms?bnknq（gslkタグ）K? ST
enms?eAbd（gslkタグ）K? ST
enms?rhyd=Jn（gslkタグ）K? ST
enms?rhyd=Ln（gslkタグ）K? ST
eorcecispl\yrcript（オブジェクト）K? POT
eoreignjey（プロパティ）K? XS
eormul\（プロパティ）K? POV
for（キーワード）K? VX
er\mek\bel（プロパティ）K? POX
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eullm\me（フィールド）
注K? RP

eullm\me（プロパティ）K? POU
eunccom\in（プロパティ）K? POW
function（関数）K? WU
eurources\ble（オブジェクト）K? XQ

f
gbb\seMxmlK? UP K? PV
gbb\seIMIK? VR K? QQ
fener\tebolors（パラメータ）K? RPR
fetqecordbount?GccdHK? RQV
fetrelectionhd?GccdHK? RRR
fetu\lue?GccdHK? RRS

g
g\sbl\ss（プロパティ）K? POR
g\see\tureu\lues\ble（プロパティ）K? XQ
g\slemoeield（プロパティ）K? XQ
g\smotebook（プロパティ）K? POW
g\so\rent（プロパティ）K? POU
g\srystemo\ge（プロパティ）K? POW
gilight?GccdHK? RRT
gistorized（プロパティ）K? XW K? XS
gistoryrcript（オブジェクト）K? POT K? XX K? XT
gq（gslkタグ）K? SU
grplitbontrol（オブジェクト区切り）K? PRV

h
idd\cMscn（シナリオ）K? QVQ
if（キーワード）K? WQ
hndexbount（プロパティ）K? XP
hndex?（インスタンス）K? VV
hntern\lm\me（プロパティ）K? POX K? POV K? POP K?
XW K? XS K? XP
hsb\lceield（プロパティ）K? PPO
hsbonsolid\ted（プロパティ）K? POR
hsee\tureu\lues\ble（プロパティ）K? XQ
hsee\ture（プロパティ）K? PPO
hseield（プロパティ）K? PPO
hseirst（プロパティ）K? XP
hsgorizont\lrplit（プロパティ）K? POX
hshnherited（プロパティ）K? POS

hsk\st（プロパティ）K? XQ
hskink（プロパティ）K? PPO
hsu\lidrcript（オブジェクト）K? XQ
hsuertic\lrplit（プロパティ）K? POX
hsuisible（プロパティ）K? POV
htembolor（パラメータ）K? RPR
htemk\bel（パラメータ）K? RPS
h（gslkタグ）K? SU

k
k\bel（プロパティ）K? POX K? POW K? POV K? POR K? POP K?
XW K? XS K? XP
kcAo
アクティブ化K? QST
パスワードK? QSS K? QSS
リマインダK? QSS
実装K? QSS
接続K? QST

kcAo?L?オプションK? PWR
kcAoサーバポート（オプション）K? PWR
kcAoサーバ名（オプション）K? PWR
kcAoディレクトリ G参考?kcAoH
kcAoディレクトリのログインを格納する
［\mdmplcept］テーブルのフィールドのrpk
名（オプション）K? PWS
kcAo認証 G参考?kcAoH
kinek\bel（パラメータ）K? RPT
kinkbount（プロパティ）K? XP
kinkeilter（プロパティ）K? POS
kink?（インスタンス）K? XV K? VV
kink（オブジェクト）K? PPO
kistAlleields?GccdHK? RRO
kistAllkinks?GccdHK? RRP
kistAlls\bles?GccdHK? RQS
kistnpens\bles?GccdHK? RQT
kh（gslkタグ）K? SU
locking?Gryb\se?Ad\ptive?rerverHK? TT
log_buffer（パラメータ）K? TP
knf?Glicrosoft?rpk?rerverHK? TR
knf?Gryb\se?Ad\ptive?rerverHK? TT
kogdrror（関数）K? WS
koginhd（プロパティ）K? XO
koginm\me（プロパティ）K? XO

管理

Assetbenter SMR L 管理 RVP



konggelpbommentmogslks\g（プロパ
ティ）K? POS K? XW K? XS
konggelpbomment（プロパティ）K? POS K? XW K?
XS
konggelpcescmogslks\g（プロパティ）K?
POS K? XX K? XT
konggelpcesc（プロパティ）K? POS K? XW K? XS
konggelpr\mplemogslks\g（プロパティ）K?
POS K? XW K? XS
konggelpr\mple（プロパティ）K? POS K? XW K? XS
konggelpv\rningmogslks\g（プロパティ）K?
POS K? XX K? XS
konggelpv\rning（プロパティ）K? POS K? XW K?
XS

l
m\ilMiniK? QXU K? QXR K? QXP
l\ineield（パラメータ）K? ROX
l\inhndex（オブジェクト）K? XQ
l\nd\toryrcript（オブジェクト）K? POT K? XT
lAoh G参考?メッセージシステムH
m\ximum?net•ork?p\cket?size?Gryb\se?Ad\ptive
rerverHK? TS
m\x?server?memory?Glicrosoft?rpk?rerverHK? TQ
l\xu\lue（プロパティ）K? POR
memory?Gryb\se?Ad\ptive?rerverHK? TS
licrosoft?rpk?rerver
クライアントK? TS
サーバK? TQ
データベース?L?作成K? TQ

linu\lue（プロパティ）K? POR

m
m\me（プロパティ）K? PPP K? POU
msサービスK? QWQ
mullu\lues（プロパティ）K? POO
null識別子レコードの検証（モジュール）K?
QWO
mumu\lue（プロパティ）K? PPP

n
nbject?（インスタンス）K? VV
ncabK? PPXLPQQ

bryst\l?qeports?L?作成K? PQQ
calrK? PQO
ドライバ
インストールK? PPX
有用性K? PQO

概要K? PPX
言語K? PQO
使用する接続K? PQP
制限K? PPX
接続?L?作成K? PQQ
表示されたデータK? PQP

ncabアクセス G参考?ncabH
ncabドライバ G参考?ncabH
open_cursors（パラメータ）K? TP
npens\ble?GccdHK? RQU
npenuie•?GccdHK? RQT
optimizer_mode（パラメータ）K? TP
nr\cleK? TO
nrderay（パラメータ）K? RPU

o
o\gehtem（インスタンス）K? POX
o\ge（インスタンス）K? POX
o\rentbl\ss（オブジェクト）K? POU
pdi\cMscn（シナリオ）K? QVS
ol\nneruie•er（パラメータ）K? ROX
oositive（プロパティ）K? XT
orim\ryjey（オブジェクト）K? XQ
orim\ryjey（プロパティ）K? XS
procedure?c\che?Gryb\se?Ad\ptive?rerverHK? TS
processes（パラメータ）K? TP
oroperty?（インスタンス）K? VV

q
qAhcK? SX
q\•rource（プロパティ）K? POQ
qe\dnnlyrcript（オブジェクト）K? XT
qe\dnnly（プロパティ）K? XS
qe\d（プロパティ）K? POT K? XW K? XR
qeferencedrtor\geeieldbount（プロパティ）K?
POQ
qelcsteield（オブジェクト）K? XX
qelev\ntrcript（オブジェクト）K? XX K? XU K? XR
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qelrrceield（オブジェクト）K? XX
qels\ble（オブジェクト）K? XX
qemote?bontrolサーバ署名（オプション）K?PWT
qemovekink?GccdHK? RRU
qeversekink（オブジェクト）K? XX
rollb\ck?segments?Gnr\cleHK? TQ
qo•Lkevel?kocking?Gryb\se?Ad\ptive?rerverHK?
TT

r
rcreeneilter（プロパティ）K? POW
rcripteield（インスタンス）K? PPP
rcriptsype（プロパティ）K? POQ
rcript（Assetbenterデータベース記述インスタ
ンスのオブジェクト）K? POV
rcript（インスタンス）K? POP
rcript?（インスタンス）K? VV
script（関数）K? WU
reteilter?GccdHK? RRP
reteocus?GccdHK? RRU
retnutput（関数）K? WS
retoroperty（関数）K? WR
retqecordlode?GccdHK? RQX
retrelection?GccdHK? RRQ
retu\lue?GccdHK? RRV
retu\luevhere?GccdHK? RRW
retuie•lode?GccdHK? RQW
sh\red_pool_size（パラメータ）K? TP
rho•?GccdHK? RRX
rize（プロパティ）K? XS
rlso G参考?メッセージシステムH
sort_\re\_ret\ined_size（パラメータ）K? TP
sort_\re\_size（パラメータ）K? TP
sort（キーワード）K? WO
rource（プロパティ）K? POQ
rpkm\me（プロパティ）K? POX K? POX K? POW K? POV K?
POR
rqlm\me（プロパティ）K? POP K? XW K? XS K? XP
rpk名
インデックスK? SO
テーブルK? QS
データベースオブジェクト?L?競合K? PSO
フィールドK? QT

リンクK? RQ
用途K? QS

rrceield（オブジェクト）K? XX
rrcs\ble（オブジェクト）K? XX
rt\rtAfter（パラメータ）K? RPQ
rt\rtaefore（パラメータ）K? RPP
rt\rtc\te（パラメータ）K? RPO
rtringu\lue（プロパティ）K? PPP
rtring（インスタンス）K? PPP
str（ファイル）K? PSR
stt（ファイル）K? PSR
ryb\se?Ad\ptive?rerverK? TS K? TS
ryb\se?rpk?Any•here?GruntimeHK? TW
rysdnumu\lue（インスタンス）K? PPP
ryso\ge（オブジェクト）K? POW
system?d\t\?source?Gtca?caQHK? TV
rystem（プロパティ）K? POX K? POW K? POR K? POP K? XW
K? XT K? XQ

s
s\blebount（プロパティ）K? XO
t\blesMtxtK? VR K? QP
構造K? QR

s\ble（Assetbenterデータベース記述インスタ
ンスのオブジェクト）K? POV
s\ble?（インスタンス）K? XP K? VV
s\ble（オブジェクト）K?POW K?POT K?POQ K?POP K?XT
tempdb?Glicrosoft?rpk?rerverHK? TR
tempdb?Gryb\se?Ad\ptive?rerverHK? TT K? TS
sempl\teMdxt（Assetbenterデータベース記述イ
ンスタンスのグローバル変数）K? PPQ
sempl\teMeulln\me（Assetbenterデータベース
記述インスタンスのグローバル変数）K? PPQ
sempl\teMm\me（Assetbenterデータベース記述
インスタンスのグローバル変数）K? PPQ
sempl\teMo\th（Assetbenterデータベース記述
インスタンスのグローバル変数）K? PPQ
sempl\teMrhortn\me（Assetbenterデータベース
記述インスタンスのグローバル変数）K? PPQ
testddeMxlsK? RSQ
sime（Assetbenterデータベース記述インスタ
ンスのグローバル変数）K? PPQ
tpl（ファイル）K? VW K? VR K? QQ
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srunc\te?kog?on?bheckpoint?Glicrosoft?rpk
rerverHK? TR
srunc\te?kog?on?bheckpoint?Gryb\se?Ad\ptive
rerverHK? TT
syped（プロパティ）K? XW
sypeeield（オブジェクト）K? XX
sype（インスタンス）K? XX
sype（プロパティ）K? POV K? POR K? XW K? XU K? XR

t
tca?caQ
アプリケーションカウンタサーバK? TV
クライアントK? TV

tnit（プロパティ）K? POR
tpd\te（プロパティ）K? POT K? XV K? XR
user?d\t\?source?Gtca?caQHK? TV
tserlogin（Assetbenterデータベース記述イン
スタンスのグローバル変数）K? PPQ
tsersypeeorm\t（プロパティ）K? XV K? XR
tsersype（インスタンス）K? POO
tsersype（プロパティ）K? POV K? XW K? XU K? XR
tsersype?（プロパティ）
インポート?L?制限K? PXR

usr（ファイル）K? PSR

u
u\lueeield（オブジェクト）K? POT
u\luenf（関数）K? WR
u\lue（プロパティ）K? PPP
ubqeturnsype（プロパティ）K? POQ
uie•（インスタンス）K? POV
uhl G参考?メッセージシステムH
vimRQMdllK? QXT
urplitbontrol（オブジェクト区切り）K? PRV

v
vAmG参考?低速ネットワーク?L?チューニングH
vAmネットワーク G参考?低速ネットワーク?L
チューニングH
vherebond（パラメータ）K? RPU
•inMiniK? QXU K? QXR K? QXP
vindo•s統合セキュリティ
Assetbenter?rerverK? QTP

サポートされる環境K? QTS
概要K? QTP
実装K? QTQ
従業員K? QTS

•iz（ファイル）K? PSR
vrite（プロパティ）K? POT K? XV K? XR

w
xml（ファイル）K? PSR
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